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１．議事日程 

   （平成１６年第２回安芸高田市議会６月定例会第１日目） 

 

平成１６年６月１５日 

午 前 １ ０ 時 開 会 

於安芸高田市吉田公民館 

 

日 程 第 １  会議録署名議員の指名           

日 程 第 ２  会   期  の   決  定           

日 程 第 ３  諮問第 １ 号   人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 

日 程 第 ４  同意第 ４ 号   安芸高田市監査委員の選任の同意について 

日 程 第 ５  同意第 ５ 号  安芸高田市監査委員の選任の同意について 

日 程 第 ６  同意第 ６ 号   安芸高田市固定資産評価審査委員会委員の 

選任の同意について  

日 程 第 ７  同意第 ７ 号   安芸高田市公平委員会委員の選任の同意について 

日 程 第 ８  同意第 ８ 号   安芸高田市固定資産評価員の選任の同意について 

日 程 第 ９  発議第 ７ 号   安芸高田市議会議員定数条例につて 

日程第１０  議案第２５号   安芸高田市民放テレビ放送難視聴解消事業（共同受信施設 

設置事業）分担金徴収条例について 

日程第１１  議案第２６号   安芸高田市地域振興基金条例について 

日程第１２  議案第２７号   安芸高田市火葬場条例の一部を改正する条例について 

日程第１３  議案第２８号  安芸高田市乳幼児医療費支給条例の一部を 

改正する条例について 

日程第１４  議案第２９号  安芸高田市老人医療費助成条例の一部を 

改正する条例について 

日程第１５  議案第３０号  安芸高田市土地改良事業関係分担金徴収条例について 

日程第１６  議案第３１号  安芸高田市県営土地改良事業分担金徴収条例について 

日程第１７  議案第３２号  安芸高田市市営土地改良事業の経費の 

賦課徴収に関する条例について 
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日程第１８  議案第３３号  安芸高田市水防災対策特定河川事業に伴う 

分担金徴収条例について 

日程第１９  議案第３４号  安芸高田市土地開発公社の定款変更について 

日程第２０  議案第３５号  安芸高田市非常勤消防団員に係る退職報償金の 

支給に関する条例の一部を改正する条例について 

日程第２１  議案第３６号  調停を成立させることについて 

日程第２２ 施 政 方 針 

日程第２３ 議案第３７号   平成１６年度安芸高田市一般会計予算 

日程第２４ 議案第３８号   平成１６年度安芸高田市国民健康保険特別会計予算 

日程第２５ 議案第３９号   平成１６年度安芸高田市老人保健特別会計予算 

日程第２６ 議案第４０号   平成１６年度安芸高田市介護保険特別会計予算 

日程第２７ 議案第４１号   平成１６年度安芸高田市公共下水道事業特別会計予算 

日程第２８ 議案第４２号   平成１６年度安芸高田市特定環境保全 

公共下水道事業特別会計予算 

日程第２９ 議案第４３号   平成１６年度安芸高田市農業集落排水事業特別会計予算 

日程第３０ 議案第４４号   平成１６年度安芸高田市浄化槽整備事業特別会計予算 

日程第３１ 議案第４５号   平成１６年度安芸高田市コミュニティ・プラント 

整備事業特別会計予算 

日程第３２ 議案第４６号   平成１６年度安芸高田市簡易水道事業特別会計予算 

日程第３３ 議案第４７号   平成１６年度安芸高田市飲料水供給事業特別会計予算 

日程第３４ 議案第４８号   平成１６年度安芸高田市水道事業会計予算 
 
 
 
 
 ２．出席議員は次のとおりである。（７０名） 

        １番         明 木 一 悦          ２番     秋 田 雅 朝 

        ３番     土 居 克 之     ４番     山 本   優 
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        ５番     岡 山   薫          ６番     田 中 常 洋 

        ７番     前 川 正 昭          ８番     平 林 克 昌 

       ９番         日野原 穂 澄        １１番     加 藤 英 伸      

１２番         山  﨑 昭  弘        １３番     山 口 康 文 

      １４番         小  野 剛  世        １５番     川 角 一 郎 

１６番         竹  田 誠  莊        １７番     井 上 尚 文 

１８番         高  坂  広  一        １９番     新 出 達 夫 

２０番         塚  本    近        ２１番     赤 川 三 郎 

    ２２番         深  井 達  雄        ２３番     三 上 タエ子 

      ２４番         長  岡  公次郎        ２５番     井 上 正 樹 

２６番         宮  田 浩  之        ２７番     松 野 俊 寿 

２８番         川  先 悟  郎        ３０番     平 岡 正 美 

３１番         秋  広 美  輝        ３２番     川 﨑 三千春 

    ３３番         西  川 佚  夫        ３５番        岡 原 雪 夫 

     ３６番      松  村  ユキミ     ３７番     熊 高 昌 三 

     ３８番      藤  井 昌  之    ３９番         浅 枝 俊 通 

     ４０番      青 原 敏 治    ４１番         金 行 哲 昭 

４２番     杉 原   洋       ４３番         松 川 秀 巳 

      ４４番     大 前 直 行       ４５番         入 本 和 男 

     ４６番     泉   正智代    ４７番         山 本 三 郎 

     ４８番     今 野 仁千六    ４９番         今 村 義 照 
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     ５０番     住 広   章    ５１番         佐々木   博 

５２番     玉 川 祐 光       ５３番         西 山 登司教 

      ５４番     井 上 正 文       ５５番         岡 田 正 信 

     ５６番     浮 田 洋 吾    ５７番         山 崎 宅 将 

     ５８番     桑 岡 達 夫    ５９番         望 月   桂 

     ６０番     天 清 斐 雄    ６１番         渡 辺 義 則 

６２番     猪 掛 信 幸       ６３番         高 下 二 郎 

      ６４番     富 田 義 弘       ６５番         吉 村 正 登 

     ６６番     名 川 律 夫    ６７番         宮 本 房 宏 

     ６８番     松 浦 利 貞    ６９番         増 田 静 樹 

     ７０番     中 間 末 雄    ７１番         鳴 石   勧 

７２番        亀 岡   等        ７３番     﨑 岡 典 男 

 
 
 
 

   ３．欠席議員は次のとおりである。（３名） 

１０番        平 川 幸 雄     ２９番        新 山 勝 義 

   ３４番        中 野 光 雄 

 

 

 

   ４．会議録署名議員 

      １５番     川 角 一 郎       １６番        竹 田 誠 莊 
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   ５．地方自治法第１２１条により説明のため出席した者の職氏名（２３名） 

市     長    児 玉  更 太 郎     助     役    増 元 正 信 

収 入 役    藤 川 幸 典             参 事    小 野  豊      

総 務 部 長    新 川 文 雄     教 育 長    佐 藤  勝 

教 育 次 長    沖 野 清 治     自治振興部長    田 丸 孝 二 

市民生活課長    佐 々 木  亮     税 務 課 長    山 本 数 博 

福祉保健部長兼

福祉事務所長    福 田 美 恵 子     人権推進課長    毛 利 宣 生 

産業振興部長    清 水  盤     
建設部長   

兼公営企業部長    金 岡 英 雄 

消 防 長    村 上  紘     八千代支所長    平 下 和 夫 

美土里支所長    立 川 堯 彦     高 宮 支 所 長    猪 掛 智 則 

甲 田 支 所 長    武 添 吉 丸     向 原 支 所 長    益 田 博 志 

総 務 課 長    高 杉 和 義     財 政 課 長    垣 野 内  壮 

教育総務課長    上 川 裕 芳 

   
 
 

  ６．職務のため議場に出席した事務局の職氏名（６名） 

事 務 局 長  増 本 義 宣   事 務 局 次 長     光 下 正 則 

議事調査係長   児  玉  竹  丸    書 記     新 谷 洋 子       

書 記  国 岡 浩 祐   書 記     倉 田 英 治 



 6

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午前１０時００分 開会 

◯﨑 岡 議 長   みなさん、おはようございます。 

ただ今の出席議員は７０名であります。 

定足数に達しておりますので、これより平成１６年第２回安芸高田市議

会定例会を開会いたします。 

直ちに本日の会議を開きます。 

本日の議事日程は、予めお手許に配布しておりますとおりであります。 

日程に入るに先立ち、議会事務局長より諸般の報告をいたします。 

◯増本事務局長   議長。 

◯﨑 岡 議 長   事務局長。 

◯増本事務局長   諸般の報告をいたします。 
第１点、市長並びに教育委員長より本定例会に説明員として出席委任す

るものの職氏名の一覧表が提出されております。 

第２点、市長より平成１５年度安芸高田市一般会計予算等繰越明許費に

係る繰越計算書についての報告がありました。 

第３点、市が資本金の２分の１以上を出資等している法人の経営状況説

明書についての報告がありました。 

それぞれの写しをお手許に配付いたしておりますのでご了承ください。 

以上で諸般の報告を終わります。 

◯﨑 岡 議 長   以上をもって諸般の報告を終わります。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

日程第１  会議録署名議員の指名 

◯﨑 岡 議 長   日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

会議録署名議員は、会議規則第７９条の規定により、議長において、１

５番川角一郎君、１６番竹田誠莊君を指名いたします。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

日程第２  会期の決定 

◯﨑 岡 議 長   日程第２、会期の決定を議題といたします。 

本定例会の運営について、過日、議会運営委員会を開きご協議いただい

ておりますので、その結果について議会運営委員長佐々木博君の報告を求

めます。 

◯佐々木委員長   報告をいたします。平成１６年第２回定例会の運営につきまして、去る

６月８日に議会運営委員会を開き、次のことが決定されましたので報告を

いたします。 
まず、会期につきましては、お手許の会期日程のとおり本日から７月

２２日までの３８日間といたしました。議事の都合により明日６月１６日

から６月２４日まで及び６月３０日から７月１５日までを休会といたし

ます。 
本定例会に付議されます案件は、諮問１件、同意５件、発議１件、議

案２４件、計３１件でございます。 
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一般質問の取り扱いについては、各会派とも答弁を含み、かつ休憩を

除き３時間の持ち時間といたします。各会派の質問の順序は、１番向原、

２番吉田、３番八千代、４番高宮、５番美土里、６番甲田でございます。 
次に予算審査についてでございますが、予算案上程の後、一括質疑を受

け、その後１８名で構成する予算審査特別委員会を設置し、審査を一括付

託いたします。改めて予算審査概要の説明を受けた後、各常任委員会で構

成する小委員会へ委託し、各常任委員会で所管の予算について審査をいた

します。各小委員会での審査結果はそれぞれ概要報告書としてまとめ、予

算審査特別委員会へ報告され、一括審査いたします。予算審査特別委員会

の審査につきましても、概要報告書としてまとめて、委員長から本会議へ

報告され、一括審議いたします。予算審査特別委員会の審査は、７月１３

日までに終了するよう、運営方よろしくお願いいたします。 
以上、報告を終わります。 

◯﨑 岡 議 長   お諮りします。 

ただいまの委員長報告のとおり、会期は３８日間とすることにご異議あ

りませんか。 

〔異議なし〕 

◯﨑 岡 議 長   ご異議なしと認めます。 

よって、会期は３８日間と決しました。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

日程第３  諮問第１号 人権擁護委員の推薦につき 
                       意見を求めることについて 

◯﨑 岡 議 長   日程第３、諮問第１号、人権擁護委員の推薦につき意見を求めることに

ついての件を議題といたします。 

この際、議案の朗読を省略いたします。 

提出者から提案理由の説明を求めます。 

◯児 玉 市 長   議長。 

◯﨑 岡 議 長   市長、児玉更太郎君。 

◯児 玉 市 長   提案理由を説明をいたします前に、一言開会にあたりましてご挨拶を申

し上げたいと思います。 

本年、３月１日をもちまして発足いたしました安芸高田市も、もう３ヶ

月を経過をいたしました。私も市長に就任いたしまして１ヶ月を経過した

ところでございますが、この間、比較的円滑に事務を執行させていただい

ておりますことは、議員のみなさんをはじめ、市民のみなさんのあたたか

いご支援の賜物と心から感謝を申し上げます。とは申しましても、市政執

行に対する厳しいご意見もいくつかいただいております。ご指摘をいただ

いております案件につきましては、職員全員で知恵と力を合わせ、確実に

改善いたして参りますが、市民のみなさんにとりまして暮らしやすい、誇

りの持てる安芸高田市を一日も早く実現することができるよう、今後も行

政に対する忌憚のないご意見をいただきたいと思います。 

さて、本日市議会第２回定例会を招集いたしましたところ、議員のみな
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さんにはご多忙の中をご出席をいただき、まことにありがとうございます。

本定例会へ提案を申し上げます案件は、諮問１件、同意５件、議案２４件

でございます。諮問案件といたしましては、人権擁護委員の推薦について。

同意案件といたしましては、監査委員、固定資産評価審査委員会委員、公

平委員会委員並びに固定資産評価員の選任の同意でございます。議案の主

なものといたしましては、安芸高田市地域振興基金条例、各事業に係りま

す分担金徴収条例の制定、医療費関係など条例の一部改正、また、上下水

道関係の調停の成立についてなどでございます。とりわけ予算関係につき

ましては、一般会計をはじめとし、各特別会計に係ります平成１６年度の

年間予算を計上しております。何とぞよろしくご審議を賜りますようにお

願いを申し上げます。 

なお、今回予算書については、既に議員のみなさんのところに事前にお

配りをしております。情報公開という立場で、昨日、報道各社の共同記者

会見を行いまして、予算書等議員のみなさんにお配りをしておりますもの

を報道各社へもお配りをしております。その席で我々としては今まで各町

の予算というのは予算が通ってから新聞発表、こういうような状況であっ

たわけでございますが、情報の公開という立場からいえば、議員さんにお

配りをしたと同時に情報は公開されたと、こういうように報道各社も解釈

をされております。そういうことで昨日もいろいろお話し合いはしたわけ

でございますが、報道各社としては、議員さんに資料が渡った時点で情報

は公開されたという立場で、本日の新聞、テレビ等へ公開をしていきたい

と、このようなご意見がございました。そういうことで、我々としては今

までの町の立場から言うと、ちょっと早いんではないかと、このようなお

話もしたわけでございますが、それぞれ各社意見も違っておるようでござ

いまして、２、３社はもうこれは情報開示されたんだから、これは明日の

新聞へは出すと、こういうようなご意見がございまして、しょっちゅう出

入りしてもらっております新聞社の方はご理解をいただいて、今までの町

村の予算どおりに扱いたいというようなご意見もあったようなわけでご

ざいます。やはり、１、２社がどうしても情報公開すると、こういうよう

なお話でございましたので、それなら各社ともやはり線を揃えざるをえん

だろうと、こういうことでご存知いただきますように、今朝の各社の新聞

へ今日予算が発表になるということが発表になっておりました。そういう

ことでございまして、経過はそのような経過をたどって、今までの各町で

の予算審議の経過の新聞発表等とちょっと今回は違っておるわけでござ

います。それだけに安芸高田市の初めての予算がどのようになるかという

のが、マスコミ各社でも大変関心のあったことだろうと思うわけでござい

ますが、そういうような経過をたどって本日の報道各社の発表になってお

るということを、一言申し添えてご理解を賜りたいと、このように思うわ

けでございます。 

以上をもちまして、一言開会にあたりましてのご挨拶に代えさせていた

だきます。 
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それでは諮問第１号の要点の説明を申し上げます。議案名、人権擁護委

員の推薦につき意見を求めることについて。本件は、人権擁護委員法第６

条第３項の規定に基づき、人権擁護委員の候補として清水素子さん５９歳

の方を推薦したいので、議会の意見を求めるものでございます。清水さん

は平成１３年１２月に旧向原町の民生児童委員として選任され、現在は本

市の民生児童委員としてご活躍をいただいております。以上、人権擁護委

員として適任であると確信いたし、候補者として法務大臣へ推薦するもの

でございます。 

以上、よろしくご審議の上、適当なるご意見を賜りますようにお願いを

申し上げます。 
◯﨑 岡 議 長   これをもって提案理由の説明を終わります。 

これより質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

〔質疑なし〕 

◯﨑 岡 議 長   質疑なしと認めます。 

これをもって質疑を終結いたします。 

これより討論に入ります。 

討論はありませんか。 

〔討論なし〕 

◯﨑 岡 議 長   討論なしと認め、これをもって討論を終結いたします。 

これより諮問第１号、人権擁護委員の推薦につき意見を求めることにつ

いての件を採決いたします。 

本件は、清水素子さんを適任とすることにご異議ありませんか。 

 〔異議なし〕 

ご異議なしと認めます。 

よって本件は、清水素子さんを適任とすることに決定いたしました。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

日程第４  同意第４号 安芸高田市監査委員の選任の同意について 
◯﨑 岡 議 長   日程第４、同意第４号、安芸高田市監査委員の選任の同意についての件

を議題といたします。 

ここで、地方自治法第１１７条除斥の規定により、５３番西山登司教君

の退場を求めます。 

 〔西山議員退場〕 

◯﨑 岡 議 長   この際、議案の朗読を省略いたします。 

提出者から提案理由の説明を求めます。 

◯児 玉 市 長   議長。 

◯﨑 岡 議 長   市長、児玉更太郎君。 

◯児 玉 市 長   議案名は安芸高田市監査委員の選任の同意でございます。同意第４号で

ございます。本件は地方自治法第１９６条第１項の規定に基づき、安芸高

田市監査委員の選任の同意を求めるものでございます。 
近年ますます厳しさを増しております行財政環境や、多様化、複雑化い
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たしております市民からの行政要望のなかで、より効率的で効果的な行財

政運営の執行をいたしますため、議員の内から選任されます安芸高田市監

査委員といたしまして、西山登司教さん７４歳を選任するため、議会の同

意を求めるものでございます。 
何とぞご同意をいただきますようにお願いを申し上げます。 

◯﨑 岡 議 長   これをもって提案理由の説明を終わります。 

これより質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

〔質疑なし〕 

◯﨑 岡 議 長   質疑なしと認めます。 

これをもって質疑を終結し、討論に入ります。 

討論はありませんか。 

〔討論なし〕 

討論なしと認め、これをもって討論を終結いたします。 

◯﨑 岡 議 長   これより同意第４号、安芸高田市監査委員の選任の同意についての件を

挙手により採決いたします。 

本件は、これに同意することに賛成の方の挙手を願います。 

〔挙手多数〕 

◯﨑 岡 議 長   挙手多数であります。 

したがって、同意第４号、安芸高田市監査委員の選任の同意についての

件は、同意することに決定をいたしました。 

この際、暫時休憩いたします。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午前１０時１７分 休憩 

午前１０時１９分 再開 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

日程第５  同意第５号 安芸高田市監査委員の選任の同意について 
◯﨑 岡 議 長   再開します。 

西山登司教君は、自席にお戻り下さい。 

日程第５、同意第５号、安芸高田市監査委員の選任の同意についての件

を議題といたします。 

この際、議案の朗読を省略いたします。 

提出者から提案理由の説明を求めます。 

◯児 玉 市 長   議長。 

◯﨑 岡 議 長   市長、児玉更太郎君。 

◯児 玉 市 長   同意第５号、議案名が安芸高田市監査委員の選任の同意でございます。

本件は地方自治法第１９６条第１項の規定に基づき、安芸高田市監査委員

の選任の同意を求めるものでございます。 
近年ますます厳しさを増しております行財政環境や、多様化、複雑化い

たしております市民からの行政要望のなかで、より効率的で効果的な行財

政運営の執行を実現するため、財務管理並びに経営管理に関する豊富な専
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門知識や経験を有しておられます上国英登さん６９歳を、安芸高田市監査

委員として選任いたしたく、議会の同意を求めるものでございます。 
なお、上国さんは平成８年に高田郡農協を退職後、旧吉田町高田地区消

防組合、安芸たかた広域連合において監査委員を務めていただいておりま

した。 
何とぞご同意をいただきますように、よろしくお願いを申し上げます。 

◯﨑 岡 議 長   これをもって提案理由の説明を終わります。 

これより質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

〔質疑なし〕 

◯﨑 岡 議 長   質疑なしと認めます。 

これをもって質疑を終結し、討論に入ります。 

討論はありませんか。 

〔討論なし〕 

反対討論なしと認め、これをもって討論を終結いたします。 

◯﨑 岡 議 長   これより同意第５号、安芸高田市監査委員の選任の同意についての件を、

挙手により採決いたします。 

本件は、これに同意することに賛成の方の挙手を願います。 

〔挙手多数〕 

◯﨑 岡 議 長   挙手多数であります。 

したがって、同意第５号、安芸高田市監査委員の選任の同意についての

件は、同意することに決定いたしました。 

この際、暫時休憩いたします。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午前１０時２２分 休憩 

午前１０時２４分 再開 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

日程第６  同意第６号  安芸高田市固定資産評価審査委員会委員の 
選任の同意について 

◯﨑 岡 議 長   再開します。 

日程第６、同意第６号、安芸高田市固定資産評価審査委員会委員の選任

の同意についての件を議題といたします。 
この際、議案の朗読を省略いたします。 

提出者から提案理由の説明を求めます。 

◯児 玉 市 長   議長。 

◯﨑 岡 議 長   市長、児玉更太郎君。 

◯児 玉 市 長   同意第６号、議案名、安芸高田市固定資産評価審査委員会委員の選任の

同意についてでございます。本件は地方税法第４２３条第３項の規定に基

づき、安芸高田市固定資産評価審査委員会委員の選任の同意を求めるもの

でございます。 
広域合併に伴います住民ニーズの多様化、複雑化のなかで、豊富な経験
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と知識を有しておられます藤嶋義久さん６４歳、谷本正行さん８０歳、成

芳則さん５０歳を、安芸高田市固定資産評価審査委員会委員として適任で

あると確信いたし、議会の同意を求めるものでございます。藤嶋さんは税

理士でございます。谷本さんは司法書士でございます。また、成さんは不

動産鑑定士でございます。３名の方は安芸たかた広域連合において固定資

産評価審査委員会の委員としてお務めをいただいておりました。 
何とぞご同意をいただきますように、よろしくお願いをいたします。 

◯﨑 岡 議 長   これをもって提案理由の説明を終わります。 

お諮りします。 

この件につきましては３人の委員の提案がありましたが、質疑は一括し

て行ない、討論は省略し、採決は一人ずつ行いたいと思います。 

これにご異議ありませんか。 

 〔異議なし〕 

ご異議なしと認めます。 

◯﨑 岡 議 長   これより質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

 〔質疑なし〕 

質疑なしと認めます。 

これをもって質疑を終結します。 

◯﨑 岡 議 長   これより日程第６、同意第６号、安芸高田市固定資産評価審査委員会委

員の選任の同意についての件を、挙手により採決いたします。 
本件の内、藤嶋義久さんについては、これに同意することに賛成の方は

挙手を願います。 
 〔挙手多数〕 
挙手多数であります。 
よって、藤嶋義久さんについて、これに同意することに決定いたしまし

た。 
続いて本件の内、谷本正行さんについては、これに同意することに賛成

の方は挙手を願います。 
 〔挙手多数〕 
挙手多数であります。 
よって、谷本正行さんについて、これに同意することに決定いたしまし

た。 
続いて本件の内、成芳則さんについては、これに同意することに賛成の

方は挙手を願います。 
 〔挙手多数〕 
挙手多数であります。 
よって、成芳則さんについて、これに同意することに決定いたしました。 
したがって、同意第６号、安芸高田市固定資産評価審査委員会委員の選

任の同意についての件は、すべてこれに同意することに決定いたしました。 
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～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

日程第７  同意第７号 安芸高田市公平委員会委員の 
                         選任の同意について 

◯﨑 岡 議 長   日程第７、同意第７号、安芸高田市公平委員会委員の選任の同意につい

ての件を議題といたします。 
この際、議案の朗読を省略いたします。 

提出者から提案理由の説明を求めます。 

◯児 玉 市 長   議長。 

◯﨑 岡 議 長   市長、児玉更太郎君。 

◯児 玉 市 長   同意第７号、議案名、安芸高田市公平委員会委員の選任の同意の件でご

ざいます。本件は地方公務員法第９条第２項に基づき、安芸高田市公平委

員会委員の選任の同意を求めるものでございます。 
広域合併に伴い、課題が多様化、複雑化しておりますなかで、豊富な経

験と知識を有しておられます澤崎卓兒さん７７歳、門出浩一さん６５歳、

泉憲始さん５７歳を、安芸高田市公平委員会委員として適任であると確信

いたし、議会の同意を求めるものでございます。澤崎卓兒さんは社会福祉

法人清風会の会長で、旧吉田町の教育委員を務めていただいておりました。

門出浩一さんは、旧八千代町で収入役及び助役を歴任いただいた方でござ

います。泉憲始さんは退職まで高田郡農協で総務部長の要職を務めていた

だいておりました。 
何とぞご同意をいただきますように、お願いを申し上げます。 

◯﨑 岡 議 長   これをもって提案理由の説明を終わります。 

お諮りします。 

この件につきましても３人の委員の提案がありましたが、質疑は一括し

て行ない、討論は省略し、採決は一人ずつ行いたいと思います。 

これにご異議ありませんか。 

 〔異議なし〕 

ご異議なしと認めます。 

◯﨑 岡 議 長   これより質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

 〔質疑なし〕 

質疑なしと認めます。 

これをもって質疑を終結いたします。 

◯﨑 岡 議 長   これより同意第７号、安芸高田市公平委員会委員の選任の同意について

の件を挙手により採決いたします。 
本件の内、澤崎卓兒さんについては、これに同意することに賛成の方は

挙手を願います。 
 〔挙手多数〕 
挙手多数であります。 
よって、澤崎卓兒さんについて、これに同意することに決定しました。 

◯﨑 岡 議 長   続いて本件の内、門出浩一さんについては、これに同意することに賛成
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の方は挙手を願います。 
 〔挙手多数〕 
挙手多数であります。 
よって、門出浩一さんについて、これに同意することに決定しました。 

◯﨑 岡 議 長   続いて本件の内、泉憲始さんについては、これに同意することに賛成の

方は挙手を願います。 
 〔挙手多数〕 
挙手多数であります。 
よって、泉憲始さんについて、これに同意することに決定いたしました。 
したがって、同意第７号、安芸高田市公平委員会委員の選任の同意につ

いての件は、すべてこれに同意することに決定いたしました。 
～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

日程第８  同意第８号  安芸高田市固定資産評価員の 
                         選任の同意について 

◯﨑 岡 議 長   日程第８、同意第８号、安芸高田市固定資産評価員の選任の同意につい

ての件を議題といたします。 
この際、議案の朗読を省略いたします。 

提出者から提案理由の説明を求めます。 

◯児 玉 市 長   議長。 

◯﨑 岡 議 長   市長、児玉更太郎君。 

◯児 玉 市 長   同意第８号、議案名、安芸高田市固定資産評価員の選任の同意について

でございます。本件は地方税法第４０４条第２項の規定に基づき、安芸高

田市固定資産評価員の選任の同意を求めるものでございます。 
広域合併に伴います住民ニーズの多様化、複雑化のなかで、固定資産を

適正に評価し、価格の決定を補助するため豊富な経験と知識を有しておら

れます、本市助役増元正信さん５６歳を安芸高田市固定資産評価員として

選任いたしたく、議会の同意を求めるものでございます。 
何とぞご同意をいただきますように、お願いを申し上げます。 

◯﨑 岡 議 長   これをもって提案理由の説明を終わります。 

これより質疑に入ります。 
質疑はありませんか。 
 〔質疑なし〕 
質疑なしと認めます。 
これをもって質疑を終結し、討論に入ります。 
討論はありませんか。 
 〔討論なし〕 
討論なしと認め、これをもって討論を終結いたします。 

◯﨑 岡 議 長   これより同意第８号、安芸高田市固定資産評価員の選任の同意について

の件を、挙手により採決いたします。 
本件は、これに同意することに賛成の方は挙手を願います。 
 〔挙手多数〕 
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挙手多数であります。 
したがって、同意第８号、安芸高田市固定資産評価員の選任の同意につ

いての件は、同意することに決定いたしました。 
～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

日程第９  発議第７号 安芸高田市議会議員定数条例の制定について 
◯﨑 岡 議 長   日程第９、発議第７号、安芸高田市議会議員定数条例の制定についての

件を議題といたします。 
この際、議案の朗読を省略いたします。 

提出者から提案理由の説明を求めます。 

◯佐々木議員   議長。 

◯﨑 岡 議 長   ５１番、佐々木博君。 

◯佐々木議員   発議第７号、安芸高田市議会議員定数条例の制定について、提案理由の

説明を申し上げます。 
３月１日合併により安芸高田市が誕生いたしました。市民の付託に応え、

市議会の円滑な運営を図るため、地方自治法第９１条第１項の規定により、

安芸高田市議会議員定数２２と定めるものであります。 
なお、附則といたしまして、この条例は公布の日から施行し、以後初め

てその記述を告示される一般選挙から適用するものであります。 
よろしくご審議の上、何とぞ決議賜りますようお願いいたしまして、提

案理由の説明といたします。お願いします。 

◯﨑 岡 議 長   これをもって提案理由の説明を終わります。 

なお、本件に関しては質疑を省略いたしたいと思います。 

ご異議ありませんか。 

 〔異議なし〕 

異議なしと認め、本件の質疑は省略いたします。 

◯﨑 岡 議 長   これより討論に入ります。 

討論はありませんか。 

 〔討論なし〕 

討論なしと認め、これをもって討論を終結いたします。 

◯﨑 岡 議 長   これより発議第７号、安芸高田市議会議員定数条例の制定についての件

を、挙手により採決いたします。 
本案は、原案の通り決することに賛成の諸君の挙手を求めます。 
 〔挙手多数〕 
挙手多数であります。 
よって、発議第７号、安芸高田市議会議員定数条例の制定についての件

は、原案の通り可決されました。 
～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

日程第１０  議案第２５号 安芸高田市民放テレビ放送難視聴解消事業 
（共同受信施設設置事業）分担金徴収条例について 

◯﨑 岡 議 長   日程第１０、議案第２５号、安芸高田市民放テレビ放送難視聴解消事業

(共同受信施設設置事業）分担金徴収条例についての件を議題といたしま
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す。 
この際、議案の朗読を省略いたします。 

提出者から提案理由の説明を求めます。 

◯児 玉 市 長   議長。 

◯﨑 岡 議 長   市長、児玉更太郎君。 

◯児 玉 市 長   議案第２５号、安芸高田市民放テレビ放送難視聴解消事業(共同受信施
設設置事業）分担金徴収条例でございます。本案は国、県の補助事業でご

ざいます。民放テレビ放送難視聴解消事業を実施いたしますことに伴いま

して、地方自治法第２２４条の規定に基づき、受益者から分担金を徴収す

るよう条例を制定するものでございます。 
以上、よろしくご審議の上、適当なる議決をいただきますようにお願い

を申し上げます。 

◯﨑 岡 議 長   これをもって提案理由の説明を終わります。 

この際、担当部長から要点の説明を求めます。 

◯田丸自治振興部長   議長。 

◯﨑 岡 議 長   自治振興部長、田丸孝二君。 

◯田丸自治振興部長   それでは安芸高田市民放テレビ放送難視聴解消事業(共同受信施設設置
事業）分担金徴収条例の要点について、ご説明を申し上げます。この条例

は、提案理由の説明にありましたように国、県の補助事業でございまして、

民放テレビ放送難視聴解消事業の実施に係る受益者の分担金について規

定したものであり、分担金の額、賦課期日、徴収方法及び減免について定

めたものであります。 
事業の骨格でありますけども、お手許に配布しております資料をご覧を

いただきたいと思います。事業主体でございますが、これは市町村が事業

主体でございまして、採択の基準は民放放送が１局も良好に受信できない

地域に共同受信施設を設置する場合に、国、県が補助をするものとなって

おります。補助金及び負担金いついては、国が３分の１、県が６分の１、

市が６分の１を負担し、受益者は残りの３分の１及び１戸あたり３万円を

負担することとされています。したがいまして、受益者が負担する３分の

１及び１戸あたり３万円について分担金条例として制定するものであり

ます。 
なお、今年度この事業は高宮町の五十貫部地区で実施することを計画し

ております。 
以上で要点の説明を終了いたします。 

◯﨑 岡 議 長   これをもって要点の説明を終わります。 

これより質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

 〔質疑なし〕 

質疑なしと認めます。 

これをもって質疑を終結いたします。 

◯﨑 岡 議 長   これより討論に入ります。 
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討論はありませんか。 

 〔討論なし〕 

討論なしと認め、これをもって討論を終結いたします。 

◯﨑 岡 議 長   これより、議案第２５号、安芸高田市民放テレビ放送難視聴解消事業(共
同受信施設設置事業）分担金徴収条例についての件を挙手により採決いた

します。 
本件は、原案の通り決することに賛成の諸君の挙手を求めます。 
 〔挙手多数〕 
挙手多数であります。 
よって、議案第２５号、安芸高田市民放テレビ放送難視聴解消事業(共同
受信施設設置事業）分担金徴収条例についての件は、原案の通り可決され

ました。 
～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

日程第１１  議案第２６号 安芸高田市地域振興基金条例について 
◯﨑 岡 議 長   日程第１１、議案第２６号、安芸高田市地域振興基金条例についての件

を議題といたします。 
この際、議案の朗読を省略いたします。 

提出者から提案理由の説明を求めます。 

◯児 玉 市 長   議長。 

◯﨑 岡 議 長   市長、児玉更太郎君。 

◯児 玉 市 長   議案第２６号、議案名、安芸高田市地域振興基金条例についてでござい

ます。本案は、６町が合併いたし、安芸高田市が発足したことに伴いまし

て、市民のみなさんの一体感の醸成と協働のまちづくりを推進するために

基金を設置し、その運用益を活用するものでございます。その財源といた

しましては、合併特例債を充てることにしており、地域振興等に資する事

業に充てる場合に限っては、基金の取り崩しができることとするものでご

ざいます。 
以上、よろしくご審議の上、適当なる議決をいただきますようにお願い

を申し上げます。 
◯﨑 岡 議 長   これをもって提案理由の説明を終わります。 

この際、担当部長から要点の説明を求めます。 

◯田丸自治振興部長   議長。 

◯﨑 岡 議 長   自治振興部長、田丸孝二君。 

◯田丸自治振興部長   それでは、安芸高田市地域振興基金条例について、要点の説明を申し上

げます。 
この基金は、いわゆる合併関係市町村に対しまして国が支援策として基

金を設置することを求めたものでございます。この条例には積立管理の方

法、運用益の使途、さらに処分、それから取り崩し等々を規定したもので

ございます。基金につきましては、お手許にお配りしております説明資料

２ページの基金の概要をもってご説明をさせていただきたいというふう

に思います。 
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まず標準基金規模でございますが、その下に算式を掲げておりますが、

その算式によりまして、標準財政基金規模を決定をいたします。この標準

基金規模の１．５倍、そして上限は４０億円以下ということでございます。

本市の場合はこの算式によって計算をし、さらに１．５倍を加えたものが

３３億円となります。したがいまして今年度の予算におきまして、この３

３億円を基金として、いわゆる造成をするという計画にしておるとこでご

ざいます。この基金の財源でございますけども、合併特例債が９５％充当

されます。なお、この合併特例債でございますが、いわゆる市町村建設計

画に計上し、そして充当を予定をされております合併特例債とは別枠でこ

の基金が起債が借りられるということになっております。充当率は９５％

でございまして、償還につきましては元利の７０％、これを普通交付税の

基準財政需要額に算入するということでございます。 
以上で、本議案の要点の説明を終了いたします。 

◯﨑 岡 議 長   これをもって要点の説明を終わります。 

これより質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

 〔質疑なし〕 

質疑なしと認めます。 

これをもって質疑を終結いたします。 

◯﨑 岡 議 長   これより討論に入ります。 

討論はありませんか。 

 〔討論なし〕 

討論なしと認め、これをもって討論を終結いたします。 

◯﨑 岡 議 長   これより、議案第２６号、安芸高田市地域振興基金条例についての件を、

挙手により採決いたします。 
本件は、原案の通り決することに賛成の諸君の挙手を求めます。 
 〔挙手多数〕 
挙手多数であります。 
よって、議案第２６号、安芸高田市地域振興基金条例についての件は、

原案の通り可決されました。 
～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

日程第１２  議案第２７号 安芸高田市火葬場条例の一部を 
                           改正する条例について 

◯﨑 岡 議 長   日程第１２、議案第２７号、安芸高田市火葬場条例の一部を改正する条

例についての件を議題といたします。 
この際、議案の朗読を省略いたします。 

提出者から提案理由の説明を求めます。 

◯児 玉 市 長   議長。 

◯﨑 岡 議 長   市長、児玉更太郎君。 

◯児 玉 市 長   議案第２７号、議案名が安芸高田市火葬場条例の一部を改正する条例に

ついてでございます。本案は、安芸高田市火葬場蓬莱苑、八千代町にござ
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います、に係ります霊柩車使用料を無料といたし、これまで霊柩車使用料

として徴収しておりました額を、死体の火葬に係ります使用料として徴収

することによって、その使用料額を向原町にございます流雲閣と同額とす

るものでございます。 
以上、よろしくご審議の上、適当なる議決をいただきますようにお願い

を申し上げます。 
◯﨑 岡 議 長   これをもって提案理由の説明を終わります。 

この際、担当課長から要点の説明を求めます。 

◯佐々木市民生活課長   議長。 

◯﨑 岡 議 長   市民生活課長、佐々木亮君。 

◯佐々木市民生活課長   はい、失礼いたします。 

要点を説明させていただきます。現在八千代町にあります蓬莱苑にある

霊柩車のみ使用料を取るようにしておりましたが、他の施設については霊

柩車がございますが、使用料はもらうようにしておりません。市内で有料

の霊柩車と無料の霊柩車のあることを止めまして、同じ内容を設備する向

原町の流雲閣と同じ同額にする内容でございます。よろしくお願いいたし

ます。 

◯﨑 岡 議 長   これをもって要点の説明を終わります。 

これより質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

 〔質疑なし〕 

質疑なしと認めます。 

これをもって質疑を終結いたします。 

◯﨑 岡 議 長   これより討論に入ります。 

討論はありませんか。 

 〔討論なし〕 

討論なしと認め、これをもって討論を終結します。 

◯﨑 岡 議 長   これより、議案第２７号、安芸高田市火葬場条例の一部を改正する条例

についての件を挙手により採決いたします。 
本件は、原案の通り決することに賛成の諸君の挙手を求めます。 
 〔挙手多数〕 
挙手多数であります。 
よって、議案第２７号、安芸高田市火葬場条例の一部を改正する条例に

ついての件は、原案の通り可決されました。 
～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

日程第１３  議案第２８号 安芸高田市乳幼児医療費支給条例の一部を 
改正する条例について 

◯﨑 岡 議 長   日程第１３、議案第２８号、安芸高田市乳幼児医療費支給条例の一部を

改正する条例についての件を議題といたします。 
この際、議案の朗読を省略いたします。 

提出者から提案理由の説明を求めます。 
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◯児 玉 市 長   議長。 

◯﨑 岡 議 長   市長、児玉更太郎君。 

◯児 玉 市 長   議案第２８号、議案名が安芸高田市乳幼児医療費支給条例の一部を改正

する条例についてでございます。本案は、少子高齢化社会に対応しつつ、

乳幼児医療制度を今後とも安定的かつ持続可能な制度といたしますよう、

受益と負担の関係の見直しを行ない、就学前までの乳幼児に係ります通院

費の助成及び１日５００円の一部負担金の導入につきまして、条例の一部

を改正するものでございます。 
以上、よろしくご審議の上、適当なる議決をいただきますようにお願い

を申し上げます。 
◯﨑 岡 議 長   これをもって提案理由の説明を終わります。 

この際、担当部長から要点の説明を求めます。 
◯福田福祉保健部長   議長。 

◯﨑 岡 議 長   福祉保健部長、福田美恵子さん。 

◯福田福祉保健部長   失礼いたします。それでは議案第２８号の要点説明をいたします。 
お手許に配布しております説明資料、表紙をめくっていただいて４ペー

ジを出していただけたらと思います。 
まず、本案はこれまで県の制度に準じまして２歳以下の外来と３歳以下

の入院に対しまして、医療費の助成を行っております。さらに乳幼児の疾

病の早期発見と治療の促進をよりいっそう図るため、市単独の制度といた

しまして３歳の外来と就学前までの乳幼児に係る入院の医療費助成も行

っております。今回先ほど市長の方から提案理由がありましたように、少

子化対策の充実及び乳幼児医療制度を、今後とも安定的で持続可能な制度

とするため、受益と負担の関係の見直しを図り、この度改正された県の制

度に準じまして、安芸高田市においても通院費助成の就学前までの拡大と、

一日５００円の一部負担金の導入を行うために、条例を改正するものでご

ざいます。 
なお、一部負担金を導入するにあたりましては、１ヶ月における上限日

数を設けることで、受給者に無理のない範囲で負担をお願いするものでご

ざいます。条例のなかは第２条及び第４条関係にいたしましては、対象年

齢の規定の整理をさせていただくということでございます。そして第６条、

第７条関係は一部負担金の規定の追加でございまして、条例案の方にござ

います第７条一部負担金のところを追加させていただいております。 
なお、施行日は本年１０月１日からでございます。これは説明資料の方

を見ていただきますと、今説明いたしましたように網掛けがしてあるとこ

ろが従前現行ではございませんでした。それと３歳の通院のところが、市

が２分の２、それから４歳から６歳の入院のところの市が２分の２という

のは、市が単独で助成をしておりましたけども、今回県の改正によりまし

て、準じまして右側にございます改正のようにさせていただきたいという

ことでございます。ちなみに１ヶ月当たりの上限日数ございまして、通院

につきましては１ヶ月に４日。それから入院につきましては１ヶ月に１４
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日ということで、右側の表に書いてございますように、通院４回というこ

とで５００円の負担で２千円。それ以上の通院になりますとそれはもう負

担は要りませんということでございます。要りませんいうか、公費でみま

すということでございます。入院につきまして１４日の７千円の負担をお

願いしたいということでございます。 
以上でございます。よろしくお願いいたします。 

◯﨑 岡 議 長   これをもって要点の説明を終わります。 

これより質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

 〔質疑なし〕 

質疑なしと認めます。 

これをもって質疑を終結いたします。 

◯﨑 岡 議 長   これより討論に入ります。 

討論はありませんか。 

 〔討論なし〕 

討論なしと認め、これをもって討論を終結いたします。 

◯﨑 岡 議 長   これより、議案第２８号、安芸高田市乳幼児医療費支給条例の一部を改

正する条例についての件を挙手により採決いたします。 
本件は、原案の通り決することに賛成の諸君の挙手を求めます。 
 〔挙手多数〕 
挙手多数であります。 
よって、議案第２８号、安芸高田市乳幼児医療費支給条例の一部を改正

する条例についての件は、原案の通り可決されました。 
～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

日程第１４  議案第２９号 安芸高田市老人医療費助成条例の一部を 
改正する条例について 

◯﨑 岡 議 長   日程第１４、議案第２９号、安芸高田市老人医療費助成条例の一部を改

正する条例についての件を議題といたします。 
この際、議案の朗読を省略いたします。 

提出者から提案理由の説明を求めます。 

◯児 玉 市 長   議長。 

◯﨑 岡 議 長   市長、児玉更太郎君。 

◯児 玉 市 長   議案第２９号、議案名が、安芸高田市老人医療費助成条例の一部を改正

する条例についてでございます。本案は、平成１４年度に実施をされまし

た国の医療保険制度改革に対応いたし、老人保険制度の対象年齢が７０歳

以上から７５歳以上に変更されたことに伴いまして、老人医療費公費負担

事業を段階的に廃止するため、条例の一部を改正するものでございます。 
よろしく審議の上、適当なる議決をいただきますようにお願いを申し上

げます。 
◯﨑 岡 議 長   これをもって提案理由の説明を終わります。 

この際、担当部長から要点の説明を求めます。 
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◯福田福祉保健部長   議長。 

◯﨑 岡 議 長   福祉保健部長、福田美恵子さん。 

◯福田福祉保健部長   はい、それでは議案第２９号、安芸高田市老人医療費助成条例の一部を

改正する条例についての要点説明をいたします。 
説明資料で次のページを出していただけたらと思います。 
本案はこれまで県の制度に準じまして、住民税非課税世帯の６８歳以上

７０歳未満の高齢者及び６５歳以上６８歳未満であって、住民税非課税の

一人暮らし老人と認定した高齢者に対し、医療費の助成を行っております。

今回先ほど市長の方からございましたように、平成１４年度の国の医療保

険制度改革によりまして、老人保険制度における医療給付の対象年齢が７

０歳以上から７５歳以上に引き上げられたこと、高齢化の進展とともに老

人医療費制度創設時と比較して、男女とも平均寿命が１０歳近く延びてい

ること及び介護保険制度など、高齢者に対する制度が充実してきたことを

踏まえ、この度改正された県の制度に準じて安芸高田市においても、老人

医療費公費負担事業の対象年齢を１歳ずつ引上げることで、段階的に廃止

をするために条例改正するものでございます。条例の改正条例のなかの附

則第３項関係でございますが、今回対象年齢の１歳ずつ引き上げに伴う読

み替え規定の追加でございます。それと附則第４項の関係は、老人医療費

助成条例の執行規定等追加したものでございます。これも施行日は本年１

０月１日からでございます。それで説明資料の方を見ていただきますと、

趣旨、理由、背景、改正内容等につきましては、今説明のなかで入ってい

たと思いますが、そちらの表の方見ていただきますと１６年、１７年１８、

１９、２０、２１、５ヶ年かけてまして年齢が１歳ずつ上がっていきます

ので、段階的に対象者がいなくなるという図で示されたものでございます。 
以上でございます。よろしくお願いいたします。 

◯﨑 岡 議 長   これをもって要点の説明を終わります。 

これより質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

 〔質疑なし〕 

質疑なしと認めます。 

これをもって質疑を終結いたします。 

◯﨑 岡 議 長   これより討論に入ります。 

討論はありませんか。 

 〔討論なし〕 

討論なしと認め、これをもって討論を終結いたします。 

◯﨑 岡 議 長   これより、議案第２９号、安芸高田市老人医療費助成条例の一部を改正

する条例についての件を挙手により採決いたします。 
本件は、原案の通り決することに賛成の諸君の挙手を求めます。 
 〔挙手多数〕 
挙手多数であります。 
よって、議案第２９号、安芸高田市老人医療費助成条例の一部を改正す
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る条例についての件は、原案の通り可決されました。 
この際、１１時２０分まで休憩いたしたいと思います。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午前１１時 ５分 休憩 

午前１１時２０分 再開 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

日程第１５  議案第３０号 安芸高田市土地改良事業関係 
                           分担金徴収条例について 

◯﨑 岡 議 長   再開します。 

日程第１５、議案第３０号、安芸高田市土地改良事業関係分担金徴収条

例についての件を議題といたします。 
この際、議案の朗読を省略いたします。 

提出者から提案理由の説明を求めます。 

◯児 玉 市 長   議長。 

◯﨑 岡 議 長   市長、児玉更太郎君。 

◯児 玉 市 長   議案第３０号、安芸高田市土地改良事業関係分担金徴収条例についてで

ございます。本案は、安芸高田市が行います県単独事業、団体営事業、小

規模崩壊地復旧事業、農地災害復旧事業、農業用地施設災害復旧事業など

の土地改良関係事業につきまして、地方自治法第２２４条の規定に基づき、

受益者から分担金を徴収し、事業を実施するよう条例を制定するものでご

ざいます。 
よろしく審議の上、適当なる議決をいただきますようにお願いを申し上

げます。 
◯﨑 岡 議 長   これをもって提案理由の説明を終わります。 

この際、担当部長から要点の説明を求めます。 
◯清水産業振興部長   議長。 

◯﨑 岡 議 長   産業振興部長、清水盤君。 

◯清水産業振興部長   要点説明に入ります前に、大変申し訳ございませんが本議案の差し替え

をお願いさせていただきたいと思います。お手許に黄色い付箋を付けまし

てお配りをさせていただいたものでございます。大変申し訳ございません

が、差し替えをお願いしたいと思います。 

内容につきましては、第５条分担金の減免、第５条の第２項が欠落をし

ておりましたので、２行を挿入をさせていただきました。申し訳ございま

せん。 

それでは議案第３０号の安芸高田市土地改良事業関係分担金徴収条例

の要点についてご説明を申し上げます。本件は市が行います農林水産土木

事業に係ります受益者からの受益者分担金の徴収につきまして、地方自治

法第２２４条に基づきまして定めるものでございます。県の単独事業、団

体営事業、市が事業主体で行うものでございます。それから小規模崩壊地

復旧事業、いわゆる山を抱えております宅地の裏の山留工等を実施する事

業でございます。それから農地、あるいは農業用施設の災害復旧事業等に
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係ります土地改良事業の全ての分担金について、この条例によりまして基

準を定めて分担金の徴収を行うものでございます。なお、分担金の徴収割

合につきましては次ページの方に３条関係ということで付けさせていた

だいております。県の単独事業、いわゆる単県事業でございますが、これ

につきましては事業費の３０％になります。団体営事業、市が事業主体で

国、県の補助事業を受けて実施するものでございます。ほ場整備でありま

すとか、灌漑排水事業あるいは溜池等の整備でございます。これにつきま

しては事業費の２０％以内、小規模崩壊地復旧事業につきましては事業費

の２５％以内、農地災害復旧事業につきましては事業費の１０％以内、農

業用地施設災害復旧事業については事業費の７％以内というふうに定め

させていただいております。なお、工種ごとの、それらの工種ごとの分担

金の割合につきましては、第６条におきまして委任事項に基づき市長が別

に定めさせていただくものでございます。 
以上でございます。 

◯﨑 岡 議 長   これをもって要点の説明を終わります。 

これより質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

◯西 山 議 員   議長。 

◯﨑 岡 議 長   ５３番、西山登司教君。 

◯西 山 議 員   ５３番西山です。今までは旧町時代にこの制度があったと思うんですけ

ども、その時と古いのはここに対照表として出ていませんので、古いのが

あればお知らせ願いたいと思います。 

◯清水産業振興部長   議長。 

◯﨑 岡 議 長   産業振興部長、清水盤君。 

◯清水産業振興部長   この条例の制定の手法につきましては、若干これまでの６町の内容によ

りますと手法として変わっておると思われます。ある町につきましては、

それぞれの事業ごとに分担金徴収条例としてその都度制定をされて徴収

をしておる方法と、それから今回提案させていただいております、すべて

の分担金についてを総括して分担金徴収条例として制定をさせていただ

いて、徴収をしておるという二通りの方法で分担金の徴収事務処理を行っ

ておるものでございます。今回提案させていただいた手法につきましては、

後者の方で土地改良事業全て、農林水産につきまして、一括して分担金徴

収条例を１本で定めまして、この条例に基づいて分担金を徴収する方法で

ございます。なお、現在事業実施をしておりますものを、この別表の方に

上げさせていただいておりますので、またこの別表以外の事業に着手とい

うことになりますと、一部改正によって事業を別表に追加をしていくとい

うことになろうと思いますので、よろしくお願いいたします。 

◯西 山 議 員   議長。 

◯﨑 岡 議 長   ５３番、西山登司教君。 

◯西 山 議 員   私がお聞きしたのはですね、これは受益者負担増になるのか、負担減に

なるのか、これ１点だけなんです。 
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◯清水産業振興部長   議長。 

◯﨑 岡 議 長   産業振興部長、清水盤君。 

◯清水産業振興部長   失礼をいたしました。負担割合につきましては、これまでの間、合併協

の方で議論をしてきていたいただいております。一応別表で以内というよ

うな表現でさせていただいております。工種ごとには農道改良あるいは灌

漑排水、溜池等の工種によりまして負担割合の設定をさせていただいてお

ります。いろいろなこれまでの間、６町の分担金の制定という状況がござ

いまして、基本的には負担割合が増とならないような方向で制定をさせて

いただいておると、総体的にはそういうことで分担金の率を設定をさせて

いただいております。 

以上でございます。 

◯﨑 岡 議 長   他に質疑はありませんか。 

 〔質疑なし〕 

質疑なしと認めます。 

これをもって質疑を終結いたします。 

◯﨑 岡 議 長   これより討論に入ります。 

討論はありませんか。 

 〔討論なし〕 

討論なしと認め、これをもって討論を終結いたします。 

◯﨑 岡 議 長   これより、議案第３０号、安芸高田市土地改良事業関係分担金徴収条例

についての件を挙手により採決いたします。 
本件は、原案の通り決することに賛成の諸君の挙手を求めます。 
 〔挙手多数〕 
挙手多数であります。 
よって、議案第３０号、安芸高田市土地改良事業関係分担金徴収条例に

ついての件は、原案の通り可決されました。 
～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

日程第１６  議案第３１号 安芸高田市県営土地改良事業 
                          分担金徴収条例について 

◯﨑 岡 議 長   日程第１６、議案第３１号、安芸高田市県営土地改良事業分担金徴収条

例についての件を、議題といたします。 
この際、議案の朗読を省略いたします。 

提出者から提案理由の説明を求めます。 

◯児 玉 市 長   議長。 

◯﨑 岡 議 長   市長、児玉更太郎君。 

◯児 玉 市 長   議案第３１号、安芸高田市県営土地改良事業分担金徴収条例でございま

す。本案は、広島県が実施いたします、溜池整備事業、農道整備事業、ほ

場整備事業等につきまして、土地改良法第９１条第３項の規定に基づき、

分担金を徴収いたし、事業を実施するよう条例を制定するものでございま

す。 
よろしく審議の上、適当なる議決のお願いを申し上げます。 
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◯﨑 岡 議 長   これをもって提案理由の説明を終わります。 

この際、担当部長から要点の説明を求めます。 
◯清水産業振興部長   議長。 

◯﨑 岡 議 長   産業振興部長、清水盤君。 

◯清水産業振興部長   議案第３１号の要点をご説明申し上げます。本件は、広島県が事業主体

で実施をしております、いわゆる県営土地改良事業、県営溜池整備事業あ

るいは、ほ場整備事業等でございますが、に係ります受益者負担金の徴収

について、土地改良法第９１条第３項の規定により定めるものでございま

す。なお、負担の割合につきましては国が定めます要項により市の負担割

合、受益者負担割合はそれぞれ義務負担として率が定められておりますの

で、率はこのそれぞれの要項に定まった率で徴収をして参るものでござい

ます。なお、その他徴収基準といたしましては、先ほど議案第３１号で議

決をいただきました安芸高田市県営土地改良事業関係分担金徴収条例に

基づき、徴収するものでございます。 
以上でございます。 

◯﨑 岡 議 長   これをもって要点の説明を終わります。 

これより質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

◯清水産業振興部長   議長。 

◯﨑 岡 議 長   産業振興部長、清水盤君。 

◯清水産業振興部長   訂正をさせていただきます。先ほどの議案第３０号に基づき、徴収する

ものでございます。訂正をさせていただきます。よろしくお願いします。 

◯﨑 岡 議 長   質疑はありませんか。 

 〔質疑なし〕 

質疑なしと認めます。 

これをもって質疑を終結いたします。 

◯﨑 岡 議 長   これより討論に入ります。 

討論はありませんか。 

 〔討論なし〕 

討論なしと認め、これをもって討論を終結いたします。 

◯﨑 岡 議 長   これより、議案第３１号、安芸高田市県営土地改良事業分担金徴収条例

についての件を挙手により採決いたします。 
本件は、原案の通り決することに賛成の諸君の挙手を求めます。 
 〔挙手多数〕 
挙手多数であります。 
よって、議案第３１号、安芸高田市県営土地改良事業分担金徴収条例に

ついての件は、原案の通り可決されました。 
～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

日程第１７  議案第３２号 安芸高田市市営土地改良事業の経費の 
賦課徴収に関する条例について 

◯﨑 岡 議 長   日程第１７、議案第３２号、安芸高田市市営土地改良事業の経費の賦課
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徴収に関する条例についての件を議題といたします。 
この際、議案の朗読を省略いたします。 

提出者から提案理由の説明を求めます。 

◯児 玉 市 長   議長。 

◯﨑 岡 議 長   市長、児玉更太郎君。 

◯児 玉 市 長   議案第３２号、安芸高田市市営土地改良事業の経費の賦課徴収条例につ

いてでございます。本案は、安芸高田市が実施いたします土地改良事業（ほ

場整備）につきまして、土地改良法第９６条の４の規定に基づき、賦課金

を賦課徴収いたし、事業を実施するよう条例を制定するものでございます。 
よろしく審議の上、適当なる議決をいただきますようにお願いを申し上

げます。 
◯﨑 岡 議 長   これをもって提案理由の説明を終わります。 

この際、担当部長から要点の説明を求めます。 
◯清水産業振興部長   議長。 

◯﨑 岡 議 長   産業振興部長、清水盤君。 

◯清水産業振興部長   議案第３２号につきまして、要点のご説明を申し上げます。本件は市が

事業主体で実施をして参ります、いわゆる団体営土地改良事業に係ります

受益者からの経費の賦課徴収等についての基準について定めるものでご

ざいます。土地改良法第９６条の４の規定により定めるものでございます。

なお、分担金の率あるいは徴収方法等につきましては、先ほど議案第３０

号によります安芸高田市土地改良事業関係分担金徴収条例に基づき、徴収

するものでございます。どうぞよろしお願いします。 

◯﨑 岡 議 長   これをもって要点の説明を終わります。 

これより質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

 〔質疑なし〕 

質疑なしと認めます。 

これをもって質疑を終結いたします。 

◯﨑 岡 議 長   これより討論に入ります。 

討論はありませんか。 

 〔討論なし〕 

討論なしと認め、これをもって討論を終結いたします。 

◯﨑 岡 議 長   これより、議案第３２号、安芸高田市市営土地改良事業の経費の賦課徴

収に関する条例についての件を挙手により採決いたします。 
本件は、原案の通り決することに賛成の諸君の挙手を求めます。 
 〔挙手多数〕 
挙手多数であります。 
よって、議案第３２号、安芸高田市市営土地改良事業の経費の賦課徴収

に関する条例についての件は、原案の通り可決されました。 
～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

日程第１８  議案第３３号 安芸高田市水防災対策特定河川事業 
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に伴う分担金徴収条例について 

◯﨑 岡 議 長   日程第１８、議案第３３号、安芸高田市水防災対策特定河川事業に伴う

分担金徴収条例についての件を議題といたします。 

この際、議案の朗読を省略いたします。 

提出者から提案理由の説明を求めます。 

◯児 玉 市 長   議長。 

◯﨑 岡 議 長   市長、児玉更太郎君。 

◯児 玉 市 長   議案第３３号、安芸高田市水防災対策特定河川事業に伴う分担金徴収条

例についてでございます。本件は、国土交通省が本市高宮町川根で実施し

ております、江の川の水防災対策特定河川事業に伴いまして、市が実施い

たします道路等の段差修正を行う盛土工事等に要します費用につきまし

て、地方自治法の規定に基づき分担金を徴収するものでございます。受益

者から徴収いたします分担金の額につきましては、江の川の下流におきま

して同一の事業を実施されております、三次市作木の例などを参考にして

勘案したものでございます。 

以上、よろしく審議の上、適当なる議決をいただきますようにお願いを

申し上げます。 
◯﨑 岡 議 長   これをもって提案理由の説明を終わります。 

この際、担当部長から要点の説明を求めます。 
◯金岡建設部長   議長。 

◯﨑 岡 議 長   建設部長、金岡英雄君。 

◯金岡建設部長   失礼いたします。議案第３３号の要点についてご説明をいたします。本

条例は国土交通省が安芸高田市高宮町川根の栃林地区で実施しております、

１級河川江の川の水防災対策特定河川事業に伴い、市が実施をいたします

道路等の段差修正、これは国の方では計画洪水位までを整備し、その上に

係る段差の部分でございますが、これを行うため背後地の宅地の盛土工事

を要する費用につきまして、土地所有者にも一定の利益があることから、

分担金を徴収したいとするものでございます。第１条でその趣旨を定めて

おります。第３条では受益者から徴収する分担金の額を定めて、下流域に

おいて同一の事業をしております例を勘案して、盛土工事に要する経費を

盛土工事を行った土地の面積で除し、２５％乗じた１平方メートルあたり

の額に受益者に引き渡されます面積をかけたもので得た額としております。

基本的には２５％ということでございます。第４条では分担金の賦課及び

徴収の方法、第５条では徴収の猶予について定め、第６条では分担金の免

除について定めております。なお、附則で施行期日は公布の日から施行す

ることとしております。 

以上で説明を終わります。 

◯﨑 岡 議 長   これをもって要点の説明を終わります。 

これより質疑にはいります。 

質疑はありませんか。 

 〔質疑なし〕 
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質疑なしと認めます。 

これをもって質疑を終結いたします。 

◯﨑 岡 議 長   これより討論に入ります。 

討論はありませんか。 

 〔討論なし〕 

討論なしと認め、これをもって討論を終結いたします。 

◯﨑 岡 議 長   これより、議案第３３号、安芸高田市水防災対策特定河川事業に伴う分

担金徴収条例についての件を挙手により採決いたします。 
本案は、原案の通り決することに賛成の諸君の挙手を求めます。 
 〔挙手多数〕 
挙手多数であります。 
よって、議案第３３号、安芸高田市水防災対策特定河川事業に伴う分担

金徴収条例についての件は、原案の通り可決されました。 
～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

日程第１９  議案第３４号 安芸高田市土地開発公社の 

                          定款変更について 

◯﨑 岡 議 長   日程第１９、議案第３４号、安芸高田市土地開発公社の定款変更につい

ての件を議題といたします。 

この際、議案の朗読を省略いたします。 

提出者から提案理由の説明を求めます。 

◯児 玉 市 長   議長。 

◯﨑 岡 議 長   市長、児玉更太郎君。 

◯児 玉 市 長   議案第３４号、安芸高田市土地開発公社の定款変更についてでございま

す。本案は、第１回臨時会におきましてご承認をいただいております、安

芸高田市土地開発公社の定款につきまして、その一部を変更するものでご

ざいます。ご承知いただいておりますように、安芸高田市土地開発公社に

つきましては、合併に伴いまして業務の対象範囲が市全域となりますこと

から、現在の理事の定数を１２名以内から１６名以内へ変更させていただ

くよう、議会の議決を求めるものでございます。なお、この定款の変更に

つきましては、５月２６日の安芸高田市土地開発公社理事会におきまして、

ご承認をいただいております。 

よろしく審議の上、適当なる議決をいただきますようにお願いを申し上

げます。 
◯﨑 岡 議 長   これをもって提案理由の説明を終わります。 

この際、担当部長から要点の説明を求めます。 
◯金岡建設部長   議長。 

◯﨑 岡 議 長   建設部長、金岡英雄君。 

◯金岡建設部長   失礼いたします。議案第３４号の要点説明を行います。本案は先ほど市

長の提案理由にもございましたように、第１回臨時会において承認をいた

だいております安芸高田市土地開発公社の定款につきまして、一部変更を

お願いするものでございます。土地開発公社につきましては、これまで旧
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向原町と甲田町の資産を引き継いで業務を行っておりましたが、合併に伴

い、本土地開発公社につきましても業務の対象範囲が市全体になります。

これに対応するため定款第６条を改正し、現在の理事の数の定数を１２名

以内から１６名以内に変更させていただきたく、公有地拡大の推進に関す

る法律に基づき、議会の議決を求めるものでございます。なお、理事及び

監事は定款第８条により市長が任命をされることとなっております。また、

理事長につきましては、理事の中から同様に市長が任命されることとなっ

ております。施行期日といたしましては、この定款は広島県知事の認可の

あった日から施行することとなっております。 

以上で要点説明を終わります。 

◯﨑 岡 議 長   これをもって要点の説明を終わります。 

これから質疑にはいります。 

質疑はありませんか。 

 〔質疑なし〕 

質疑なしと認めます。 

これをもって質疑を終結いたします。 

◯﨑 岡 議 長   これより討論に入ります。 

討論はありませんか。 

 〔討論なし〕 

討論なしと認め、これをもって討論を終結いたします。 

◯﨑 岡 議 長   これより、議案第３４号、安芸高田市土地開発公社の定款変更について

の件を挙手により採決いたします。 
本件は、原案の通り決することに賛成の諸君の挙手を求めます。 
 〔挙手多数〕 
挙手多数であります。 
よって、議案第３４号、安芸高田市土地開発公社の定款変更についての

件は、原案の通り可決されました。 
～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

日程第２０  議案第３５号 安芸高田市非常勤消防団員に係る退職報償金の 

支給に関する条例の一部を改正する条例について 

◯﨑 岡 議 長   日程第２０、議案第３５号、安芸高田市非常勤消防団員に係る退職報償

金の支給に関する条例の一部を改正する条例についての件を議題といた

します。 

この際、議案の朗読を省略いたします。 

提出者から提案理由の説明を求めます。 

◯児 玉 市 長   議長。 

◯﨑 岡 議 長   市長、児玉更太郎君。 

◯児 玉 市 長   議案第３５号、安芸高田市非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関

する条例の一部を改正する条例でございます。本案は、非常勤消防団員の

処遇の改善を図ることを目的といたしまして、消防団員等公務災害補償等

責任共済等に関する法律施行令の一部が、本年４月１日付けで改正された
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ことから、共済基金から市へ支払われます退職報償金が増額されましたこ

とに伴い、安芸高田市の非常勤消防団員に係ります退職報償金の額を改定

いたすものでございます。 

よろしく審議の上、適当なる議決をいただきますようにお願いを申し上

げます。 
◯﨑 岡 議 長   これをもって提案理由の説明を終わります。 

この際、担当部長から要点の説明を求めます。 
◯村上消防長   議長。 

◯﨑 岡 議 長   消防長、村上紘君。 

◯村上消防長   それでは議案３５号の要点についての説明を申し上げます。議案３５号

の２ページの方、お開きいただきたいと思います。本案は、消防団員等公

務災害補償等責任共済等に関する法律施行令の一部が、本年４月１日から

改正されまして、共済基金から市に支払われます退職報償金が、それぞれ

２千円増額されたことに伴いまして、安芸高田市の非常勤消防団員の退職

報償金もそれぞれ別表にあります金額、２千円を増額改正いたすものでご

ざいます。附則につきましては、公布の日から施行することとするもので

ありまして、２は適用を１６年の４月１日からとするものであります。な

お、３につきましては、条例の適用を受けることになりました退職職員が、

既に支払った退職報償金の内払いとみなすものでございます。 

よろしくお願いを申し上げます。 

◯﨑 岡 議 長   これをもって要点の説明を終わります。 

これより質疑にはいります。 

質疑はありませんか。 

 〔質疑なし〕 

質疑なしと認めます。 

これをもって質疑を終結いたします。 

◯﨑 岡 議 長   これより討論に入ります。 

討論はありませんか。 

 〔討論なし〕 

討論なしと認め、これをもって討論を終結いたします。 

◯﨑 岡 議 長   これより、議案第３５号、安芸高田市非常勤消防団員に係る退職報償金

の支給に関する条例の一部を改正する条例についての件を挙手により採

決いたします。 
本件は、原案の通り決することに賛成の諸君の挙手を求めます。 
 〔挙手多数〕 
挙手多数であります。 
よって、議案第３５号、安芸高田市非常勤消防団員に係る退職報償金の

支給に関する条例の一部を改正する条例についての件は、原案の通り可決

されました。 
～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

日程第２１  議案第３６号 調停を成立させることについて 
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◯﨑 岡 議 長   日程第２１、議案第３６号、調停を成立させることについての件を議題

といたします。 

この際、議案の朗読を省略いたします。 

提出者から提案理由の説明を求めます。 

◯児 玉 市 長   議長。 

◯﨑 岡 議 長   市長、児玉更太郎君。 

◯児 玉 市 長   議案第３６号、調停を成立させることについてでございます。本案は、

旧八千代町の住民から申し立てがありましたことについて、簡易裁判所で

和解調停の作業を行って参りましたが、この度、調停条項が定まりました

ことから、議会の議決を求めるものでございます。 

以上、よろしく審議の上、適当なる議決をいただきますようにお願いを

申し上げます。 
◯﨑 岡 議 長   これをもって提案理由の説明を終わります。 

この際、担当部長から要点の説明を求めます。 
◯金岡公営企業部長   議長。 

◯﨑 岡 議 長   公営企業部長、金岡英雄君。 

◯金岡公営企業部長   失礼をいたします。議案第３６号の要点につきまして、ご説明を申し上

げます。調停の申立人につきましては氏名、住所につきましては、１に記

載しております安芸高田市八千代町勝田化正面１２５８番地勝乗定三氏

でございます。調停に至る経緯につきましては、旧八千代町において、勝

乗氏所有の土地の一部に昭和４６年当時に施工された町水道管が埋設さ

れているとの申し出がございました。町は里道に埋設していると理解して

おりましたが、その後の調査で勝乗氏の土地に埋設していることが判明し

ました。これに対し、勝乗氏からこれに係る部分の使用料の請求がなされ、

その後市と採算協議を重ねて参りましたが合意に至らず、最終的に平成１

６年２月１２日に勝乗氏が可部簡易裁判所に調停の申し立てをされたも

のでございます。調停につきましては、平成１６年２月２７日及び３月１

８日に可部簡易裁判所において、民事調停員３名によって行われましたが、

この度その調停事項が定まりましたので、地方自治法の規定により調停の

成立をさせることについて議会の議決を求めるものでございます。２の調

停の内容といたしましては（１）から（６）までの調停条項からなり、（１）

は安芸高田市の支払義務を認めたもので、水道管の占用期間について勝乗

氏の陳述により調停員の３人の判断は、２０年が妥当であるとのことでご

ざいましたので、これに基づき昭和５８年４月１日から平成１５年３月３

１日までの２０年間の分の占用使用料を支払うこととしたものでござい

ます。使用料につきましては、料金でございますが、旧八千代町役場前の

公共用地の借り上げを単価を参考に、場所、形状の違いから、この単価の

７割程度が妥当であるとの判断に基づき、これにより１平方メートル当た

りの単価を年２６０円と決め、これに基づき算出したものでございます。

なお、占用の面積は５０平米で、年間としまして１万３千円となり、これ

の２０年間ということで２６万円となっております。（２）は調停後の使
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用料、金利の支払期間、方法を明記したもので、本調停成立後２週間以内

に勝乗氏に持参または送金することとなっております。（３）は現在埋設

してあります水道管についてでございますが、これを移設するまでの賃貸

借条件について記したものでございます。賃貸借期間としましては、占用

期間が終了した平成１５年４月１日から水道管移設工事が完了するまで

との判断から、使用料の算出と同様の単価に基づき計算をしておりますが、

使用面積につきましては工事で使用する面積など勘案し、該当の土地全筆

２３２平米で補正しております。したがいまして年間で６万３２０円でご

ざいます。また、これに伴う支払方法、期間等について明記をしてござい

ます。（４）は埋設されている水道管を本調停成立後１ヶ月以内に移設す

ることを明記しております。（５）は当事者双方は、本調停事項に定める

他、何ら債権債務がないことを明記しております。（６）は調停費用は各

自が負担することとしております。 

以上で説明を終わらせていただきます。 

◯﨑 岡 議 長   これをもって要点の説明を終わります。 

これより質疑にはいります。 

質疑はありませんか。 

 〔質疑なし〕 

質疑なしと認めます。 

これをもって質疑を終結いたします。 

◯﨑 岡 議 長   これより討論に入ります。 

討論はありませんか。 

 〔討論なし〕 

討論なしと認め、これをもって討論を終結いたします。 

◯﨑 岡 議 長   これより、議案第３６号、調停を成立させることについての件を挙手に

より採決いたします。 
本件は、原案の通り決することに賛成の諸君の挙手を求めます。 
 〔挙手多数〕 
挙手多数であります。 
よって、議案第３６号、調停を成立させることについての件は、原案の

通り可決されました。 
この際、１３時まで休憩をいたします。 
ご苦労さんでした。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午前１１時５９分 休憩 

午後 １時００分 再開 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

日程第２２  市長施政方針 

◯﨑 岡 議 長   再開をいたします。 

日程第２２、市長施政方針。ここで市長の施政方針について所信表明を

受けます。 
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◯児 玉 市 長   議長。 

◯﨑 岡 議 長   市長、児玉更太郎君。 

◯児 玉 市 長   平成１６年度安芸高田市議会６月定例会の開会にあたりまして、本会へ

提出させていただきました予算案並びに諸議案の概要を説明するととも

に、新生「安芸高田市」を取り巻く諸情勢につきまして、私の所信を申し

述べ、議員の皆様方をはじめ、市民の皆様方に一層のご理解とご支援を賜

りたいと思います。 

まず第１に本市を取り巻く情勢でございます。 

お手許へお配りしておりますので、それに従って話をさせていただきた

いと思います。 

安芸高田市は、本年３月１日をもって広島県内の１４番目の市として、

また、平成の合併といたしましては県内で最初の新設合併によります市政

施行というかたちで誕生をいたしました。これまで、旧高田郡６町におき

ましては、介護保険制度の運用開始にあたり県内初めての広域連合を設立

いたし、その後、平成の大合併が急速に推進される中で「高田はひとつで

やっていこう」という考えのもとに意思統一を図り、合併へ向けての任意

協議会、さらに法定協議会を設置し、市民の皆様の深いご理解に支えられ

４年間に渡って合併への協議を行って参りました。とりわけ、法定協議会

委員の皆様方には、協議事項５３項目について多数決での採決を行うこと

なく、すべて全会一致で決定をいただきましたことに対して、深く感謝を

申し上げます。 

今回の合併は、地方自治体の生き残りを賭けた戦略であると考えており

ます。非常に厳しい社会、経済環境の中ではございますが、行政の内部組

織、機構や外部団体の見直しなどを積極的に推進し、市民の皆さんの幸せ

を担う安芸高田市を構築していくことが、今後、私を含めた職員全体の使

命、責務であると決意を新たにしておるところでございます。 

さて、我が国経済は、外需がけん引役となり、民間企業においては輸出

の増加に伴います収入の改善や設備投資の増加など、ようやく明るい兆し

が見え始めて来ておりますが、また、個人消費につきましても少しずつ持

ち直しの動きは見られますものの、経済全体といたしましては、まだまだ

不透明な部分が多い状況が続いております。 

広島県におきましても、好調な輸出の伸びに支えられて生産は増加基調

が続いておりますが、本市におきましては、景気の低迷に伴います地方税

の減少とともに、企業の統廃合や撤退などの影響から固定資産税の大幅な

減額など、引き続き安定した税収入は見込めない状況が続いておるのが状

況でございます。また、国の関与を縮小し、地方財政の自主性、自立性の

強化を図るという地方分権の理念に沿って進められたはずの三位一体改

革は、国庫補助負担金の削減に対応すべき税源移譲が不十分なまま、地方

交付税や臨時財政対策債だけが大幅に削減されるなど、今後の財政運営上、

極めて厳しい内容となっております。さらに、合併前の旧各町で実施され

ました公共事業に係ります地方債残高が累積をいたしており、その公債費



 35

が増加傾向にあるなど、楽観を許さない厳しい財政状況が続いております。

このように極めて厳しい環境の中にあって、本市といたしましては、行財

政構造改革の基本理念を常に基底として、事務事業における行政の役割分

担を含めた検討を行い、より効果的で効率的な行政運営の実現に向けて努

力を続けて参ります。 

本年度は、まさしく安芸高田市の行財政改革元年でございます。荒海の

ごとく厳しい社会経済状況の中に漕ぎ出した安芸高田市の将来を、確かな

展望あるものにしていくため、安芸高田市行政改革懇話会、これは仮称で

ございますが、を設置いたし、併せて行政内の推進体制といたしまして安

芸高田市行政改革推進本部を設置し、早急の内に安芸高田市行政改革大綱

及びその実施計画を策定し、より一層市民の皆様に信頼をいただける簡素

で効率的な行政運営の実現を目指して参ります。 

２番目に、当面する重要課題でございます。 

本市は、本年３月１日をもって安芸高田市として発足いたしましたが、

２年間にわたる合併協議の中で新市建設計画にまとめていただきました

事項を着実に実行して参りますことが、新市発足に際し、その任を担わせ

ていただきます我々に課せられた課題でございます。しかしながら、合併

特例債などの優遇措置があるとは申しますものの、事業実施につきまして

は、その裏付けとなるべき一般財源の確保など、財政的な問題もございま

す。当面は財政状況をにらみながら計画的に事業を進めて参りたいと考え

ておりますので、ご理解を賜りたいと思います。 

合併後の初年度であります平成１６年度におきましては、新市建設計画

に基づき、次の通り各種事業を進めて参りたいと考えております。 

まず、ハード事業につきましては、できる限り無駄なものはつくらない

ことを基本といたしますが、現在本庁舎が狭隘なため、各分庁舎に組織を

分散して執務をしております。市民の皆様方に多大なご不便をかけており

ますが、このことを解決する市役所第２庁舎の建設を急ぎたいと考えてお

ります。また、文化ホール、広域火葬場、また特別養護老人ホームの建設

などが当面する案件でございます。 

次に、道路交通網の整備でございますが、地域高規格道路東広島高田道

路吉田向原間、さらに県道など、各町と市の中心部を、また、各町をつな

ぐ合併支援道路の位置付けをいただいております路線の整備促進、さらに

国道５４号可部バイパスの整備促進により、北の中国自動車道、中央の国

道５４号、南のＪＲ芸備線及び県道広島三次線という大動脈と、動脈同士

を繋ぐ快適な交通網の実現を目指します。 

一方、ソフト事業といたしましては、ハード事業により整備をいたしま

す交通網を含めた文化福祉の基盤の上に、住民が自ら行政と一緒になって

汗を流す地域振興会組織、地域自治組織でございますが、をさらに充実い

たし、自治組織の代表と行政が、地域課題の解決へ向けて絶えず話し合い

ができるシステムの構築を最大の課題として取り組みを進めて参ります。 

この他、建設計画にございます上下水道をはじめとする継続事業などに
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つきましては、その事業実施に多額な経費を必要といたしますことから、

常に財政状況を的確に把握いたし、無理のない範囲内で順次計画的に事業

を実施し、目的を早期に達成できますように取り組みたいと考えておりま

す。なお、厳しい財政状況の中で、総合的、計画的な行政執行が強く求め

られておりますことから、新市建設計画を基本といたし、５年間程度を期

間といたします実施計画を、今年度中に策定することとしております。 

平成１６年度予算編成の基本方針でございます。 

昨今のわが国の経済は、景気の回復へ向けて明るい兆しが見え始めてき

たとはいえ、地方においてはまだまだその兆しさえ不透明で、国税収入の

減少と三位一体改革の影響から、財政環境の厳しさは改善されぬまま推移

いたしております。このような状況の中で、平成１６年度予算は、新市建

設計画へ掲げております課題事項の早期実現へ向けて、職員一人ひとりが

主体的、積極的に知恵を出し合い、適正な財源確保と経費の見直しによっ

て、限りある財源を最大限に有効活用すべく調整をいたしました。具体的

には、すべての事務事業を対象といたしまして、民間と行政との役割分担

のあり方、事業目的の達成度合いや達成効果、外部委託の可能性などにつ

いて検討をいたし、事務事業ごとの優先順位の明確化を行うことにより予

算の調整を行ったところでございます。しかしながら、平成１６年度の予

算につきましては、安芸高田市といたしまして初めての予算編成でござい

ましたことから、とりわけ今年度につきましては、それぞれの事務事業の

実施にあたりましては、さらにその内容を継続的に精査いたし、年間を通

して合理的、効果的な行財政執行に努めて参りたいと考えております。 

本編に移ります。 

まず、パートナーシップによるまちづくりでございます。 

市民が自ら行政と一緒になって汗を流す地域振興会は、現在市内に３２

の組織が立ち上げられ、この地域自治組織をさらに育成、充実させ、この

組織と行政が互いに深く連携いたしながら地域づくりを進めていくこと

が安芸高田市のまちづくりの基本でございます。常に地域自治組織の代表

と行政が地域課題について話し合いを行うことのできるシステムづくり

が当面する最大の課題です。この地域自治組織の確立へ向けては、自治振

興部内へ地域振興推進員を設置いたし、本庁及び各支所に設置しておりま

す地域振興課と連携して、各地域自治組織内の人材育成や組織運営への指

導、助言を行うなど、支援に努めて参ります。また、本定例会へ安芸高田

市地域振興基金条例を議案として上程させていただいており、併せて地域

振興助成金交付要綱及び地域振興助成金交付事務取扱要領を制定し、特色

ある地域づくりなど住民活動の活性化を図って参ります。 

地域の課題につきましては、誰よりも地域の方々が一番切実に感じてお

られます。地域自治組織の中で課題をまとめ、それを協議題とし、組織と

行政が話し合いながら課題解決への方策を検討していく地域自治組織が

うまく機能することが、市民の声を速やかに行政へ反映できる協働のシス

テムになるものと考えております。 
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まちづくり委員会、これは仮称でございますが、につきましては、その

設置へ向けた準備委員会を早急に開催いたし、早期の条例化に向けて事前

準備の取り組みを進めて参ります。また、本市におきましては、本年４月

から個人情報保護条例を、また１０月からは情報公開条例を施行いたしま

すが、行政の透明性の確保及び市民の皆様への説明責任の明確化を基本方

針といたしまして、ホームページの充実をはじめ、可能な限り多様な手法

を利用した、迅速でわかりやすい情報の提供、共有化の推進に努めて参り

ますとともに、地域懇談会の開催などきめ細かい公聴の充実に努めて参り

ます。 

次に、快適で賑わいのあるまちづくりの１つ、定住と交流のネットワー

クづくりでございます。 

道路網や交通通信網の整備は、地域の一体的な発展を実現するための基

盤として必要不可欠でございます。とりわけ道路網につきましては、合併

支援道路といたしまして位置付けております、地域高規格道路東広島高田

道路吉田向原区間、県道原田吉田線、また国道５４号可部バイパスなどの

早期整備へ向けて関係機関との連携、協議を促進し、広域交通ネットワー

クの充実を図りますとともに、各町と市の中心部を、また各町同士を結ぶ

道路につきましても計画的に整備を進め、市内全体を体系的な道路網整備

によって地域間交流や連携が円滑に進められるように努めて参ります。 

公共交通体系の整備につきましては、ＪＲ芸備線及びＪＲ三江線の利用

促進とともに、とりわけＪＲ芸備線につきましては、駅周辺のターミナル

機能の向上や、通勤快速列車の充実などが求められております。また、効

率的なバス運行の観点からバス路線の維持、再編を検討いたします。具体

的には、幹線、支線の区分を行い、支線につきましては患者移送バスやス

クールバスの活用、また、ジャンボタクシーの活用など、多様な運行手法

を検討いたし、生活交通ネットワークの構築を目指して参ります。 

情報基盤の整備につきましては、平成１６年度からラスト・ワンマイル

の整備手法を検討いたし、地域情報化基本計画の策定準備にとりかかりま

す。また、先進地域との情報格差の早期是正を目指し、安芸高田広域ネッ

トワークのより有効活用を図る方策を模索して参ります。行政業務に係り

ます電算化につきましては、合併時に整備ができなかったシステムについ

て、その必要度合いなどを精査いたし、今後計画的に構築いたして参りま

す。 

魅力ある拠点づくりの推進でございます。 

市の中心となります市庁舎につきましては､現在旧吉田町の庁舎を本庁

舎とし、使用しておりますが、執務室の面積が狭隘なことから、建設部､

産業振興部及び教育委員会につきましては分庁舎で､また、自治振興部及

び総務部の一部は別棟において執務を行っており､市民の皆様にご不便を

かけているところでございます。この問題を解消いたします第２庁舎の建

設につきましては、既に計画にとりかかっているところですが、より充実

した住民サービス提供の観点から、早期に実現を図りたいと考えておりま
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す。 

文化ホール、総合文化保健福祉施設でございますが、基本計画の策定及

び具体的調査に向けて予算を計上いたしております。賑わいの場を再生、

創出する商店街の活性化対策といたしまして､商工会補助金とは別枠で、

商店街活性化事業及び安芸高田市産業振興機構設立補助金を計上いたし

ました。また、各支所の改修や統廃合によります学校跡地の活用を計画的

に検討いたし、自治組織活動や生涯学習の推進など、地域拠点といたしま

して機能を高め、有効利用が図られますよう順次計画的に整備に努めてま

いります。 

次に３番目の快適な生活環境の創出でございます。 

市民の安全な日常生活を確保するため､警察など関係機関との連携を深

めますとともに、交通安全運動推進隊や防犯連合会の活動を育成、支援い

たし、防犯施設整備への補助制度の実施と併せ、防犯、交通安全対策の充

実に努めて参ります。また、早急に安芸高田市防災会議を開催し、安芸高

田市地域防災計画を策定して地域防災体制の充実強化を図り、災害に強い

まちづくりを進めて参ります。 

消防につきましては､旧六町の消防団組織が統合され、安芸高田市消防

団として発足いたしましたことから、消防団事務を消防本部内に位置付け

いたしました。今後におきましても消防本部と消防団が緊密に連携いた

し、総合的な運用が図られるよう、消防体制の充実に努めて参ります。 

快適な生活環境づくりを進めるための基盤となります､上水道及び下水

道の整備につきましては､水道の未整備地域解消のための上水道拡張工事

や簡易水道事業など、また、汚水処理事業といたしまして、特定環境保全

公共下水道や農業集落排水事業など、今後とも継続して事業を行って参り

ますが、事業実施にあたりましては地理的条件など地域の実情を十分に勘

案いたし、費用対効果の観点も併せまして、事業メニューの見直しを含め

て検討を行い、総合的、計画的な実施を図って参ります。 

広域火葬場、葬斎場でございますが、につきましては、市内全体を対象

とする広域的施設という位置付けでございますので、まず今年度は基本構

想の策定に係る予算を計上いたしております。 

４番目に、水とみどりと歴史を生かした個性あるまちづくりの推進でご

ざいます。 

日常生活の中で豊かな自然や歴史に親しみ､地域の誇りとして身近に触

れ合うことのできるよう、自然環境の保全や施設の整備、維持管理に取り

組みますとともに、市内に点在しております中世の史跡など、貴重な歴史

的資源を生かし、積極的なＰＲ活動によって市内外の人々の活発な活用を

促進します。また、自然景観の保全、創造とともに、潤いのある都市景観

の創造など、総合的な景観の形成へ取り組みます。 

心豊かで創造性に富んだまちづくりの問題でございます。 

まず第１に生涯学習社会の形成でございます。 

本市における教育の推進につきましては、平成１５年３月に策定されま
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した、新教育戦略２１、未来に輝く安芸高田の教育の実現を目指して教育

条件の整備に努めて参ります。 

学校教育につきましては、日本一のビルには、日本一の基礎があります

ように、確かな学力、豊かな心、健やかな体など、知、徳、体の基礎基本

の徹底を重視し、取り組んで参ります。そのため、教育施設、設備の充実

を計画的に進めますとともに、教育の活性化を図るため、主体的で特色あ

る学校づくりに対しまして、積極的な支援をして参りたいと思います。ま

た、就学前教育につきましては、幼稚園、保育所との連携を図り、相互理

解を深めながら小学校教育への円滑な接続を図って参ります。言うまでも

なく、就学前教育及び学校教育は、その対象が子どもたちでございますの

で、家庭や地域の協力がなくしては成り立たないことから、「協力して育

てる」という意味におきまして「協育」をキーワードといたし、地域活動

を通して大人と子どもが顔見知りになり、「子どもは邑の宝」となるよう

市民総参加の教育の推進を図って参ります。高等学校等へ進学したくて

も、経済的な理由により就学困難な生徒には奨学金貸付制度の拡充を図っ

て参ります。 

生涯学習の推進につきましては､多様化、高度化いたしております市民

の学習ニーズに応えるため､魅力ある学習プログラムの開発、子どもや青

少年、成人や高齢者を対象とした講座や家庭教育などの学習機会を提供す

るとともに、地域の特性を生かした生涯学習システムの構築に努め、生涯

学習活動を支援して参ります。また、公民館や図書館などの既存施設のネ

ットワーク化の推進により、利便性の高いシステムづくりに努め、一層有

効活用を促進して参ります。 

国際化への対応につきましては、これまで取り組みを行って参りました

国際交流事業の経緯を踏まえ、国際的な場において活躍することのできる

人材の育成とともに、相互理解の普及を図って参ります。 

情報化につきましては、高度情報化社会へ対応していくため、学校にお

きましては校内ＬＡＮや情報機器の整備を計画的に進め、また、生涯学習

施設におきましてはＩＴ研修会を開講いたし、技能の修得を支援して参り

ます。 

なお、成人式につきましては、安芸高田市の市民としての自覚と連帯意

識を高め、市民こぞって成人を祝うため、本年度から市内１ヶ所において

開催いたす予定でございます。 

２番目として文化、スポーツ、レクレーションの振興でございます。 

個性豊かな地域文化の創造と市民の皆様の文化活動の振興を図るため､

本市の芸術文化活動の拠点となります文化ホール、総合文化保健福祉施設

につきましては､平成１６年度から基本計画及び調査に係る予算を計上い

たしております。とりわけ吉田地区の皆様には、新市発足以来、吉田公民

館の利用など、生涯学習の活動にもご不便をかけて参りましたが､この課

題につきましても早期に解決できますよう努力いたす所存でございます

ので、ご理解を賜りますようにお願いを申し上げます。 
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本市内には豊かな歴史的文化遺産がございます。その保存活用を図るこ

とや、神楽や田楽などの郷土芸能の保存、継承を支援いたし、歴史と伝統

を生かした文化の薫り高いまちづくりを進めて参ります。 

スポーツ振興につきましては､市民一人ひとりのライフステージに応じ

た体力づくり、健康づくりの活動を推進するため、総合型地域スポーツク

ラブの育成支援をはじめ、サッカー、カヌー、ハンドボールをはじめとす

る特色あるスポーツへの助成、各種スポーツ大会の開催などを通してスポ

ーツの普及と推進に努めます。現在、吉田町西浦地区への屋内温水プール

の建設を進めておりますが､既存スポーツ施設との併用により、市民の健

康増進施設といたしまして有効利用を図って参ります。さらに､Ｊ１リー

グ、サンフレッチェ広島や湧永製薬ハンドボール部など、本市をマザータ

ウンとして活動の本拠地を置いておりますスポーツクラブのますますの

活躍へ向け、地域ぐるみで応援活動を推進して参ります。 

次に、人と環境にやさしいまちづくりの第１の項、人権が大切にされる

地域社会の創造でございます。 

すべての市民の基本的人権が保障される､差別のない、人権が尊重され

る社会を実現していくことが､まちづくりの基本でございます。本市にお

きましては、市民部へ設置をいたしております人権推進課が人権啓発事業

の中心を担うことといたしますが、人権啓発の実施にあたりましては、す

べての市職員があらゆる機会をとおして､市民の一人ひとりがお互いを正

しく理解し合い､互いの人権を認め合うことができるよう、あらゆる人権

問題の解決へ向けて啓発を推進することといたしております。また、人権

会館におきましては､人権相談会の開催など人権擁護活動を実施して参り

ます。 

２番目に、保健、医療、福祉のネットワークづくりでございます。 

地域を基礎とした保健、医療、福祉の総合ネットワークによる安心生活

づくりを基本目標といたし､日々多様化、高度化いたしております市民の

皆様からの要望に対応していくため､高度情報通信を活用した情報ネット

ワーク化を図り､保健、医療、福祉が連携した地域ケアシステムの構築を

図って参ります。医療への要望に対しましては､ＪＡ吉田総合病院を中核

といたします地域医療の充実へ向けて､地域診療所も含めた、かかりつけ

医、かかりつけ歯科医システムの構築とともに､医療機関相互の連携シス

テムなどの充実を図って参ります。また、救急医療への対応につきまして

は､体系的な救急医療体制といたしまして、応急措置、移送体制を充実い

たし、迅速な救急医療の確保に努めて参ります。 

現在､保健指導や福祉相談などの拠点施設となります総合文化保健福祉

施設の整備を計画中であり､将来的にはこの拠点施設と各支所、保健セン

ターなど既存施設のネットワーク化を行い、バランスのとれた保健福祉サ

ービスを提供いたしたいと考えております。また、総合検診や人間ドック

の受信を奨励するなど、市民の皆様が生涯をとおして健やかに暮らすこと

ができるよう､総合的な健康づくり施策を推進して参ります。 
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３番目に社会全体で支える福祉の充実でございます。 

市民の相互扶助を基本といたし、安芸高田市社会福祉協議会など関係機

関との連携のもとに､地域実態に応じたきめ細やかな地域福祉体制の確立

に努めて参ります。 

公的福祉サービスにつきましては､介護保険事業計画に基づいて施設等

の整備水準の充実を図って参ります。また、在宅生活を支える介護予防事

業などの充実を図り､地域生活を支援する体制の整備を進めて参りますと

ともに､来年４月に統合を予定しておりますシルバー人材センターへの支

援を今後も引続いて行い､高齢者の社会参加や生きがい対策を推進して参

ります。また、市内に存在しております障害者福祉施設等と連携をいたし

ながら、障害者の自立と社会参加を実現する生活支援、福祉サービスを推

進して参ります。なお、今後公共性の高いあらゆる施設の整備にあたりま

しては､すべての人が利用しやすい､人にやさしいユニバーサルデザイン

の考え方を基本といたしますとともに、既存施設につきましてもバリアフ

リー化に努めてまいりたいと考えております。 

４番目に、子どもや女性が生き生きと活動する環境づくりでございま

す。 

男女がその性別にとらわれることなく、人として一人ひとりの個性と能

力を発揮できる社会の中で正当に評価され、対等に社会的責任を担うこと

のできる男女共同参画社会の実現をめざして平成１７年度を目標として

男女共同参画社会推進計画の策定準備を進めますとともに、共同参画がで

きる機会の確保や、能力を発揮できる環境づくりに努めて参ります。 

少子化対策といたしましては､保護者の就労と子育てを両立していただ

けるよう、保育時間の延長などの保育サービスの充実を図りますととも

に､核家族化などにより子育てについて相談する相手がなく、在宅乳幼児

の育児に悩みを持っておられる保護者などの子育て支援､また児童館や放

課後児童保育などの施策を実施いたします。また、青少年健全育成計画に

つきましては、平成１８年度を目標に、ただ今策定準備をしているところ

でございますが、家庭､学校､地域が三位一体となって、地域社会全体で支

える総合的な施策展開を図って参りたいと考えております。 

５番目に、環境との共生でございます。 

環境問題につきましては､行政自らが環境保全に関する取り組みを率先

して取り組みますとともに、市民や事業者の環境保全活動への支援などを

行って参ります。また、循環型社会の実現を目指して、総体的なゴミ処理

体制の整備を図ります。具体的には生ゴミ処理機設置補助事業､資源ゴミ

回収奨励金交付事業、ゴミ収集ステーション設置補助事業につきまして

は､全市内へ拡充することといたしました。家畜の排せつ物につきまして

も､リサイクル処理施設を整備いたし、堆肥の生産とともに、その利用を

推進いたし、循環型農業の実現を目指して参ります。 

多彩な生産と交流のまちづくりでございます。 

その第１として、農林水産業の再生でございます。 
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農業は、安芸高田市における基幹産業でございます。一層円滑な農業振

興施策の推進を目的といたしまして、本年度から全市域へ地区農業推進班

長を設置いたしましたが、「人が輝く､ものが輝く､地域が輝く高田農業」

を基本目標といたします、高田郡広域農業振興計画に基づき､農業協同組

合など関係機関と連携、協力をいたしながら総合的な農業振興に努めて参

ります。具体的には、生産コストの低減や生産力の向上、多面的機能を生

かすような生産基盤の整備を進め、地域営農の確立、農地の流動化や農作

業受委託、有害鳥獣被害対策を通じた地域ぐるみの農地保全などの取り組

みを促進いたしますとともに、農業経営者の育成や新技術の導入などへ支

援をいたして参ります。また、産業振興部内に設置いたしました地域営農

課におきまして、農業経営の指導、育成、地域営農の担い手の育成や、特

産品開発などの農業振興施策をこれまで以上に推進して参りますととも

に､現在の農林業振興公社を包括した､農業振興センター設置へ向けて準

備をいたして参ります。また、市内で生産されます農産物の販路を拡大い

たし、安定的な供給先を確保する観点から、農産物加工処理施設、これ仮

称でございますが、の建設へ向けて調査にとりかかります。 

林業につきましては、平成１７年度の森林総合計画策定へ向けて準備作

業をいたしておりますが、高田郡森林組合と連携をいたしながら、計画的、

総合的な森林整備事業の推進に取り組みますとともに、林道整備事業など

につきましても、自然環境の保全に配慮した取り組みを進めて参ります。 

水産業につきましては､まず市民の皆様との協働によって河川環境の保

全に努め､魅力ある河川環境の整備を進めますとともに､漁業協同組合へ

の支援を行い、水産資源の維持増大を図って参ります。 

２番目に、商工業の振興でございます。 

地域経済の活性化を目指して､商工会への支援を行いますとともに､商

工会と連携し中小地場産業の育成を図って参ります。小売業につきまして

は､商店街の再生を図り、賑わいの場の創出を目的といたしまして､平成１

６年度におきましては商店街活性化事業及び安芸高田市産業振興機構の

設立に係ります予算を計上いたしております。イベント等、各種事業への

支援を行いますとともに、人材育成の取り組みなど商店街活性化へ向け

て、商業者の主体的取り組みを支援して参りたいと考えております。また、

情報基盤や広域交通網の一層の整備に努め､企業誘致を図り､雇用の創出

に努めて参りたいと考えております。 

交流ネットワークづくりでございます。 

市内各地に所在する農業、農村､自然､多彩な歴史遺産などを生かし、ま

た市民農園などの新たな観光交流資源の開発整備や、既存施設の活用促進

と併せ､そのネットワーク化を推進いたし、周遊型観光ルートの形成を図

り、地域資源を多彩に活用した交流活動を推進いたします。また、これま

での各町の実績を尊重し､国内外の姉妹都市との交流を継続して推進いた

し､国際感覚に優れた、国際化にも柔軟に対応できる人材を育成して参り

ます。 
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以上のことを政策の柱といたしまして、平成１６年度予算案を編成しま

したところ、一般会計予算総額は平成１５年度の高田郡内総額と比較して

7．０％増加し、２５７億７千４００万円となりました。この主な増加要

因といたしましては、福祉事務所開設に伴います事業費等の増加によりま

す民生費、地域振興基金の造成に係ります総務費、簡易水道事業や浄化槽

整備事業の実施に伴います衛生費、また、借換債の借り入れに伴います公

債費の増などでございます。これに対します財源の主なものといたしまし

ては、市税３１億３千９１４万５千円、地方交付税８７億６千１００万円、

国県支出金３１億２千７７５万３千円、市債が７２億８千３０万円などを

充当いたしております。 

特別会計予算といたしましては、国民健康保険特別会計が３０億１千６

万２千円、老人保健特別会計が５６億９千３９１万１千円、介護保険特別

会計が２８億８千７６９万４千円、公共下水道事業特別会計が５億２千７

８７万２千円、特定環境保全公共下水道事業特別会計が８億８千８００万

３千円、農業集落排水事業特別会計が９億５千２４１万６千円、浄化槽整

備事業特別会計が３億４千１１７万１千円、コミュニティ・プラント整備

事業特別会計が１億３千７９７万２千円、簡易水道事業特別会計１８億５

千１６５万８千円、飲料水供給事業特別会計が６６１万円でございます。 

水道事業会計予算といたしましては、第３条予算が２億９千６０５万３

千円、第４条予算３億５千４８９万１千円でございます。 

どうぞ、慎重にご審議をいただき、適切なるご議決をいただきますよう

に、お願いをいたしまして、私の施政方針にさせていただきます。ありが

とうございました。 
◯﨑 岡 議 長   これをもって所信表明を終わります。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

日程第２３ 議案第３７号 平成１６年度安芸高田市一般会計予算 
日程第２４ 議案第３８号 平成１６年度安芸高田市国民健康保険特別会計予算 
日程第２５ 議案第３９号 平成１６年度安芸高田市老人保健特別会計予算 
日程第２６ 議案第４０号 平成１６年度安芸高田市介護保険特別会計予算 
日程第２７ 議案第４１号 平成１６年度安芸高田市公共下水道事業 

特別会計予算 
日程第２８ 議案第４２号 平成１６年度安芸高田市特定環境保全 

公共下水道事業特別会計予算 
日程第２９ 議案第４３号 平成１６年度安芸高田市農業集落排水事業 

特別会計予算 
日程第３０ 議案第４４号 平成１６年度安芸高田市浄化槽整備事業 

特別会計予算 
日程第３１ 議案第４５号 平成１６年度安芸高田市コミュニティ・プラント 

整備事業特別会計予算 
日程第３２ 議案第４６号 平成１６年度安芸高田市簡易水道事業特別会計予算 
日程第３３ 議案第４７号 平成１６年度安芸高田市飲料水供給事業 
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特別会計予算 
日程第３４ 議案第４８号 平成１６年度安芸高田市水道事業会計予算 

◯﨑 岡 議 長   この際、日程第２３、議案第３７号、平成１６年度安芸高田市一般会計

予算から、日程第３４、議案第４８号、平成１６年度安芸高田市水道事業

会計予算の件まで、１２件を一括議題といたします。 

提出者から提案理由の説明を求めます。 

◯児 玉 市 長   議長。 

◯﨑 岡 議 長   市長、児玉更太郎君。 

◯児 玉 市 長   議案３７号、平成１６年度安芸高田市一般会計予算でございます。 

提案理由の説明を申し上げます。本案は、平成１６年度安芸高田市一般

会計予算を調整いたしましたので、議会へ上程し、議決をお願いする案件

でございます。 

予算の総額は、歳入歳出それぞれ２５７億７千４００万円でございます。 

債務負担行為につきましては５件で、その限度額の合計額を１０億４千９

０８万４千円と定めたものでございます。地方債につきましては､その借

入限度額を７２億８千３０万円と定めております。また､一時借入金につ

きましては、借入限度額を３０億円と定めたものでございます。 

以上よろしくご審議の上、適当なる議決をいただきますように、お願い

申し上げます。 

続きまして、議案第３８号の概要説明でございます。 

平成１６年度安芸高田市国民健康保険特別会計予算でございます。本案

は、平成１６年度安芸高田市国民健康保険特別会計予算の総額を、歳入歳

出それぞれ３０億１千６万２千円とするものでございます。また、一時借

入金につきましては、借入限度額を７億円と定めるものでございます。 

以上、よろしくお願いをいたします。 

続きまして、議案３９号、平成１６年度安芸高田市老人保健特別会計予

算の概要説明を申し上げます。本案は、平成１６年度安芸高田市老人保健

特別会計予算の総額を歳入歳出それぞれ５６億９千３９１万１千円とす

るものでございます。また、一時借入金につきましては、借入限度額を５

億円と定めるものでございます。 

続きまして議案の第４０号、平成１６年度安芸高田市介護保険特別会計

の予算でございます。本案は、平成１６年度介護保険特別会計予算の総額

を、歳入歳出それぞれ２８億８千７６９万４千円とするものでございます。

また、一時借入金につきましては、借入限度額を１億円と定めるものでご

ざいます。 

続きまして、議案第４１号、平成１６年度安芸高田市公共下水道事業特

別会計予算の概要説明を申し上げます。本案は平成１６年度安芸高田市公

共下水道事業特別会計に係ります予算について、議会の議決をお願いする

もので、予算の総額を歳入歳出それぞれ５億２千７８７万２千円とするも

のでございます。地方債の借り入れにつきましては、その限度額を８千９

１０万円と定めるものでございます。 
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続きまして、議案第４２号、平成１６年度安芸高田市特定環境保全公共

下水道事業特別会計の概要説明を申し上げます。本案は、平成１６年度安

芸高田市特定環境保全公共下水道事業特別会計に係ります予算について、

議会の議決をお願いするものでございまして、予算の総額を歳入歳出それ

ぞれ８億８千８００万３千円とするものでございます。債務負担行為とい

たしましては、八千代町における施設の建設工事委託に関する日本下水道

事業団との基本協定を平成１９年度までの４年間とし、その限度額を７億

９千２００万円とするものでございます。地方債の借り入れにつきまして

は、その借入限度額を１億２千４００万円とするものでございます。 
続きまして、議案第４３号でございます。平成１６年度安芸高田市農業

集落排水事業特別会計予算の概要説明でございます。本案は、平成１６年

度安芸高田市農業集落排水事業特別会計に係ります予算について、議会の

議決をお願いするもので、予算の総額を歳入歳出それぞれ９億５千２４１

万６千円にするものでございます。債務負担行為といたしまして、向原町

の施設改修事業を平成１７年度までの２年間とし、その限度額を２億８３

３万円とするものでございます。 
次に、議案第４４号、平成１６年度安芸高田市浄化槽整備事業特別会計

予算でございます。本案は、平成１６年度安芸高田市浄化槽整備事業特別

会計に係ります予算について、議会の議決をお願いするものでございます。

予算の総額を歳入歳出それぞれ３億４千１１７万１千円とするものでご

ざいます。地方債の借り入れにつきましては、その限度額を６千７１０万

円とするものでございます。 
次に、議案第４５号、平成１６年度安芸高田市コミュニティ・プラント

整備事業特別会計予算の概要説明をいたします。本案は、平成１６年度安

芸高田市コミュニティ・プラント整備事業特別会計に係ります予算につい

て、議会の議決をお願いするものでございます。予算総額を歳入歳出それ

ぞれ１億３千７９７万２千円とするものでございます。債務負担行為とい

たしまして、甲田町の処理施設建設を平成１７年度までの２年間とし、そ

の限度額を７千４６４万円とするものでございます。地方債の借り入れに

つきましては、その限度額を３千７５０万円とするものでございます。 
次に、議案４６号でございます。 
平成１６年度安芸高田市簡易水道事業特別会計予算についてでござい

ます。本案も同様に平成１６年度安芸高田市簡易水道事業特別会計に係り

ます予算について、議会の議決をお願いするものでございまして、歳入歳

出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１８億５千１６５万８千円とするもの

でございます。地方債につきましては借入限度額を４億３千４３０万円と

定め、一時借入金の借入限度額を１５億円と定めるものでございます。 
次に、議案第４７号、平成１６年度安芸高田市飲料水供給事業特別会計

予算についてでございます。本案も同様に、平成１６年度安芸高田市飲料

水供給事業特別会計に係ります予算について、議会の議決をお願いするも

のでございまして、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ６６１万円
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とするものでございます。 
続きまして、議案４８号、平成１６年度安芸高田市水道事業会計予算に

ついてでございます。本案は平成１６年度安芸高田市水道事業会計に係り

ます予算について、議会の議決をお願いするものでございます。予算第３

条は、水道事業の経営活動に伴い発生すると予定される収益と、これに対

応する費用を計上したものでございます。収益的収入及び支出の予定額を

２億９千６０５万３千円とするものでございます。次に予算第４条は、施

設の整備拡充等の建設改良費と建設改良に要する資金の予定額で、資本的

収入の予定額を２億５千１６６万７千円。資本的支出の予定額を３億５千

４８９万１千円とするものでございます。資本的収入額が資本的支出額に

対し不足する額１億３２２万４千円は、当年度分消費税及び地方消費税資

本的支出調整額４０４万１千円。過年度分の損益勘定留保資金２千４６万

１千円、当年度分損益勘定留保金６千９２１万６千円及び繰越利益剰余金

処分額９５０万６千円で補填するものでございます。 
次に予算５条に定める企業債の限度額を６千２０万円と定めるもので

ございます。 
以上、よろしく審議の上、適当なる議決をお願いを申し上げまして、概

要説明を終わります。 
◯﨑 岡 議 長   これをもって提案理由の説明を終わります。 

この際、１４時１５分まで休憩をいたします。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午後１時５７分 休憩 

午後２時１５分 再開 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

◯﨑 岡 議 長   再開いたします。 

この際、各担当部長から順次要点説明を求めます。 

◯新川総務部長   議長。 

◯﨑 岡 議 長   総務部長、新川文雄君。 

◯新川総務部長   それでは議案第３７号につきまして、要点のご説明を申し上げます。 

平成１６年度安芸高田市一般会計予算でございます。お手許の方にグリ

ーンの予算書並びに予算に関する説明書、それと先日来一緒にですね、配

布をさせていただいております、平成１６年度安芸高田市歳入歳出予算資

料、この２点でですね、ご説明をさせていただきたいと思っております。 
歳入歳出予算の総額につきましては、歳入歳出それぞれ２５７億７千４

００万円と定めるものでございます。２項の歳入歳出予算の款項の区分に

つきましては、第１表最入歳出予算によりましてご説明をさせていただき

たいと思っております。債務負担行為につきましては、第２表によります

債務負担行為。また地方債によりましては、地方債の目的、また限度額、

起債の方法、利率、償還の方法は第３表に掲げております。一時借入金に

つきましては最高額を３０億円と定めるものでございます。 
それではまず２ページをお開き願いたいと思います。 



 47

第１表の歳入歳出予算概要につきまして、予算につきましてご説明をさ

せていただきます。 
まず１款の市税でございますが、３１億３千９１４万５千円でございま

す。１項の市民税につきましては１０億８千６２８万５千円、固定資産税

１７億７千４５万円、軽自動車税８千７４１万円。４項の市町村たばこ税

１億６千８００万円、５入湯税２千７００万円でございます。 
２款の地方譲与税でございますが、１項の所得譲与税５千７６４万４千

円、２項の自動車重量譲与税１億９千２３４万８千円。３項の地方道路譲

与税５千８６９万円でございます。 
続きまして、３款の利子割交付金でございます。１項の利子割交付金で

２千５０９万８千円でございます。 
４款配当割交付金、１項の配当割交付金につきましては３９４万７千円

でございます。 
５款の株式等譲渡所得割交付金、１項の株式等の譲渡所得割交付金につ

きましては５３万８千円でございます。 
続きまして、６款地方消費税交付金、１項の地方消費税交付金につきま

しては３億２千２２１万７千円でございます。 
７款のゴルフ場利用税交付金、１項につきましてゴルフ場利用税交付金

５千７５０万円でございます。 
８款自動車取得税交付金、１項の自動車取得税交付金につきましては１

億４千４８５万９千円でございます。 
９款の地方特例交付金、１項の地方特例交付金１億１千１２８万３千円

でございます。 
１０款の地方交付税、１項の地方交付税でございますが８７億６千１０

０万円でございます。 
１１款の１項の交通安全対策特別交付金７０２万３千円でございます。 
１２款の分担金及び負担金、１項の分担金５千６５６万４千円でござい

ます。２項の負担金２億４千４９５万４千円でございます。 
１３款の使用料及び手数料でございます。１項の使用料につきましては

４億１千７００万３千円でございます。２項の手数料につきましては１億

５千７３９万３千円でございます。 
１４款の国庫支出金、１項の国庫負担金につきましては８億７千８８６

万８千円でございます。２項の国庫補助金３億５千３４万９千円。３項の

委託金７９４万円でございます。 
続きまして１５款県支出金でございます。１項の県負担金１億２千２０

６万８千円。２項の県補助金につきましては１６億８千７５万１千円。３

項の委託金につきましては８千７７７万７千円でございます。 
１６款の財産収入でございます。財産運用収入４千１５８万円。２項の

財産売払収入といたしまして２千円。 
１７款の寄附金、１項の寄附金１千円でございます。 
１８款繰入金といたしまして、１項の特別会計繰入金といたしまして６
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千円。２項の財産区の繰入金といたしまして４万６千円。３の基金繰入金

といたしまして９億６千８４０万１千円でございます。 
１９款の次の次ページ、４ページをお願いしたいんですが、１項の繰越

金３億円でございます。 
２０款の諸収入でございます。１項の延滞金、加算金及び過料といたし

まして５０万２千円でございます。２項の市預金利子といたしまして２万

１千円、３の貸付金元利収入といたしまして６千７４４万８千円、４の受

託事業収入といたしまして１万４千円、５項の雑入といたしまして２億３

千７２万円。 
２１款市債でございます。１項の市債につきましては７２億８千３０万

円を計上いたします。 

歳入合計といたしましては２５７億７千４００万円の歳入合計でござ

います。 

続きまして歳出でございます。 

１款の議会費でございます。１項の議会費２億８千８６３万８千円でご

ざいます。 

２款の総務費で、１項の総務管理費といたしまして５７億８千５６４万

４千円でございます。２の徴税費といたしまして１億９千６８８万５千円、

３項の戸籍住民基本台帳費といたしまして２億６千７１万円でございま

す。４項の選挙費といたしまして１億３千５４万４千円、５項の統計調査

費といたしまして３千７６７万４千円、６項の監査委員費といたしまして

２千６７１万５千円でございます。 

３款の民生費でございます。１項の社会福祉費でございます。社会福祉

費で３０億５千２２６万６千円、２項の児童福祉費といたしまして１０億

６千２６７万８千円、３項といたしまして生活保護費といたしまして４億

６千３２０万９千円、４項の災害救助費といたしまして７千円。計の民生

費４５億７千８１６万円でございます。 

４款の衛生費でございます。１項の保健衛生費といたしまして１４億８

９９万９千円、２項の清掃費といたしまして６億４千４２４万４千円。衛

生費の款合計といたしまして２０億５千３２４万３千円でございます。 

続きまして、５款の労働費、１の労働諸費といたしまして１千８００万

円でございます。 

６款の農林水産業費、１の農業費２１億７千９２１万１千円、２の林業

費といたしまして２億９千３２５万９千円。３項の水産業費といたしまし

て１３０万１千円。農林水産業費の計といたしまして２４億７千３７７万

１千円でございます。 

７款の商工費でございますが、１項の商工費といたしまして１億１千３

０９万７千円を計上いたしております。 

８款の土木費でございます。６ページをお開き願いたいと思います。１

項の土木管理費といたしまして２億３千２０３万円でございます。２項の

道路橋梁費といたしまして１１億７千３５７万９千円、３項の河川費２千
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９３２万円でございます。４項の都市計画費７億１千６４５万３千円、５

項の住宅費６千７５８万３千円。土木費の計といたしまして２２億１千８

９６万５千円でございます。 

続きまして、９款の消防費でございます。１項の消防費といたしまして

６億５千７４９万５千円でございます。 

１０款の教育費でございます。１項の教育総務費２億１千８９２万８千

円、２項の小学校費といたしまして２億７千６９３万６千円、３項の中学

校費１億５千７６８万１千円でございます。４項の幼稚園費３千１４８万

８千円、５項の社会教育費といたしまして４億９千５６９万１千円、６項

の保健体育費といたしまして９億１千２０７万円。教育費といたしまして

２０億９千２７９万４千円でございます。 

１１款の災害復旧費でございます。１の農林水産施設災害復旧費といた

しまして２９１万円、２項の土木施設災害復旧費といたしまして４千円。

災害復旧費の計といたしまして２９１万４千円でございます。 

１２款の公債費、１項の公債費でございますが４７億１千４１５万円。 

１３の諸支出金、１の普通財産取得費といたしまして９千４６０万１千

円。 

１４款予備費、１項の予備費といたしまして３千万円でございます。 

計、歳出合計といたしまして２５７億７千４００万円の歳出予算の規模

でございます。 

続きまして、７ページをお願いいたします。 

第２表の債務負担行為の限度額でございますが、第１次の情報パソコン

整備費用といたしまして、今年度から平成２０年度まで限度額１千６４６

万７千円。第２次の電算システムのソフト開発費用といたしまして、今年

度から平成２１年度までで４千５０５万３千円。特別養護老人ホーム建設

事業といたしまして、今年度より１７年度で９億４千７５万円でございま

す。教育用情報パソコン整備費用といたしまして、１６年度から２０年度

までで６８１万４千円の限度額でございます。法定外の公共物譲与申請業

務委託費といたしまして、１６、１７年度で４千万円の限度額を定めたも

のでございます。 

次ページの８ページをお願いいたします。 

第３表の地方債でございます。市債の借入限度額を総務事業といたしま

して３１億４千７７０万円、民生事業といたしまして２億３００万円、農

林水産業といたしまして４億２千２４０万円、土木事業といたしまして６

億８千１４０万円、消防事業といたしまして２千４１０万円、教育事業と

いたしまして２億２千５００万円、臨時財政対策債といたしまして１０億

７千９９０万円、減税補填債といたしまして５億８千６６０万円、特別会

計の繰出債といたしまして８億６千１９０万円、一般会計出資債といたし

まして４千８３０万円。計７２億８千３０万円の起債の借入限度額を定め

たものでございます。 

事項１０ページより、歳入歳出予算事項別説明書につきましては、予算
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に関する説明書として提示をさせていただいておりますので、ご一読の方

お願いしたいと思っております。 

それでは平成１６年度の歳入歳出予算資料に基づきましてですね、細か

い数字になろうかと思いますが、少しご説明をさせていただきたいと思っ

ております。 

まず１枚はぐっていただいて、１ページでございます。 

本会の予算につきましては、３月１日の合併に伴いまして前年度予算の

対比が１ヶ月分の対比として計上させていただいております。３月分だけ

の予算としてですね、前年度の数字を上げさせていただいております関係

で、非常に対比するのがですね、難しいという状況もあるんですが、今回

資料を作らせていただいておりますのは、各旧６町のですね、予算とどの

ようになっているかという内容をですね、ここでご説明をさせていただき

たいと思っております。 

まず一般会計でございますが、本予算２５７億７千４００万円でござい

ます。旧町の予算に比較いたしまして１６億９千７１１万１千円でござい

ます。その右に、旧６町の１５年度の当初予算を計上させていただいてお

りますが、２４０億７千６８８万９千円ということで、非常に１２年度か

らですね、各旧町におかれましては、非常に事業をですね、活発化のなか

で予算計上され、事業実施されてきております。そういう関係で非常に予

算規模も大きくなっているのが現状ではなかろうかというように思って

おります。一般会計の対１５年度と比べさせていただきますと７．０％の

伸びで、今年度の一般会計予算を計上していただいておるとこでございま

す。一般会計と特別会計の関係も繰入、繰出等の関係もございますので、

併せてちょっとご説明させていただきますが、１０の特別会計がございま

す。１０の特別会計が１６２億９千７３６万９千円でございます。旧町村

のですね、各町の１５年度の当初予算が１５６億９８４万４千円で、対伸

び率といたしまして４．４％の増になっております。新規にですね、今年

度より事業実施されておりますコミュニティ・プラント整備特別会計につ

きましては、新規の今年度１６年度からの新予算になっております。この

関係も大分こうした公共下水道事業等のですね、特別会計に伴います予算

も、旧町からの継続的な事業そのもの等がですね、多額に入っておるとい

うこと等でございます。一般会計と特別会計合わさせていただきますと、

４２０億７千１３６万９千円。対当初予算１５年度の旧町のですね、当初

予算と比べますと２３億８千４６３万６千円の平均的な６．０％の伸びに

なろうかと思っております。公営企業につきましては、そこに提示させて

いただいております６億５千９４万４千円で、対旧吉田、旧甲田分の総計

からいきますと１１．７％減の予算計上をみておりますが、これは多少事

業費等のですね、関係で減になっております。 

続きまして２ぺージをお開き願いたいと思っております。 

平成１６年度のこうした歳入におきます一般会計の予算をみさせてい

ただきますと、非常に一般財源に伴います税収等のですね、非常に減額的
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なかたちのものが多くみられております。旧町の６町のですね、税等に関

しましても今年度は２億４千７５万８千円という税額の減をみさせてい

ただいておるとこでございます。大体、市税からですね、市債までを見さ

せていただきますのに、大体一般財源に相当するところの部分がですね、

非常に減額要因を見とる状況でございます。それと非常にこの収入の見方

がですね、対前年度と対しての伸び率というものが非常に不明確な点があ

るわけですね。各旧町村の状態の歳入でありますので、それを市という位

置付けにしますと非常に伸び率等勘案するのに難しいというところがご

ざいます。特別交付税等につきましてはですね、国において一括計上する

ということで県の方がその積算的な事務ということは作業しませんので、

我々がデータ的なものをですね、取り入れるのに非常に苦慮したような状

況もあるわけですが、交付税等につきましては当然福祉事務所、また合併

に伴います特別交付税、そういうことの順序をですね、勘案させていただ

いて、今回計上させていただいておるとこでございます。それと主たる地

方債につきましての増額でございますが、地方債につきましては、今回基

金の地域振興基金という基金をですね、創設させていただいた関係で、３

３億円の予算計上しておりますが、この９５％分をですね、この市債の方

の合併特例債の方で借り入れを行っております。そういう関係で借り入れ

等も多く上がってきておるのが現状だろうと思っております。 

次に３ページをお願いします。 

この１６年度一般会計の目的別にちょっと整理したものでありますの

で、参考的に見ていただきたいと思っております。△のところは大体出て

おりますけども、プラスで出てるというところにつきましては多少、先ほ

ど言っております３３億の計上、総務費に計上しておりますとかですね、

その福祉事務所の開設に伴いまして、福祉に関わる事務がそれぞれの款に

計上されています。そういう状況のなかで増額の傾向にきております。そ

れと公債費につきましても、対旧６町との比べますとですね、多額的に計

上があるわけですが、どちらにしましても旧町の時にですね、継続事業の

申請を各町で行っていただいております。道路の新設、また公共下水道、

上水道、そういうのをですね、申請をしていただいておいて、内示はです

ね、安芸高田市一本できている関係で、非常に継続事業の増額、また特別

会計等の繰り出し、そういう繰出金等の関係につきましては公債費等の財

源をですね、充当をさせていただいております。特別会計の繰出金の借り

入れにつきましても、この４７億１千４１５万円の中には、８億６千１９

０万円という各特別会計に対する繰出金をですね、一般会計が繰り出すも

のを借り入れておりますという状況のなかでございますんで、一応こうし

た公債費等が増額になっておるんではなかろうかと思っております。 

続きまして、４ページでございます。 

このことは性質別に分類をさせていただいたものでございます。一般会

計を性質別に分類をさせていただいております。これは各節のですね、積

み上げたものですね。それと皆さん方のお手許の方に円グラフで届いてお
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ると思うんですが、この性質別をより詳しく性質別に整理したものがこの

円グラフになろうかと思っております。人件費から人権扶助費、公債費と

いうのが義務的経費でございますので、そういう経費の分類方法、またこ

れがですね、平成１６年度こういう分類をしておりますけども、平成１５

年度と対比することが非常にできない。まだ１５年度の決算はしておりま

せん関係で、対比ができませんので、１６年度分の状況だけこれで参考的

に見ていただきたいと思っております。 

５ページからは一般会計と特別会計で性質別に計上させていただいて

おります。報酬から２の給料、非常にこの予算に関わります２５７億７千

４００万円の一般会計からですね、１０の特別会計までをプラスしたもの

が、この性質別の内容でございます。 

それと６ページにつきましては、一般会計に行われます款の財源内訳を

明記をさせていただいております。歳出予算に伴います充当の財源をここ

に明記をさせていただいております。 

続きまして１６年度に７ページをお開き願いたいと思っております。こ

の７ページから記述させていただいとるものにつきましては、一般会計の

目的別の事務事業を抜粋したものでございます。先ほど款項の中で予算説

明をさせていただきましたが、基本的には目からの事務事業を大きいもの

だけを抜粋をさせていただいておりますので、７ページ、８ページ、９ペ

ージまでの教育までを参考に見ていただきたいと思っております。大体こ

の事務事業を見ていただきますと、款の中にですね、主たる事業が予算計

上してあるということでございます。今回の予算につきましては、事業別

予算を基本に予算編成させていただいておる関係で、事業費に基づいてこ

の予算書を作成いたしておりますので、例えば道路でありますと、何々路

線というような路線名は掲げておりません。国庫補助事業とか単独事業、

そういうようなですね、事業別予算というものの編成をさせていただいて

おりますので、この資料等に基づいてですね、ご参考にしていただきたい

と思っております。 

以上で平成１６年度の安芸高田市歳入歳出の一般会計に伴います予算

の概要を終わります。よろしくお願いいたします。 

◯福田福祉保健部長   議長。 

◯﨑 岡 議 長   福祉保健部長、福田美恵子さん。 

◯福田福祉保健部長   それでは、議案第３８号、平成１６年度安芸高田市国民健康保険特別会

計予算の要点の説明、ページ数として１０５ページをお開き下さい。 
本予算の総額は、歳入歳出それぞれ３０億１千６万２千円でございます。

それと一時借入金の最高額は７億円と定めさせていただくものでござい

ます。 

１０６ページをお開き下さい。 

まず歳入でございますが、１款国民健康保険税８億１千７０７万９千円

でございます。 

２款使用料及び手数料１千円。 
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３款国庫支出金、１項２項合わせまして９億７千５７０万５千円でござ

います。 

４款県支出金１千１７６万６千円。 

５款療養給付費等交付金７億３千３７９万８千円。 

６款連合会支出金１千円。 

７款共同事業交付金といたしまして４千７０６万５千円。 

８款財産収入３０２万８千円。 

９款繰入金、１項２項合わせまして４億２千１６０万７千円。 

１０款繰越金２千円。 

１１款諸収入３千円。合計で３０億１千６万２千円でございます。 

１０８ページをお開き下さい。 

歳出でございますが、１款総務費、項の方は省略させていただいて６千

５４９万５千円。 

２款保険給付費１８億９千３４１万８千円。 

３款老人保健拠出金７億７千３１９万６千円。 

４款介護納付金１億４千５４７万３千円。 

５款共同事業拠出金４千７０６万５千円。 

６款保健事業費２千２万１千円。 

７款基金積立金３０２万９千円。 

８款公債費３５０万円。 

９款諸支出金２０６万２千円。 

１０款予備費５千６８０万３千円。歳出合計３０億１千６万２千円でご

ざいます。 

１０６ページの方の歳入で１１款諸収入でございますが１万円。先ほど

３千円と言いましたが１万円でございます。訂正して下さい。お願いしま

す。 

続きまして、老人保健の方へ入りたいと思います。１３３ページをお開

き下さい。 

議案第３９号の平成１６年度安芸高田市老人保健特別会計予算でござ

います。本予算の総額は歳入歳出それぞれ５６億９千３９１万１千円でご

ざいます。それと一時借入金の借入最高額は５億円と定めるものでござい

ます。 

１３４ページをお開き下さい。 

歳入でございます。１款の支払基金交付金３４億２千３２４万９千円。 

２款の国庫支出金１５億１千１７７万３千円。 

３款県支出金３億７千７９４万４千円。 

４款繰入金３億８千９３万８千円。 

５款繰越金１千円。 

６款雑入６千円。歳入合計５６億９千３９１万１千円でございます。 

１３５ページで歳出の方へ参ります。 

１款医療諸費５６億９千９０万８千円。 
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２款公債費２００万円。 

３款諸支出金３千円。 

４款予備費１００万円。歳出合計５６億９千３９１万１千円でございま

す。 

続いて介護保険の方へ参ります。１４３ページをお開き下さい。 

議案第４０号の平成１６年度安芸高田市介護保険特別会計予算でござ

います。本予算総額歳入歳出それぞれ２８億８千７６９万４千円。一時借

入金といたしまして、最高額は１億円と定めるものでございます。 

１４４ページの歳入でございますが、１款保険料４億６２９万円。 

３款使用料及び手数料１千円。 

４款国庫支出金８億４５６万２千円。 

５款支払基金交付金９億１千２６５万６千円。 

６款県支出金３億５千６５０万７千円。 

７款財産収入６万円。 

８款寄附金１千円。 

９款繰入金４億２６０万１千円。 

１０款繰越金５００万円。 

１１款諸収入１万６千円。歳入合計といたしまして２８億８千７６９万

４千円でございます。 

次のページの歳出で１款総務費３千３７７万７千円。 

２款保険給付費２８億５千２２５万５千円。 

３款財政安定化基金拠出金１千円。 

４款基金積立金６万円。 

５款諸支出金６０万１千円。 

６款予備費１００万円。歳出合計２８億８千７６９万４千円でございま

す。以上でございます。 

◯金岡建設部長   議長。 

◯﨑 岡 議 長   建設部長、金岡英雄君。 

◯金岡建設部長   失礼をいたします。議案第４１号、平成１６年度安芸高田市公共下水道

事業特別会計予算について要点をご説明申し上げます。 

本事業は吉田町の都市計画区域を対象とした事業でございます。それで

は１６１ページをお願いいたします。 

歳入歳出予算は５億２千７８７万２千円でございます。一時借入金の額

を３億２千万円と定めております。 

６２、６３ページをお願いいたします。 

まず歳入でございますが、款１､１項分担金及び負担金１千４５万１千

円でございます。 

２款使用料及び手数料、１項使用料１千９１１万１千円でございます。 

３款国庫支出金、１項国庫補助金９千万円でございます。 

４県支出金、１県補助金３３０万円でございます。 

６款繰入金、１項他会計繰入金２億９千３９０万９千円でございます。 
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７繰越金１千円でございます。 

８款諸収入、２項雑入２千２００万円でございます。 

９款市債、１項市債８千９１０万円でございます。歳入合計５億２千７

８７万２千円でございます。 

それから次のページ歳出でございますが、１総務費、１項の総務管理費

３千７６２万３千円でございます。 

２款施設費、１項施設管理費及び２項施設建設費併せましたものがただ

いま申し上げました３億８千３１７万円でございます。 

３款公債費、１項公債費１億６０７万８千円でございます。 

４款諸支出金は１千円でございます。 

５款予備費といたしまして１００万円計上しております。 

１６５ページをお願いいたします。 

１６５ページは第２表地方債でございます。起債の目的でございまして、

公共下水道事業で、限度額を８千９１０万円とさせていただいております。

また節等の内容につきましては、先ほど総務部長から説明がございました

５ページを参照にしていただきたいと思います。 

続きまして議案第４２号の要点説明、１７９ページをお願いいたします。 

平成１６年度安芸高田市特定環境保全公共下水道事業特別会計予算で、

予算総額を歳入歳出それぞれ８億８千８００万３千円とさせていただい

ております。債務負担行為を第２表に掲げております。一時借入金の額と

いたしましては３億円を最高額とさせていただいております。 
１８０、１８１ページをお願いいたします。 
まず歳入でございますが、１款分担金及び負担金、１項分担金で２千７

９０万１千円でございます。 
２款使用料及び手数料、１項使用料、２項手数料併せまして６千６３万

６千円でございます。 
３款国庫支出金の１項国庫補助金で２億３千８６０万でございます。４

款県支出金、１項県補助金４８７万５千円でございます。 
財産収入５款でございますが２千円でございます。 
６款繰入金、１項の他会計繰入金。２項の基金繰入金併せまして４億１

千１７３万７千円でございます。 

７款繰越金は１千円でございます。 

８款諸収入、１項預金利子、２項雑入でございますが、併せまして２千

２５万１千円でございます。 

９款市債は１億２千４００万円でございます。 

歳出でございますが、総務費、１款総務費、１項総務管理費が５千３７

１万１千円。 

２款施設費の１項施設管理費及び２項施設管理費併せまして６億３千

４５９万６千円でございます。 

３款公債費といたしまして１億９千８６９万５千円でございます。 

４款諸支出金は１千円でございます。 
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５款予備費は１００万円でございます。併せまして８億８千８００万３

千円でございます。 

１８２ページをお願いいたします。 

１８２ページの第２表債務負担行為では特定環境保全公共下水道の根

幹的施設の建設工事委託に関する基本協定、これは八千代町でございます

が、八千代町の浄化センターに係りますものについて、日本下水道事業団

に基本協定を結ぶということで、債務負担行為を興させていただいており

ます。期間が平成１６年から平成１９年の４年間で、限度額を７億９千２

００万円とさせていただいております。 

次のページの第３表でございますが、地方債で特定環境保全公共下水道

事業でございます。限度額を１億２千４００万円にさせていただいており

ます。これにつきましても資料の５ページにそれぞれ歳出別の事業を掲げ

ております。なお、この特定環境保全公共下水道事業は八千代町、甲田町、

向原町で現在は実施しているところでございます。 

次に議案第４３号、農業集落排水事業特別会計予算についてご説明を申

し上げます。 
１９９ページをお願いいたします。 
予算の総額につきましては９億５千２４１万６千円と定めさせていた

だいております。債務負担行為は第２表に掲げております。また一時金の

借り入れにつきましては、最高額を４億円と定めさせていただいておりま

す。 
２００ページ、２０１ページをお願いいたします。 
歳入でございますが、１款分担金及び負担金、１項分担金で１千８３０

万１千円。 
２款使用料及び手数料、１項使用料、２項手数料併せまして５千５９２

万３千円でございます。 
４款県支出金、１項県補助金３億３千４０５万円でございます。 
５款財産収入、１項財産運用収入は２千円でございます。 
６款繰入金、１項他会計繰入金４億３千６７３万７千円でございます。 
７款繰越金は１千円でございます。 
８款諸収入、１項預金利子、２項雑入併せまして１９０万２千円でござ

います。 
９款市債１億５５０万でございます。 
次のページで、歳出でございますが、１款総務費、１項総務管理費が５

千５６４万２千円。 
２款施設費、１項施設管理費、２項施設建設費併せまして７億２千１５

３万８千円でございます。 
３款公債費は１億７千４２３万５千円でございます。 
４諸支出金は１千円でございます。 
５款予備費、１項予備費は１００万円でございます。歳入歳出併せて９

億５千２４１万６千円でございます。なお、本事業は吉田町国司、入江地
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区、八千代町下土師地区、美土里町生田、横田地区、高宮町原田、船佐中

央地区、甲田町浅塚地区、向原町向原地区、万年木地区、坂上地区、長田

地区、戸島地区の１３処理区において事業を進めているところでございま

す。細説事項につきましては資料の５ページを参照にしていただきたいと

思います。 
農業集落排水の関係で２０２ページ、２０３ページをお願いいたします。 
第２表の債務負担行為で農業集落排水資源循環統合補助事業、これは向

原地区になりますが、施設が老朽化したものを機能強化とする事業でござ

います。期間といたしまして１６年から１７年、２ヶ年で、限度額を２億

８３３万円にさせていただいております。 
次の第３の地方債では、農業集落排水事業で限度額を１億５５０万とさ

せていただいております。 
続きまして２１９ページをお願いいたします。 
安芸高田市浄化槽整備事業特別会計でございますが、予算の総額が３億

４千１１７万１千円でございます。一時借入金の最高額は１億８千万円と

定めさせていただいております。 
２２０、２２１ページをお願いをいたします。 
歳入でございますが、１款分担金及び負担金の１項分担金で４千６００

万１千円でございます。 
２款使用料及び手数料、１項使用料、２項手数料併せまして６千４５５

万８千円でございます。 
３款国庫支出金、１項国庫補助金で７千８８６万８千円でございます。 
４款県支出金、１項県補助金１千円でございます。 
５款財産収入、１項財産運用収入１千円でございます。 
６款繰入金、１項他会計繰入金で７千９９３万７千円でございます。 
７款繰入金は１千円でございます。 
８款諸収入の１項預金利子及び２項雑入併せまして４７０万４千円で

ございます。 
９款市債は６千７１０万円でございます。 
次のページで歳出でございますが、１款総務費の１項総務管理費が９２

７万５千円。 
２款施設費、１項施設管理費及び２項施設建設費併せましたものが３億

２千６５９万５千円でございます。 
３款公債費は４３０万でございます。 
４款諸支出金につきましては１千円でございます。 
５款予備費は１００万円でございます。 
併せまして３億４千１１７万１千円でございます。 
２２２ページをお願いいたします。 
地方債でございますが、浄化槽整備事業で限度額を６千７１０万円とさ

せていただいております。なお、本事業は吉田町、美土里町、高宮町、甲

田町において実施をさせていただいているものでございます。 



 58

続きまして、コミュニティ・プラントで２３９ページをお願いいたしま

す。 
議案第４５号、平成１６年度安芸高田市コミュニティ・プラント整備事

業特別会計予算でございますが、歳出予算の総額を１億３千７９７万２千

円とさせていただいております。債務負担行為は第２表に掲げております。

地方債は第３表に掲げております。それから一時借入金の額の最高額を１

億２千４００万円と定めさせていただいております。 
２４０ページをお願いいたします。 
歳入でございますが、３款国庫支出金、１項国庫補助金４千１６５万円

でございます。 
６款繰入金、１項他会計繰入金５千８８２万２千円でございます。 
９款市債、１項市債３千７５０万円でございます。 
歳出でございますが、１款総務費の１項総務管理費で３万円。 
２款施設費、２項施設建設費で１億３千７２４万２千円。 
３款公債費で６０万円。 
５款予備費１０万円。併せまして１億３千７９７万２千円でございます。 
次のページをお願いいたします。 
第２表債務負担行為でございますが、廃棄物処理施設整備事業としまし

て、平成１６年度から１７年度、２ヶ年で限度額を７千４６４万円でござ

います。 
第３表の地方債としましてコミュニティ・プラント整備事業３千７５０

万円でございます。なお、この事業は甲田町の吉田口駅付近を整備対象と

した区域で、事業実施は本年度からでございます。 
それから次の議案第４６号へ移らせていただきます。簡易水道事業特別

会計でございますが、２５１ページをお願いいたします。 
平成１６年度安芸高田市簡易水道事業特別会計予算でございますが、予

算の総額を１８億５千１６５万８千円とさせていただいております。地方

債につきましては第２表の地方債。一時借入金につきましては限度額を１

５億円とさせていただいております。 
２５２ページをお願いいたします。 
歳入でございますが、１款分担金及び負担金、１項分担金で１千６３５

万６千円でございます。 
２款使用料及び手数料の１項使用料及び２項手数料併せまして１億６

千６２２万７千円でございます。 
３款国庫支出金の１項国庫補助金で４億４千７６１万６千円でござい

ます。 
４款県支出金、１項県補助金で１億６４５万５千円でございます。 
５款財産収入、１財産運用収入は２千円でございます。 
６款繰入金、１項他会計繰入金及び２項基金繰入金併せまして６億４千

９９万９千円でございます。 
７款繰越金につきましては１千円でございます。 
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８款諸収入につきましては１項預金利子及び２項雑入併せまして３千

９７０万２千円でございます。 
９款市債は４億３千４３０万でございます。 
次のページをお願いいたします。 
歳出でございますが、１款総務費の１項総務管理費６千４８６万１千円。

２款施設費、１項施設管理費及び２項施設管理費併せまして１６億３千１

７６万円でございます。 
３款公債費は１億５千１０３万６千円でございます。 
４款諸支出金は１千円でございます。 
５款予備費は４００万でございます。併せまして１８億５千１６５万８

千円でございます。 
次のページをお願いいたします。 
第２表地方債でございますが、簡易水道事業で、限度額を４億３千４３

０万に定めさせていただいております。なお、本事業は吉田町、八千代町、

美土里町、高宮町、甲田町、向原町の１３地区において実施をしているも

のでございます。 
以上で簡易水道を終わらせていただきます。 
次に飲料水供給事業の方へ移らせていただきます。２７３ページをお願

いいたします。 
平成１６年度安芸高田市飲料水供給事業特別会計予算につきましては、

歳入歳出を６６１万円とさせていただいております。 
２７４ページをお願いいたします。 
歳入といたしまして１款分担金及び負担金、１項分担金は１千円でござ

います。 
２款使用料及び手数料の１項使用料、２項手数料併せまして１８０万２

千円でございます。 
６款繰入金の１項他会計繰入金でございますが４８０万５千円でござ

います。 
７款繰越金は１千円でございます。 
同じく８款諸収入も１千円でございます。 
歳出でございますが、次のページをお願いいたします。 
１款総務費の１項総務管理費９万１千円。 
２款施設費、１項施設管理費が３０９万円でございます。 
３款公債費は３２２万９千円でございます。 
予備費といたしまして５款は２０万円でございます。なお、この事業は

高宮町の２給水区を対象とした事業でございます。 
次に公営企業会計の方で、安芸高田市水道事業会計の予算についてご説

明させていただきますので、別冊の予算書を見ていただきたいと思います。 
２枚めくっていただきまして、１ページ、２ページをお願いいたします。 
平成１６年度安芸高田市水道事業会計予算でございますが、業務の予定

量といたしまして給水戸数、吉田、甲田併せまして５千６１０戸で、１日
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平均給水量が４千１５０立米でございます。収支及び支出の３条予算でご

ざいますが、２億９千６０５万３千円でございます。また、４条予算でご

ざいますが、２ページの少し中頃の上になりますが、１款の資本的収支で

３億５千４８９万１千円とさせていただいております。企業債といたしま

しては限度額を６千２０万円と決めさせていただいております。 
それから１０ページをお願いいたします。 
１０ページには安芸高田市水道事業予定損益計算書を付けさせていた

だいております。予定額を２億８千２０１万円とさせていただいておりま

す。 

それから１１ページでは安芸高田市水道事業の予定貸借対照表を付け

させていただいております。資産合計が２５億１千４７２万３千７２１円

でございます。 

それから１２ページ、最後のページになりますが、負債資産合計が合計

で２５億１千４７２万３千７２１円でございます。 

以上でございます。 

◯﨑 岡 議 長   これをもって、要点の説明を終わります。 

この際、１５時３０分まで休憩をいたします。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午後３時１５分 休憩 

午後３時３０分 再開 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

◯﨑 岡 議 長   再開いたします。 

これより一括質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

◯明 木 議 員   議長。 

◯﨑 岡 議 長   １番、明木一悦君。 

◯明 木 議 員   今回の財源についてちょっとお尋ねしたいんですけど、高田郡の高田郡

内の総計として１５年度比較して、７％増加ということで予算が計上され

てます。しかしながらですね、この中には合併等による特例債等の基金も

入っておると思われるんですけど、それらのことをですね、もし合併特例

債等、今回の特別な予算枠がないと考えた場合には、これマイナス成長の

ように考えられるんですけど、その辺りはどのように試算をされてるんで

しょうか、まず一つお聞きします。 

◯新川総務部長   議長。 

◯﨑 岡 議 長   総務部長、新川文雄君。 

◯新川総務部長   財源の内容でございますが、提案の概要説明に申させていただきました

ように、非常に今回の予算につきましてはですね、皆さんもご承知いただ

いておりますよに旧町の時代からですね、平成１２年度から非常に旧町の

町の財政状況というものはですね、決して豊かな状況で予算編成が組まれ

た状況ではないんではなかろうかと思っております。どこの旧町の町にお

かれてましても２億ないし３億のですね、基金を取り崩されて経常経費の
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方へですね、充当されて、全体的には１２億から以上はですね、基金を崩

されて予算計上されているデータも出ている状況でございます。今回の予

算の非常に対比することの説明はですね、非常に難しいわけですね。先ほ

ど言いますように１２、１３、１４、１５でですね、基本的には１３、１

４、１５が非常に膨大なですね、各町におかれては事業を実施されており

ます。だから基本的に合併したからどうこうという状況の中ではですね、

非常に対比するのが難しいんじゃなかろうかなと思ってます。旧町でもし

合併しなかったらですね、そういうような基金を導入され、また起債を財

源としてですね、予算編成を当面出来ないんじゃなかろうかと思っており

ます。そういう状況も踏まえさせていただいて非常に６町との対比の伸び

率、確かに３３億円のですね、基金の地域振興基金の積立を差し引かせて

いただきますと、旧町の６町の合計の合算といたしましては、非常にマイ

ナスの要因になる予算編成になってくるんではなかろうかと思っており

ます。大体当初予算、前年度の６町の当初予算単位におきましては、６．

７％ぐらいの減になるんじゃなかろうかなという状況も考えております。 

ちなみに合併特例債のですね、事業を今回の平成１６年度で充当させて

いただいてたものにつきましては、先ほど言っております地域振興基金の

造成３１億３千５００万円が合併特例債で借り入れております。３３億円

の９５％に充当する財源を合併特例債で借り入れております。また、充当

事業の合計といたしまして、いろいろこの合併特例債にはですね、新市の

建設計画なり、制約がございまして、そうした事業を充当する項目の中に

３億１千９５０万円の特例債の充当をさせていただいております。今回の

合併特例債につきましては３４億５千４５０万円を起債充当とさせてい

ただいて予算編成をさせていただいておるとこでございます。 

以上でございます。 

◯明 木 議 員   議長。 

◯﨑 岡 議 長   １番、明木一悦君。 

◯明 木 議 員   はい、確かに今のように説明されるとですね、高田郡の６町をトータル

した金額とですね、今回の予算を比較するのは非常に難しいということな

んですけど、ただ、この７％アップというのがですね、一人歩きすると住

民にとってはですね、確かに財政が豊かになったというふうに感じられる

可能性が大だと思います。しかし実際にはですね、財政というのは厳しく

なってる。そこのところをやはり住民にですね、先ほども市長の方から話

がありましたけど、情報公開というのが大事だということで、これからは

情報公開していくんだということであればですね、是非その辺も明確に住

民に解るように説明をしていただければなと思います。 

それから、先ほど上程されました議案第２６号で、議決をしました、例

の先ほど言われました地域振興基金の方なんですけど、これに３３億とい

うことで計上されてますけど、実際にこの条例はいい条例だと思って私も

賛成しました。しかしこの３３億っていうのが多い、少ないっていうのが

ちょっとよくわかんないんですよね。この事業をこれから進めていくとい
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うことで、この中には第１条の中にありますけど、事業の経費を投じてや

るということなんですけど、どのような事業をお考えなのか、ひとつ教え

ていただければと思います。 

◯田丸自治振興部長   議長。 

◯﨑 岡 議 長   自治振興部長、田丸孝二君。 

◯田丸自治振興部長   今回３３億のですね、基金を積み立てるように予算化をしておりますけ

ども、実は極めて低金利でございますのでこの２、３年というのは果実は

ですね、大きく期待出来ないんではないかというふうな気がしております

けども、ある一定の期間過ぎますといかに言っても今日的な低金利の時代

だけではないというふうに判断しておりますので、そういった意味ではそ

れなりの３３億という金額でございますので、果実を生んでくるんではな

かろうかなというふうに思っております。当面は新市の建設の基本的な考

え方でありました市民参画、協働のまちづくりということの柱でございま

す地域振興組織を育成強化するということに、中心的に使って参りたいと

いうふうに考えております。 

以上でございます。 

◯﨑 岡 議 長   他に質疑はありませんか。 

◯岡 田 議 員   議長。 

◯﨑 岡 議 長   ５５番、岡田正信君。 

◯岡 田 議 員   １点お伺いいたします。合併当初の話ではですね、３月１日のこの合併

の意義が非常に深いものがあったと思うんですよね。というのは、地方交

付税の政府が言う減額措置が段階補正とかいろいろあった中で、合併した

前年度の地方交付税はこの算定替えで維持できるというように説明を私

聞いとるわけですよね。と、申しますのは、私どもが資料をいただきまし

たこの１４年度普通会計決算歳入歳出の資料ではですね、地方交付税が６

町併せると９０億６千８９４万４千円という点からみますとですね、やっ

ぱり減っとるんですよね。ただ、昨年の１５年度予算では、これは増えと

りますけど、当初政府が言っていた分とは、政府はいつも嘘をつくのが専

門ですからそうなるんだろうとは思いますけども、その点は予算組むのに

承知して組まれたんですか。 

以上です。 

◯新川総務部長   議長。 

◯﨑 岡 議 長   総務部長、新川文雄君。 

◯新川総務部長   確かに議員の皆様方もご承知いただいておりますように、平成１６年度

の地方財政の見通しというのも新聞紙上等でも状況の中には明確にうた

ってありますけども、今日のこうした国の情勢、三位一体という考え方の

中でですね、交付税すら全体的には６．５％の減という状況をみておりま

す。国庫補助金の見直しということで、我々こうした地方のですね、財源

の中にも全部が交付税に振り替えられる中でですね、全体的には交付税も

圧縮するわけですから、地方に交付される時にはその通りが増額になって

おるというような状況は決してないと思っております。ただ合併した当初



 63

におきましては、そうしたある程度の特別交付税、また需要額のですね、

積算等に基づきます算入の要素はございますけども、国における全体の予

算、交付税の予算というものの積算が限られておりますので、どうしても

全額のですね、１００％の歳入を見越すということは非常に無理なところ

があるんではなかろうかと思っております。そういう状況の中で今年度の

１５年度の普通交付税をもとにさせていただきまして、新市に伴います１

６年度の見込みにつきましては、国が出しております、また県の方がある

程度助長した中で、今回の福祉事務所の設置、また合併経過措置、そうい

うものを基礎とさせていただいてですね、基準財政需要額というものを算

出をさせていただいとるということでございます。基準財政収入額につき

ましてもですね、基本的に旧６町の税収を元にある程度積算をさせていた

だいて、今回の交付税というものの積算をさせていただいたとこでござい

ます。多少当初の説明の中でもご説明をさせていただきましたように、特

別交付税の積算というものがですね、県の方の担当部署の方でできないわ

けですね。総務省の方の直接的な算出をするという状況の中で、堅い数字

の状況がですね、我々がいただくところが非常に難しいというところがご

ざいますので、多少は危険的な数字もあるかと思いますけども、ただ財源

をですね、可能な限り算出をさせていただいて普通交付税と特別交付税の

予算を計上させていただいとるとこでございますので、よろしくお願いい

たします。 

◯﨑 岡 議 長   他に質疑はありませんか。 

◯金 行 議 員   議長。４１番、金行。 

◯﨑 岡 議 長   ４１番、金行哲昭君。 

◯金 行 議 員   ４１番、金行でございます。市長に１点お聞きします。合併してまた市

長になられて、また初めての１６年度の予算でございます。施政方針でも

ございましたように、この予算にあたって悩まれたいうんですか、非常に

考えられて予算が組んであると、私全部は熟知はしてないんですけど、職

員の一人ひとりの基本的な積極的な知恵を出し合いということで書いて

ございますが、その予算にあたりまして市長の方から職員にその指示いう

んですか、方針いうか、何かをその予算にあたって方向を言われたか、言

われてないか、そういう思いがありましたら、市長の方から一言聞きたい

と思います。 

◯児 玉 市 長   議長。 

◯﨑 岡 議 長   市長。児玉更太郎君。 

◯児 玉 市 長   答弁をさせていただきます。市長でございます。申し上げておりますよ

うに、合併建設計画が我々はこの合併の段階で積み上げたものがあるわけ

でございます。したがって基本的にはこの合併建設計画を着実に実行して

いくということが我々の一番の課題であります。しかし先ほど申し上げま

したように、非常に財政的には苦しくなる。合併して交付税は保証すると

は言いながら、やはり国全体の交付税が減ってくる中で、合併しても交付

税はやはり減り方は少ないが合併した、しかし減るのは減るという状況が
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あるわけでございます。これは巧妙な試算をするように全部もう総務省が

考えておりますんで、それによると試算によりますとやはり減るというこ

と。したがって今回も財調を８億あまり崩してようやくつじつまを合わせ

たと、こういう状況であるわけでございます。したがって先ほども申し上

げましたように、今後は徹底的な役場の市役所の中の機構の見直しをしな

がら、無駄をどのように省いていくかと、こういうことが大きな課題にな

るわけでございまして、そういうことを併せて徹底的にやっていきたいと、

このように考えておりますし、合併特例債の約２００億に相当するものも

ですね、いろいろ国と交渉しますとですね、本当にこの特例債が我々が望

んだような特例債になるかどうかというのは、だんだんこの見通しがです

ね、悪くなって、良くなるよりか悪くなる方が多いと。そういう中で我々

は早く合併をしたんで早くこの合併特例債をどうしても必要なものは充

当して事業をしておこうと、こういうことで今回はどうしてもやらなきゃ

いけない箱物については、ご存知のようにすぐ調査費を組んでいつでも段

取りが出来るようなことの段取りを今さしてもらったと、こういうことで

ございますんで、いずれにしても財政は合併しても苦しくなるということ

は、もう見通しが立っておりますので、そういう点で徹底的な無駄の見直

しをするということを職員にも徹底をして、すぐ具体的な委員会を組んで

ですね、やっていきたいと、このように考えておると。そうしないと本当

に住民に対してですね、還元するものがなくなってしまうという問題がご

ざいますんで、そういう点で今回の予算を組んで参りました。 

◯増 田 議 員   議長。 

◯﨑 岡 議 長   ６９番、増田静樹君。 

◯増 田 議 員   はい、６９番。市長さん並びに田丸部長さん、新川部長さんにお尋ねを

してみたいと思います。先程来市長さん、施政方針ということを述べられ

たわけでございます。一般的に申し上げますならば、当該年度の施政方針

につきましては３月に述べられるのが基本でございますけれども、地方自

治体として最後の生き残りを賭けた６町の合併ということで、新市長に誕

生なさって本日が初めての施政方針だというように認識をいたしており

ます。いろいろと創意工夫なさって述べられました施政方針につきまして、

本日が最初でございます。これは限られた職員並びに我々議員であるかの

ように認識をいたしております。 

ともあれ５０年に一度の平成の大合併ということで、安芸高田市の市民

は小さく見ましたならば３万５千、広島の市民球場のステージで一杯とい

う程度ではなかろうかと思っとるわけでございます。ということで、市長

さんとして親しく市民の皆さん方とお会いをして、きめの細かい行政市政

をなさる計画があるのかないのか、その点についてお尋ねをしてみたいと

思います。 

２点目、午前中田丸部長さんが先程来論議を呼んでおります、地域振興

基金という一つの新市の柱としての内容等をご説明いただいたわけでご

ざいますけれども、時代は大きく動いて参りまして、従来ならば１０年ス
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パンで動くのが世の動きでございますけど、１年スパンで動く昨今の状況

の中で、こうした基金等を十分活用されることは大いに結構だと思ってお

ります。しかしながら先ほど新川部長がご説明のように、ここ２、３年６

町急激な無理な成長を遂げたというように思っております。１５年度の決

算もまだ出切っておらない状況の中で、かなりな経常収支の比率が上昇中

ではなかろうかと言っておりますし、財調の問題すら、また未整理の問題

では、我々議員ではですね、未整理の問題ではなかろうかと。そういう状

況の中で、先ほどお手許にいただきました６ページ、７ページを熟読いた

してみますと、非常に考慮に考慮した文言が書いてございます。そこらを

整理いたしますと、さらにその内容を継続的に精査していくことが大きな

取り組みの一つの柱ではなかろうかと思っております。地域振興部長さん

も精一杯のご努力はなされると思いますけれども、それをカバーすると言

いますか、財政的にカバーしなさる新川部長さんの６町の合併自治体の中

におけるところの財政状況、非常に厳しいものとのすり合わせがうまくい

くのか、いかないのか、その点についてお尋ねしてみたいと思います。以

上でございます。 

◯児 玉 市 長   議長。 

◯﨑 岡 議 長   市長。児玉更太郎君。 

◯児 玉 市 長   はい、それでは、住民との対話をどのようにするかというようなご意見

もあったと思いますが、実はまだ就任して４５日あまりしか経っておりま

せんが、まず、住民との対話を大事にしたいということで、この行政嘱託

員さんの会議は全部、６町、旧６町でやらしていただきました。そういう

ことで今後一番の柱は３２の振興会との対話をどのようにするかという

ことでございますが、なかなか３２会場全部回るわけにもいかんと思いま

すんで、取りあえずは１町１会場ぐらいで、その対話の機会を作っていき

たいと。また住民の皆さんにもやはり厳しい財政状況ではありますが、や

はりそれぞれ夢を持ってもらうということが必要だろうと思いますんで、

そのように努力をしていきたいと思います。後はまたそれぞれ担当のとこ

ろで。 

◯田丸自治振興部長   議長。 

◯﨑 岡 議 長   自治振興部長、田丸孝二君。 

◯田丸自治振興部長   それでは私の方から地域振興基金に関わるところがございましたので、

その点についてご説明を申し上げたいと思います。 

今回３３億の基金をですね、造成するわけでございますが、これも実は

合併特例債を充当するものでございまして、全額国からいただくものでは

ございません。３１億あまりの借金をするわけでありますが、そうします

とその７割につきましては基準財政需要額の方に元利ともいわゆる算入

をされるわけでございますけども、基本的には残りの３割の元利について

は、いわゆる年々償還をするということでございます。そういった意味で

は議員ご指摘の通り経常的な経費を相当圧迫する要因になるということ

は明らかであります。そういった意味ではこの１０年間にこの基金は造成
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すればいいということがございますので、後々５年先、１０年先という手

があったのかもわかりませんけども、市長が常々申し上げますとおり、こ

の合併特例債もですね、いつどのように変質するかもわからないという状

況の中では、やはり早い段階でいわゆる基金を造成し、さらに最初の５年

間につきましては国、県等の支援等もございますので、そういった環境の

中で、やはり基金の造成をするのが得策なんではなかろうかということで

あったんだろうというふうに思います。と同時に、合併後１０年を経過し

ますといわゆる交付税の合算の特例がなくなって、急激に交付税が下がっ

てくるということがございます。その時にはどうしても財政的に極めて厳

しい状況が想定をされるのは、既に合併協の時代から明らかになっている

とおりでございます。そういった意味では、この３３億の基金は原則とし

ては果実を運用するということではございますけども、いわゆる地域振興

という幅広い事業にも使えるという解釈をいたしますと、その時には極め

て財政的には有力な武器になるんではなかろうかというふうにも思われ

ます。そういうこともございますので、早い段階で基金の造成をして、そ

してこの１０年間始末をさせていただいて、将来のそういった状況に備え

るという方法であったんであろうというふうに、私ども理解をしておると

こでございます。以上でございます。 

◯新川総務部長   議長。 

◯﨑 岡 議 長   総務部長、新川文雄君。 

◯新川総務部長   確かにご指摘いただきますように、平成１６年度合併し初めての予算編

成をさせていただいたわけですけども、確かに非常に厳しい歳入財源の確

保がですね、非常に難しいという状況等もございます。ただ、合併当時か

らですね、いろいろ各町において合意されております財政調整基金の持ち

込み、これ５基金といいましたが、この５基金のですね、１割という状況

の中で、標準財政規模の１割ということでございましたが、確かに１割は

ですね、標準財政規模が１２７億ですから大体１２億から１３億ぐらいの

数字になるわけなんですが、そういう数字についてはまだ１５年度の決算

の状況等もございますけども、それは決算に確定をしなければなりません

が、概ねそういう１３億の近い数字をですね、持ち込みをしていただいて

おるとこでございます。多少、後の４基金をですね、減債等からそういう

プラスすればですね、多少の増額の基金が見られるんではないかと思って

います。前回の先ほど申しましたように、各町の基金がそれだけあったも

のがですね、２、３年の内にばばーっとなくなってるんですね、だからそ

れは旧町においていろいろ事業をされてですね、皆さん方議員の皆さんが

議決をされて、基金を取り崩され、事業を実施をされてまちづくりをされ

ておるわけですから、それはそれでいいわけですけど、１割の基金では非

常に今後の市としてのですね、財政は非常に厳しいものがあったんではな

かろうかなと、私は思っております。ただ、そうは言いましても、基金の

ですね、持ち寄りの基金につきましては、今回８億円の財調基金を取り崩

させていただいておりますが、非常に苦しい思いの中で基金を取り崩しを
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させていただいております。そういう状況の中で、先ほどの地域振興基金

の３３億の内、３１億１千５００万の借り入れにつきましては、交付税が

７割補填されるということで、非常にですね、安芸高田市は過疎の地域に

なります。今後事業を展開するのにはですね、やはりある程度交付税が確

保され、歳入が財源が確保されるものをですね、有効な起債を利用して事

業展開をするのが一番じゃなかろうかなと思っております。そういうこと

を考えて３３億の積立金等もさせていただき、今年度借り入れをさせてい

ただきますけれども、今後の財政運営につきましてはですね、そういう公

債比率、起債の負担率、そういうものを状況をですね、十分勘案しながら

新市の建設計画をですね、年次的に実施していくことが一番の方法ではな

かろうかなと思っております。さし当たり今年度の非常に厳しいかたちの

中で、査定もですね、委託業務につきましては全体の昨年度の実績、要望

額の２割カットをさせていただいております。それと負担金につきまして

は負担金、補助金につきましても１割カットさせていただいております。

このことはですね、この１年かけて前期と後期にかけさせていただいて、

職員自らがですね、その各種団体委託料の全部見直しをかけるという考え

方に立ちたいと思っております。この提案は皆さんの全面的な協力をいた

だいてですね、そのことによって自治組織が確立すればですね、いろんな

角度の中でよいまちづくりができるんじゃないかなというように思って

おります。非常に財源の限られたかたちの中で、補助金なり委託業務、そ

うした２割カットしておりますが、職員自らですね、補助金、また委託業

務につきましても実績報告を目にしてですね、それが明らかなものかどう

かということで、補助金の支出をしていくということ。そういうことを平

成１６年度の前期と後期にやらせていただいて、１７年度ではある程度安

芸高田市が補助金にしてもですね、ある程度並んでいくという。今現在で

はですね、補助金の額がもうバラバラです。そういう状況をですね、この

１６年度で整理をさせていただくのも我々の一つの経常経費のですね、削

減にもなるんではなかろうかと思っております。そういう状況で、今回は

行政改革の懇話会等も持っていただきまして、まずそういうところから、

一からですね、懇話会、また職員も推進本部を設置し、職員自らがそうい

う対応させていただくということで、スタートさせていただきたいと思っ

ておりますので、今後ともどうかよろしくお願いいたします。以上でござ

います。 

◯﨑 岡 議 長   他に質疑はありませんか。 

◯高 坂 議 員   議長、１８番。 

◯﨑 岡 議 長   １８番、高坂広一君。 

◯高 坂 議 員   失礼します。午後に市長さんの方から施政方針の中で三位一体という表

現がでました。素晴らしいことと思うんです。三位一体と同時に国民が苦

しいけど負担も伴うということもありました。この苦しみを受けるのは圧

倒的多数の国民、市民であると思うんです。私はそこで、認識不足なんで

ちょっとお聞きしたいなと思うのは、今日の国と町の税の配分です。これ
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が合併後に現状維持であるのか、あるいは国が税をたくさん取り、町が少

なくなるのか。国が少なくて町が多くなるのか。まずこれがどういうふう

な仕組みでなるんかなというのを感じるんです。最悪の時になれば国が取

って町が少なくなれば、当然市民生活も圧迫されるでしょう。そういうこ

とになれば、私は市民に５年先、いわゆる中長期的な生活設計を立てると

か、そういう予備対策というものを行政の方で皆さんに情報を提供して欲

しいなということを感じます。早めにそういうことは取り組んだ方がええ

んじゃないかと思うんで、ひとつその辺のことを是非お聞きしたいと思い

ます。以上です。 

◯児 玉 市 長   議長。 

◯﨑 岡 議 長   市長。児玉更太郎君。 

◯児 玉 市 長   この三位一体の問題はですね、非常に今地方と国との関係で最大の課題

になっておる問題でございます。要するに補助金と交付税と税金という、

３つの問題をどのようにするかという問題でございます。国は当面３兆円

の補助金を減つって、その代わり地方へその代わり税源を分譲するという、

これが狙いである。当面の狙いであるわけでございます。しかし我々は、

この問題は地方から見るとですね、全く本当にそれがうまい具合に、補助

金は減る、減った地方へある国の補助金は３兆円減る。そいじゃが、３兆

円だけ本当に地方に税金で戻してくれるかという、これができりゃあええ

わけですよね。そうすれば補助金の縛りが国の補助金の縛りがないなって、

自主財源が３兆円増えるんですから、それで今度は自由に使える金ができ

ると、こういうこと。これが国が、小泉さんがうまいことを言うひとつの

三位一体なんですが、今年の昨年度の実績をみてみましても、１兆円ほど

補助金を減したが、実際に税金で戻したのは４千億円しか戻しとらんいう

のは、６千億円はとうとう削られっぱなしで地方が損をしたと、こういう

のが去年の三位一体の実態であります。そういうことで実は先般も東京日

本武道館へ地方６団体がですね、６団体いうのは市町村長と市町村議会、

それから県知事と県議会、市は別ですが町村と市と県と、この３つのそれ

ぞれ町と議会が６団体いうんですが、地方６団体が日本武道館約７千人集

めて、議長さんもおいでになっておりますが、そういうことでこれはもう

地方が黙っとったんではもう国の言いなりになると、大損するということ

で大会を開いていただきました。そういうことが一番の課題であります。

ですから削るんなら削っただけ地方へ税金を配れと、ところが地方へ税金

を配った時に一番いいことをするのは東京都だけなんですよね。こっちは

税金を取ろうにも税金のもとがないいう問題があるわけなんです。ですか

ら交付税というのはどうしても残してもらわんにゃいけんということを

いうわけです。ですから三位一体の中で交付税の役割がなお一層大事にな

ってくるということです。このまま税金だけで補填しよう思やあ、東京の

一人勝ちになってしまう。ですから税金の取るところのないところは、今

までと同じように交付税で全国へえぶりをかけると。そういう方法を引き

続いてやってくれと、こういうことを話しておるわけでございます。です
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から今後の地方の６団体の最大の課題は、この問題でございます。小泉さ

んは、３兆円ほど削るが３兆円ほど税金で戻すということを約束はされた

ようではございますが、しかし実際にこれが守られていくかどうかいうの

は、我々は全く信用しておりません。ですから守れるように、結局は力関

係でいくしかないと。選挙で脅すしか方法はないということであろうとい

うように思います。以上でございます。 

◯﨑 岡 議 長   他に質疑はありませんか。 

◯鳴 石 議 員   議長、７１番。 

◯﨑 岡 議 長   ７１番、鳴石勧君。 

◯鳴 石 議 員   人のしたことをあれこれいうのはみやすいですが、私も議員として言わ

せてもらいます。この安芸高田市、歴史に残る児玉市長の施政方針、ほと

んど中に数字がないんです。なぜ数字を入れないかと。霞のような施政方

針。今朝の中国新聞見ますと、安芸高田市２５７億円予算、１４年の一般

会計旧６町合計の７％増と、これを１分ほど読めば大体１６年度の事業計

画というのもよくわかるんです。しかし１０時開会して一般議案の審議が

あって、１６年度の予算説明に先立っての方針説明、約３０分か４０分聞

きましたが、具体的に何がどうなるんかわからん。先も申しましたように

この中国新聞を１分、よく考えながら読んで３分です。その方がずっとよ

くわかるわけなんです。施政方針をなぜこういうふうなまとめ方ができな

かったか。市長はあまり議員にみなさんにようくわからんような文章を作

れと言われたんかどうなんか。よくわかるような文章を作れと言われたん

かどうなんか。この点どうなんですか。 

◯児 玉 市 長   議長。 

◯﨑 岡 議 長   市長。児玉更太郎君。 

◯児 玉 市 長   私は施政方針というのは大体こういうものが施政方針だろうと、このよ

うに考えてやらせていただいたわけでございまして、施政方針に従ってそ

れぞれ部課長がですね、具体的な数字の説明をさせていただきましたんで、

施政方針にあんまり具体的な細かい数字を書くことは、基本的には施政方

針というのは大まかな方向を示すものであって、後は具体論はそれぞれの

委員会でまたご審議をいただくと、このように考えておりまして、予算書

の説明を先ほどかなり詳しく各部長がいたしましたんで、そういうことで

さしていただいたんで、いろいろご意見があると思いますが、ただ今のご

意見については十分受け止めさせていただいて、それで今度は委員会の中

で具体的な、ひとつ説明をしていきたいと思います。広報等についてもさ

らに具体的な数字は今度は広報のなかでは上げて、市民に十分ＰＲしてい

きたいというように考えておりますので、いろいろお考えはあると思いま

すが、ひとつご理解を賜りたいと思います。 

◯鳴 石 議 員   はい、議長。 

◯﨑 岡 議 長   ７１番、鳴石勧君。 

◯鳴 石 議 員   児玉市長は、施政方針とはこういうもんであると思われると考えておら

れるということですが、この国の方針でも総理大臣の県市各施政方針とい
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うものは、数字の一切入ってない方針というのは私は見たことがないです。

それは今まで高宮では７期町長をやられた中で、こういうものでずっと通

ってきたかと思うんですが、今度は６町が合併をしたんですから、従来そ

ういうかたちがあろうとも、やはりこの６町安芸高田市、人輝く安芸高田、

この字ばっかし輝いとるんじゃなしに、内容が輝くような方針を出しても

らいたいと思います。以上です。 

それから、福祉部長さんですか、この予算書を朗読されるのに、０のと

ころを｢ころころ｣と言われるんですが、あまり耳障りのいい読み方ではな

いのではないか。１４４ページの繰入金、４億ころ２６０万ころ１千円、

こういう読み方をされておりますが、４億２６０万１千円の方が聞きやす

いと思うんですよ。私の言うのが間違いなんか、どうなんか。やはり市長

もこういうことに気付いて、より解りやすいこの数字ですから、努力をす

るように注意をしてもらいたいと思います。以上です。 

◯児 玉 市 長   議長。 

◯﨑 岡 議 長   市長。児玉更太郎君。 

◯児 玉 市 長   貴重なご意見を十分承って、今後注意をいたします。ありがとうござい

ました。 

◯﨑 岡 議 長   他に質疑はありませんか。 

 〔質疑なし〕 

質疑なしと認めます。 

これをもって質疑を終結いたします。 

◯﨑 岡 議 長   お諮りします。 

本案１２件については、１８名の委員で構成する予算審査特別委員会を

設置し、これに付託して審査することにいたしたいと思います。 

これにご異議ありませんか。 

 〔異議なし〕 

ご異議なしと認めます。 

よって、本案１２件については、１８名の委員で構成する予算審査特別

委員会を設置し、これに付託して審査することに決定しました。 

◯﨑 岡 議 長   お諮りします。 

ただ今設置されました予算審査特別委員会の委員については、安芸高田

市議会委員会条例第８条第１項の規定により、議長において、１１番加藤

英伸君、１６番竹田誠莊君、１９番新出達夫君、３７番熊高昌三君、３８

番藤井昌之君、４３番松川秀巳君、４６番泉正智代君、４９番今村義照君、

５２番玉川祐光君、５４番井上正文君、５６番浮田洋吾君、５７番山崎宅

将君、５８番桑岡達夫君、６０番天清斐雄君、６１番渡辺義則君、６６番

名川律夫君、６８番松浦利貞君、７１番鳴石勧君、以上１８名を指名いた

したいと思います。 

これにご異議ありませんか。 

 〔異議なし〕 

ご異議なしと認めます。 
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よって、ただ今指名いたしました１８名の諸君を、予算審査特別委員に

選任することに決しました。 

◯﨑 岡 議 長   お諮りします。 

議事の都合により、６月１６日から６月２４日まで９日間を休会といた

したいと思います。 

これにご異議ありませんか。 

 〔異議なし〕 

ご異議なしと認めます。 

よって、６月１６日から６月２４日まで９日間を休会とすることに決し

ました。 

以上で、本日の日程は全部終了いたしました。 

本日はこれにて散会いたします。 

大変ご苦労さんでございました。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午後４時１９分 散会 
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上記会議次第は事務局員の記載したものであるが、その内容が正確であることを証する

ためここに署名します。 
 

                              平成１６年    月    日 
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          会議録署名議員 

 

 

 

          会議録署名議員 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 73

１．議事日程 

   （平成１６年第２回安芸高田市議会６月定例会第１１日目） 

 

平成１６年６月２５日 

午 前 １ ０ 時 開 会 

於安芸高田市吉田公民館 
 
日 程 第 １   会議録署名議員の指名           

日 程 第 ２   一般質問 
 

 

 

２．出席議員は次のとおりである。（７０名） 

        １番         明 木 一 悦          ２番     秋 田 雅 朝 

        ３番     土 居 克 之     ４番     山 本   優 

        ５番     岡 山   薫          ６番     田 中 常 洋 

        ７番     前 川 正 昭          ８番     平 林 克 昌 

       ９番         日野原 穂 澄        １１番     加 藤 英 伸 

１２番         山  﨑 昭  弘       １３番     山 口 康 文         

１４番         小  野 剛  世       １５番     川 角 一 郎 

１６番         竹  田 誠  莊       １７番     井 上 尚 文 

１８番     高 坂 広 一    １９番     新 出 達 夫 

２０番         塚  本    近    ２１番     赤 川 三 郎 

２２番         深  井 達  雄    ２３番     三 上 タエ子 

２４番         長  岡  公次郎    ２５番     井 上 正 樹 

２６番         宮  田 浩  之    ２７番     松 野 俊 寿 

２８番         川  先 悟  郎    ３０番     平 岡 正 美 
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３１番     秋 宏 美 輝    ３２番     川 﨑 三千春 

３３番         西  川 佚  夫        ３５番        岡 原 雪 夫 

      ３６番      松  村  ユキミ    ３７番     熊 高 昌 三 

３８番      藤  井 昌  之    ３９番         浅 枝 俊 通 

４０番      青 原 敏 治    ４１番         金 行 哲 昭 

４２番     杉 原   洋       ４３番         松 川 秀 巳 

４４番     大 前 直 行       ４５番         入 本 和 男 

４６番     泉   正智代    ４７番         山 本 三 郎 

４８番     今 野 仁千六    ４９番         今 村 義 照 

５０番     住 広   章    ５１番         佐々木   博         

５２番     玉 川 祐 光    ５３番         西 山 登司教         

５４番     井 上 正 文      ５５番         岡 田 正 信 

５６番     浮 田 洋 吾    ５７番         山 崎 宅 将         

５８番     桑 岡 達 夫    ５９番         望 月   桂         

６０番     天 清 斐 雄    ６１番         渡 辺 義 則         

６２番     猪 掛 信 幸    ６３番         高 下 二 郎         

６４番     富 田 義 弘    ６５番         吉 村 正 登         

６６番     名 川 律 夫    ６７番         宮 本 房 宏         

６８番     松 浦 利 貞    ６９番         増 田 静 樹         

７０番     中 間 末 雄    ７１番         鳴 石   勧         

７２番        亀 岡   等    ７３番     﨑 岡 典 男 
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   ３．欠席議員は次のとおりである。（３名） 

   １０番         平 川 幸 雄    ２９番         新 山 勝 義 

   ３４番      中  野 光  雄 

 

 

   ４．会議録署名議員 

       １７番     井 上 尚 文       １８番      高 坂 広 一 

   

 ５．地方自治法第１２１条により説明のため出席した者の職氏名（２３名） 

   市     長    児 玉  更 太 郎     助     役    増 元 正 信 

   収 入 役    藤 川 幸 典             参 事    小 野  豊      

   総 務 部 長    新 川 文 雄     教 育 長    佐 藤  勝 

教 育 次 長    沖 野 清 治     自治振興部長    田 丸 孝 二 

市民生活課長    佐 々 木  亮     税 務 課 長    山 本 数 博 

福祉保健部長 

兼福祉事務所長    福 田 美 恵 子     人権推進課長    毛 利 宣 生 

産業振興部長    清 水  盤     
建設部長    

兼公営企業部長    金 岡 英 雄 

消 防 長    村 上  紘   八千代支所長    平 下 和 夫 

美土里支所長    立 川 堯 彦     高 宮 支 所 長    猪 掛 智 則 

甲 田 支 所 長    武 添 吉 丸     向 原 支 所 長    益 田 博 志 

総 務 課 長    高 杉 和 義     財 政 課 長    垣 野 内  壮 

教育総務課長    上 川 裕 芳 
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   ６．職務のため議場に出席した事務局の職氏名（６名） 
   事 務 局 長  増 本 義 宣   事 務 局 次 長    光 下 正 則 

議事調査係長   児  玉  竹  丸    書 記    新 谷 洋 子       
書 記  国 岡 浩 祐   書 記    倉 田 英 治 
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～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午前１０時００分 開会 

◯﨑 岡 議 長   みなさん、おはようございます。 

ただ今の出席議員は７０名であります。 

定足数に達しておりますので、直ちに本日の会議を開きます。 

本日の議事日程は、予めお手許に配布したとおりであります。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

日程第１  会議録署名議員の指名 

◯﨑 岡 議 長   日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

会議録署名議員は、会議規則第７９条の規定により、議長において、１

７番井上尚文君、１８番高坂広一君を指名いたします。 

◯﨑 岡 議 長   次の日程に入るに先立ち、６月１５日に開催された予算審査特別委員会

における正副委員長の互選の結果の報告をいただいておりますので、ここ

でその報告をいたします。 

本定例会において設置されました予算審査特別委員会の委員長には、６

８番松浦利貞君、副委員長には４９番今村義照君が選任されました。 

以上、報告をいたします。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

日程第２  一般質問 

◯﨑 岡 議 長   日程第２、一般質問を行います。 

一般質問における各会派の持ち時間は３時間と決定していただいてお

りますので、３時間経過した時点で、質問もしくは答弁を打ち切りますの

で、予めご承知いただき下さい。 

それでは、質問の通告がありますので、順次発言を許します。 

会派の順序は、お手許に配布したとおりです。 

まず、向原会派からです。 

◯﨑 岡 議 長   ４７番、山本三郎君。 

◯山 本 議 員   はい。通告書に基づきまして、４７番山本が一般質問を行います。 

この度の定例会におきまして、先輩議員をさておいて、トップバッター

ということで、いささか緊張もいたしておりますが、執行部の方並びに議

員の方、聞き苦しい点がありましたら、ご理解のほど、なにとぞお願いい

たしまして質問に入らせていただきます。 

件名は、新生安芸高田市の行財政基盤の強化についてでございます。答

弁は市長に求めます。 

先の６月１５日の市長の施政方針並びに予算説明で、先輩議員の方から

行財政について質問され、市長及び担当課より大筋についてはそれぞれの

回答をいただいておるところでございます。そういう中でこの行財政基盤

について質問をするのもいささかと思いますけど、中身を具体的にお知ら

せ願うつもりで質問いたします。 

日本経済の低迷の中、国において地方交付税の見直しなど、地方自治体

にとってはさらに厳しい財政状況が予想される現状で、安芸高田市の行財
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政を考えた時、自主財源の確保、効率的な事業運営による経費の節減など

行財政運営の効率化、健全化に努め、限られた財源を有効に活用し、事業

計画を最大限引き出し、住民の多様な要請ニーズに応えていくことが肝要

と考えられます。 

児玉市長は、市長就任の記者会見でも述べられている中で、財政の問題

を取り上げられております。また、施政方針では、本年度は行財政改革元

年であるとも言われておられます。その中で、新庁舎、市庁舎、職員を含

めて内部の機構の見直し、また外部団体の見直し、一つひとつ無駄なとこ

ろから合理化していく必要があると述べられています。そこで、安芸高田

市の初代の市長として、まず最初に何をどのように手がけ、行政改革に取

り組まれ、財政基盤強化を考えておられるのか、所見をお伺いします。 

また、仮称安芸高田市行政改革懇話会を設置されているとのお考えでご

ざいますが、どのような人選で、どんな方法で取り組まれるのか、重ねて

お尋ねをするものであります。 

以上、よろしくお願いいたします。 

◯児 玉 市 長   議長。 

◯﨑 岡 議 長   市長、児玉更太郎君。 

◯児 玉 市 長   ただ今の山本議員のご質問にお答えをいたします。 

まず、安芸高田市の行政改革の取り組みと、行財政基盤の強化について

のお尋ねでございますが、皆さんには既にご存知をいただいておりますよ

うに、長引く不況からここ数年来、自主財源の柱でございます税収は、大

きく落ち込み、さらに地方交付税や国、県補助金の削減など、地方自治体

を取り巻く財政環境は極めて厳しい状況にございます。特に三位一体の国

の政策が２年目に入っておるわけでございますが、ご存知のように補助金、

交付税、税と、こういう三つの問題があるわけでございます。補助金を減

らして地方に税を振り向けて、地方が主体性を持って予算が執行できるよ

うにという、そういうことでございます。また、さらに交付税を減して税

を地方へやると、こういう問題。しかし補助金、交付税だけ減って税が来

ないというのが実態ということでございます。しかも取る税の元がない地

方というのは、東京都が一人勝ちするのではないかと、こういうような懸

念が全国的にあるわけなんです。そういうような非常に厳しい状況にある

わけでございます。そういうことで、ここ数年来自主財源の柱であります

税収が非常に落ち込んできておりますし、交付税もご存知のとおりの落ち

込み、さらに補助金も削減されると、こういうことでございます。こうい

うような状況の中で、高田郡６町は生き残りを賭けた戦略として、安芸高

田市を発足をさせましたが、合併によって財政状況は好転するものではな

く、依然として厳しい状況が続くと、こういう状況でございます。これは

ご存知のように国の財政が行き詰まって来ておるということに一番の起

因をしておるわけでございます。そういう中で行政方針の中でも述べさせ

ていただきましたが、今年度本市における行政改革元年と考えております。

行政改革をしながら本当に無駄を省いて市民のための施策ができるよう
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に、ということを考えておるわけでございます。安芸高田市の行政運営の

道筋を明確にし、効果的、効率的な行政システムを確立をするために、住

民参画型の行政改革懇話会、これは仮称でございますが、と、懇話会の方

針を受け、行政内部で行政改革を推進する行政改革本部を早急に設置をし

て、この問題に取り組んで参りたいと思います。 

とりわけ行政改革懇話会につきましては、広く公正な意見を聴取する観

点から、市民代表はもとより、市政について優れた見識、また専門的知識

を有しておられます方々に、委員としてご参加をいただきたいと、このよ

うに考えておるところでございます。 

◯山 本 議 員   議長。 

◯﨑 岡 議 長   ４７番、山本三郎君。 

◯山 本 議 員   ただ今、市長の答弁で大筋の具体的な内容は少し理解をしております。

もう少し、中身について質問をさせていただきます。今市長が申されまし

たように、今どこの地方自治体も財政の悪化で従来以上の行財政の効率化

が求められています。限られた財源の中で、行政サービスを高めるには無

駄を排除し、効率を高める以外に方策はないということで、どこの地方自

治体も取り組みをしております。みなさんもご承知のように、東京都の石

原知事が誕生された時に、東京都の財政を再建するとして、今、市長が申

されますようにそういう行政改革をするための１つのプランとして財政

再建推進プランというものを計画され、４年間で６千３００億の財源不足

を埋めるということを、東京都知事は施策を打って出られ、それが今、東

京都には厳しい東京都の都民は受けとるわけでございます。その中身とし

て、福祉、教育関連などの経常費の１割、そして公共事業の３割削減、そ

して内部努力として職員の定数の見直し、そして庁内の管理事務を３割、

外郭団体への支出を３割削減というような、いろいろな手を、東京都の石

原知事はされる。それに福祉における手数料の値上げなど、都民にとって

は負担の多い財政再建を打って出ておられます。 

私は、安芸高田市がこれから先の財政状況を考えて、そして舵取りをす

る段階で、東京都のように財政の圧迫をするようなことになると、重大な

責任があり、そして今、新しく初代の児玉市長のスタートとしては、この

財政基盤を築き上げておく責任感が問われておると思います。先ほど申し

上げましたように、安芸高田市の６町を併せた財政力指数が、０．２８４

という数値を１４年度の決算の時に示されておりますし、そして自主財源

が２４．４％という数値で、これは安芸高田市の先行きの不安を感じる数

値だろうと思います。そこで、現在各自治体で俄然注目されて実施してお

られるのが行政評価という、行政評価の導入と申しますか、そういうシス

テムを研究され、それを取り入れ、活かされた施設建設事業費の無駄のな

い効率の良い施設を作り、また、市民、町民から納得される行政の取り組

みであるということで、非常に評価の高い行政評価をしていく自治体が生

まれつつあります。このことにより、財政基盤の強化につながっていくと

確信を私も感じておるものであります。そこで、安芸高田市として行政評
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価のシステムを取り入れ、効率の良い施設建設で成果が得られることによ

り、財源の無駄がなく、市民に納得のできる行政のあり方が考えられます

が、市長の市長としての見解を伺います。 

次に、財政基盤強化について、義務的経費と投資的経費の節減について

お尋ねいたします。 

まず義務的経費としては、人件費が主たるものでありますが、適正なる

人件費であるのであろうかということで、何点かお尋ねするわけでござい

ますが、義務的経費は本年の予算ではこの１４年度の６町の時代と比較い

たしまして、７％ぐらいの増であるんではなかろうかと、私の計算といい

ますか、資料によって見ました中でそのように見受けるわけでありますが、

経費節減について、次のことを市長にお尋ねいたします。全般的な人件費

の中で、非常勤の報酬そして委託料、これらについては事業内容も異なり

ますが、健全財政の長期的展望をもって考えた時に、市民の目から不適切

なものは積極的に是正する必要があります。その中で私は隣保館運営費に

ついてお尋ねするわけでございますが、５ヵ所の施設で８千９１８万２千

円という１６年度の予算計上の中で、一般財源が５千７６０万あまりと、

これは自主財源でありまして、その内人件費が４千２４４万あまり計上さ

れておりますが、この事務内容を検討され、経費の節減をされ、財政の健

全化に努めるべきと思いますが、市長の見解をお伺いいたします。また、

義務的経費の中で、扶助費については厚生常任委員会等でいろいろ質問を

させていただきたいのですが、これは扶助費も大きな金額となっておりま

すが、これは質問を今回はいたしませんので、ご了承願いたい。そしてこ

れは義務的経費とはちょっと筋が違うんですが、補助費についてお伺いい

たします。外郭団体助成費として神楽門前湯治村、そして土師ダムのサイ

クリングターミナル、そして北の関宿安芸高田、道の駅ですね、対して１

億７千７００万あまり、約１億８千あまりの助成費、これは第３セクター

方針で経営されているものと私は思うわけでありますが、この助成はいつ

の時期までそういう助成を考えておられるのか。また、このものの経営責

任はどのように明確となっておるのか、お尋ねするものであります。向原

町にはこういう第３セクターの設立がありませんので、経緯が私にはわか

りませんのですが、そこらへんにつきましても市長の見解をお伺いいたし

ます。 

次に投資的経費についてでございますが、先に申しましたように、行政

評価システム、これは執行部の方はよくご承知と思います。それぞれの行

政分野で目標や問題を設定し、それぞれをどのように達成できるかという

観点で、個別の事業を企画し事業を実施した後、企画通りに実行できたか、

事業の目標や課題などがどのようにクリアできたかというような評価だ

と思うわけでございますが、私はこれをなぜ申しますか言いますと、今、

安芸高田市が合併により建設計画、施設の建設計画で、庁舎、特別老人ホ

ーム、文化ホール、広域火葬場、いろいろ建設計画がされておりますが、

これらを私は無駄のない、効率の高い投資的計画の高い施設建設にもって
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いくならば、再度チェックも必要じゃなかろうかと。そうすることによっ

て市民に納得ができる施設ではなかろうかと私は思います。これは私が向

原町でございますので、特に向原町の老人ホームの建設、これは建設用地

が限られた面積であります。そして福祉センターかがやきとの利便性とい

うことでそこへ建設計画がされておるわけでありますが、合併を前に、急

いで国、県の認可を得るために特別委員会等で協議したものの、その後国、

県の指導で施設内容も少し変わりつつあるのではないかとお聞きしてお

るわけでございますが、その後の国、県の指導がどのようにこの特別老人

ホームに対して指導ができているのか、その点もわかればお答え願いたい

と思います。そして、この施設に対する運営主体が経営するにあたって、

ランニングコストの成り立つための協議など、官と民の立場の明確さにつ

いて協議をされる必要があろうかと思いますが、そのお考えはどうなのか、

お尋ねいたします。先ほどの行政改革懇話会につきましては、市長が幅広

い人材で懇話会を設立するということで、お返事をいただきましたが、ま

さにそういう姿勢とともに、無理に市民でないとしても、いろいろこうい

う長けた人材を、また、市長のブレインでもある人でも集めてしっかりと

した懇話会で安芸高田市の将来を考えてもらうことが必要であろうと思

います。 

以上、たくさんの答弁を求めましたが、ご回答ができるものをお願いい

たします。 

◯児 玉 市 長   議長。 

◯﨑 岡 議 長   市長、児玉更太郎君。 

◯児 玉 市 長   行政改革の懇話会の問題でございますが、このメンバーについてはまだ

決まっておりませんので、先ほど議員ご指摘のように出来るだけそういう

点についての専門的な、あるいは経験のある方も含めて、効率の上がるよ

うな委員会にしていきたいと、このように考えておるわけでございます。

そのような中で先ほどご指摘の行政評価システムをどのようにしていく

か、こういうことも併せて協議をしていきたいと、このように考えておる

わけでございます。義務的な経費が非常に率が上がってきております。そ

ういう点が今後の改革の大きな焦点になってくると思います。義務的な経

費で、できるだけ経常経費を切り下げないと投資的な経費にもその予算が

回らないとこういうことでございますので、そういう点についても、今後

懇話会等で十分具体論を煮つめていきたいと、このように考えておるわけ

でございます。非常勤の特別職等の問題につきましても、そういう行政改

革の中で待遇をどのようにするか、こういうようなご意見も一緒に聞いて

いきたいと、このように考えております。 

隣保館の問題につきましては、ご存知のように人権会館ということで条

例改正しております。したがってここは社会教育の拠点として今後最大の

人権の問題を中心にした拠点にしていくと、こういうことで考えておるわ

けでございまして、これは有効に組織を施設を活用して社会教育の一環を

担ってもらう、こういうような考え方で、今、取り組みをしておるところ
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でございます。 

３セクに対する補助金のご指摘がございました。これも今後それぞれ３

セクというのは、地域興しという大きな目標の中でそれを設立し、運営を

してきたと。それが本来の地域興しなるならば、少々の補助金というのは

私はやるべきであろうと、このように考えておりますので、本来の地域興

しに合致するように内容の検討をですね、していくと、こういうことが一

番大事なことであろうと。行政がやる中には多少一般財源をつぎ込んでで

もやらにゃあいけんものもあるわけでございます。ただ、損になるか、得

になるかという基準だけで判断できない点もあるわけでございます。しか

し、そうは言うてもいくらでも金をつぎ込んでいいというものではないわ

けで、そこらをそれぞれの合併前の町でもやってこられたはずでございま

す。そういうものを改めて新市になって検討を加えていくということが、

大事なことであろうと、このように考えておるわけでございます。したが

って、そういうことの節約をしながら、できるだけ投資的な経費に有効に

予算なりを使えるようにと、こういうことで考えておりまして、先ほどご

指摘のように当然合併建設計画の中で、やるべき問題があるわけでありま

す。 

先ほどご指摘の第２庁舎、文化ホール、広域火葬場、現在もう予算化し

ております向原町の特別養護老人ホーム、そういうようなものは、早く手

を着けて見通しを立てると、こういうことが大事なことであろうと思いま

す。しかし、ご指摘のように非常に厳しい状況の中でありますので、本当

に効率のいい施設、しかも安くあがる施設、そういうことを念頭に置きな

がら検討していく。この問題はまたたくさんの議員さんが後ほどいろいろ

ご質疑がございますので、またお話をしたいとこのように考えております。 

向原の今現在計画をしています特別養護老人ホーム、既に予算化してお

ります。しかしご存知のように厚生労働省の基準がですね、今後つくる特

別養護老人ホームについては、個室を中心にやると、個室でないといかん

と、こういうような規制が出てきております。したがって、個室をつくる

ということになりますと、非常にコストが高くつくということです。した

がって今度はホテルコストを今度は入る人から取る。高い物ができれば今

度は高く入所される人が金を払わんにゃいけん、こういう問題が起こって

きておりまして、結局はそういう問題が、今後入ってくる人に負担がかか

る。こういうことがございますので、今、県ともう少し、もう既に補助金

も決定しておるわけでございますが、将来入ってくる人のために、もう少

しどこか安くする方法はないかということも、今、係で県と詰めておると

ころであるわけであります。 

そういうことを今やっておりますので、どこまでそれが詰められるかわ

からないわけでございますが、行政的に県、国と協議して、許される範囲

内でのできるだけ、まだ入札までには時間がございますので、もう一遍見

直しをするいうことが必要であろうということで、今話を詰めておるとこ

でございまして、かがやきと併設をするというのは、これは合併協議の中



 83

で既に決まっております。結局今かがやきで向原町が社協と向原町職員の

派遣をしてあそこでショートステイデイサービス等を非常に積極的にや

ってもらっておるわけでございますが、これを今度併設をする特老と一体

的に運営していただく、そうするとコストが随分安くつく。しかも効率が

いい。こういうことで今、それに併設をするということで既に決定はして

おるところでございます。 

◯山 本 議 員   議長。 

◯﨑 岡 議 長   ４７番、山本三郎君。 

◯山 本 議 員   はい。詳しく市長の答弁をしていただいたわけでございますが、いずれ

にいたしましても行政懇話会たるものの中身でいろいろ全てを網羅し、そ

して経費の節減を図っていかんということであろうと思います。効率の良

い、無駄のない行政執行され、合併前より住民サービスが低下するようで

はよろしくありませんし、また、不均衡があってもならないと思いますの

で、今後の市長の行政指導を強く要望いたしまして、私の質問を終わらせ

ていただきます。ありがとうございました。 

◯﨑 岡 議 長   続いて、７１番、鳴石勧君。 

◯鳴 石 議 員   ７１番、日本共産党の鳴石でございます。通告順６件について順次発言

をいたします。 

まず最初に、施政方針について。施政方針全体に具体的数字を入れるべ

きではないかと。この前の総括質疑の時に発言をしましたが、一般質問は

こういうもんだと、こういう発言でした。この方針の２ページの固定資産

税が大幅な減額とありますが、見込みはどのぐらいになっておるのか。 

３ページの地方債残額が累積いたしておりとありますが、旧町のそれぞ

れの額の合計について答弁を求めます。 

４ページの合併協議の中で新市建設計画にまとめた旧町の事業計画、そ

れぞれの事業、またこの計画実行に合併特例債、一般財源等の予定額につ

いて、どのように考えておられるのか。 

市役所第２庁舎、総額と予定財源。文化ホール、広域火葬場、特別養護

老人ホーム等の予定額と財政内訳についてお答えを願いたい。 

２番目に旧町の特別職採用について。新市発足にあたって旧町の特別職

を採用されております。この理由に、行政経験豊かな職員を採用すること

によって、住民が安心をするんだというように新聞報道されましたが、こ

のことについて、私は違う見方をするんです。新聞には４人とありました

が、今日この若い高学歴の人たちが就職難でなかなか就職することができ

ない。むしろこの４人の特別職には大変ご苦労さんでしたと。で、特別職

になった時には職員のみなさんから羨望の的で「出世したのう」という見

方をされて職員よりも高い給料を得られておるわけです。これをまた、採

用して高額の給与、部長級ということでありますが、またこれが辞める時

には、また退職金を出さなきゃいかん。こういうことをしないで若い人を

採用したならば、１０人、明日の安芸高田市に役立つ職員が生まれてくる

んではないかと、このように私は考えたわけであります。それから新聞発
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表をされて、議会に相談をかけられておりますが、それを議会が「それは

いけんで」とは言えんわけです。「ええことをしたのう」家族が赤飯を炊

いて喜ばんにゃいけんような状態で、「そりゃ、いけんど」ということは

言えんわけですから。これになるには、特別職になるには地方自治法の１

２２条の議会の承認を得てなっとるわけですから、そういう発表をするま

でに５４、５で辞めるというんでは年金も貰われないし、なんとかええ考

えはなかろうかと、こういう相談もあってしかるべきではないかと。私は、

このことは、先のことを考えたマッチポンプじゃないかと。 

３番目に安芸高田市広報のナンバー３表紙、皆さんここで示すまでもな

いと思いますが、初代市長誕生の写真。２ページにも同じような花束を受

け取っておられる。また５ページにも大きな等身大の写真。これは、児玉

市長におもねる市の幹部達が考えたことなんか。だったとしても児玉市長

は｢そういうことをするな｣と、｢恥ずかしいで、わしゃあ｣と、そういうこ

とはなぜ言えんかったんか。非常に学識の高い、行政経験の豊かな児玉市

長にとっては、納得がいかないのです。 

次に人権推進対策について。児玉市長の人権対策は部落解放同盟の運動

方針が施策に強く出されているように見られます。国は２００２年３月末

で｢地域改善財特法（時限法）｣、一般対策への円滑な移行のための最終法

として１４年の３月３１日に失効いたしました。現在の児玉市長の政策は、

地区住民の自立を阻害をするもので、国の施策一般対策として行うべきも

のを、依然として旧町の持っていた条例を安芸高田市の条例として執行さ

れるようになっておる。先月もこれらをコピーをもらって、私は驚いたん

です。国の政治、動向は広島県の町長会の会長、全国の副会長までされて、

一番よく知っておられる人が指導的立場にある人が執行しても依然そう

いうことをやっとる。私は考えられない。向原に住んでいる地区住民と、

甲田、吉田、高宮、美土里どこがどう違うんですか。向原では執行と同時

に条例改正等もやっとるわけなんですよ。全くこういう施策を活かして政

治的な利用をされようとしておるんではないか。 

三次市では法の執行、新聞でも出ました。同和対策をしない。先もあり

ましたが解放同盟の要求で建設をされた解放会館は今ではまちづくり会

館として三次市民が誰でも使えるようになっとる。解放同盟の関係の者は

一人もいない、事務所に。これらを聞いて市長はどのように考えておられ

るのか。また、この解放会館、人権会館の名称を変更をするべきではない

か。市長の考えを伺います。 

５番目に住宅新築資金補助事業、この融資返済について、かなりな各町

は旧町であると言われておりましたが、この額は旧町のそれぞれの町で何

件あったか。金額総額でなんぼ、いくらの額になるのか。また、回収はど

のように考えておられるのかということであります。 

６番目に公共工事入札について。国や自治体の公共工事、資材購入など

で、談合や違法行為が新聞やテレビで報道されております。ほとんど毎日

のように。入札制度を改革し、談合を防止しをする考えがあるか。先日も
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暴力団の恐喝事件で逮捕ということが出ております。このきっかけは解体

業者へ談合をしとるげなじゃあないかということを新聞にも書いてあり

ましたが、そういうことからつけ込んでくるわけです。この 1ヵ月か２ヵ

月前ですか、街宣車がかなりワイワイ言っておりましたが、これらの団体

がつけ入る隙のない行政執行が求められるのではないか。 

以上６件について答弁を求めます。 

◯﨑 岡 議 長   ここで１１時５分まで休憩をいたします。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午前１０時５０分 休憩 

午前１１時 ５分 再開 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

◯﨑 岡 議 長   再開いたします。 

市長、児玉更太郎君。 

◯児 玉 市 長   鳴石議員の質問にお答えをいたします。 

施政方針についてでございますが、まず固定資産税の減額につきまして

は、予算の見積額は１６年度の課税資料がある程度整った段階の数字を参

考に１７億７千万円の予算といたしましたが、前年度の予算と比較いたし

ますと１億３千２００万円弱の減額になっております。このことを踏まえ

固定資産税が大幅な減額とさせていただいたものでございます。なお、こ

れらの原因を調べてみますと、まず企業の撤退、倒産、設備投資の抑制、

そいういうものが償却資産の減額の大きな原因になっておるものでござ

います。 

次に地方債の残高については、旧６町及び消防組合他２件の一部事務組

合から引き継いだ地方債の平成１５年度末残高は、一般会計に属するもの

が３５７億１９０万円になっております。簡易水道事業他、５件の特別会

計分が１２４億９８０万円で、この特別会計と一般会計をたしますと４８

１億１千１７０万円の起債の残高と、こういうことになるわけでございま

す。 

それから次の主な施設の建設計画についてでございます。これはまた委

員会でもお尋ねをいただければと思っておったんですが、そういうご質問

でございますのでお答えをしていきたいと思いますが、第２庁舎の建設費

を１４億７千万円。これは財源といたしましては特例債を１１億９千万円。

主な財源としております。それから文化ホールにつきましては３５億の計

画をしておりまして、特例債が主な財源でありまして３０億５千４００万

円を特例債で充てると、こういうことでございます。また、火葬場につき

ましては１８億を見込んでおりまして、これも特例債を主な財源として１

５億２千万円特例債を充てると、こういう計画になっております。これは

特例債が充てられる事業ということで、比較的財源的にはこの際早く特例

債を充てる事業ということでやっていきたいと、このように前から申し上

げておるとおりでございますが、特別養護老人ホームにつきましては、建

設費が予算で１１億８千８００万円で、その財源内訳は国と県の補助金が
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２億１千７００万円。特例債が４億６千万円とその他起債で、これはでき

るだけ有利な起債ということを考えておりますけど、今のところは介護サ

ービス施設整備事業債という事業債があるわけですが、この事業債を４億

６千万あまり使っていくというのが大体主な財源でございます。 

以上は新市建設計画の作成に伴い財政計画を立てます上で見込みまし

た建設事業費でございますので、実施にあたりましては経済的かつ建設後

のランニングコストなども含めて慎重に検討し、できるだけ安く上がるよ

うに今後検討して参りたいと、このように考えておるところでございます。 

それから特別職の採用でございますが、新市発足時における特別職の職

員の採用に関しましては、合併時における事務執行に大きな困難が予想さ

れましたことから、豊富な行政経験を発揮していただき、円滑な事務執行

を目指したものでございましたが、これからの対応策により想定したほど

のこれらの対応策によりまして、想定したほどの混乱を回避できましたこ

とから、行政的な効果は、私は新人を採用した以上に、非常に経験豊富な

人にやってもらったということから、軌道へ乗るということについては、

非常に効果があったと、このように考えております。今後におきましても

当面いたします課題や懸案事項を解決し、事務事業を安定的に軌道に乗せ

るよう能力を発揮していただきたいと、このように考えております。なお、

人件費についてお尋ねをいただきましたが、行政効果という観点から、ま

た、費用対効果という観点からも正しい選択であったと考えておりますの

で、ご理解を賜りたいと思います。 

次に、市の広報についてでございます。広報誌は言うまでもなく市民へ

の情報を伝える有効な手段の一つでございますが、その編集に当たっては

担当部局において発行月毎に基本的な方針を定め、取材なり行って発行し

ております。写真の取り扱いにつきましても同様でございまして、特に私

の意とするものではございませんので、ひとつそこらのご理解を賜りたい

と、このように思います。 

次に、人権対策についてでございます。高田郡の６町合併協議会におき

まして決定をいたしておりますとおり、同和対策、同和教育につきまして

は、一般事業への移行を行います。新市におきましては６町のこれまでの

成果と国、県の方針を踏まえ、広く人権対策に関する基本指針を作成する

とともに、行政機構に総合的な人権対策に関する窓口を設け、総合的、計

画的に推進して参ります。また、旧町において単独事業として実施してお

りました同和対策諸制度は、６町合併までに制度の見直しを行ない、新市

において就労就業等、一部移行措置を講じ、他の事業は一般事業に移行、

または廃止をいたすということで、すでにこのことは法定協議会でもご了

解を得て実施をしておるところでございます。人権会館の名称につきまし

ては、安芸高田市人権会館及び管理条例として、３月１日付けで市長職務

執行者によって専決処分され、３月９日の新しい市の臨時会において専決

処分した事件として上程し、承認をされているものでございます。 

次に、住宅改修貸付事業につきましては、住宅新築資金等貸付金償還金
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の滞納額でございますが、平成１５年度末におきましてかなりの滞納額が

あるわけでございます。ご指摘のとおりでございます。滞納の回収につき

ましては、それぞれの債務者に応じた支払方法を講じるなど、法的措置も

含めた様々な方法を検討し、より効果的で計画的な債権回収に努めて参り

たいと考えております。 

次に、公共工事の入札でございます。新市において総務部財政課内に管

理係を設置しております。管理係におきましては公共工事などの入札、契

約並びに工事の検査に関すること、入札参加資格に関すること、入札の適

正化に関することなどの業務を担当させております。新市における入札、

契約に関する制度につきましては、公共工事の入札及び契約の適性化の促

進に関する法律、いわゆる入札契約適正化法の基本原則にあります、透明

性の確保、公正な競争の促進、適正な施工の確保、不正行為の排除の徹底

を実現するため、各種基準の整備を行っておるところでございます。ご指

摘にあります談合防止につきましては、談合情報を得た場合の対応を適切

に行うためのマニュアルや、談合の事実が確認された場合の指名除外基準

の策定を行っており、本市におきましても公共工事からの不良、不適格業

者の排除を図って参りたいと考えております。以上でございます 

◯鳴 石 議 員   議長。 

◯﨑 岡 議 長   ７１番、鳴石勧君。 

◯鳴 石 議 員   １番目の施政方針について財源の数字を方針の中に入れるべきではな

いかと、こういうことは改めて質問をするまでもなく、ただ今言われたよ

うなことは、方針の中で述べるべきではないか。ここに三次市や他の町の、

向原町の施政方針を持っておりますが、大体方針を聞けば前年度よりか厳

しい厳しいと言うが、数字が示され、パーセントを示されますからどうい

う財政かということがわかるわけなんですが、よそ並の、なぜやっぱり数

字を入れる方針を出さなかったのか。文章ばかりですと、ちょうど今憲法

の改悪論議がどんどん出ておりますが、文章だけではどのような解釈でも

できるんです。その人、その人によって。数字がごまかすことができない

わけなんです。先日来の新聞報道見ますと、会社の経営の売上等も水増し

をして健全な会社かのようなやっておる。逮捕されたとかいうようなこと

も出ておりますが。数字を示すべきではないかと。 

それから漏らしたんですが、１４ページの生徒には奨学金貸付制度の拡

充を図るとありますが、具体的にはどのように考えておられるのか。 

それから２番目の特別職の採用については、行政経験が豊かだから非常

に効果があった、これはあなたたちが決めておるわけですが、これを否定

をすることはできんと思うんです。何も議会の承認を受けて特別職になっ

た人を、再び再度採用したんでは、「新市になったら今度わしがやはり選

ばれるんじゃなかろうか」と、こういう幹部職員の希望はもう潰れてしま

うわけなんです。横からサッとそういう席に座られたんでは「わしも一生

懸命今までやってきたのにのお」と、希望がなくなるわけなんです。それ

はそれなりの経験者は、知識はあるかもしれませんが、あれを人輝く安芸
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高田市と言うんならば、新しい人を抜擢をしてそれなりの目指す安芸高田

市発展のために努力をしてもらうと、こういうふうに私は考えるべきでは

ないかと思うわけです。しかし、自治体の最高責任者である長が「こうだ」

と言えばどうにもならんわけなんで。市の広報もこれは幹部が考えてよく

やってくれたんだ。悪いとは言われんかもしれませんが、多くの市民です

か、この前の広報見てどう思うか。「まあいやらしいね」と、こういう声

を聞くんですよ。なんで市長の写真をここまで、これまでか、これまでか

いうほど広報へ載せなければならないんか。こういう声を聞くんです。

「ああ、なかなか立派な恰幅のええ人よのお」という声を聞いたことがな

い。独りよがりの自画自賛をしちゃあいけんですよ。もっと市民の立場に

立って、広報はどうあるべきか、考える必要があるんではないか。 

４番目の人権推進対策、それなりに６町の町長さんが集まって、協議の

中で協議を重ねてやったと言われますが、郡の町長会の会長でもある児玉

町長が同和の問題に対して提案をされたら「そりゃあいけんですよ」とい

う、言われるような雰囲気じゃないでしょ、今日。先も言いましたように、

三次の吉岡市長は法が切れると同和対策は一切やらないと、また先も述べ

ましたように、会館の名称も変えて誰もが安心して使われる。解放会館、

人権会館では、解放同盟の人たちに遠慮しながら恐る恐る、「まあ行って

使わせてもらやあええんじゃろうが、まあやめとこう」こういうことにな

ると思うんです。昨日の新聞に庄原市が名称を議員提案で変えた、このよ

うに出ておりました。依然として人権会館、解放会館の名を付けて同盟幹

部がそこを根城に解放運動をすると、こういうことは一刻も早く改めてい

くべきではないか。これが賢明な児玉市長の行政姿勢、変えていくべきと

私は考えます。いつまでも同和だ同和だ、差別があるんだ差別があるんだ

と、条例を予算を言っていけば、｢はいはい、そうですかそうですか｣と。

大体私は暗算ちょっとしかできませんけど、向原の今までの予算から見る

と５町、１億５千万。世の金が、たくさん人権、同和という名を人権に変

えて予算がそこにつぎ込まれるんではないかと。厳しい厳しいと言いなが

ら、そういう団体の言いなりになって金を持っていくと、そりゃあ同盟の

幹部の方には嬉しいかもしれませんが、そういう同和予算に依存をしてい

く体質を変えない限りは差別はなくならない。先も言ったように向原町と

他の５町、全然変わらないんです。何が必要なんか。今までは同盟の圧力

によって人権会館、解放会館等を建設をされたかしりませんが、即刻名称

を変えてこの会館の中に同盟の幹部は一人もいない、一般の職員が常駐を

して誰でも使えるような施設にするべきである、このように私は考えます。

それから幹部の方が会館の館長、また推進委員、こういうことに選ばれて

いるように見られますが、いくらの給与を払うんか。また、ボーナス等も

手当が付くのかどうなんか。 

次に住宅資金については、厳しく回収に努めていきますとありますが、

私は旧町の金額はそれぞれ何件でいくらになるかと、総合計でいくらにな

るか、こういう質問をしたわけです。児玉市長のコンピューター頭脳をし
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ておられるわけですから、この計算、職員がしているのか、これを示され

たい。 

次に公共工事について、極力談合を排除をしていくということを言って

おられますが、ただ言葉で排除をするんだ、厳しい罰則をするんだと言わ

れるが、私はここの新聞に読売、中国等の切り抜きを持っております。大

体この談合を防止をするのであるならば、どういうかたちでやっていくん

か、厳しくやるんだ、通報があったらやるんだ、取り調べるんだと言われ

ますが、これじゃ遅いんですよ。みんな業者口が堅いですから。多くの自

治体では指名入札を一般応募型の入札にしていくと、このように中国新聞

の報道、読売新聞の報道にも載せております。入札落札率が９５％前後で

いっておったものが、一般競争入札に切り替えて、落札額が７０％にまで

なったと、こういうことも表にして表してあります。全然今の答弁では談

合防止をして適正な価格で落札、立派な完成を見るいう考えは示されてい

ないと思うんですよ。大体政治家というのは、こういう日本の政治家は土

建業者に支えられている、こういうことに言われております。そういうこ

とではなくて、やはり透明な入札制度にして、先程来から厳しい厳しい、

交付税は予想もしない減額になっておるんだと言われている中で、この談

合防止し、適正な価格で落札をされる、こういう入札制度に改革していく

ならば、１億のものが７０％になりますと７千万。９５％ということにな

りますと９千５００万。もう２千５００万からすぐ差が出てくるわけです

よ。そういう厳しい中だからこそこの改革をしていく、こういう気持ちに

なることはできないのか。再質問をいたします。 

◯児 玉 市 長   議長。 

◯﨑 岡 議 長   市長、児玉更太郎君。 

◯児 玉 市 長   施政方針の中に数字を入っとらんという問題でございます。施政方針と

いうのは基本的な問題をお話をしてご理解を賜るというのが我々今まで

やってきたことでございますので、前回のご質問ではそのようにお答えを

いたしました。しかし数字がないとわからないということで、前回も後ほ

ど私の施政方針の後に総務部長が数字を挙げた説明を補足で説明をさせ

ていただきましたんで、そういう点については数字が全くなかったという

ことにはならないと、我々は考えておるわけでございますが、今ご指摘の

ことについては、数字を入れたがいいかどうかという問題については、で

きるだけ理解がしやすいような施政方針というサイドから考えますと、鳴

石議員さんの説もですね、今後検討させていただきたいと、このように考

えておりますので、次回のひとつ答弁に、答弁といいますか説明にご期待

を賜りたいというように思います。 

それから特別職の問題につきましては、先ほど申し上げましたようにこ

れは合併時でそれぞれ協議をしながら、特別職を全員採用したというわけ

ではないわけで、ごく年齢的にも若い特別職にひとつ限られたみなさんに

お手伝いをしていただくと、こういうことで職員に採用したということで

ございます。特に合併をして非常に各６町がそれぞれまったく寄せ集まっ
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たということで、対等の合併であったということで、やはりかなり経験の

ある職員が力を発揮してくれたというように、私は軌道へ乗せるためにで

すね、評価をしておるところでございます。 

それから広報の問題については、議員ご指摘のとおりのことを考えてい

ただいた市民もおられる、いろいろな考え方がございますので、だとすれ

ば私の不徳の致すところで、今後そういうことのないように私としても目

配りをせんにゃいけんというように考えておりますが、私にはまったくそ

ういう意図はなかったということでございますので。編集する者も３万５

千の市民の皆さんに、市長は誰かいうのもわからんようなこっちゃいけん

けえ、ちょっと一遍だけそういうことをした方がええんじゃないかという、

私は前向きの善意の判断でやってくれたと、このように考えるわけでござ

いますが、そういうご指摘があるとすれば謙虚にご指摘を受けていきたい

と、このように考えております。 

それから人権会館の問題については既に条例で全部人権会館に統一を

したということでございます。さらにその名前を変えたがええかどうかと

いうご指摘であろうというように思うわけでございますが、この問題につ

いては、今後やはりやっていく中でさらにいい名前があれば、それは当然

我々も考慮していくべきであろうと思いますし、人権会館そのものは人権

という最大の我々の課題を解決するところであると同時に、私は社会教育

のこれは場であるというように考えておりますし、私が前に町長をしてお

りました高宮町では、もう既に１０数年前にその解放会館でなしに、人権

という名前を使った方が適正だと。人権会館というのは隣保館の予算と公

民館の予算を併設して作ったと、こういうこともあるわけでございまして、

今後は広く社会教育の場として使っていくというのが、私は基本であろう

と、このように考えておるわけでございまして、この施策についても国の

新しい法に基づいた一般施策をやると。一般施策に移行すると、こういう

ことで法定協で既に決定していただきまして、奨学金等も一般の施策に移

行しておるわけでございます。そういうことでそういう趣旨に添って我々

は今後この対応をしていきたいと、このように考えておるわけでございま

す。 

住宅資金の問題につきましては、合併前の問題が非常に多いわけで、今

に、本年度起こったというよりか、そういうことであるわけでございます

が、この問題も我々は法的措置も取りながら回収に努めていきたいと思い

ます。件数にしますと１９７件ございます。総額にしますと３億３千６８

６万円に滞納額はなるわけでございます。そういうことでございまして、

この回収については我々は努力をしていくという覚悟でおるわけでござ

います。 

それから業者の談合防止ということ、これはまあ今の社会では当然これ

はやらにゃあいけん問題でございます。現在総務部の財政課の中に管理係

というものを設けまして、これは県から職員の派遣を受けて県で今やって

おりますような入札方法を、今、検討させております。したがって今まで
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の指名入札もですが、公募型の入札をどのように取り入れていくかと、こ

ういうことも、今、具体的に検討しておるわけでございまして、おそらく

そういう方向に向いていくというのが今後の公募型という方向にですね、

いくというのが大体方向ではなかろうかということで、今、具体的な検討

をしておるところでございます。以上でございます。 

◯鳴 石 議 員   議長。 

◯﨑 岡 議 長   ７１番、鳴石勧君。 

◯鳴 石 議 員   さすが、児玉市長。改めるべきは改めると認められる。しかし、合併協

議会で決めたことだからという論法は、何が何でも合併せんにゃいけんと、

法が切れちゃあ特例債がもらえんようになると、こういう感じでするべき

こともしないで、もうほとんどのことが３年先送り。こういうことからこ

の高田郡６町は対立も摩擦もなく全国でも希に見る合併優等生。さすが児

玉更太郎氏いうことになっておりますが、問題になるものはみな先送りし

とるんですから、しかし合併したんだからいうことではなくて、合併して

気が付いたらあまり間違いは早く正していく、直していくようにしないと、

今大きな問題になっております三菱自動車のように大ごとになってくる

わけです。こういうことの二の舞にならないような、本当に人輝く安芸高

田、これにふさわしい行政執行をしていかなければならないと思う。また、

多くの議員の皆さんも些細なことであっても、どんなことでも気のついた

ことは執行部に持っていく、再検討する、こういうことが必要なんではな

いかと。会館のことにつきましては、出来る限り早く再検討をされるよう

に、また入札の問題も市民や街宣車が入るようなことのないような、公正

な入札を、透明な入札をしていく。このことは信頼となり、また財政も潤

うことになるわけでありますから、このことを十分考えられまして今後の

市政にあたっていただきますように、発言をして終わらせていただきます。 

◯﨑 岡 議 長   以上で向原会派の一般質問を終了いたします。 

この際、１３時まで休憩します。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午前１１時４７分 休憩 

午後 １時００分 再開 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

◯﨑 岡 議 長   再開いたします。 
続いて、吉田会派の一般質問に入ります。 
６７番、宮本房宏君。 

◯宮 本 議 員   吉田会派の宮本でございます。先刻通告いたしておりました数点につい

て、順次質問をいたします。 

答弁については特に明快な答弁をお願いいたします。 

まず第１点として行政の情報を即時に映像と音声によってリアルに住

民に知らせる、住民サイドからも必要に応じて音声と映像によって自分の

意志を伝達できる、これが現在では最先端の双方向通信であると思います。

現在の安芸高田市の情報伝達の方法には、郡農協による有線放送が、吉田、



 92

高宮、甲田、美土里の４地区に有線放送。そして八千代、向原は防災無線

という伝達方式の全然違ったものが行われているというのが現状でござ

います。特にこれらの施設は早いもので昭和３４年、旧各町村の農協によ

って設置されたものであり、既に４０数年が経過いたしておるわけでござ

います。それが昭和４７年に郡農協の合併により、誕生し、引継ぎ、現在

に至っております。このような状態であり、その施設は数回の改良は加え

られたものの、現在ではその部品調達さえもままならないのが現状ではな

いかと思われます。市長の言われるラストワンマイルの整備手法とありま

すが、現在商工業者の多くの要望で吉田や甲田の一部で高速通信ＡＤＳＬ

がＮＴＴによって施設されていますが、技術上の問題等で全市にそれを網

羅することができません。このようなことが現状であり、そのことが急が

れる急務であると私は思います。安芸広域ネットワークつまりメーブルネ

ットワークは施設をされましたけれど、実際に家庭に入ってくるまでは、

まだ幾多の光ケーブルの施設も必要でありますし、この光ケーブルこそが

現在の究極の伝送路であると確信をします。防災緊急通報はもとより、市

役所の医療機関、消防、警察をも加えた情報と地域のお知らせ情報の生活

に密着した情報をサーバーで元管理をし、地域住民からはインターネット

経由による双方向の通信交換が可能となるなど、環境を整えることがその

終局的な目的であり、特に防災、緊急通報等は当然自治体によってなされ

るべきであり、現在の農協がこのような一端を担っていることが、果たし

て正常なのかどうかということでございます。 

例えば一人暮らしの老人の管理、水道の検針等にもこのようなことが適

用され、行政改革の一環にもなると思います。このようなことからできる

だけ早く、画像による市長の挨拶等、議会中継等が行えるようなこのよう

な施設を一日も早くされるべきであると思います。このことに関して安芸

たかた広域連合において、平成１３年２月に一部入札仕様書等も出来上が

っておりますが、それから３年以上経った今日、そのことについて手が付

けられていないということは、合併を目前に控えたとはいえ、行政の怠慢

ではないかと、こういう指摘をされても仕方がないんではないかと思いま

す。市長の見解をお伺いします。 

次に、現状の救急体制でございますが、現在安芸高田消防本部には３台

の救急車と１４名の救急救命士がいらっしゃいます。このことから考えま

して、高田消防３０年の歩みで見てみますと、消防業務３２年が経過して

います。私もその間、組合議員の一員として関わって参りました。歩みを

読んでみますと消防署は５４号線の交通事故の救急を消防団から引き継

いで、５町の救急をスタートさせたと記されていますとあります。その後

すべての消防業務が実施されて今日に至っていますが、その間旧向原町が

加入することにより現在の安芸高田市管内となっています。 

さて、スタートする時には拠点の建物をどこに置くか、大変議論があっ

たようにも記されていますが、その理由は消防車、救急車が災害場所に行

くまでの時間の関係だったとも聞いています。結果的にはいろいろな理由
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の中でも５４号線の中心であったと、交通事故も一番多いことなどの理由

で今の場所に決定したとも聞いております。このように今の場所に消防署

がある大きな理由は、５４号線の交通事故に対応することが多きなウェイ

トを占めていたと考えられます。ただ、現在の消防の仕事は、発足した時

とは違い多くの仕事があります。とりわけ救急の仕事は交通事故だけでな

く、あらゆる範囲になっています。これも３０年の歩みで見てみますと、

スタートの時には交通事故が６８％でした。現在では交通事故は１３％に

低下をいたしておりますが、変わって、スタートの時には１６％であった

急病が現在５２％と大きく伸びております。この救急車を必要とする状況

は、スタート時の分布が５４号線から安芸高田市全域になってきたと考え

られます。そうしますと、新市としてスタートした今、新市建設計画にも

保健医療福祉ネットワークづくり、地域医療体制の整備の中にもうたって

ありますし、また市長の施政方針の中にもありましたように、輸送体制の

充実の向上を図る必要がございます。これからまだまだ増えていくであろ

うと考えられる救急事故に対応する消防体制は、検討し直す時期が来てい

るんではなかろうかと思います。なぜなら現在の消防署は安芸高田市の真

ん中にあるわけではなく、バラつきがあります。具体的には市民にバラン

スの良い消防サービスを考えますと、消防署からの時間のかかる地域に新

たに担当する施設の新設を検討すべきであると考えますが、市長のご意見

をお聞きしたいと思います。 

次に、行政改革についてお尋ねをいたします。市行政懇話会の設置、安

芸高田市行政改革推進本部の設置とありますが、前者は市民を中心とした

ものであるのか、また、後者については行政内での組織と考えて間違いな

いとは思いますが、旧吉田町においては同様のことを平成７年５月１日に

設置し、平成８年懇話会に諮問をし、平成９年に懇話会の会長により町長

に対して提言をされ、爾来５年間でそれを実施されてきた経緯がございま

す。この中で特に補助金、人員等の問題については思い切った軽減がなさ

れたと記憶をいたしております。一日も早く設置をし、行革の実行を促進

されることを望みます。懇話会の構成内容については、具体的にその構成

を伺いたいと思います。 

次に高齢者、弱者対策についてお尋ねをいたします。市長はバス路線の

効率的な観点から、バス路線の維持、再編を見直すと言われていますが、

安芸高田市の高齢化率は３０％代に達し、一人暮らしあるいはお年寄りの

みの家庭が多く見られます。これら等の人たちが病院の通院あるいは買い

物、あるいは公共施設への用事等々、生活の中で数多くの外出を余儀なく

された時、路線バスや回数にも制限がございますし、時間にも制限がござ

います。したがって不自由をかこっているのが現状ではないでしょうか。

現在、美土里町における円バスの運行も一つの方法でしょうが、辺地、僻

地への対応を真剣に早急に取り組まなくてはならないと思います。利用者

から感謝されるような施策を早急に実施すべきであると思いますが、市長

の見解をお尋ねします。 
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次に、芸備線の利用促進についてお尋ねをいたします。昨年１１月をも

って可部線が廃止されたのは記憶に新たなことですが、三段峡可部間が開

通したのは１９６９年、つまり昭和４６年のことでありました。国鉄から

ＪＲに変わり民間会社としてＪＲはその経営方針として赤字路線の廃線

への方針を打ち出し、その実行を厳格に行って参りました。廃線の決定に

あたった自治体は、住民をあげて反対を起こしてきましたが、時既に遅く

その大半が廃止を余儀なくされて参っております。中には施設を譲り受け、

３セクによる運営を行う自治体もありますが、あまり芳しくないのが実状

ではないでしょうか。可部線も例に漏れず３年間のあらゆる努力をしたよ

うですが、ＪＲの方針を変更することなくついに廃線されたのであります。

このことは他岸の石することなく、陰陽の要衝である芸備線の利用促進を

図らなくてはならないと思います。そのためには、まず広島市や三次市と

協力をしなければならないと思います。そのことは広島県も承知いたして

おり、ＪＲ芸備線周辺地域振興計画調査を平成１０年に行っております。

芸備線の輸送力強化には不可欠であるが、改良事業に伴うだけの利用者の

増加も必要であり、芸備線の利用促進を側面から支援して、併せて沿線地

域の振興政策を検討し、調査したとあります。広島都市圏の拡大と、広島

備北広域交流塾の強化、定住人口の増加、方策あるいは地価の比較的安価

な志和口以降の駅周辺の整備、とりわけ駐車場の整備、駅に達するアクセ

ス道路の整備が急務であると位置付けております。さらに駅周辺にゆとり

のある１戸建て住宅、１００坪ぐらいとしてありますが、宅地分の造成

等々を提言を出されております。幸い安芸高田市の芸備線の表玄関と言え

る向原駅においては、向原町時代向原駅周辺整備計画が立案されていると

聞きます。向原駅の平成１２年の利用状況は、約１日５７０名程度という

ことになっております。少なくとも現代の状況から倍増を目指すようなこ

とがなければ、先ほど申しました乗員の減少ということから、廃線とまで

はいかなくてもやっぱり便数の減線等々、不自由をかこつことになるんで

はないかと思いますし、また吉田町からも数多くの自家用車による通勤者

がおられるかと思いますけども、１時間で行く時もある、２時間近くかか

る時もある。労力を費やしながら行くよりは、向原まで行って駐車場に車

を置いてわずか４０分で広島へ出るということが現実のものとなれば、乗

車される方も多くなるんではないかと思いますし、ある程度目的は前に進

んでいくのではないかと思います。このようなことで、向原駅口に計画さ

れている約１千８００平米の駐車場の整備が急務であると、私は思うわけ

であります。市長の考えをお聞かせ願いたいと思います。 

次に、市長並びに教育長にお尋ねをいたします。市長は日本一のビルに

は日本一の基礎が必要であり、確かな学力、豊かな心、健やかな身体等が

知、徳、体の基礎基本とされてありますが、さらに教育施設設備の充実と

いうふうにうたっておられます。現在、学校空調のことについて調査をさ

せてもらいましたが、現在必ず付けているというところは職員室、校長室、

保健室等々がありますけれど、そこらにも施設をされていないという学校
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が、中学校では６校中２校、小学校では１３校中の４校が施設をされてな

いようでございます。まず、市になったのですから、まず基本的にその横

一列の施設をする必要があると思います。今後、各校とも特に夏期には４

０度近くなる室温があるということも聞いております。こういう実態を調

べながら、出来るだけ早く近い将来に全教室への設置をすべきであると思

います。 

次に、さらに吉田小学校の運動場についてお尋ねをいたします。文部科

学省の運動設置基準は吉小でいえば２４１名から７２０名の間に入りま

す。この基準に当てはめますと、この基準として３倍弱の範囲の大ざっぱ

な基準そのものが３倍弱の範囲の大ざっぱなものではありますけれど、こ

れらからも吉小の運動場の広さを考えてみますと、５千２５０平米が最低

限必要となりますが、吉小の広さは基準の８０％に満たない４千１００平

米でしかありません。少なくともあと１千１００平米は必要であると思い

ます。このような狭い運動場では、体位の向上は望むべきものではありま

せん。私は過去数年間、当時の吉田町の執行部に対して質問を繰り返して

参りましたが、残念ながら改善をされておりません。時の流れとは申せ、

郡下に誇っていた郡山グランドに現校舎を建設した原因はあると思いま

すが、当時としては校舎の新設要望がすべてに優先されたんだと思います

が、校舎建設以来４０数年を経過した今日、何らかの対策を立てる必要に

迫られていると思います。現在地を固執するのか、あるいは他の方法があ

るかを含めながら、是非このことは近い将来にもっていって計画をされ、

改善をされるように望むものであります。 

最後の質問になりますが、青少年健全育成についてお伺いをいたします。

市長が言われるように、この問題は家庭や地域の協力がなくしては成果が

上がらないと思います。先般、佐世保で起きた同級生殺害事件でもみられ

るように、事件の凶悪化、低年齢化が進んでおりますし、殺害した後も平

然と死体を眺めていた事実、また学校側も何ら変わった状況、態度は見れ

なかったと言いますが、後になって同級生周辺からは、いろいろなその兆

候が語られています。教師と生徒の信頼関係、家庭にあっては親子の対話、

世間にあっては子どもは地域、ひいては国の宝であるという心構えが理想

でありましょう。現実は全く逆な方向へと進んでいます。人の命の尊さ、

自分自身を大切にすると同時に、他人への思いやりを気遣う教育、このよ

うな教育が長く日本の教育界を含めて、世間の間で欠落していた結果が今

日の悲劇を、それも我々大人が想像だにしない方法での事件が後を絶たな

いのではなかろうかと思います。そのような時に県教育委員をはじめとし

た各機関が、独自に青少年対策に対していろいろな団体を通じて構成をし

ている事実がございます。各県あるいは市の部署では、各々の政策を末端

へ下ろすわけですけれど、末端の市町村では会議の主催者こそ違え、出席

者はほとんど同一グループであるというふうなことが見られます。このよ

うなことを考えた時、やはり本当の意味での住民への浸透をするというこ

とは、やはり市長をトップとしたそのような団体を集積し、一つの団体に
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おいて強力に推進していくことが急務であると思います。先ほど申しまし

た青少年育成に関する限り、何団体ぐらいあるのか。それは各課単位にま

たがっているのかどうか、お知らせを願いたいと思います。新しい安芸高

田市は、市長が中核となって横断的にある団体を一極集中して内容のある

団体が充職でなく、本当にそのことに体を張ってあたられる人材の登用が

必要であり、そのことを市民団体へ啓蒙する流れを作るべきであると思い

ますが、市長並びに教育長の見解を求めます。なお、答弁によっては自席

より再答弁をいたしますが、できるだけ明快な答弁をしていただきたいこ

とをお願いいたしておきます。 

◯児 玉 市 長   議長。 

◯﨑 岡 議 長   市長、児玉更太郎君。 

◯児 玉 市 長   ただ今の宮本議員のご質問でございます。まず、双方向通信施設の設置

を早急に実施すべきとのご質問でございます。ご指摘のように現在４町に

ついては高田郡農協、農業協同組合の有線放送を活用して行政からのお知

らせ等を行っておりますが、この有線放送も老朽化が著しく、近い将来消

防団の緊急出動や、市民の災害避難等についても支障がありかねない状況

になっておるのが現状でございます。また、高度情報化時代の中でＡＤＳ

Ｌも不十分な本市は、情報過疎に陥ることになりますし、平成２１年度に

全面開始される予定になっておりますテレビのデジタル化を考える時、議

員ご指摘の通り、市民の一体感を促し、安芸高田市発展のインフラとして

光ケーブルの布設は検討する課題であると考えております。なお、向原、

八千代につきましては防災無線がございますが、これもかなり年数が経っ

ております。そういうような状況になっておるわけでございまして、いず

れにしても今後この問題は真剣に考えていく必要があろうと、このように

考えておるところでございます。 

それから救急救命の状況でございます。組合消防の時には私も副管理者

をしておりましたのでその経緯につきましては理解しております。この案

件は新市の建設計画には入っておりませんが、人命に直接関わることでも

ございますし、消防力の基準におきましても、国民の生命、身体及び財産

を災害から保護するのが消防行政であり、全国的に一定程度の水準が維持

される必要があるとされております。このことから市民生活に直結した案

件と理解しております。ご質問の第１点目でございますが、現実に最長６

０分かかる地域もございますので、段階的に改善していかなければならな

いと考えておりますが、まず第１段階としては３０分以内に到着する対策

が必要かというように考えております。 

ご質問の第２点目でございます。救急車の現場到着までの時間を少しで

も短縮することは、早急に取り組まなければならない問題と認識をしてお

りますが、安芸高田市の面積を考えますと、これを理想的な体制にいたす

ためには拠点施設の増設が必要と考えられます。しかし、議員のみなさん

にもご承知をいただいておりますように、今日の厳しい財政状況の中で、

総合的、計画的な行政執行が求められておりますことから、これまで組合
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消防の時代に検討されましたこと等を参考にいたしながら、さらに近隣及

び類似団体の状況等を調査研究をしていきながら、安芸高田市としてどの

ように対応すればよいかを検討して参りたいと考えております。このこと

は、消防組合時代からいろいろな観点から検討されてきた経過があるわけ

でございますが、最終的には財政の問題で行き詰まって、現在まで来てお

ると、こういう実態がございますので、今後真剣にこの問題と取り組みを

していきたいと、このように考えております。 

次に、行政改革についてのご質問でございます。先ほどの山本議員さん

のご質問に対してもお答えをいたしましたが、安芸高田市の行政運営の道

筋を明らかにし、無駄を削り、効果的、効率的な行政システムを構築する

ため、広く多方面から人材を求めて本市の行政改革の方向を決定をしてい

ただくための行政改革懇話会、これは仮称でございますが、これをまた、

その方向に従いまして、実際の行政改革を推進いたします行政内組織でご

ざいます、行政改革推進本部を早急に設置するように考えておるところで

ございます。推進本部につきましては、実際の運用組織でございます関係

から、行政職員で組織をすることといたしますが、懇話会につきましては

方針等のご決定を委ねます組織でございますので、広く多方面からのご意

見をいただくよう、行政以外の市政に対して豊富な知識と経験を持ってお

られます方々を慎重に人選し、委嘱させていただきたいというように考え

ております。 

次に、高齢者に対する通院や買い物等に対する交通手段の確保の問題で

ございます。近年、少子高齢化が進展し、一人暮らし高齢者や夫婦とも高

齢者所帯が年々増加して参りました。そうした所帯の高齢者が通院や買い

物など日常生活を送るうえで欠かすことのできない生活路線バスをはじ

めとする交通手段の確保につきましては、極めて重要な課題であるととも

に、早急に解決しなければならない問題であると認識をしております。生

活路線バスもなく、高齢者が通院、買い物等に大変ご不自由しておられる

ことについては、十分承知をしております。一方で現在生活路線バスの確

保のために、年間９千５００万円負担をしておる現実を考える時、生活路

線バスをはじめとする交通手段の確保については、多用な手段の導入も含

めて総合的に考える必要があると考えております。合併前の旧町におきま

しては、自主運行バス、スクールバス、僻地患者輸送バス、社協による移

送バスなどの生活交通サービスが行われるとともに、ジャンボタクシーの

利用やタクシー助成制度等の施行もされており、こうした制度を参考にし

ながらそれぞれの地域に合った手法を検討し、生活交通サービス格差の解

消を図っていきたいと考えておるところでございます。こうした観点から、

本年度予算におきまして抜本的かつ総合的な生活交通手段の確保の調査

費を計上いたしましておりますので、ご理解を賜りたいと思います。 

次に、ＪＲ芸備線の利用促進についてでございます。芸備線は近年乗客

の減少が続き、減便や駅の無人化が相次ぐなど、将来の輸送サービスの低

下が懸念されており、従来より沿線の市町村により芸備線対策協議会を組
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織し、広島県及びＪＲ西日本とともに連携をしてその利用促進に努めてき

たところでございます。その結果、近年通勤快速等の導入に繋がり、その

利便性も向上しつつあります。安芸高田市としても市南部の重要な動脈で

あり、利便性の確保と輸送力の向上を図ることは、当該地域の発展にとっ

ても極めて重要であると考えております。昨年度は中国運輸局広島県旧甲

田町、旧向原町及びＪＲ西日本と協働してパークアンドライド社会実験を

実施し、芸備線の増客対策などの活性化法策の検討を行っておりますが、

新市におきましても今後その検討事項を踏まえ、パークアンドライド駐車

場、駐輪場の整備や通勤快速等の増便による利便性の向上等の課題の解決

に努めるとともに、関係機関や沿線市町村、ＪＲ西日本と十分連携を図り、

芸備線の活性化に向け取り組んでいきたいと考えております。 

次に、教育環境の整備についてでございますが、この問題については後

ほど教育長の方から答弁をしていきたいというように考えております。 

それからもう１点、青少年の健全育成についてのご質問でございますが、

議員のご指摘のように先の長崎県佐世保市の小学校において、６年生の女

子児童が同級生に殺害されたという事件が発生いたしましたことは、まこ

とに痛ましく、大変胸の痛む思いでございます。今回この事件が全国に与

えた衝撃は大変大きいものがございました。このような痛ましい事件を２

度と起こさないようにするにはどうしたらよいのか、また、青少年の非行

の低年齢化など様々な問題を投げかけている現状をどのように捉えてい

くか、大変重要な問題でございます。行政サイドと市長部局と教育委員会

部局と一緒になってこの問題は連携を取りながら考えていくと、必要があ

ろうかというように思います。この問題についても、後ほど教育長から説

明をしていきたいと、このように考えておるところでございます。よろし

くお願いします。 

◯佐藤教育長   議長。 

◯﨑 岡 議 長   教育長、佐藤勝君。 

◯佐藤教育長   教育環境の整備についての質問がございました。学校の空調設備につき

ましては、旧町時代から職員室、校長室、保健室、パソコン室、スクール

カウンセラーの部屋などについて順次整備をして参ったところでござい

ます。しかしながら職員室は５校、校長室が２校、保健室は１１校、パソ

コン室は３校が未整備でございます。スクールカウンセリングの部屋につ

きましては、中学校だけに設けられているものでございますが、その内１

校のみ空調設備ができておりません。教育委員会といたしましては、これ

らまだ整備をされていない学校の職員室、校長室、保健室、パソコン室、

スクールカウンセリングの部屋などをまず整備していきたいと考えてお

ります。各教室につきましては、ほとんど整備されていないのが現状でご

ざいます。全国的にも飛行機の騒音、高速道路におきます騒音、自動車の

出す排気ガスなどによって授業に支障のあるところ以外では、各教室の空

調が整備されているのは少ないと聞いております。 

財政事情の許す限り、教育環境の整備は必要と思いますので、計画的整
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備について今後協議を進めて参ります。 

次に吉田小学校の運動場の整備についてでございます。吉田小学校運動

場面積につきましては、旧吉田町時代に地籍調査などで計測された正確な

ものはございませんが、大体４千２００平方メートル程度の面積があると

思っております。運動場の設置基準は、児童、生徒 1人当たりの面積基準

はございませんので、小学校の場合１人以上２４０人以下の学校規模の場

合は、２千４００平方メートル。２４１人以上７２０人以下の場合２千４

００平方メートルに、児童数から２４０人を引いて１０平方メートルを掛

けたものを加えた面積が基準とされております。ちなみに吉田小学校運動

場の場合は、この数式に当てはめて計算をいたしますと４千５０平方メー

トルとなり、先ほど４千２００平方メートルと吉田小学校のものを報告さ

せてもらいましたが、かろうじて基準をクリアしているところでございま

す。吉田小学校の運動場につきましては、先ほど設置基準をクリアしてい

ると申し上げましたが、児童数に比して狭隘であることは事実であります。 

いずれにいたしましても、少子化傾向にある中、これからの児童数を勘

案しながら将来展望に立って検討していきたいと考えております。 

次に青少年の健全育成についてであります。国の青少年育成施策を見ま

すと、保健、福祉、教育、労働、非行対策などの幅広い分野にわたる施策

となっております。教育委員会といたしましても市民部との連携を取りな

がら、青少年の総合的な施策が必要であると考えています。 
ちなみに青少年育成団体の団体数がどの程度かということについての

ご質問がございました。これまでの各町の実態がそれぞれ違います。ある

町の実態を見てみますと３６団体で青少年健全育成の会議が開かれてお

りますし、ある町におきますと２２団体でそれが構成されとるというよう

な状況がございます。教育委員会といたしましても、先ほど申し上げまし

たように事務局をどこが持てばよいのかというのは、市の組織にも関係が

ございますので、内部でよく研究していくべきであろうと思います。この

提案の趣旨もよく理解できますので、市民がわかりやすく機能的に青少年

の育成を進めていくための方策を、教育委員会の仕事内容も勘案して研究

して参りたいと思います。 
◯宮 本 議 員   議長。 
◯﨑 岡 議 長   ６７番、宮本房宏君。 
◯宮 本 議 員   １、２点ほど再質問をさせていただきます。現在教育長がご答弁なされ

ました、クリアしているんだ、運動場がクリアしているんだということ。

数字の上からしたら確かにクリアしておりますけれど、４０数年来本当に

狭い中で運動場らしい運動場、特に陸上とかなんとかいうものは全くでき

ません。サッカーもできません。野球もできません。こういう現状を考え

る時には、やはり早急に計画立案し、２年３年でどうこうしろということ

は申しませんけれど、やはり基本的な体育の向上、先ほど申しました知、

徳、体といううたい文句にありますように、その体が非常に大きなウェイ

トを占めるというように私は思います。特に小学校１年生から６年生まで、
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十分運動できるようなものを近い将来計画をしていただくというふうな、

プランを早急に立っていただきたいと、こういうふうに思います。他につ

いては一応、今日明日にどうこうということではございませんけれど、ど

れ一つとっても、地に置いとくわけにはいかない問題でございますけれど、

市長の答弁で大体了解いたしました。今の運動場、その他学校の校舎の再

構築とかいうふうなことを除いて、他は了承しました。できれば教育長の

方から今の運動場あるいはそれに関わるものの構想を、今すぐにとは申し

ませんけれども、早急に検討するというお答えをいただくならば、了解を

いたします。 

◯佐藤教育長   議長。 

◯﨑 岡 議 長   教育長、佐藤勝君。 

◯佐藤教育長   再質問をいただきました。強い要望があるということもよくわかりまし

た。先ほども答弁させてもらっておりますけれども、少子化傾向のある中、

将来的な展望も踏まえまして、今後どのようにするかということについて

は検討させてもらいたいと、このように思います。 
◯﨑 岡 議 長   この際、１４時まで休憩をいたします。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午後１時４８分 休憩 

午後２時００分 再開 
～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

◯﨑 岡 議 長   再開いたします。 
続いて、２５番、井上正樹君。 

◯井上(樹)議員   私も、先に通告しております３つの項目について市長の所信並びに考え

方をお伺いしたいと思います。 

まず第１点でございますが、今朝ほどからいろいろ話題に上っておりま

す仮称文化ホールの建設計画についてお伺いをいたします。 
市長は、市長立候補の公約の中でも施政方針の中でも一貫してこの合併

で新しい安芸高田市が発足する以前に、法定協で５３項目の項目全部にわ

たりまして、満場一致で決めていただいていると。新市の都市計画も同じ

でございます。そういうことを一つひとつ重要なものから随時実施してい

くということが唯一の公約であり、全く私もそのとおりだと確信をしてお

りますので、そういう観点からこの文化ホール、特に吉田町が使っており

ます第２庁舎を、現在皆さんがお座りになっておりますこの公民館を取り

壊して、ここに第２庁舎をつくるということが、決定をみております。し

たがいまして、この公民館を利用されておる多くの町民が、新しい文化ホ

ールができるまでの間、非常なる犠牲を負っていただかなくてはいけない

という大きな問題がございます。その件につきまして私地元の吉田会派と

して市長の考えをお伺いするわけでございます。 
ご承知いただいておりますように、文化ホールの建設の第１候補地とし

ては、現在の庁舎の道の向かい側であります土地が第１候補だということ

が決定をみているわけでございます。このこれからその土地の取得を、そ
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れからいろいろこの吉田町の地区については問題になりますけど、建設開

発計画をいたしますと史跡調査等の幾多の困難な問題が残っております。

そういう問題をクリアをして文化ホールができあがるまでの期間、この現

在の公民館を使ってる町民というのは、その代替えの土地で非常に皆さん

にご迷惑をかけるという、非常に問題があろうかと思います。そういうこ

とで、その中で文化ホールをどのように考え、どのようにこれから計画し

ていただくのかをお伺いするわけでございます。先ほど言いましたように、

この公民館の使用者の数と申しますと、平成１４年度で使用団体が延べ年

間１９２２団体。３万７千２９３名の方がご利用になっております。また、

この下にございます図書館、図書館といっても非常に寂しい図書館でござ

いますが、これの利用者も４千３８名でございます。併せますと４万１千

３３１人の方が１年間この公民館を使用されているわけです。こういう実

状を踏まえて、私どもとしてはできるだけ文化ホールを早く建設をしてい

ただいて、その４万何某のこれだけの公共施設を利用する施設というのは

安芸高田市の公共施設の中でも、私は上位に入るんではないかなと、この

ように思っております。是非とも市長の前向きな答弁をお願いしたいわけ

でございます。施政方針演説の中でもそれに触れておられます。できるだ

け生涯学習の皆さんに迷惑のかからないように早急に解決したいという

ことも、施政方針で述べていただいておりますので、その辺のことを考え

ながらこの文化ホールの建設について、できれば第２庁舎より早くつくっ

てくれと言いたいところではございますが、せめて同時進行になるような

計画ができないかと。これは私の希望も含めてお伺いをするわけでござい

ます。いわゆるこういう建設計画を進めるにあたりましては、今の行政の

中で行政改革の今朝ほどの中でも述べられておりますが、こういう事業計

画についてもいつだれがやるかということを、しっかり市民に知らせて、

それに沿ってやるというのは行政改革の大きな進め方じゃないかと、この

ように思いますので、その辺を踏まえた市長のできるだけ具体的な答弁を

いただきたいと思います。 
次に、この旧６町の市民の交流の場を計画的に実施し、まちづくりに活

かしていただきたいということでございます。３月１日安芸高田市が発足

をいたしました。市長も決まり、三役も決まり、そしていろいろ問題はあ

ろうかと思いますが、まずは順調な船出ができたんじゃないかと思ってお

ります。そういう中にあって、これからの長い安芸高田市のまちづくりを

進めていくためには、旧６町のみなさんの人の交流が、私は非常に大切じ

ゃないかなという気がしております。その昔、私も中学校、高校と、ソフ

トテニスをやっておりました。そういう時の他町の選手のみなさんの交流

は、現在も続いております。そして今日実は来て気が付いたんでございま

すが、ここに本日７０名の我々同僚議員が集まって、こういう席で本会議

をしてるわけなんですが、年に１回高田郡内の議員研修というのがござい

まして、その後グランドゴルフ大会をやって、懇親会をやって、こうして

皆さんの顔を見ておりますと、６町の違う議会が集まったんでなく、違和
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感がなくこうして一堂に会して議論ができるという雰囲気を、私は非常に

良かったんじゃないかなと思っております 
そういうことも踏まえまして、小学校、中学校、高校、そして女性会、

老人会含めた全ての階層において、６町の町民の皆さんが交流できる場を

計画的に実施していただくということが、これからのまちづくりに非常に

大切なことじゃないかなと、このように思っているわけでございます。６

町のバリアを一日も早くなくして、みんなで考えられる安芸高田市、みん

なでつくる安芸高田市でありたいなと、このように思うわけでございます。

その中にあって、今年の一心祭り、旧吉田町が実施していたわけでござい

ますが、ご承知いただきますように全市からこれの実行のスタッフを募集

をかけております。こういうかたちの中からでも一つひとつが人の交流の

場が広がってくるんじゃないかなということでございます。そういうこと

を考えてみますのに、今後とも行政としてもそういう交流の場をできるだ

け多く計画をし、実施をしていただいて、市民の一人ひとりがお互いに理

解し合い、人権を認めることができて、みんなで考える安芸高田市であり

たいと、このように考えるわけでございますが、市長はどのようにお考え

になり、これをどのように実施されるか、お伺いをいたしたいと思います。 
３つ目の項目でございますが、観光開発についてお伺いをいたします。

ご承知のように安芸高田市、隣に１００万都市広島市と隣接をしていると

ころでございます。施政方針の中でもありますように、我が町、我が市の

特産でございます農作物を、１００万都市にいかに流していくかというこ

とも非常に大切なことだろうと思いますが、私は市の町の発展には他町、

他市からどれだけの人が我が安芸高田市を訪れていただけるか、これも一

つの大きな要素じゃないかなと思っております。施政方針演説の中で、市

長も市民農園の開拓をはじめとして、そういうことの中から周遊型観光ル

ートの開発をするということも発表していただいております。私どもは地

元に住んでおりますから、なかなか我が市の良さは気が付きません。春の

土師ダムの桜の並木、そしてこの前私ども吉田町も視察をさせていただき

ましたけども、甲立高原、このあたりの素晴らしい景観、また美土里町に

おいても神楽門前湯治村、高宮町においても湯の森と、そういうかたちで

非常に観光資源にも恵まれております。この吉田町においても中世の歴史

の史跡がたくさんございます。平成９年毛利元就放映の時は、年間８０万

人のみなさんが吉田町を訪れております。吉田町の中も、中でもその後の

観光開発についていろいろ考えられてきたわけでございますが、私ども地

元におりましても、どうしてもこの素晴らしい安芸高田市の自然、史跡、

そういうものが、どうも疎かにされてるんではないかなという気がしてな

りません。今こそ一つになって素晴らしいこの安芸高田市の観光開発に向

けての、新しい展開をする必要があるんじゃないかと思います。そのため

にも現在観光課が、産業振興部の方でできておりますが、行政だけの力で

は到底この総合的な観光開発は難しいと私は考えます。いわゆる市民のパ

ワーをお借りして、その中から観光協会というのを設立し、総合的に長期
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にわたった我が市の観光開発について、今後進めていく必要があろうかと

思います。この件につきましても市長の考え方、今後の進め方について、

お答えを求めたいと思います。 
以上、３件につきまして市長にお伺いを申し上げます。できるだけ具体

的な回答をお待ちしております。ありがとうございました。 
◯児 玉 市 長   議長。 

◯﨑 岡 議 長   市長、児玉更太郎君。 

◯児 玉 市 長   井上議員さんの方からのお尋ねでございます。文化ホールの、これは総

合文化保健福祉施設ということで計画をしておるわけでございますが、こ

の施設については新市の建設計画の中で重要なハード事業の一つになっ

ておるわけでございます。この施設は安芸高田市のタウンセンターを構成

する主要施設でございますので、基本的には市役所に隣接させ、その他公

共施設、商業施設等と一体として構成することが望ましいというように考

えておるわけでございます。いずれにいたしましても多大な用地の取得に

つきましては、地権者のみなさんのご同意をいただかなくては到底できる

ものではございません。その用地に合わせ、合併前の吉田町の基本的な考

えをベースに保健福祉機能を付加した基本計画を策定することとしてお

ります。さらに土地収用法に基づく事業認定申請、また遺跡の発掘調査等

につきましても状況によっては必要になると、こういうことが想定をされ

ます。また第２庁舎の建設につきましては吉田町公民館を除去し、建設す

ることとしておりますが、公民館機能を担保する必要性がございますので

代替え施設の確保等につきましては、万全の対策をして参りたいと考えて

おります。なお、代替え施設で長期間にわたってご迷惑をかけることには

なりませんので、総合文化保健福祉施設が早期に、しかも確実に実現でき

る見通しを確保することが必要になるわけでございます。そのため総合文

化福祉施設の用地取得の可能性につきましては、土地評価及び周辺の賃貸

価格の状況等の調査を含め、既に合併の協議の段階で予算を組んで調査に

入っております。大体その結果がほぼ出てきております。私も係からその

結果のまだ詳しいことは聞いておりませんが、不動産鑑定によりますと約

７億用地取得費がかかるという数字も出ております。それからかなり広い

土地が、１ヘクタール以上の土地が要りますので、どうしても調整池を設

けてその排水をどこに引っ張っていくかという問題がございます。それに

約７千６００万ぐらいかかるだろうと、こういうような数字も出てきてお

るわけでございます。さらに遺跡の発掘をせんにゃいけんという問題がご

ざいます。これは最高かけた場合は２年かかるという、２年で約２億４千

万発掘費がかかると、こういうような、これは状況を今から状況を見極め

る必要があるわけでございます。これは最高でございますが、そのような

業者による結果が出ておるわけでございます。仮に借地をするにしてもで

すね、ご存知のように最近莫大な借地料の実績が出てきたと、こういうこ

とで大変この問題についてはどのようにしていくかというのを慎重に審

議をしていく必要があろうと。しかも新しい土地を求めて、借地にしても、
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取得するにしても、必ず発掘という問題はでてくると。しかも長い年月を

かけにゃいけんと。しかも、それに調査費をかけんにゃいけんという問題

が出てくる予想がほぼ出てきた。こういうことでございます。しかし、地

元の意向としてはとにかく庁舎周辺に文化ホール等を集中させるという

基本線が出ておるわけでございまして、そういうことになると、どのよう

にしていくかという問題があるわけでございます。この現在の公民館は、

第２庁舎で崩して、今の吉田の現在使っておる市役所の庁舎へ続けると、

こういうとこになっておるわけでございますが、その時に総合的にやはり

もう一遍、地元の強いご希望があるこの周辺に文化ホールもつくるという

大前提に立てば、新しい土地を求めて、求めるといいましても駐車場はど

うしても借らなきゃいけんという問題があるわけでございます。したがい

まして、そういうものも含めながら早く、安くできると、こういう方法を

模索をしないといけんのじゃないかと、こういうことでございまして、状

況によっては市役所と第２庁舎と文化ホールとを総合的に一緒にやると

いうことも、やはり一つの方法として考えざるを得んのじゃないだろうか

と、こういうような気持ちもしておるわけでございまして、そこらを今後

十分、地元の皆さんの意向も聞きながら、早く理想的なものができると、

こういうことを考えていく必要があろうかと、このように思いますので、

ただ今、とにかく早くやるものはやってもらいたいというご意向がござい

ましたが、我々もそのことには変わりないわけでございまして、皆さんと

ご協議をしていきたいと、このように考えておるところでございます。 

次に、市民の６町の交流の場を計画的に実施してというご質問でござい

ます。安芸高田市のまちづくりには旧６町のそれぞれの歴史や文化といっ

た地域の特色や誇りある個性を市民一人ひとりが理解し、尊重するととも

に、さらにそれを活かしていくことが必要と考えます。また一方でこうし

た営みを通じて安芸高田市は一体であるという思いを持つことが、市全体

の発展を図る上で大変重要になってくるわけでございます。そのためには、

それぞれの地域で開催されております、お祭りやイベントなどの相互参加

の推進や、公民館活動をはじめとする社会教育、社会体育、文化活動への

相互の参加を通じて市民の一体感の醸成を図ることが、大変重要になって

くると思います。また、計画しております総合文化保健福祉施設の建設が

なされますと、市民のコミュニティが一層進むものというように考えてい

ます。特に合併をいたしまして先般も八千代町へ行かせていただきますと、

八千代町でカヌーの教室をやっておられるようでございますが、今までは

八千代だけの子どもたちが中心になっておったようでございますが、最近

になって合併してから市内全域から子どもが集まるようになったと、それ

はやはりひとつの合併の効果ではなかろうかと、このように思いますし、

また、去る６月の１９日のこの間の土曜日に、甲田町でハンドボールの中

学校の生徒を中心とした大会がございました。これはもう、今回第８回に

なるわけでございます。甲田町さんが国体を契機に中国、四国から中学校

のハンドボールチーム男女、男子が８チーム、女子が８チーム、遠いとこ
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ろは四国の方からも来ておりましたが、その大会がございました。それぞ

れ民泊をしてチーム毎に地域の振興会がお世話をして、民泊をされており

ました。非常に素晴らしい試みをしておられるわけでございますが、この

ハンドボールについても、特に湧永製薬は大変力を入れておられまして、

これをひとつ、今度は市になったんだから高田郡全域へ広めていきたいと

いうような、社長さんのお話もあったようでございますが、非常にいい試

みであると思いますし、やはり今後高田は一つだということで、そういう

ご指摘のようなものを広げていきたいと、このように思いますし、それぞ

れの機関がそういう努力をしていきたいと、このように考えております。 

それから３点目の観光開発、観光協会の設立にということでございます。

これは本市の入込客が平成９年度が最高でございまして、これが平成９年

が１８６万人、これは毛利元就がＮＨＫで放映された年ではないかという

ように思いますが、近年では１３５万人前後になっておるわけでございま

す。市内に散在する歴史文化遺産や自然環境、交流体験施設、イベントな

ど多くの観光交流に繋がる資源がございます。これらの史跡名所施設の観

光産業の育成、さらには都市との交流イベントの充実などを図りながら、

流入人口の増加に努めて参りたいと思います。また、旧３町、美土里町、

甲田町、向原町にございます観光協会につきましては、組織統合されるよ

う環境整備を支援していきたいと考えております。そして、市の商工観光

課との連携により、ネットワーク化や周辺地域との連携を推進し、魅力あ

る周遊型観光ルートの形成を図って参りたいと思いますが、ご指摘のよう

に１００万都市に隣接をしておるという、そういう有利な点を活かしなが

ら、向原町あたりでも市民農園の既に計画が軌道へ乗って実績を上げてお

られると、こういうようなこともございますので、観光とか体験農業とか

いろいろな面にわたって入込客を増やしていく努力をしていきたいと、こ

のように考えております。以上でございます。 

◯井上(樹)議員   議長。 

◯﨑 岡 議 長   ２５番、井上正樹君。 
◯井上(樹)議員   ただ今の市長の答弁で、文化ホールの早期実現というのも、そういう問

題があろうかと思って、実は質問をさせていただいたわけでございます。

いろいろ今年５００万円の調査費をつけていただいていろいろ検討をし

ていただいておる。具体的に今市長の考えの中で、若干計画変更というか

たちのことも踏まえたかたちで、今後も早期に着工するように頑張ってい

ただきたいということですが、できればこの第２庁舎の問題も、今のよう

なことであれば私は第２庁舎の工期について、いつからスタートされるん

か、そうして今の文化ホールの問題という質問も実はどうなんかなと考え

ておったわけですが、今の市長の答弁によりますと、合同の施設というこ

とも踏まえてという回答があったんじゃないかと思うんですが、その辺り

できれば早急にそういうことも踏まえたもので議論して、早期にそういう

決定をみた方がいいんじゃないかなという気がしますが、大体市長はどの

あたりにそういう結論を出してお進めになりたいのか、今難しいとは思い
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ますが、大体の予想、お考えをお伺いしたいと思います。それと今の旧６

町の市民の交流の場でございますが、いろいろなことが考えられると思い

ます。特に小中学校についてでございますが、これはスポーツ、文化等で、

例えばスポーツ大会、いろんな種目がございますけども、市長杯とか、そ

ういうかたちのものを例えば計画して、今年度どのような計画がなされて

いるのか、あればお答えをいただきたいと思いますが、よろしくお願いい

たします。以上です。 

◯児 玉 市 長   議長。 

◯﨑 岡 議 長   市長、児玉更太郎君。 

◯児 玉 市 長   ただ今申し上げましたように、文化ホール、それから第２庁舎の問題は、

できれば平行してやりたいという皆さんの合併協議会の中でのご意向も

あったわけでございますし、それから第１候補、第２候補という文化ホー

ルには方法もあったわけですが、吉田町の大方の意見はこの中心へ庁舎と

文化ホールを一緒に位置付けてもらいたいと、こういうようなご希望が大

多数であったというように思うわけでございます。そういうことで調査費

を付けて、その土地鑑定とか発掘の見積をしたわけですが、先ほど申し上

げましたような方向が出ておりますんで、これを具体的に今後詰めてこん

にゃいけん問題もあるわけでございます。しかし大体私の意向、考え、個

人の今の考えでは９月議会までには方向を出してもらってですね、それで

ひとつどういう方向でいくかということを決めていただきたいと、このよ

うに思います。したがって、もたもたしてどっちもええことにならんよう

になって、時間がかかるということではいけませんので、やはりやるんな

ら早くものをつくった方がええというように考えますので、どうせやらん

にゃあいけんものは、早くやると、こういうことでございますので９月の

議会までには皆さんとご協議をして、方向付けをしながら段取りを組まし

ていただければと、このように考えておるところでございます。 

それから２点目の具体的にということのご指摘ですが、それではその問

題については教育長の方からお話をさせいただきます。 

◯佐藤教育長   議長。 

◯﨑 岡 議 長   教育長、佐藤勝君。 

◯佐藤教育長   新市が誕生してそれぞれの住民のコミュニティが図れるような各種大

会、文化行事等を催したらどうだろうかというご意見でございました。安

芸高田市が誕生いたしまして、実は安芸高田市誕生記念剣道錬成大会とい

うのが、この５月だったと思いますけれども、開かれました。それぞれの

地域にはスポーツ少年団がありますけれども、安芸高田市が誕生したとい

うことを記念をして剣道の錬成大会が開かれたということで、参加者も

｢ああ、新しい市のメンバーとして我々はこの剣道の大会に臨むんだ｣とい

うことで、参加した子どももさることながら、企画をされました役員の皆

様方は大変意欲的でございまして、来年度は教育長、安芸高田市市長杯い

うのを計画したらどうだろうかという提案までいただいたとこでありま

す。 
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次に、まだ予算は可決していただいてはいないわけでありますけども、

実は成人式をこれまでは１月になされたり、あるいは夏のお盆に実施され

ておるというような経過がございます。しかしながら安芸高田市が誕生し

たということで８月の１５日に、安芸高田の農協ホールを利用させていた

だきまして、そこで市内一斉の成人式をやりたいと、このような計画をし

ております。この成人式が新聞テレビもよくご承知かと思いますが、やっ

たけれども成人の方のマナー等々が問題になっとるいうようなこともご

ざいまして、各町のですね、成人になられる方の代表者にご意見を聞かせ

ていただきまして、そのアンケートもとる中で、その人たちのニーズに合

うような成人式もやりたいというように思っております。その時のメイン

講師にタレントでセイン・カミュという人がおられるそうでありますけれ

ども、その方を東京から来ていただいて、トークショーというようなこと

も、今のところ計画をしております。 

それからもう一つ申し上げますと、来年になるだろうと思いますが、ま

だ計画段階でございますけど、２月に保護者小学生、中学生と一緒にです

ね、ソフトバレー大会というのを市内でやったらどうだろうかというよう

な計画も持っております。まだ新しく市が誕生いたしまして、教育委員会

組織としてもですね、十分な基盤ができてないということもありますけど

も、先ほどご要望がありましたこと、あるいは早く新市としての気持ちが

一つになるような取り組みも、教育委員会としても考えていかなければな

らないという意味で、取り組みをしているということをご紹介させていた

だきたいと思います。 

◯﨑 岡 議 長   続いて、１２番、山﨑昭弘君。 
◯山 﨑 議 員   １２番、山﨑昭弘でございます。通告しておりました４点ばかりについ

て、お尋ねいたします。なお、今までご質問の中とかぶったかたちの質問

もございますので、了解いただきたいと思います。 

人輝く安芸高田、住民と行政が協働のまちづくりを目指して、その中で

も住民が健やかな生活が送れるよう、地域を基礎とした保健医療福祉の総

合的なネットワークによる安心な生活づくり、これを基本に目標に据えて

取り組まれる施政方針を拝聴いたしました。そこで第１点、救急医療、救

急搬送についてお尋ねします。 
市長には市民の命、安心で安全な生活できる体制の確保、救急医療体制

づくり及び救急搬送の地域格差の是正に努めることが、市長に課せられた

最重要課題であると思います。平成１４年における救急業務の出場件数は

１千１９６件、平成１５年度が１千３３４件となっております。管轄管内

の面積は５３７．７１キロ平方メートルと広大で、その８割が山でありま

す。山間を縫って道路があり救急車の出動要請から現場到着までの時間が、

高宮町の川根地区では５０分ぐらい。冬場に路面が凍結しておると１時間

半ぐらいかかるというようなことも聞いたりしております。地域格差の是

正には、交通環境の整備、即ち地域高規格道路東広島高田道路の向原吉田、

原田吉田線、一般国道の５４号線可部バイパスの整備促進、さらにはタウ
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ンセンターと地域拠点間を結ぶ、地域拠点相互間を結ぶ国道、県道の整備、

これらを促進し、２０分でタウンセンターの方へ行くような道路網の形成

あるいは交通の利便性等が建設計画の中でもうたわれております。 
救急医療についても、高度の医療と医師並びに医療スタッフなどの充実

が必要なわけでございます。そのためには、もし吉田総合病院がなければ

安芸高田市が市民病院を建設しなければならないわけです。そういったこ

とも考え、応分の救急医療あるいは救命措置に対する費用関係についての

援助が必要であろうというふうに考えます。要は、市民が安心安全な生活

が営めるようにしなければならないわけでございます。財源問題はあるも

のの、最重要課題である生命に関わる問題、これについては救急搬送につ

いて、是非考えていただきたいと思います。それにはもう一つは、分署若

しくは出張所、こういったものが必要ではないだろうかと。それを置くこ

とによって地域格差の解消ができるのではないだろうかと。ちなみに、出

張所、この備北地区消防広域行政組合の庄原消防署やなんかの西城出張所、

人員は何人かと言いますと１１人で行われております。大体これが最低限

の人数だろうと。ですから安芸高田の消防のところに別に出張所を作った

とすれば、最低でも１１人の人が要ると。当然それには設備関係等と他の

費用も要りますけども、ここらが要するに財政の節約をして本当に要ると

ころにですね、お金を出していくと、これが必要であろうと思っておりま

す。それで、兵庫県篠山市市立の今田中学校、ここが面白い研究をしてお

りました。住んでいる地域がどこでも命はどこでも同じように守られなき

ゃいけないじゃないかというような発想で、総合的学習の時間に実践研究

を行っております。その中で救急搬送所要時間の地域による格差に着目し

て研究し、市内のすべての地域で救急車の到着時間を１０分以内にするた

めには、消防署の分署、これをどこに置いたらいいだろうかというような

ことを検証したりしております。あるいはヘリコプターは一般道路に降り

て病院へ運ぶことができるかというようなことも調べたりしています。い

うふうに、そこの内外教育という雑誌に発表されておりました。こういっ

た中学生の考え方、住んでいる地域がどこでも生命は同じように守られる

べきと、こういう考えについてどう考えるか。これはまさに安芸高田にお

いては分署、もしくは出張所の設置の考え、こういう考えはないのかどう

かということでございます。また、救急医療体制について市長の所見をお

伺いいたします。 
２番目、地域づくりと自主防災組織。安芸高田市防災会議を開催して、

安芸高田市地域防災計画を策定して地域防災体制の充実強化を図り、災害

に強いまちづくりを進められるというふうに、施政方針で言われておりま

すが、中国新聞の２００４年３月１１日の新聞では、広島県では新年度１

５市町村を自主防災組織の重点指導をするとの報道がありましたが、安芸

高田市も吉田、八千代、美土里、高宮の地区が未組織だったために、この

準ずる扱いとされた報道がありました。自主防災組織は、消防署、消防団

などの公的な防災機関では対応できない大地震や水害などに備えた、近隣
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住民の互助組織。自治会や小学校単位ぐらいのが連携して、避難情報の伝

達や初期消火、負傷者の救出、炊き出しなどにあたるもので、阪神淡路大

震災、そういったとこではその必要性が再認識されております。 
安芸高田市においても、いざといった時の自主防災組織の必要性は言う

までもないと考えます。市長は地域振興会組織の充実を施政方針の中でも

取り上げられております。まさに地域づくりと自主防災組織について、住

民に対してどのように指導されるか、お考えをお伺いしたいと思います。

また、消防長の所見もお伺いいたします。 
３番目に、情報伝達施設設備、消防施設整備についてお伺いします。市

長はパートナーシップによるまちづくりを表明されております。市民が自

ら行政と一緒になって汗を流す地域振興会、地域自治組織の確立を言われ、

その人材育成や組織運営への指導、助言の支援に努められるとのことです

が、問題は市民に対しての情報公開が速やかにされなければなりません。

これは、男女共同参画社会の面からも情報公開の必要性は問われていると

思います。情報伝達施設設備整備の問題、ケーブルテレビ導入が行われた

ら、おそらくとも月１回は市長は市民にケーブルテレビを通して直接市民

に問いかけたり、あるいは行政報告をするなど、開かれた市政を発展する

ことができると考えます。また、議会につきましても、今日のような一般

質問につきましても、さながら議場におるようなかたちで家庭でですね、

傍聴できるということが必要であろうというふうに考えます。先輩の宮本

議員さんも言われましたけれども、ＪＡたかたの有線放送とか、あるいは

防災無線の関係等々言われておりまして、問題は、統合して新市において

ですね、情報伝達施設設備整備の総合的な検討、あるいは設備をすること

が必要であろうと思います。また、これは緊急的な問題もからみますので、

消防施設整備も併せて、調整されていく必要があろうと思いますが、そう

いったところで、やはりいつも知りたいのは今の現状はこうだというのは

わかるわけですが、現在の進捗状況についてそれぞれお伺いいたしたいと

思います。できればこれからの取り組みが年次計画等でですね、市民に明

らかにされることを望んでおります。ここについて、市長の所見をお伺い

します。 
４番目に、魅力ある拠点作りと宿泊施設問題。 
第２庁舎、市民ホール、総合文化保健福祉施設などの建設に向けて、計

画なり調査される予算が計上されております。また、賑わいの場の再生、

創出する商店街の活性化対策として、商工会補助金とは別枠で商店街活性

化事業及び安芸高田市産業振興機構設立補助金を計上されています。 
私は、商店街活性化事業は、商店街活性化でなく再開発する取り組みで

なくては、その場限りの対策となると思います。そこらあたりも、どうい

うふうに考えておられるのか、ちょっと心配をしております。 
しかし、私は安芸高田市が好きです。しかし、安芸高田市においては三

次あるいは千代田町のようなホテルなり、宿泊施設がありません。市とし

てのホテル等の宿泊施設がないことは、市としてのステータス、あるいは
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尊厳を問われる思いがいたします。 
実態をみますと結婚式、披露宴、こういったものができるようなホテル

は皆無で、宿泊者は勿論のこと、安芸高田市の大きな団体が会合又は研修、

こういったことをするには三次市、あるいは千代田町、広島市のホテルな

どに行ったりしており、ビジネス、観光面においても、三次市、千代田町

の後塵をきしていると言わざるをえません。ＰＦＩ、民間資金等の活用に

よる公共施設等の整備等の促進に関する法律というのがございますが、そ

れらを活用して大人から子供までが利用できる生涯学習研修宿泊施設を

検討してはどうかと思っております。例えば、吉田町には少年自然の家が

ございますが、これも老朽化しております。そろそろ立て替えの時期でご

ざいます。こういったことも一緒に考えて、県、市と協議してですね、取

り組めないものかどうかというふうに思っております。 
また、安芸高田市産業振興機構設立は、どのような構想を元に、中心的

役割はどこが担い、どの様な展開を予想されているのか、商店街活性化事

業、宿泊施設と併せて市長の所見をお伺いいたします。よろしくお願いい

たします。ご静聴ありがとうございました。 
◯﨑 岡 議 長   この際、１５時５分まで休憩いたします。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午後２時５０分 休憩 

午後３時 ５分 再開 
～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

◯﨑 岡 議 長   再開いたします。 

市長、児玉更太郎君。 

◯児 玉 市 長   山﨑議員さんのご質問にお答えをいたします。 
まず、救急医療、救急搬送のご質問でございますが、新生安芸高田市に

おきまして、救急医療、救急搬送に関して地域格差があってはならないと

いう考えは、まったく我々も私たちも議員さんと同じ思いでございます。

この事は人命に直接係わる事でございますし、市民の生活に直結した課題

であると認識しております。しかしながら、このご質問につきましては、

先ほどの宮本議員さんのご質問の内容と重複するわけでございますが、消

防署始まって以来のこの懸案でございました。一番のネックはやはりかな

りの経費がかかると、こういう問題が一番のネックになって、必要なこと

はわかるわけでございますが、そこらが解決ができなかったという問題が

あるわけでございます。そういうことで、消防組合の議会でもそのことは

既に論議をされて、ほぼ結論はやはり必要だと、こういう結論もいただい

て、議会の方でおるようでございます。したがって、今、安芸高田市の中

で、どの地域は何分かかるかという調査だけは、消防署の方で既にしてお

ります。後ほどそのことは消防長の方から説明をしていきたいというよう

に考えております。 
次に、地域づくりと自主防災組織についてのご意見でございます。 
本市の地域防災会議は、安芸高田市防災会議条例に基づいて、今月１７
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日に第１回の防災会議を開催いたしました。委員の皆様へ委嘱状を交付し

たところでございます。したがってその会議で安芸高田市地域防災計画な

るものを採択をしていただいております。 
自主防災組織に関しましては、この地域防災計画の中で自主防災組織の

必要性と育成及び指導等について規定をいたしております。今後も引続き、

この会議での議論を通し、より具体で実効ある計画の実現に努めて参りま

すが、とりわけ自主防災組織につきましては、住民主導の組織となります

よう、その推進を消防本部、防災担当課及び自治振興課が連携し、検討し

て参りたいと思います。 
地域振興会の取り組む地域づくりの中で、住民が自らの安全を自らが守

るという自覚を持ち、平常時から災害に対する備えを心がけますとともに、

災害に、自らの身を守るための行動ができるよう、自主防災思想の普及に

努めて参ります。また、災害時に被害の防止や軽減を図るためには、自主

防災組織は、今できております地域振興会などを基本とし、編成すること

も必要であろうかと思います。このことは、特に広島県の場合は、先年大

雨のために山崩れ等が起こって、２０数人の死者が出た。特に新興住宅地

の山崩れ、それから広島へかけての大災害が起こった経験があるわけです。

それをもとにこの防災計画がもういっぺん見直されておるわけでござい

ますが、先般広島県の砂防の防災大会が開かれまして、特に先進的な動き

をしておられます沼田町の事例が発表になりました。あそこはあの災害の

時にかなり災害が出た地域でございますが、ここはやはり沼田町いいまし

ても今人口２万ぐらいになっとると言われますが、あそこの地域振興会の

ような自治組織の中に、防災部を設けておるようでございます。その中で、

振興会の中で、もちろんお祭りやら文化活動もやる、体育活動もやる、そ

ういう中でその一部分として防災部というのを設けておるようでござい

ます。そういうことでそういうのを参考にしながら新しくできました安芸

高田市の地域防災計画の中で、それを練っていきたいと、このように考え

ておるところでございます。 
それから、情報伝達施設の設備でございます。情報伝達施設の整備につ

きましては、先ほど宮本議員さんへの答弁で申し上げましたとおりでござ

います。今、この情報伝達の施設が日進月歩の状況でございます。したが

って、どういう方式を選ぶかというのがですね、非常に難しい状況で、一

歩誤れば莫大な投資をしたが、またこれがすぐ無駄になったと、こういう

ことがありますので、そこを慎重に今調査をしながら今後とも手戻りのな

い、無駄のない、長続きができるような、そういう情報伝達の方式を選ん

でいきたいと、このように考えておるところでございます。 
それから、魅力ある拠点づくりと宿泊施設についてのご質問でございま

す。 
本市におきます宿泊施設の整備状況のなかで、本格的なホテルや旅館は

不十分な状況でございます。これまでの滞在型の来訪者などの減少は、道

路交通網の整備による時間距離の短縮など、車社会の普及が大きな影響で
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あるというように考えます。 
本市には、個性的な体験交流施設等が数ヵ所整備されております。これ

の施設間の連携を密にし、効率的な活用をさらに普及、推進し、併せて各

施設の活性化へつなげていきたいというように考えております。 
なお、ＰＦＩの活用については今後検討して参りたいと考えております。

大きな会議とかパーティーがないいうことでもあるわけでございますが、

このことは今から考えていきます総合文化施設の中で、そういうものは整

備をしていけば解決ができるんじゃなかろうかと、このように考えており

ます。 
次に、安芸高田市産業振興機構につきましては、別に産業振興ビジョン

策定事業の取り組みを行いますが、このビジョン策定事業を中心に、工業

部門の振興策を主に検討、協議する組織づくりを行うため、国の補助事業

を活用して、今年度商工会が事業主体で産官学の連携により実施するもの

でございます。これらの事業には、広島大学の地域連携センターの参加を

いたき取り組む予定にしております。後ほど担当部長の方から、そのこと

も説明をしていきたいと考えております。以上でございます。 
◯村上消防長   議長。 

◯﨑 岡 議 長   消防長、村上紘君。 

◯村上消防長   それでは、消防長の村上でございます。先ほど市長のご答弁の中で、現

状の消防の実態の説明をするように指示がございましたので、組合消防の

時に議員の皆様方にお示しをしました地図をもちましてご説明をさせて

いただきたいと思います。少し地図が小そうございますので、言葉で若干

補足をしながらご説明をさせていただきます。この地図は平成１１年、１

２年、１３年の３年間の救急出動の実態を時間かかった場所をポイントで

押さえまして実線でつないだ地図でございます。積雪が非常に多かった時

の出動の時間につきましては、急に時間的に飛びますので、その辺のとこ

は少し削除をさせてもらっておりますから、あまり積雪が多くなかった時

の年間の、３年間の出動状況の実態だとご理解をいただければありがたい

というように思います。消防本部を拠点にしまして、そこからの時間を拾

っておりますが、ピンクのところが時間的に出動から現場に到着するまで

の時間、１０分間かかった範囲でございます。それから茶色の部分が１１

分から２０分の必要な時間を要した範囲でございます。ブルーのところ、

八千代町の一部、向原町、それから高宮、美土里町の部分が２１分から３

０分の時間を要した地域になります。グリーン、それから少し山吹色、紫

と、こういうふうに色分けしておりますが、この地域がグリーンの地域が

３１分から４０分の時間を要した地域。山吹色のところが４１分から５０

分。そして紫が６０分以上の地域というふうに色分けをさせていただきま

した。３０分までのところは美土里町、高宮町、こういうところが３０分

と、まずひとつの範囲でございます。場所的には川根の一部、それから役

場がございます佐々部付近、船木、そういうところが高宮では３０分かか

る場所に入って参ります。美土里町の方に行きますと、北の一部、それか
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ら生田、青、桑田、そういうところが大体２０分から３０分の地域に入っ

てくる。八千代町にいきますと平原向山地区の方が３０分近くかかります。

それと向原地区の方は山の部分が非常に多いんですけども、有留とか保垣

の方が３０分ぐらいかかります。こういう見方でございます。３０分以上

のかかる地域は、三江線の川付近の信木、この辺のところが１つあります。

それから川根地区、それと美土里町の青、それから生桑の一部、それから

あとは智教寺方面、こういう方面が５０分から６０分かかると。これが３

年間出動しましたポイントを押さえた地図になります。若干新しい道路整

備などが進行してきますと、この時間も短縮されてくる部分はございます

が、平成１１年から１３年の３年間の出動の実態ということでご説明をさ

せていただきました。 

それで出動の救急の分は以上にいたしまして、あと、同じく山﨑議員さ

んから地域づくりの自主防災組織で消防長の所見をというご質問がござ

いましたので、併せて答弁をさせていただきます。 

自主防災組織の所管は、基本的には総務部に所管をいたしておりますが、

消防は住民の生命、財産を守るという立場に立ちますと、大いに関連性の

ある部署に所属しておりますので、所管を越えたかたちの中で総務部と一

体となりまして自主防災組織の育成を進めて参りたいと、このように思っ

ております。ただ、管内が広うございますし、自主組織の育成のなかで自

主防災組織をいっきに全域に育成していくというのは非常に無理がござ

いますので、これから防災会議等の中でも協議しながら、総務部と連携を

取りながら地域的なものを絞りつつ、自主防災組織の育成を全域に広げて

参りたいと、このように思っております。なお、消防といたしましては、

自主防災組織が設置されました以降、技術的、また知識的なものを市民の

皆さん方にご指導していくことが、我々の大きな役割になってくるんでは

ないかと。その場合にはまた消防団との連携等も保ちながら、住民の技術

と知識の育成を図って参りたいと、このように思っております。以上であ

ります。 

◯清水産業振興部長   議長。 
◯﨑 岡 議 長   産業振興部長、清水盤君。 
◯清水産業振興部長   それでは、安芸高田市産業機構設立についての補足の説明を申し上げま

す。先ほど概要には市長が申し上げましたように、１６年度で安芸高田市

産業振興ビジョン策定事業という事業に取り組みます。これは商工会が事

業主体で、６町の商工会で実施をするものでございます。幹事町は甲田町

の商工会となっております。このビジョン策定事業を中心として産業振興

機構の立ち上げの準備をする事業でございます。これも国の事業でござい

まして、６町で取り組みをしますが、この事業につきましては吉田町の商

工会が幹事町としてお世話をしていただくことになっております。さらに

地域産業人材育成指導事業という事業にも取りかかるようにもしており

ます。これも国の補助事業でございまして、６町で行いますが、これも吉

田町商工会が幹事町としてお世話をしていただくことになっております。
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それともう１つ、地域ネット情報活性化事業を６町で取り組んでいただき

ますが、これも吉田町の商工会が幹事町としてお世話をしていただきます。

以上、４つの事業をセットにしまして６町の商工会で広域的な事業として

取り組んでいただくわけでございますが、これに先ほど申し上げましたよ

うに、広大の方のご支援をいただきまして今年度事業として国の補助事業

を活用しながら活性化の方向を探っていくということでございます。こう

いった４つの事業が産業振興につながる事業効果の期待をしておるとこ

ろでございます。それからこの４つの事業を安芸高田市産業振興協議会と

いうところで、商工会が事業主体でございますので、それぞれのご担当の

幹事町において商工会が行っていただくことになっております。この協議

会におきましては、それぞれ各町商工会、あるいは市の担当であります商

工観光課も当然加わりまして、協議会の方の組織をつくっていくように、

現在準備をしておるところでございます。以上でございます。 

◯山 﨑 議 員   議長。 

◯﨑 岡 議 長   １２番、山﨑昭弘君。 
◯山 﨑 議 員   それでは１点ばかり、今の産業振興機構についてですね、ご質問いたし

ます。この産業振興機構というのは他町いいますか、他県、他市といいま

すか、そういったとこをみますと、財団法人でつくられとるところが多い

わけでございますが、こういった組織はどのようにされるのか。というの

は今の事業は４つだというのはわかりましたが、問題は財団法人としてや

られるのかやられないのか。それからさらには場所はどこなんでしょうか

と。それは甲田町の商工会とか、あるいは吉田の商工会、どこに拠点をき

ちっと据えてですね、安芸高田市の産業振興機構としていくのか。という

のは、なぜそれを聞くかといいますと、大体財団法人をつくられました後、

そこの中身の事業には今回は４つぐらいか知りませんけども、設備資金の

貸付事業だとか入ってきたり、あるいはベンチャーの支援事業が入ってき

たりとか、等々、よその機構をみてみますと結構予算がですね、国からこ

ういう事業をやるからどうかということで入ってくるわけでございます。

そこらあたりがどのようになっているかどうか、そういう絡みもございま

して、ちょうど拠点となる魅力ある宿泊施設の問題も、また産業関係の絡

みで一緒に考えられるんかなと思って、お聞きしたようなことでございま

す。よろしくお願いいたします。 

◯清水産業振興部長   議長。 
◯﨑 岡 議 長   産業振興部長、清水盤君。 
◯清水産業振興部長   説明不足であったかと思いますが、この産業振興機構の立ち上げ事業で

ございますが、事業の内容としましては、先ほども市長の方で申し上げま

したが、主に工業関係の振興を目的として広域合併後の地域における行政

と経済団体による産業振興組織立ち上げの具体的事業の検討を行うもの

でございます。その実現可能な調査等の研究を行って、別事業であります

振興ビジョンと併せることによって、具体的な行動計画等の産業振興に繋

がる施策を検討、協議する組織でございまして、組織としましたらあくま
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でも任意組織でございます。ですからこの事業によりまして産業振興に関

わる検討する組織づくりをする事業でございます。よろしくお願いいたし

ます。 
◯山 﨑 議 員   議長。 

◯﨑 岡 議 長   １２番、山﨑昭弘君。 
◯山 﨑 議 員   それではちょっと理解に苦しむところが、私は頭が悪いのかあれですけ

ども、問題はこの産業振興機構をつくるためのまず第１段階。将来的には

財団法人として安芸高田市にとって今の商工会等指導するような役割を

担う機構にもっていかれるのかどうか。そこらあたりについてお聞きいた

します。 

◯清水産業振興部長   議長。 
◯﨑 岡 議 長   産業振興部長、清水盤君。 
◯清水産業振興部長   いわゆる産業振興に関わります一定の施策なり方向性を、この機構によ

りまして策定をしていただきましてから、一応その機構そのものの目的が

達成するということでございますので、一応目的達成がなりますと、一応

組織的には消滅ということになろうと思います。 
◯﨑 岡 議 長   続いて、８番、平林克昌君。 
◯平 林 議 員   ８番、平林でございます。吉田会派最後でございますが、執行体制につ

いて１点だけ児玉市長にお伺いしたいと思います。間口の広い質問で大変

申し訳ありませんが、１点だけお伺いします。 

安芸高田市が３月１日スタートしましたが、数多くの課題を抱えていま

す。市民の中も、合併したけれど何が良くなったのかと、こういう意見が

出ているのが現状でございます。児玉市長は、当初の構想で１期４年間は、

総務担当、業務担当の助役二人制で「２、３年で過去１０年間くらいの仕

事を消化しなければならない」というお考えだと私は理解しています。当

然、スタートが大切な事は百も承知の上でお考えだったと思います。もち

ろん、最大の努力はされる事と思います。私も増元助役さんとお話しまし

たが、人格的にも立派なお方で、大いに期待できるものと確信しておりま

すが、やむなく二人制を一人制になったと、事情はお聞きしておりますが、

果たして当初の構想を一人の助役で市制を２、３年で軌道に乗せられるも

のかどうか、あるいは３年、４年、５年かかるのではないか、その点を市

長にお伺いいたしたいと思います。以上でございます。 
◯児 玉 市 長   議長。 

◯﨑 岡 議 長   市長、児玉更太郎君。 

◯児 玉 市 長   ただ今の平林議員さんのご質問にお答えいたします。 
執行体制についてというご質問でございますが、このことにつきまして

は、４月に開催された第２回の臨時会におきましてもご質問をいただいた

ところでございますが、安芸高田市は中国地方では初めての合併特例によ

る３万５千人の市になったわけでございます。この合併は、６町が一緒に

なって、まったく新しい市をつくり上げるという、最近では前例のない対

等合併であったわけでございます。市政を円滑に軌道に乗せるためには、
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ご質問をいただきましたように、ここ２、３年間が正念場と考えておりま

すし、特に国の財政が非常に厳しさを増してきておって、先の見通しが立

たないという状況でございます。このまま行きますと約２００億の特例債

が使ってもええということになっておりますが、この２００億の特例債さ

えも、途中でどうも雲行きがおかしくなるんじゃなかろうかと、こういう

こともございまして、どうしてもやらにゃあいけん仕事というのは、早く

処理をして軌道へ乗せると、こういうことがあるわけでございます。 
当初、１期４年間だけでも助役二人制というのは、この間もお願いをい

たしまして、しかし、先行事例や類似団体の例、また究極の行政改革とい

う意味合いを持って広域合併におきまして、市民の皆さんののご理解を得

ることが困難であると、こういう状況の中で議会でもお話をいたしました

ように、助役一人制ということを決断をさせていただいたと、こういうこ

とでございますので、私としては現在の体制で最善を尽くして処理をして

いきたいと、いけると、このように考えて、今やっておるところでござい

ます。特に議会の皆さん、大変ご協力を賜っておりますので、その点では

私は、安芸高田市は順調なスタートを切っておると、このように考えてお

るわけでございますんで、今まで以上に、何としてもいかに計画を立てて

も議会の皆さんのご賛同が得られなければ、これは事業にならないという

ことでございますので、ひとつ議会の皆さんの一層のご協力を賜るように

お願いし、また我々も議会にできるだけご相談を申し上げていきたいと、

このように考えるわけでございまして、当初二人制ということが適当でな

いということであったわけでございましたので、その点についていっそう

２人分を議会のご協力によってやっていきたいと、このように考えており

ますので、ひとつよろしくお願いをいたします。 

◯平 林 議 員   議長。 

◯﨑 岡 議 長   ８番、平林克昌君。 
◯平 林 議 員   大変立派な答弁、ありがとうございます。私も期待していたとおりの答

弁でございます。もちろん児玉市長以下、優秀な執行部の方、それと当然

でございますが、議会が協力、これは当たり前でございます。初日の施政

方針をお聞きいたしまして、非常に１６年度、これも大変なスタートだと

思いますが、やはり先程来でております第２庁舎、あるいは文化ホール、

広域火葬場の建設等ですね、当面の問題が非常に重要視されてますし、市

民も非常に期待していると思います。先ほども市長さんがおっしゃってま

したけども、我々過去の話でいけば、より良いものを、より安くという表

現はちょっと悪いんですが、やはりこういう建物もですね、建設にあたり

ましてはいい業者でいい品物で、しかもより安く、これは当然ですが、税

金の無駄遣いにはなりません。しかも慎重かつ迅速にやっていただくとい

うことをお願いしたわけなんですが、私が先ほど言いたかったのは、助役

さんが２名から１名になったからとやかく言うんではなくて、市長さんが

２名の時の構想、二本立てでいった今の総務業務ですね、両担当、それが

２、３年で先ほども協力をお願いします言われたんですが、実際に２、３
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年でやはりこの体制で絶対できるという確信がいただきたかったわけな

んです。努力、最善の努力、これはどなたもおっしゃる答弁だと思います

から、そこらをですね、明確に。そうしないと我々も市民から突け挙げを

食ったりですね、｢今の議会は何をしとるんや｣と｢やあ、待って下さい。

６月の定例会が済んだら動き出しますから｣というような答弁はしてるん

ですよ。うまく逃げてるんです。ですからそこらをですね、明確にもう一

度よろしくお願いします。 

◯児 玉 市 長   議長。 

◯﨑 岡 議 長   市長、児玉更太郎君。 

◯児 玉 市 長   当初の二人制というのは、議会といろいろご協力した結果一人にせざる

を得なかったということがあるわけでございますので、これは議会の皆さ

んもご理解を賜りたいというように思います。したがって私が一番今気に

かかっとるのは、よその市の状況をみますと非常に議会と執行部とがです

ね、ぎくしゃくすると。広島市の例が一番いい例でございます。結局は何

もできんようになると、こういうことでございます。したがって、やはり

市民のためには議会も執行部も本当に手をつなぎ、協力し、もちろん論議、

議論はせにゃいけんのですが、しながら本当にいい方向を早く結論を出し

て一緒に事業を成し遂げるということが一番大事なことであろうと。今申

し上げましたように、もうすぐ手を着けんにゃいけん問題がですね、特に

ハードな問題がたくさんあるわけでございます。そういうことでひとつそ

の点は、私は地方議会は主義主張というのもあるんですが、やっぱり一番

の目的というのは住民のためにどれをしたがええかと、それは主義主張で

はないと思います。住民の幸せという大前提に立っては。そういうことで

ひとつ、我々も虚心坦懐にご相談を申し上げたいと思いますんで、ひとつ

議会の皆さんの一層のご協力を賜りたいと思います。ありがとうございま

した。 

◯﨑 岡 議 長   以上で吉田会派の一般質問を終了いたします。 

以上をもって、本日の日程は全部終了いたしました。 

以上で本日は散会いたします。 

次回は、２８日午前１０時に再開いたします。 

大変ご苦労さんでした。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午後３時４２分 散会 
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上記会議次第は事務局員の記載したものであるが、その内容が正確であることを証する

ためここに署名します。 
 

                              平成１６年    月    日 

 

              安芸高田市議会議長 

 

 

 

          会議録署名議員 
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１．議事日程 
   （平成１６年第２回安芸高田市議会６月定例会第１４日目） 

 

平成１６年６月２８日 

午 前 １ ０ 時 開 会 

於安芸高田市吉田公民館 
 
日 程 第 １   会議録署名議員の指名           

日 程 第 ２   一般質問 
 

 

 

２．出席議員は次のとおりである。（７０名） 

１番         明 木 一 悦          ２番     秋 田 雅 朝 

        ３番     土 居 克 之     ４番     山 本   優 

        ５番     岡 山   薫          ６番     田 中 常 洋 

        ７番     前 川 正 昭          ８番     平 林 克 昌 

       ９番         日野原 穂 澄        １１番     加 藤 英 伸      

１２番         山  﨑 昭  弘        １３番     山 口 康 文 

      １４番         小  野 剛  世        １５番     川 角 一 郎 

１６番         竹  田 誠  莊        １７番     井 上 尚 文 

１８番         高  坂  広  一        １９番     新 出 達 夫 

２０番         塚  本    近        ２１番     赤 川 三 郎 

    ２２番         深  井 達  雄        ２３番     三 上 タエ子 

      ２４番         長  岡  公次郎        ２５番     井 上 正 樹 

２６番         宮  田 浩  之        ２７番     松 野 俊 寿 

２８番         川  先 悟  郎        ３０番     平 岡 正 美 
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３１番         秋  広 美  輝        ３２番     川 﨑 三千春 

    ３３番         西  川 佚  夫        ３５番        岡 原 雪 夫 

     ３６番      松  村  ユキミ     ３７番     熊 高 昌 三 

     ３８番      藤  井 昌  之    ３９番         浅 枝 俊 通 

     ４０番      青 原 敏 治    ４１番         金 行 哲 昭 

４２番     杉 原   洋       ４３番         松 川 秀 巳 

      ４４番     大 前 直 行       ４５番         入 本 和 男 

     ４６番     泉   正智代    ４７番         山 本 三 郎 

     ４８番     今 野 仁千六    ４９番         今 村 義 照 

     ５０番     住 広   章    ５１番         佐々木   博 

５２番     玉 川 祐 光       ５３番         西 山 登司教 

      ５４番     井 上 正 文       ５５番         岡 田 正 信 

     ５６番     浮 田 洋 吾    ５７番         山 崎 宅 将 

     ５８番     桑 岡 達 夫    ５９番         望 月   桂 

     ６０番     天 清 斐 雄    ６１番         渡 辺 義 則 

６２番     猪 掛 信 幸       ６３番         高 下 二 郎 

      ６４番     富 田 義 弘       ６５番         吉 村 正 登 

     ６６番     名 川 律 夫    ６７番         宮 本 房 宏 

     ６８番     松 浦 利 貞    ６９番         増 田 静 樹 

     ７０番     中 間 末 雄    ７１番         鳴 石   勧 

７２番        亀 岡   等        ７３番     﨑 岡 典 男 
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３．欠席議員は次のとおりである。（３名） 

１０番        平 川 幸 雄     ２９番        新 山 勝 義 

   ３４番        中 野 光 雄 

 

 

４．会議録署名議員 

       １９番     新 出 達 夫    ２０番         塚  本    近 

   

５．地方自治法第１２１条により説明のため出席した者の職氏名（２３名） 

市     長    児 玉  更 太 郎     助     役    増 元 正 信 

収 入 役    藤 川 幸 典             参 事    小 野  豊      

総 務 部 長    新 川 文 雄     教 育 長    佐 藤  勝 

教 育 次 長    沖 野 清 治     自治振興部長    田 丸 孝 二 

市民生活課長    佐 々 木  亮     税 務 課 長    山 本 数 博 

福祉保健部長 

兼福祉事務所長    福 田 美 恵 子     人権推進課長    毛 利 宣 生 

産業振興部長    清 水  盤     
建設部長   

兼公営企業部長    金 岡 英 雄 

消 防 長    村 上  紘     八千代支所長    平 下 和 夫 

美土里支所長    立 川 堯 彦     高 宮 支 所 長    猪 掛 智 則 

甲 田 支 所 長    武 添 吉 丸     向 原 支 所 長    益 田 博 志 

総 務 課 長    高 杉 和 義     財 政 課 長    垣 野 内  壮 

教育総務課長    上 川 裕 芳 
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６．職務のため議場に出席した事務局の職氏名（６名） 
 事 務 局 長  増 本 義 宣   事 務 局 次 長    光 下 正 則 

議事調査係長   児  玉  竹  丸    書 記    新 谷 洋 子       
書 記  国 岡 浩 祐   書 記    倉 田 英 治 
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～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午前１０時００分 開会 

◯﨑 岡 議 長   みなさん、おはようございます。 

ただ今の出席議員は７０名であります。 

定足数に達しておりますので、直ちに本日の会議を開きます。 

本日の議事日程は、予めお手許に配布したとおりであります。 

日程に入るに先立ち、昨日美土里町において発生いたしました熊による

被害について執行部から報告があります。 

◯児 玉 市 長   議長。 

◯﨑 岡 議 長   市長、児玉更太郎君。 

◯児 玉 市 長   おはようございます。ただ今議長さんからご報告がありましたように、

昨日市内で熊が出没して、けが人が出ております。これはかなり広域に報

道されましたんで、ご存知と思いますが、ただちに消防の方と警察で対応

していただきまして、すぐ関係部署で適切な措置はしております。とりあ

えず担当の産業振興部とそれから教育委員会の方で、その後の状況につい

て対応を報告させていただきたいと思います。よろしくお願いします。 

◯村上消防長   おはようございます。消防署の村上でございます。昨日、美土里町の方

で熊の被害に遭ったという１１９番が入りまして、救急車が出動いたして

おります。吉田病院の方に収容いたしておりますけども、患者の重軽傷具

合におきましてはですね、プライバシーに係わる部分がありますので、部

所等のけがの状況については、発表を少し差し控えさせていただきますけ

ども、我々消防の統計上でおきますと、重症ということになっております。 

重症といいますと、３週間以上の入院を要するけがだということで、大

体頭部、首の周り、背中、手のまわり、こういうところをひっかき傷と、

かまれた傷ということで、救急車の方で収容いたしました。状況報告をさ

せていただきます。 

◯清水産業振興部長  それから産業振興部の方で報告をさせていただきます。昨日消防署の方
から連絡を受けまして、美土里、高宮管内に、まず有線放送で住民の皆さ

んに注意の有線放送をさしていただきました。それから直ちに広島県の方

に、芸北地域事務所の方に、管轄になりますが、熊の被害の状況を報告し

て、捕獲依頼を電話でとりまして、電話にて捕獲許可を当面いただきまし

た。 

それから、それを受けまして、美土里、高宮の有害鳥獣捕獲班に出動を

依頼をしております。正式に捕獲許可につきましては、午後２時に県の方

から許可をいただいております。 

それから捕獲班につきましては、昨日の１９時、夜の７時まで現地の方、

捜索を吉田警察署と合同で捜索をしていただきましたが、発見に至ってお

りません。そして、今朝６時半に集合をいただきまして、吉田警察署と共

にですね、捜索と警戒に当たっていただいておるところでございます。 

また、この捕獲許可につきましては、来週の７月の４日の日曜日までの

期間を定めていただいておりますので、この間につきましては、捕獲班に
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よります捕獲の活動に努めて参りたいと思っております。以上でございま

す。 

◯佐藤教育長   おはようございます。教育委員会でございます。先ほどの件につきまし

て、ご報告をさせてもらいます。熊の出没につきましては、相手が理性が

働かないこと、また行動範囲も広いことから、これまでにも児童、生徒の

安全確保の視点から、熊出没の情報が入る度に保護者の協力を得ながら集

団登校等で安全に学校に来るような指導をしておるところでございます。 

また、美土里町、高宮町につきましては、入学時に全員に鈴を配るなど、

日頃から安全対策を配慮しておるところでございます。今回の件の対策に

つきましては、市内全体に有線放送、あるいはその他の放送で周知をして

いただくことを徹底いたしました。 

また学校は有線放送がない家庭もございますので、連絡網によりまして、

美土里町はもとより隣接の高宮町、吉田町、甲田町、また八千代町におい

て、集団登校により学校に安全に来れるような指導をしたところでござい

ます。向原につきましては、多少地域的には離れておりますけども、学校

に登校する場合には、十分注意して登校するようにというような指導をい

たしました。 

警察また地域の方々のご協力をいただきまして、学校におきましては、

また多くの学校で要所、要所に職員が立ちまして、児童、生徒の安全な登

校ができるような指導をしたところでございます。現在のところ安全に登

校しておるということを聞き、関係者の皆様に心から感謝を申し上げたい

と思います。以上でございます。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

日程第１  会議録署名議員の指名 

◯﨑 岡 議 長   これより会議を開きます。 

日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

会議録署名議員は、会議規則第７９条の規定により、議長において、１

９番新出達夫君、２０番塚本近君を指名いたします。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

日程第２  一般質問 

◯﨑 岡 議 長   日程第２、前回に引き続き、一般質問を行います。 

本日は、八千代会派の一般質問からはじめます。 

◯﨑 岡 議 長   １７番、井上尚文君。 

◯井 上 議 員   はい。前もって通告の件につき、本日のトップをきらせていただきます。

八千代会派の井上でございます。お伺い申し上げます。限られた時間でご

ざいますので、要点のみ簡潔に申し上げますので、市長さんの的確なる答

弁をお願い申し上げます。平成１６年の所信表明並びに施政方針について

は、力強い取り組みに期待するものであります。是非とも実行に移してい

ただきたい。また、合併初年度の予算編成に当たりましては、財政事情の

厳しい中、献身的に予算編成に当たられました行政当局に対しましても、

敬意を表するものであります。 
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まず最初に行政組織機能についてお尋ねいたしますが、早合併後、３ヵ

月を経過いたしましたが、本所、また支所機能の役割分担が順調に遂行さ

れているでしょうか。あえて抽象的表現で申し上げますが、当面はいろい

ろな点で戸惑いもあろうかと思われますが、もしも基本的に問題点がある

とするならば、市民サービスの低下に直結することになります。弊害の早

期解消が必要かと思われます。所信で表明されていますが、行政の内部機

構の見直しなど、積極的に行政システムの改革に努めていただきたい。 

次に少子化対策についてお尋ねいたします。人口問題は一朝にして解決

できるものではありませんが、本国会でも論点のところでありましたが、

時代の流れとして済まされる課題ではなく、深刻に受け止める必要がある

と考えられます。少子化問題にも少し触れられておりますが、安芸高田市

の将来展望は、人口構成に起因するところが多望にあると考えられます。

今日の本市の人口の推移動向によれば、毎年減少の傾向が継続されており

ます。少子化と高齢化が同時に進行しております。本市に限らず人口動態

はますます深刻化し、地域社会構成の不安要因ともなっております。既に

本市内におきましても、僻地では無児地区が点在し、高齢化者地域が進行

し、先行き不安を感じております。次世代を担う子ども達をどう育てるか、

早い段階から原因究明と対応策が必要不可欠であります。人輝く安芸高田

市にふさわしい日本一住みよいまちづくりを、多角的見地から施策を講じ

られたい。 

次に、若者定住と雇用対策についてお伺いいたします。重点施策として

公共交通体系の整備、上下水道の整備等、いずれも生活環境に係わる基盤

整備として急務でありますが、私は現在、本市内の就労実態の把握をして

おりませんが、果たして市内の勤労者が何人の方が地元で就労されている

でしょうか。職場の選択は自由ではありますが、これから成人していかれ

る若者達が進んで地場産業で就労従事できる環境づくり、商工業の振興に

よる商店街の活性化、企業誘致等積極的な取り組み、若者達が地域を愛し、

ゆとりある生活が営まれるような施策を精力的に同時進行していただき

たい。前回の少子化問題にも関連するものであります。 

最後になりましたが、きめ細やかな行き届いた施政をお願い申し上げま

して、私の質問とさしていただきます。 

◯﨑 岡 議 長   市長、児玉更太郎君。 

◯児 玉 市 長   井上議員のご質問にお答えをしていきたいと思います。 

まず、行政組織機構についてのご質問でございますが、本庁、支所の役

割分担につきましては、本年３月の新市発足以来、それぞれの事務事業を

行ってもらっております。今のところ市民の皆さんからあまり大きな不満

といいますか、そういうものはあまり聞かしてもらっておりません。そう

いう点では、合併の混乱ということはあまり心配したほどなかったのでは

なかろうかと思いますが、やはりそれぞれの支所で今までどおり住民の皆

さんが来られた時に、当面の対応は不便のないようにしてもらっておるん

ではなかろうかと、このように考えておるところでございます。もちろん
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吉田につきましては、この本庁で対応させてもらっておりますし、吉田町

以外の町では、それぞれの支所で市民の皆さんの日常の業務の対応はさせ

てもらっておると、こういうことでございます。まあしかし、根本的な行

政組織機構の見直しにつきましては、合併から一定の期間を経過したこと

により、徐々に円滑な運営ができておるものとは思いますが、そういう中

で性急な組織変更によって事務の混乱をきたさないように、住民サービス

が低下を招くことがないように、いろいろな課題がやはり出てきておるの

は、出てきております。したがって、そういう点については平成１６年度

の事務執行を通して、見直しをするべきところは見直しをしていくと、こ

のように考えておりますが、当面ここ３、４、５の間では、いろいろのや

はり６つが寄って、その事業を始めたということがございますんで、細か

い点については、いろいろな問題も出ておりますんで、その都度話し合い

をしながら整理をしてきておると、こういうことでございますが、基本的

には行政改革等の見直しの段階で、もう一度見直しをかけていくというこ

とが必要であろうと、このように考えております。 

それから次に少子化の対策についてのご質問でございますが、近年少子

化、女性の社会進出、核家族化など、社会情勢が変容する中で、子ども達

を取り巻く教育環境も急激に変化をしており、社会の子育て支援、少子化

対策が強く求められておるのは、議員ご指摘のとおりでございます。また、

働く保護者の支援策といたしましては、延長保育、あるいは広域保育、児

童館、放課後児童クラブなど保育環境を充実いたしますと共に、子育て支

援センター等の開設により、子育て支援情報の提供や子育て相談等を実施

いたし、関係部署、関係団体と連携を図りながら少子化対策に取り組んで

参りたいというように考えております。 

次の若者定住と雇用対策についてでございます。市内の商工業を中心と

した就労の状況につきまして、平成１２年の国勢調査によりますと、事業

所数が１千７００で、就業者数が１万８千６００人、そのうちの６６％の

１万２千３００人が市内の在住者で占めております。従業員数等では、や

や回復基調がみられるものの、販売額、製造出荷額では依然として減少傾

向が継続している状況で、長引く経済不況の影響によって雇用や生産力が

低下しております。 

道路交通網の整備は、市外への通勤環境の整備として、また上下水道、

住宅整備は住環境の整備として、これまでの計画を、引き続き効果的に進

めて参りたいと考えております。そして、市内への新たな企業立地や新規

の工業団地の造成は、まだ進みにくい状況にあり、情報通信基盤の整備等

を生かし、企業誘致に向けた取り組みを強化していきたいと考えておりま

す。 

また、商店街の活性化と魅力づくりを進めていくため、商業者の主体的

な取り組みを促進しながら、各種事業への助成など、支援の充実を図って

参ります。さらに地域における新たな産業づくりを進めていくため、農畜

産物などを生かした六次産業化、農業の企業化などに向けた取り組みも進
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めて、雇用の促進に努めて参りたいと考えております。 

それから、学校給食の問題については、読み違いましてどうも申し訳ご

ざいません。以上でございます。 

◯﨑 岡 議 長   １７番、井上尚文君。 

◯井 上 議 員   ただ今の答弁で大方の考えが理解できました。関連質問を少し踏み込ん

で、２、３点お尋ねいたします。私事でございますが、以前行政に携わっ

ていた関係上、行政の仕組み、縦割りについて、良きも悪しきも承知いた

しております。非常にやりにくい立場でございますが、一言苦言を申し上

げます。 

ただ今政府は、地方分権また三位一体改革と小さな政府を目指しており

ますが、その中には一つには地方の自主性、自主意識の高揚、またこれま

での縦割り行政の弊害を少しでも是正する意味も含まれていると理解し

ております。今回の合併によって、新しく行政もスタートいたしました。

果たして順調に推移しておるかといえるでしょうか。甚だ残念であります

が、そうとは思えないのが現実であります。私は、本所と支所の縦割りが

生じているんではないかと大変に危惧しております。市長さんは、マスコ

ミ等に支所機能の充実を提唱されております。まさに目の前の重要な課題

を、何としても行政機構を軌道に乗せることが先決ではないでしょうか。 

職員間の交流、そして本所、支所の連携、コミュニケーション、何事も

最初が肝要であります。悪い例を作らないように。私が察するところ、本

所と支所の職員間で不協和音が感じられます。このような事態は即、住民

にはね返って参ります。大変にお忙しい身でしょうが、できれば各支所の

実態を把握され、一刻も早く問題の解決に努力されることをお願い申し上

げます。 

次に、合併後の市民の意向調査をされる予定なのか、意向をお伺いいた

します。 

次に、これから福祉社会の構築には、ますます費用が加算して参ります。

国の進める三位一体改革も先行き見通しが暗く、このような状況の中で自

主財源をどのように確保されるのか、行政改革による財政の不足は限界が

あります。新しく生み出す対策が必要と思われます。前回で申しましたよ

うに、私は企業誘致は波及効果が大きく、一石二鳥以上の成果が期待でき

るものと考えております。もちろん地元産業の育成、活性化も重要な課題

であります。雇用の促進、若者の定住、商店街の活性化、少子化対策等に

もつながるものと思われます。市民３万５千人の３分の２の人は、市の中

心部以外の５町が補っている状況であります。特に配慮すべきと思います。

本当の意味での合併、有効性はこれからの市政にかかっております。ドー

ナツ現象にならないように、過疎地域に歯止めをかける施策、市内どこで

も一様に安心して子育てができる育児施設、働ける環境づくりこそ本当に

日本一住みよい人輝く安芸高田市と思われます。よろしくお願いします。

以上で、私の質問を終わります。 

◯﨑 岡 議 長   市長、児玉更太郎君。 
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◯児 玉 市 長   ただ今の合併後、それぞれご指摘の点は、支所、本所間の問題がありゃ

あせんだろうかということではなかろうかと、このように承っております。

まだ３ヵ月余りでございますので、具体的な問題も１、２、我々も聞いて

おりますが、やはりできるだけ早い機会にですね、やっぱり一つひとつ直

せる問題は直していくと。やはりこれは支所がやる問題か、これは本所が

やる問題かというような問題、それからこれは何課がやるんか、どこの係

がやるんかという、そういう問題もまだ合併段階では、そこまで具体的に

突っ込んでおらなかった点もあるやに聞いておりますので、そこらを一つ

ひとつ問題が出た段階にですね、整理をしていきたいというように考えて

おりますが、総合的にはもうちょっと時間が経った段階でですね、機構の

改革も含めて総合的に考えていく必要があろうと思います。 

個々の問題については、出た時点で支所と協議をしていきたいと、この

ように考えております。それぞれ支所長さんも大変ご辛苦をいただいて、

努力しておるわけでございますが、そういう点で今まで全部、町長、助役、

収入役が対応しとったものがですね、支所長へある程度責任がかかってく

るということもあると思いますんで、そういう点について権限をどこまで

持つかというようなことも、もうちょっと精査をしていく必要があろうか

とこのように考えております。それぞれの支所長とも忌憚のない意見の交

換をしながら、直していくべきところは、直していきたいと、このように

考えておりますので、もし具体的にここに問題があるという点がございま

したら、ひとつそれぞれの議員さんの方からご指摘をいただいてですね、

直せるところはできるだけ早く直していきたいと、このように考えており

ます。 

それから、市民の意向調査の問題でございますが、アンケート調査のよ

うなものをやるか、私は具体的にそれぞれ住民と膝を突き合わした意見の

交換をやっていきたいと、このように考えておりますし、できれば地域振

興会単位にですね、早速すぐ旧町単位では、行政嘱託員会議をすぐ開きま

して、こっちの意見の交換をさしていただいたということでございますが、

できるだけ近い機会に、３２の地域振興会で町づくり委員会を作っていき

たいと、このように考えておりますので、その振興会の代表の皆さんに意

見を聞かしていただきたいと、このように考えております。 

それから、非常に自主財源が厳しい状況になっております。そういう中

で三位一体ということで、補助金と交付税を減らして、その代わり税金を

今度は地方へまわすと、こういう三位一体の問題でございますが、しかし、

実際には税金を取る元がないと、こういうことでございまして、交付税を

できるだけ減らさないようにという、これは日本全国どこでも同じ地方の

声になっておるわけでございますが、そういうことを我々は上げて、今運

動をしておるわけでございます。したがって、ひどい無茶は恐らく起こら

ないと思いますが、しかし交付税が減るということは、覚悟しておく必要

があろうと。そういうことで、自主財源を得るための企業誘致と、こうい

うことでございますが、なかなか今、新しい企業を誘致するとこういうこ
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とも非常に難しい状況でございます。企業誘致を努力しながら、この安芸

高田市というのは、非常に広島市へも近い距離にございますし、あるいは

三次、あるいは東広島市、こういう雇用の機会で割合に多い地域に接して

おると、こういうことでございますので、道路交通網の整備を早くしなが

ら通勤時間の短縮と。まあこういうことをここに住んどって、非常に広域

な通勤ができるような、そういうような施策もやっていく必要があろうと。

とりあえずは、国道５４号の問題、それから東広島高田道路の地域高規格

の道路の問題、そこらが、それから芸備線の問題、そういう問題が課題と

して我々として努力をする必要があろうと、このように考えておりますし、

また、住んでもらうためには快適な暮らしのできる条件整備というのが必

要でございますので、上水、下水の整備、また住宅環境の整備、そういう

ものを急いでいく必要があろうと、このように考えておりまして、これは

上水、下水の問題については、もう建設計画に出ておりますので、順次建

設計画に従ってやっていくということになろうかと思います。 

以上、そういうことで努力をして参りたいと思いますので、ひとつよろ

しくお願いしたいと思います。 

◯﨑 岡 議 長   続いて６番、田中常洋君。 

◯田 中 議 員   はい。６番、田中でございます。一般質問の通告に基づき、私は学校給

食の完全実施について、児玉市長に質問いたします。先日６月１５日の本

定例会において市長の施政方針を賜りました。その中で教育の推進につい

ては、昨年平成１５年３月に策定した「新教育戦略２１、未来に輝く安芸

高田の教育」、この実現に向けて教育条件の整備に努力するとあり、その

中で、「日本一のビルには日本一の基礎が必要であり、日本一の学校にす

るには日本一の基礎学力が必要」と明言されています。市長の目標の高さ

に心を揺さぶられ、胸が熱くなったところでございます。また「子どもは

邑の宝」と位置づけ、むらの活字をあえて「おおざと」を使用されていま

す。これは古代より子々孫々と受け継がれた郷土、これからも永遠に続く

であろうふるさと、そこに生まれ育つ子どもは宝であるという市長の思い

が伺われます。我々大人は、この宝を光輝くよう努力しなければと思うと

ころでございます。 

さて、これから推進していく「新教育戦略２１」と、「安芸高田さわや

かプラン」に３つの指針があり、その１つに「確かな学力を備えた健康で

心豊かな人材の育成」、具体的に「健康と体力」とあります。健康と体力

に深い結びつきに食生活があります。特に成長期の中学生には、非常に重

要なことです。そこで学校給食の現状を見ると、吉田中学校、美土里中学

校、高宮中学校、甲田中学校の生徒、計６７３人が昼食は弁当です。向原

中学校の生徒１２６人は補食給食となっております。昔から弁当はよく愛

情弁当といわれていますが、給食には到底太刀打ちできないと思います。

給食では、一食平均１５品目の食材が使われています。極めつけは、野菜

の使用量の多さと、汁物の提供です。午前中の授業が終わり、給食係が配

膳し、男子、女子５～６人がグループで向き合い、「いただきます」で一
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斉に食べ始める。これは一つの食の道徳教育であります。昔から「食い力

に勝る力は無い」、「腹が減っては戦は出来ぬ」と言われています。しっ

かり食べて午後の授業に集中し、その後クラブ活動で大いに汗をかく、こ

れが光輝く理想の中学生と確信します。それには、八千代中学校を除く５

校の完全給食実施が必要不可欠と思われます。市長の見解を伺います。 

◯﨑 岡 議 長   市長、児玉更太郎君。 

◯児 玉 市 長   先ほどは失礼しました。ただ、田中議員さんからご質問のございました

学校給食の問題でございます。後ほど詳しくは教育長の方から答弁をさし

ていただきたいというように思いますが、学校給食につきまして、議員さ

んご指摘をいただいておりますとおり、子どもたちが生涯にわたって健康

に生活していけるようにするためには、まず食の充実ということが一番大

事なことであろうかと思います。特に、最近は外食やレトルト食品が多く

出回っており、バランスよく栄養を摂るということが非常に難しい状況に

なっておるわけでございます。また全員で食事をするという意味におきま

しても、活きた食育の場となります給食は、大変、大切な食に関する指導

の場であるということを理解しておるわけでございます。そういうような

状況でございますが、なかなか今、全校にそういうものができておらない

と、こういう実態があるわけでございます。以下、状況につきましては、

教育長の方からまた具体的に答弁をさしていただきたいというように思

います。 

◯﨑 岡 議 長   教育長、佐藤勝君。 

◯佐藤教育長  先ほど市長の方から、学校給食についての回答についての説明がござい

ました。教育長といたしましては、ご指摘いただきましたように、中学校

におきましては、八千代中学校以外は完全給食を実施してないという状況

がございます。他の学校は、牛乳または補食としての給食を実施しとるわ

けでございまして、実施をしていない理由といたしまして、保護者や生徒

の中には多種多様な意見がございます。それが完全に集約できなかったこ

とが大きな要因の一つであったと理解をしておるところであります。学校

給食と、我が子の弁当を作って子どもを学校に送り出す時の親子の関係な

ど、総合的に考えまして、全校実施につきましては研究して参りたいと、

このように思っております。以上でございます。 
◯﨑 岡 議 長   ６番、田中常洋君。 

◯田 中 議 員   ６番、田中でございます。市長と教育長の給食に取り組む姿勢は、やや

理解できたかというところでございますが、ところで市長、教育長、今、

中国新聞の朝刊にですね、シリーズで福山市立大学の鈴木雅子教授が食事

が子どもを変えるというタイトルで掲載されております。お読みでしょう

か。この鈴木教授は、その食事ではキレる子どもになるという著書も出版

されております。その内容の一部に問題行動と食事の内容というところで、

給食の大切さを訴えておられます。最近の犯罪を犯した子ども達に、普段

はまじめで普通の子なのになぜあんな事件を起こしたか、到底思えません

とよく言われておりますが、それには子どもの食事が深い深い関係がある
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ように思えます。 

また給食は楽しくなくてはいけません。時には、もう一度あの給食が食

べたいというリクエスト給食とか、時には賑やかに全校生徒でのバイキン

グ給食とか、選択給食等があります。選択給食では、自分達が献立を考え、

自分達の町の田や畑に、今何が収穫できるか。これが使えるだろうか、あ

れが使えるだろうかと考えるわけです。畑の方でかぼちゃがごろごろして

いれば、よし、スープはかぼちゃスープでいこうというふうに地産地消の

意識も考え方も自然に身についてきます。こうしたことは、非常に大切な

ことだと思います。そうした中、八千代中学校の生徒も他の５校の生徒も

同じ安芸高田の市民です。一日も早く平等の給食が摂れるよう切望いたし

ます。そこで、先ほどの答弁で市長も大切は言っておられます。教育長も

まだ集約がその辺ができていないということですが、必要性は認めておら

れるようでございますので、具体的にいつ頃から計画的にこの件について、

実施の方向に進むかというところをご答弁お願いいたします。教育長お願

いいたします。 
◯﨑 岡 議 長   教育長、佐藤勝君。 

◯佐藤教育長   それでは、ここの席からお答えをさしてもらいたいと思います。田中議

員の方からご指摘、あるいはお話がございましたシリーズの福山市立大学

の鈴木先生につきましてはですね、これまでにも食の大切さということと、

子どもの生徒指導、子ども達がキレるということについての話がございま

した。我々もそのご意見については、拝聴したことが度々ございます。こ

の件に関しまして、ちょっと一言申し上げたいと思いますのは、実は広島

県の教育委員会で、基礎基本定着状況調査というものを実施しておるわけ

であります。その時に、昼食等基礎基本定着状況調査がどのような成果に

ついての関係があるかということを調べておりますと、日頃から言われて

おることではございますが、快眠快食の大切さということはよく言われて

おりますけども、やはりですね、基礎基本定着状況調査で、朝、毎日朝食

を食べている子どもの方の学習の定着率が高いというような結果が一つ

は出ておるわけであります。それから体力運動能力調査もですね、実は実

施しておりまして、これもですね、やっぱり体力運動能力がいい子どもに

ついては、やっぱり一日の中でも運動時間が多いという結果が出ておりま

す。それから幼児教育の実態調査もしておりますけれども、それによりま

すと、基礎的生活習慣の定着ということが、幼児の人と関わる力へも関係

しておると。我慢できる力というのも、基本的な生活習慣が身に付いとる

子どもの方がいいんだという結果も出ておるわけでございます。まあ紹介

いたしましたのは、あるその一部の例でございますが、食ということがと

れるというのは、朝、食事がとれるといいますのは、やはり食事をとれる

だけの余裕のある生活といいますか、基本的な生活のリズムができておる

ことだろうと、このように思っております。鈴木先生はですね、バランス

のよい食事ということも併せて話をしておられますので、そのとおりだろ

うと思います。給食ということにつきましては、中身は先ほど話がござい
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ましたように、バランスの良い食事の献立をして、子ども達に提供してお

るわけでございまして、そういう点でも成果はあると私は思っております。 

ただ、ほいじゃあすべての中学校にいつどのように完全給食を実施する

かということにつきましては、先ほどもお話をさしてもらいましたように、

施設の問題もさることながら、保護者や皆さん方のお考え方も多種多様で

ございまして、中学校ぐらいになった時にずっと給食がいいのか、それと

も親の愛情弁当がいいのか、これは議論のですね、いろいろあるところだ

ろうと思います。そういうことを踏まえまして、検討をさしてもらいたい

というようにお答えをさしてもらいたいと思います。以上でございます。 
◯﨑 岡 議 長   ここで１１時５分まで休憩いたします。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午前１０時５０分 休憩 

午前１１時 ５分 再開 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

◯﨑 岡 議 長   再開いたします。 

続いて４番、山本優君。 
◯山本(優)議員   はい、議長。八千代会派の４番、山本です。限られた時間でございます

ので、端的に質問さしていただきますので、よろしくお願いいたします。

市長に施政方針の内容について、４点ばかしほど質問いたします。 
市政移行後、約４ヵ月が経過いたしました。市長の言われるように、話

し合いによる対等合併が行われたわけでございますが、ここにきて様々な

課題がでてきたように思われます。その中でも支所機能、本庁機能、また

本庁内における支所的役割、業務分担について、種々の課題が出てきたよ

うに思われます。本庁の内部機構の改革ついては、同じ会派の前の井上議

員がされておりますので、私の質問には答弁は結構でございます。視点を

変えて言いますと、支所、本庁、職員について適在適所、その能力にあっ

た配置、数がなされているように思えません。皆さんが能力を、自分の持

つ能力が充分に発揮されているように見受けられないと思います。能力を

充分に出していただくことが行政の住民サービスの向上につながるもの

と考えます。今後の適在適数、適在配置について課題になると思いますが、

市長の考えをお伺いいたします。 
また合併により、元庁舎、各庁舎がありますが、これらの多くが遊休施

設というか、空いたままになっております。維持するだけでも大変な財政

負担となっているはずだと思いますが、これらの有効な活用方法、または

整理についてどのように考えておられるか、考え方をお伺いいたします。 
また、農林水産業の再生の中で、農業は市の基幹産業であると市長は述

べられております。日本の戦後の産業は、主として工業を中心に発展して

参りました。その間、バブル期から現在に至るまで、農業に関しては重要

視されることなく、各種政策は述べられておりますけども、事業として、

基幹産業としての指導がなかったように私は思います。現在、ほ場整備を

しながら放置されているような田畑が多数見受けられるところでござい
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ます。市長が言われる基幹産業とするなら、農業を事業として捉え、収入

を上げ、雇用をつくり、農業所得で生活できるようにすることがこの山間

に位置する市としての今後の農業事業に関する課題だろうと思います。振

興政策の推進とか、地域が輝くとか、人が輝くとか、きれいな表現がして

ございますけども、農業従事者が経済的に自立できなければ、意味のない

ことだと思います。今後の農業振興政策は、どのようなことを考えて計画

されておられるのか、お伺いいたします。 
◯﨑 岡 議 長   市長、児玉更太郎君。 

◯児 玉 市 長   ただ今の山本議員さんのご質問でございます。まだ先ほど申し上げまし

たように合併してから３ヵ月ちょっとぐらいしか経っておりません。した

がいまして、機構、組織、人員の配置について見直しをするべきところが、

やはり出てくるものと思いますし、我々実際事業をやってみて、そのよう

な感じを受けております。 

ご存知のように、６町がまったく対等合併で合併をしたということでご

ざいますので、特に人員の配置についても、それぞれの町から本庁に来て

いただいた職員、また支所で残った職員と、こういうことでやっておりま

すので、中には経験したことのない仕事をぶっつけ本番でやらざるを得ん

と、こういうような状況も出てきておるわけでございます。先ほどもおっ

しゃったように、能力はどのように発揮するかとこういうことにつきまし

ても、今までやってきたことを基にしながら、７月、８月にかけて多少の

人事の異動ということも、実態に合わして考えてくる必要があるんではな

かろうかと、このように考えておるわけでございます。 

それから、それぞれの支所の空きスペースの問題についてでございます。

支所の人員もそれぞれの本庁、支所に分けましたんで、ご存知のとおりか

なり支所の事務所も空ペースができたところもあるわけでございます。し

たがって、この空ペースをどのように利用するかということについては、

今からそれぞれまた、支所長あるいは地域の皆さんとも協議をしてくる必

要があろうと、このように思いますが、それぞれ団体があるわけでござい

まして、団体からもそういう申し入れを受けたところもあるやに聞いてお

ります。そういうことで、総合的に今後考えながら行政と連携が取れるよ

うな、そういう団体との協議も続けていく必要があろうかと、このように

思いますが、まず具体的には既に合併する段階で、支所に例えば、社会福

祉協議会が入るとか、こういうような実例はあるわけでございます。既に

入っとるところもあるわけでございますが、そういうことをそれぞれの地

域の実態に合わせて、有効に支所が使えるように、支所がやはりそれぞれ

の地域の拠点になるように、こういうことで今後検討して参りたいと、こ

のように考えております。 
それから、農業の振興についてでございます。近年の日本における農業

を取り巻く状況は、米の生産調整の進行、米をはじめとする農畜産物は、

輸入品の増大や産地間競争の激化によって価格の低迷など、農業経営にと

りましては誠に厳しい状況が続いております。新市におきましても、基本
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方針は、平成１５年に人が輝く、これ農業者が輝く、ものが輝く、これも

のというのは農畜産物のことでございますが、輝く、地域が輝く、高田農

業をキャッチフレーズに、広域農業振興計画を策定いたしました。この計

画の基本目標は、「経営感覚に優れた農業経営者の育成」、「生産・流通情

報の発信による高田農畜産物のブランド化」、「地域資源を活用した豊かで

活力に満ちた農村生活の実現」を目指しております。この計画は、新市の

建設計画と整合性を持ちながら、安芸高田市の農業振興の方向性を示した

ものでございます。計画実現には、市民の皆様はもちろん、安芸高田市の

農業に関わる幅広い関係機関、団体の皆様のご意見を賜りながら、取り組

んでいきたいというように考えております。 
特に今後は、実際に競争力に耐える、価格競争に耐える農業、農産物と

いうことになりますと、農業の法人化とか、あるいは営農集団の育成、こ

ういうことが重要になってくるわけでございます。しかし、実態はなかな

かそういうものが進んでいかないという実態で、いわゆる中国、四国の実

態というのは、どうしてもその中小の農家が中心ということでありまして、

こういうものがやはりある程度兼業農家が地域を支えておると、こういう

問題もございますが、国際競争力に耐える農業ということになりますと、

これではいわゆる自給農業ということになるわけでありまして、これでは

本当に競争力に耐える農業になりませんので、今後はやはり大型農家の育

成ということが大きな課題でありますし、現にもう既に高田郡でもそのよ

うな流れができておるということでございますので、こういうものをまず

今後振興していきたいと、このように考えております。 
◯﨑 岡 議 長   ４番、山本優君。 
◯山本(優)議員   はい。市長の的確なる答弁ありがとうございます。職員のことについて

ちょっともう少し突っ込んでみたいと思いますが、隣の三次市に比べてで

すね、はるかにですね、合併して間がないので、そのまま６町の職員がお

るということでございますので、三次市と比べたらはるかに職員が多いわ

けでございます。その中でも今は一時的な状態かもしれませんが、非常勤

特別職と臨時採用の職員が約２２０数名おられます。これは、児童館とか

給食センターとかその他いろいろ必要なとこにおられるわけですが、今後

の課題として、こういう人達と職員の定数といいますか、定数は５２０名

と決まっとったように思いますけども、その辺をどのように今後考えてい

かれるのか、先ほどの答弁の中にありましたけども、有能な職員を有効に

使うような方法を考えていただきたいと思いますが、合併した基本的な意

味が財政改革も含まれております。その中で人材がこれだけたくさんある

ということは、一種の削減ということも考えなくてはならないと思います。 

住民に市民に痛みを望むなら、行政団体もしっかりと痛みをもって改革

に望んでいただきたい。自然減で１０年後には２割、３割減りますよとい

うような悠長なことをいっとったのでは、これまでに財政は破綻するので

はないかと思います。現に広島市などは破綻寸前の状態になっておると聞

いております。そういうところで、市長の考え方を聞かせていただきたい
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と思います。 

それから、農業振興についてでございますが、人が輝く、農業が輝く、

産物がいいもの、ブランド品を作って、これを出して所得を得るというよ

うな説明でございましたが、英語にございます５Ｗ１Ｈ、これがこういう

農業の生産方法についても言えるんではないかと思います。みんなが大き

な営農集団を作って米だけを作っても、財政的には楽にはならないと思い

ます。何をいつどのようにして、どのような方法で高い時に売るか、出す

か、出荷するか、そういう市場性をしっかりと捉えて、市場原理を捉えて、

農業の振興政策に反映させるべきではないかと。過去の農業指導に対して

は、市場原理がほとんど含まれていなかったように思います。郡内でもア

スパラを作れと言うたら、みんなで町内全部がアスパラを作る。ネギを作

れと言うたらネギばっかり作る。それも一番安い６月、５月、あっちこっ

ちから全部が出てくるような時に、そういうものを作る。作る指導は上手

かもしれませんが、そこに市場を考えた指導が必要ではないかと思います

ので、そういう指導方法にこれから考えられていかれるかどうか、その点、

２点についてお伺いいたします。 
◯﨑 岡 議 長   市長、児玉更太郎君。 

◯児 玉 市 長   職員の数の問題のご指摘を受けたわけでございます。また後ほど多少詳

しくは、総務部長からちょっとお答えをしていきたいと思いますが、今、

合併をした６町の職員がそのまま職員になっておりますし、先ほどのよう

に臨時あるいは非常勤特別職、こういうものもかなりの人数がおるわけで

ございます。非常勤特別職については、それぞれ必要なところを任命して

おるわけでございますが、臨時職の問題につきましても、あるいは非常勤

特別職と臨時とセットになったところもあるわけでございまして、そうい

うような問題については、早急に行政改革の中でどのようにしていくかと

いうのを、今総務でも本年度中に具体的なそういう検討を始めていくと、

こういうことでございますし、将来とも市役所の職員の減ということは、

必ず類似団体の例からみても、やってこなきゃあならない問題がございま

す。そういうことで、職員の採用につきましては、昨年もほとんど、どの

町も採用しておりません。本年も採用はゼロということで、平成１６年度

でございますが、ゼロでやっていくということで、来年度の新規採用は試

験もしないとこういうことでやっていきたいと。それでもなお、やはり人

員が類似団体に比べますと過剰になっております。こういうことでござい

ます。そうはいいながら、長年そのまったく新規採用をせんということに

なると、年齢の階層がですね、非常にアンバランスになってくるという問

題もございますので、そこらは今後どのようにそのしていくかと、こうい

うことを考えていかんにゃあいけんというように思いますが、当面はその

ような考え方でおります。 

それから、農業の問題についてでございます。まったく今までは作る

ことが農業政策であると、このように我々もやってきたわけでございます。

しかし、やはり作るものと売るというのは、車の両輪でございましてです
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ね、やっぱり売る方へ力を注ぐということが大事なことであります。特に

地産地消というような最近の本当に顔の見える農産物、作った人の顔の見

える農産物を消費したいとこういうような流れもございますので、合併前

に広域連合でつくりました、可愛にあります地産地消の拠点は、我々は成

功であったとこのように思いますが、しかしこれもおそらく３億は本年い

くんではなかろうかと、売り上げがですね、いうように思いますが、そう

いうような流れを、今後作っていくということも必要であろうと思います

し、どうしても販売ということになりますと、農業共同組合と手を組まん

とどうしても上手くいかないと、こういうことがありますので、現在、農

協と市が一緒の部屋の中で農業振興に取り組めるような、今農業振興セン

ターという名前で、それぞれ農協また市役所の関係者がそこのセンターで、

また普及員も一緒にしてですね、総合的な施策のできるようなそういうこ

とも今、具体的に計画を進めておるところでございます。 
◯﨑 岡 議 長   総務部長、新川文雄君。 

◯新川総務部長   はい。ご指摘いただきます職員の配置につきましては、３月１日に合併

をさしていただきまして、新しい試みの中でスタートさしていただいとる

わけでございますが、やはり本所、支所、役割分担をですね、やはりある

程度明確にしないといけないというように思っています。本庁内の業務分

担、この平成１６年度を通さしていただいてですね、やはり所掌事務の精

査、また見直しとこのことがですね、必要ではなかろうかと思っておりま

す。基本的に事務量に見合った人員配置を考えていきたいというように考

えております。 

また、今年度施策の中でも市長の方から出していただいておりますよう

に、行財政改革の大綱に基づきまして、事務事業の見直し、また財政改革、

また組織、職員数、給与等、そういうルール、こうした行政に関わるです

ね、行財政改革を取り組みをしたいと考えております。そういう大綱をも

とに、実施項目また実施計画、そういうことを明らかにしながらですね、

定員の管理の適正化というものは、考えていく必要があるんではなかろう

かと思っております。ただ、今回の臨時職員、非常勤職員につきましては、

旧６町、いろいろ臨時職員さんにもですね、非常勤さんにもボーナス等も

支給されてた町もいろいろあります。そういうことで、今回非常勤嘱託で

保母さん等は雇用されてたわけですが、全員の方を全部臨時職員にさして

いただいております。ただ、非常勤のところにつきましては、市の職員が

いないところについてはですね、管理監督ということもありますんで、場

所によっては非常勤職員の配置を考えさせていただいております。 

当然、来年度の採用については、臨時職員については、１年以上の雇用

ということができませんので、何らかのそうした行革大綱の中に基づきま

す雇用体系をですね、明らかにさしていただきたいと思っております。こ

のことも行財政改革の一環の中で、臨時職員のですね、適正な配置を考え

させていただきたいと思いますので、どうかよろしくお願いいたします。 

基本的な旧町で今までやってたこと、そのままですね、今年度実施する
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ということは、行財政改革になりませんので、やはりある程度細かい分野

までもですね、精査をさしていただいて、何らかの見直しを図っていかな

いとですね、ある程度人数の精査にもならないんではなかろうかと思って

おりますので、ご理解よろしくお願いいたします。 
◯﨑 岡 議 長   ４番、山本優君。 
◯山本(優)議員   最後に２点ほど質問さしていただきます。市長の説明では、今年は採用

ゼロ、来年も予定なしというような説明でしたが、私が先ほど言いました

のは、そういう自然減でやってたのでは行財政改革にはすぐならないんで

はないかという意味で言いましたので、これを早期にそういうところを計

画される。今、総務部長も早期にやると言われましたけども、採用方法だ

けでなく、他にも考えることがあるかどうか、ひとつ説明いただきたいと

思います。それと、農協と市と一緒になって農業振興センターを設立して

やられるということでございました。そういう中で、指導者の選択でござ

いますが、農協、市と関係者が有能な人がたくさんおられると思いますけ

ども、市場原理のよくわかった人を中に入れて振興センターを計画されと

るのか、今まで通り、農協の職員と市の職員だけでやられるのか、その辺

を２点ほど説明お願いいたします。その２点で最後の質問にさしていただ

きます。 

それと、最後にどっかの国の首相ではございませんが、無責任な発言、

指導ではなく、住民の視野に立っての市民生活が安定、向上が実現できる

ように現実に即した行政運営計画をしていただくようお願いして、質問を

終わります。 

◯﨑 岡 議 長   市長、児玉更太郎君。 

◯児 玉 市 長   人減らしはどうしてもやらんにゃあいけん問題でございますが、正規の

職員についてはですね、やはり身分が保障されておるとこういうこともご

ざいますので、順次やはり希望退職等があれば、募っていくという方法も

あるわけでございますが、あんまり無理なことはできないというように私

も考えております。ただ、今私が望みをかけておるのは、分権の関係でで

すね、権限がかなり県から市へおりてくる可能性はあるわけであります。

ここ１、２年でですね。そうすると、それに対応するためのこれは分権で

すから、金も一緒におりてくるということ、権限と金が一緒におりてくる。

権限だけおりてきたんでは、これはもういけませんので、必ず金をつけて

権限をおろしてくれるということでございますんで、それがあれば多少の

人がいると、こういう問題が出てくる可能性はあると思います。 

現在、ご存知のように、先般もご報告申し上げましたように、県が農林

事務所を現在吉田にある農林事務所の合理化をすると。それと、吉田にあ

る建設局の吉田支局を合理化すると、こういう問題もございまして、まあ

それが本当にできる、もしするならば、かなりの権限がこちらに来ないと

それは住民に不利になると、こういう問題もございます。それともう一つ

は、今、県から、あるいは県の関連団体から職員の派遣をいただいておる

ところもありますので、これはやはり一様の一定の使命が終われば、また
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元に帰っていただくとこういうことになろうかと思います。そういう点で

の合理化は、かなりのものができるんじゃなかろうか、このように考えて

おります。 

振興センターの具体論については、部長の方から答弁をさせます。 

◯﨑 岡 議 長   産業振興部長、清水盤君。 

◯清水産業振興部長  仮称農業振興センターのことについて、お答えを申し上げます。センタ
ーの構想につきましては、議員仰せのように、これからは市場原理に基づ

いた農畜産物の振興ということが、非常に重要になって参ります。国の方

におきましても、米につきましては、売れる米づくりということを既に打

ち出しておりますので、市長が申し上げましたように、作る、売るを一体

とした指導体制の部署を作っていきたいというふうに考えておりまして、

もちろん技術普及部門も機能の中におきまして、販路の開拓の部分につい

ても、当然そのセンターの中に役割の一つとして備えていきたいというふ

うに考えております。 
この人材的なものにつきましては、また農協さん、あるいは関係団体等

のいろいろと協議、お知恵をいただきまして、流通部門に対応できる人材

の配置も当然考えていきたいというふうに現在検討を進めておるところ

でございます。以上でございます。 

◯﨑 岡 議 長   続いて６８番、松浦利貞君。 
◯松 浦 議 員   はい、議長。６８番。八千代会派の松浦でございます。 

私は、去る１５日の予算発表、そしてまた新しい市長の施政方針、その

中につきまして、１問質問をさしていただきたいというふうに思います。

その中に、新市の建設計画というのがございます。私は、この一般質問の

中でも市長が答弁をなさっている中に、財政が大変厳しいという言葉が、

再三再四出てきております。その中にありまして、私はこの新市の建設計

画そのものを見直すことができるのか、できないのか、その点につきまし

て、質問をさしていただきたいと思います。 
この３月の合併によりまして、安芸高田市が新しく発足いたしました。

市長の施政方針の重要課題として、合併協議会の中で約束、検討をなされ

てきました第２庁舎、あるいは文化ホール、広域火葬場、そしてまた特別

養護老人ホーム等々、そういう新しい市の建設計画が盛り込まれておりま

す。確かに、合併協議の中で論議されたことではありますが、それは合併

という大きなテーマの中でどこまで論議をされたか。建設ということのみ

が先行し、その財源をどこに求めるかと。これからはその論議がなされる

ことと思いますが、新市の新しい予算を見ますと、もう既に７０億からの

市債を発行しなければならないような、新しい予算が起案されております。

行政執行運営をしなければならない状況の中で、私はこの新市計画につい

てひとつ考え直すことが必要ではないかということでございます。市長は

この新市建設計画を見直す勇気と、お考えがあるかどうかを私はお尋ねさ

していただきたいと思います。 
なぜこの様なことを申し上げますかといいますと、合併前の各町の庁舎
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の他施設の建設等が未だに活用されず、遊休状態になっている様に思われ

てなりません。特に火葬場については、４か所の既設の火葬場があります。

新しい市の中に盛り込まれております火葬場建設についても、私は今まで

ある既設の火葬場は、地域住民にとっては、近くて便利な施設ではないか

と。そういったのを一箇所にまとめてやろうという考えのようでございま

すが、そういったようなところについて、やはり配慮なされているのかど

うかということ。また、その火葬場についても、修理をしたり、いろいろ

なことをすれば、私は活用が可能ではないかというふうに思っておるとこ

ろでございます。 
また、合併の先進地、あるいはそういうところに行きまして、特に我々

も篠山、あるいは篠山市の方に研修、研究に行きました。その中で、合併

当時に約束された大きな箱物、そういうものを建てたばかりに、財政を圧

迫し、またその活用が本当に有効活用されているかどうかということにつ

いて、やはり懸念があるといったようなことも聞き及んでおります。そう

いう中で、これらのことを考え、これから計画立案審議される重要な課題

について、私は一考されるお考えがあるや否やをお伺いいたしまして、私

の質問とさしていただきます。 
◯﨑 岡 議 長   市長、児玉更太郎君。 

◯児 玉 市 長   ただ今の松浦議員さんのご質問でございます。新市の建設計画の見直し

についてというご質問でございます。しかし、新市の建設計画につきまし

ては、合併協定項目の一つでございますし、六町の合併協議の中で取りま

とめていただいたものであり、極めて重く受け止め、また、それを着実に

実行に結び付けていくということが、安芸高田市の初代市長としての私に

課せられた責任であるというふうに認識をしておるところでございます。 
議員ご指摘の通り、財源については政府の三位一体の改革に伴う補助金

と地方交付税の減少、また景気の低迷に伴う市の税収の減少等により、安

芸高田市を取り巻く財政環境は、非常に厳しいものがございます。一方で、

建設計画を着実に実行するには、膨大な一般財源が必要となるわけであり

まして、そのためには、行財政改革をはじめとして、山積みしております

数多くの課題を早急に着手し、解決していかなければならないと考えてお

ります。 
建設計画の実施にあたっては、本来ならば概ね向こう１０年間を目標と

する長期総合計画を策定し、個々の事業については、基本計画、実施計画

の策定段階において、緊急性、有効性、妥当性、必要性、費用対効果等々

十分な精査を行うべきですが、厳しい財政状況の中で、時間的余裕があり

ませんので、建設計画をベースに５年間程度の実施計画の策定と財政推計

を実施し、既存の個別計画並びに個々の事業の優先順位についても精査を

していきたいと考えております。 
なお、火葬場につきましては、ご承知のとおり、安芸たかた広域連合時

代に連合長より連合議会に調査付託がなされ、その答申も受けて、新市に

引き継いでおりますので、尊重していかなければならない問題であろうか
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というように考えます。特に、高齢化が進展し、集落で葬儀が行うことが

非常に困難になっている深刻な状況や、炉の規格や老朽化の問題もありま

すので、そうしたことも踏まえ、本年度において具体的な方向も考えてい

きたいとこのように考えておるところでございます。 
特に、合併先進地の兵庫県の篠山市が建設計画で莫大な箱物を造ったた

めに、合併の先進地であるとともに、合併で行き詰まった先進地と、この

ような話が最近あるわけでございます。そのことは、合併協議を進める中

で、既に分かっておりましたので、この篠山の轍は踏まないとこういうこ

とで、最小限の施設に絞り込んでおるとこういうこともあるわけでござい

ます。そういうことで、もちろん今から具体的な話を進める中で、この建

設計画にあります予定の予算を絞り込む方法はないかと、こういうことは

我々としても知恵を出していく必要があろうと、このように考えておりま

す。 
◯松 浦 議 員   議長。 

◯﨑 岡 議 長   ６８番、松浦利貞君。 
◯松 浦 議 員   なかなか懇切丁寧な回答をいただいたわけでございますが、大変このこ

とについては難しいんではないかという、合併協の中での約束されたこと

だというふうに思いますが、私はなぜそういうようなことを申し上げるか

といいますと、やはりこの新しい新年度予算、これからのいろいろな財政

というものをみた時にですね、早い話がこの間も市長は合併の時から持っ

て寄った負債といいますか、町債といいますか、市債、その残高が４８１

億円ということも申されました。これは当然返済していかなきゃあいけな

いお金、そして新しい新市計画の中にある建設予算というのが、第２庁舎、

文化ホール、あるいは火葬場、特老、こういったものを含めると７８億か

かるということも、明示されております。その中にあって、安芸高田市の

予算は２５７億７千４００万という予算が提案されとる中で、もう既に市

債を７０億から発行しなきゃあいけない、この７０億を足せば、累積債務

というのは５５３億円。莫大なそういうものを抱えながらの、なおかつそ

ういう施設を造ることが、果たしていいかどうか。例えば文化ホール、例

えば今、申されましたように、約束だということもあろうかと思いますが、

やはり千人規模のこの文化ホールにしても３５億という莫大な予算を計

上しておられる。それと年に１回か２回しか集まらないような集会で、そ

のような大きな箱物が果たして必要かどうか、あるいはそういったような

ことを踏まえてですね、私は先ほどの市長の回答の中で、よく検討してこ

うだということがございましたので、これ以上この回答を求めるどうこう

云々ということはございませんが、ひとつ見直しということでございます

ので、止めたらどうかということじゃあございませんので、そこら辺を拡

大に解釈しながら、財政の健全化、あるいはそういったようなことを進め

ていただければというふうに思っとるところでございます。以上、再質問

をさしていただきますので、よろしくご回答お願いしたいと思います。 
◯﨑 岡 議 長   市長、児玉更太郎君。 
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◯児 玉 市 長   お答えをいたします。まだ合併してから４ヵ月も経っておらん時にです

ね、この問題をその論議することそのものがですね、ちょっと私は僭越の

ような気がするんですが、せっかくのご質問でございますし、また充分事

情をよくご存知の前議長さんのご質問でございますので、あえてご心配を

いただいておることについては、本当に我々も真摯に受け止めていきたい

と、このように考えております。特に起債がどんどん増えてくるというこ

とについてはですね、非常に我々も心配をしておりまして、合併建設計画

にある予算をそのまま使うという気持ちは我々もございません。例えば先

日の一般質問でもございましたように、今のところ文化ホールと第２庁舎

を別々に造るという構想で、それぞれに予算を組んでおるわけで、これを

合併施設にすればですね、随分予算は減ってくるとこういうことも一つの

先ほどの松浦議員さんのご質問にお答えできるんじゃないだろうかと、こ

のように考えておりまして、そこらは今後充分そのご意見を賜りながら、

できるだけこの合併特例債、２００億近いものはありますが、必ずこれは

起債でございますので、後払っていかんにゃあいけんと、こういうことが

出てきますんで、充分今後、後年度に負担のかからないようにひとつ考え

ていきたいと、このように考えております。 

◯﨑 岡 議 長   この際１３時００分まで休憩をいたします。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午前１１時５２分 休憩 

午後 １時００分 再開 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

◯﨑 岡 議 長   再開いたします。 

続いて５６番、浮田洋吾君。 
◯浮 田 議 員   議長。５６番、八千代会派の浮田でございます。私はただ今より６月定

例会の初日行われた、児玉市長の平成１６年度の施政方針演説を踏まえて、

市長に対し３項目、教育長に対し１項目、計４項目にわたり、一般質問を

いたします。 

まず初めに、児玉市長の施政方針の中での当面する重要課題について、

児玉市長に質問をいたします。高田はひとつでやっていこうという意志統

一のもとに、安芸高田市は、本年３月１日をもって県内第１４番目の市と

して、また、平成合併では県内で最初の新設合併として誕生いたしました。

現在、合併後４ヵ月足らずを経過しておりますが、いくつかの問題点が指

摘されております。 
市長は、施政方針演説の中で、当面する重要課題について、本庁舎が狭

隘なため、各分庁舎に組織を分散して執務をいたしており、市民の皆様方

に多大なご不便をかけていることから、市役所第２庁舎の建設を急ぎたい。

また、特別養護老人ホームの建設などが当面する案件でございますと申さ

れております。そこで、市長にお伺いいたしますが、第１点目として、市

役所第２庁舎建設計画にあたっては、当然市長は本庁、支所の将来のあり

方を展望された上で言明されているものと私は考えますが、これについて
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市長の基本的見解を伺います。 
１つといたしまして、特別養護老人ホームについてでありますが、これ

まで民活での対応を検討されたことはないのか伺いたいと思います。 
１つといたしまして、地域経済の低迷への対応、地域の一体的な発展へ

の対応について、市長の見解を伺いたいと思います。 
１つといたしまして、可部バイパスの早期実現について児玉市長に質問

をいたします。市長は平成１６年施政方針演説の中で、快適で賑わいのあ

るまちづくりと題して、次のように述べておられます。道路網や公共交通

体系の整備は、地域の一体的な発展を実現するための基盤として必要不可

欠なものであります。とりわけ、道路網につきましては、合併支援道路と

位置付けをいただいております地域高規格道路「東広島高田道路吉田向原

間」「県道原田吉田線」「国道５４号可部バイパス」などの早期整備へ向け

て、関係機関との連携、協議を促進して、努力して参りたいと申されてお

ります。可部バイパスなどの早期実現については、安芸高田市にとりまし

ても、とりわけ八千代町にとりましては、生活道であり、町活性化の生命

線でもあります関係で、長年にわたる八千代市民の切実なる願いでありま

す。今回の合併を一つの契機として、可部バイパスが１日も早く実現する

よう、我々地元住民は云うに及ばず、ここは市民全員が英知を結集して最

大限の努力を傾注すべきと思います。これについて、市長の積極的なる答

弁を求めたいと思います。 
１つといたしまして、就学前教育の充実と今後の幼保対応について教育

長に質問をいたします。教育長もとくとご存じのことと存じますが、長崎

県の佐世保市小六の女児が同級生に、しかも校内でカッターナイフで切ら

れ死亡するという何とも言いようのない衝動的な事故が起きてしまって

おります。一緒にニュースを見ていた子ども達も「えっーうっそー。どう

してこんな事件が起きたんだろう。いじめられたりしていたのかな。学校

へ行くのが怖くなってしまった」と言っておるのが現状でございます。 
今後、犯行の動機や、なぜ殺人までの行為に及んでしまったのか明らか

になってくると思うのでありますが、安芸高田市教育委員会としても、こ

うした事件が起きる背景や防止策を早急に立てる必要があるように私は

思います。教育委員会としては、安芸高田「かがやき」プランの中で、今

後の対応を協議されると思いますが、今後こうした事件が発生しないよう

保護者のニーズ等を十二分に踏まえる中で、幼稚園はもちろんのこと、保

育所においてもさらなる就学前教育の充実を図っていくことが必要であ

ると存じます。また、地域によって幼稚園、保育所の隔たりがないように、

市内全体のバランスを考慮し、幼稚園と保育所の統廃合をも検討し、また、

今後の民間委託も視野に入れながら、適正配置を計画的に行う必要がある

ようにも思います。これについて、教育長の基本的見解を伺いたいと思い

ます。 
最後に健康寿命延長施策につきまして、児玉市長に答弁を求めます。我

が国の平均寿命は、平成１４年で男性７８．４才、女性８５．３才であり
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ます。病気や機能低下によって、寝たきりや痴呆にならず、健康で自立に

暮らすことのできる健康寿命は、男性７２．３才、女性７７．７才で、ま

さに、世界最高の健康長寿大国といえる状況が実現をしております。 
今回の６月定例会で提示されております特別会計の中の国民健康保険、

老人保健、介護保険の３つの総額は、何と１１５億９千１６６万７千円で

軽々と１００億円を突破しておるのが現状であります。このことからして、

平均寿命がいくら延びても、健康寿命がそれを上廻るペースで延びてこな

いと、高齢者の暮らしの中身は向上せずに、介護や医療の社会負担だけが

順調に延びて、将来的に予算編成が難しくなることも予想されます。そこ

で、本市としても生涯にわたり元気で活動的に生活できる、明るく活力あ

る高齢社会を築くことを目指し、健康寿命延長施策について真剣に考慮す

べき時期に直面していると私は思うのであります。これについて市長の見

解を伺います。以上でございます。 
◯﨑 岡 議 長   市長、児玉更太郎君。 

◯児 玉 市 長   浮田議員さんのご質問にお答えをいたします。当面する重要課題につい

てのご質問でございますが、まず、市役所第２庁舎の建設につきましては、

施政方針でも申し上げましたように、現在の本庁舎が狭隘なため、吉田町

内にある遊休建物等を一時借用し、分庁舎において一部の事務を行ってお

りますことから、市民の皆様にご不便をかけております。住民サービスの

観点から考えますと、行政組織はできるだけ１ヵ所に集中して、複数の用

件もそこで処理できることが必要であろうかと考えます。３月の新市発足

以来、本庁と支所の役割分担につきましては、実際の執務の中で検討を続

けておりますが、このことにつきましては、平成１６年度の事務執行を通

し、市民の皆様にとってよりよい関係の構築へ向けて努力して参りたいと

思います。 
次に、特別養護老人ホームの建設、運営方式につきましては、いわゆる

公設民営で整備をいたしており、建設は安芸高田市における公設で、運営

は社会福祉法人ちとせ会による民営の予定をしております。合併協議にお

きまして、民間活力の導入について検討した結果、６町の施設福祉におけ

る格差是正を行い、地域の均衡発展を図る観点から、新市で基盤整備を行

う公設民営方式を決定いたしております。 
次に、可部バイパスの早期実現という質問でございます。道路網や公共

交通体系の整備につきましては、施政方針の「定住と交流のネットワーク

づくり」で述べさせていただいておりますように、地域の一体的な発展を

実現するための基盤として必要不可欠なものでございます。本市の中央部

を横断する国道５４号は、広島市と三次市を結ぶ大動脈であり、重要な生

活路線でございます。また、今回の合併によりその重要性は一層増してき

ておりますことから、地域高規格道路東広島高田道路などとともに、合併

重要路線として建設計画に掲げているところでございます。国道５４号は、

可部中心部の渋滞がひどく、バイパス整備の遅れは本市の行政運営にも大

きく影響を与えるものと考えております。この解消のため、国土交通省に
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おかれては、これまで精力的に可部バイパスの整備を実施していただいて

おり、具体的な整備状況並びに今後の計画など、国土交通省三次河川国道

工事事務所と協議をいたしましたところ、現在、新太田川橋付近のバイパ

ス起点から県道南原峡線までの区間が完了しております。供用開始されて

おり、また、広島市の市道山倉線までの区間につきましては、平成１８年

度工事完了がほぼ見通しがたっておるところでございます。これ以北の上

根バイパス接続までの区間つきましては、平成１５年度から用地買収に取

りかかっていただいているところでございます。 
昨今の社会経済情勢では、国の道路財源の確保も大変厳しいものがご

ざいますが、引続き早期整備に向け最大限の努力をいたす所存でございま

す。本市といたしましては、国道５４号改築促進期成同盟会などを通し、

今後一層関係機関へ要望活動を強化して参り、また市独自としても独自の

動きも併せて行う予定にしております。一日も早い完成に向けて努力いた

す所存でございますので、議員の皆様方には格別のご協力並びにご支援を

賜りますように、よろしくお願いをいたします。 
また、地域経済及び地域の一体的な発展への対応につきましては、新市

に蓄積された多様な資源や豊かな環境を活かし、特色ある産業の活性化や

広島都市圏をはじめとする地域内外の活発な交流を図り、将来に向けて持

続的、かつ安定的に発展することができるよう、多様な生産と交流のまち

づくりを推進してまいります。この質問はなかったような気がしますんで、

答弁は省略させていただきます。 
◯﨑 岡 議 長   教育長、佐藤勝君。 

◯佐藤教育長   長崎の事件を踏まえた今後の対応策並びに就学前教育についてのお尋

ねだったと思います。そのことについてご答弁させてもらいます。先の長

崎県佐世保市における小学校において、小学校６年生の女子児童が同級生

に殺害されるという事件が発生いたしましたことは、誠に痛ましく、大変

胸が痛む思いがしております。 
教育委員会といたしましては、今回の事件を踏まえまして、6月１０日
の小中学校校長会で何点かの指導をしております。１つは道徳の授業はも

とより、学校の教育活動全体を通じて、人の命を奪ったり、傷つけたりす

ることは、絶対に許されない行為であることなど、命を大切にする指導を

行うこと。２点目は、児童生徒の「心」のサインを見逃さず、問題行動の

前兆を把握して、早期に対応すること。３点目は、教職員間で、気になる

児童生徒の情報を共有できる体制を確立し、全職員が同じ指導方針を踏ま

えて対応すること。次に学校が抱え込むことなく、家庭、地域、関係機関

との連携を進めること。などの指導をしたところでございます。今後とも

安心、安全な学校づくりに向けて、各学校での取り組みの検証する期間を

定め、一過性の取り組みに終わらないよう指導して参りたいと考えており

ます。 
次に就学前教育についてでございますが、現在、安芸高田市内には公立

幼稚園が吉田に１園、私立幼稚園が八千代に１園、合計２園があります。
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保育所は、公立が１０か所、私立４か所で、合計しますと１６の就学前教

育、保育の施設がございます。幼稚園と保育所の適正配置につきましては、

まずは市内の各施設における教育、保育の実態を把握し、その充実に努め

るとともに、保護者のニーズを把握する中で、教育委員会と福祉保健部が

連携をして、将来展望を持って最善の方策を研究する必要があると考えて

おります。 

◯﨑 岡 議 長   市長、児玉更太郎君。 

◯児 玉 市 長  最後にご質問の健康寿命の延長施策についてでございます。ご指摘をい

ただいておりますように、平均寿命は生活環境の改善や医学の進歩により

まして、世界有数の水準に達しております。しかしながら、急速な高齢化

とともに生活習慣病や要介護者が増加し、これに伴いまして、老人保健医

療費、介護保険給付費等が増加し、市町村財政に深刻な影響を与えておる

ところでございます。すべての市民が、健やかで心豊かに生活できる活力

のある安芸高田市とするためには、従来にも増して健康を増進し、発病を

予防する一次予防に重点を置いた施策を強力に推進しながら、一方で生き

がいづくりや介護予防、生活支援事業を充実させ、壮年期死亡の減少、痴

呆や寝たきりにならない状態で生活できる期間、健康寿命の延長を図るこ

とがきわめて重要になって参ります。本市といたしましては、総合検診や

人間ドックの奨励によって、疾病の早期発見を支援いたしますとともに、

食生活の改善や各種健康教室等で生活習慣病予防啓発を行い、また老人ク

ラブやシルバー人材センターの活動支援を通じた生きがいづくりや、在宅

福祉事業を充実し、痴呆や寝たきりにならず、健康で質の高い生活をいつ

までも過ごしていただきますように取り組みをいたしていきたいという

ように考えております。 
◯﨑 岡 議 長   ５６番、浮田洋吾君。 
◯浮 田 議 員   ただ今は市長並びに教育長より答弁をいただいたわけでございますが、

その中でいくらか私に納得できない点がありますので、再質問をさしてい

ただきたいと思います。まず第１点目の質問の中で、市長に対して答弁を

求めます。先ほどの市長の答弁の中で、今朝ほど同僚の松浦議員の答弁に

ありましたように、第２庁舎建設については当面合併時の約束であるので、

一応やるということでございましたが、ただ私もですね、合併時にいろい

ろ法定協の中とか、町長議長会の中で議論に携わっておりますので、非常

に言いがましいようにも思いますが、ただ機構改革の問題と若干関連する

のではないかというふうに思いますので、今第２庁舎の建設の件でござい

ますが、これはその時の議論の中でですね、いろいろありましたように、

吉田の支所を別に建てるのか、あるいは本庁舎の中に置くのかというよう

な議論がかなりあったように思います。その中で、吉田の支所を本庁内に

置くと、吉田の市民がですね、要するに本庁との交渉であるので、得をす

るという言葉は別にしましてですね、混同があるんじゃないかと。やっぱ

り吸収合併じゃないんで、対等合併なので、やはり吉田も他の５町と同じ

ように、吉田支所を造るべきじゃないかという議論もあったように思いま
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すが、最終的には吉田の本庁内に置くというように議論が統一されてなっ

たように思います。ただその中でですね、自治振興課につきましては吉田

に置くけども、やはり案内所といいますか、ここが吉田の自治振興課です

よという案内板を設置して、町民の皆さんがわかるようにするべきじゃと

いうようになっとるんじゃないかというように思いますが、本来ならば自

治振興というのは窓口でございますので、庁舎の入り口の案内のところに

ですね、これが自治振興課の窓口ですといって作って、そこへ課を置くの

が私は一番市民に密着した在り方だろうと思いますが、今は自治振興課が

どこにあるんやら、全然案内板一つもありませんし、知っとるものはあり

ゃあ裏の二階の別庁舎だというようなことがあると思いますが、そこらの

問題も含めてですね、市長がいつも言っていらっしゃいますように、支所

を充実させて地域の活性化、地域の統一化を図るというマスコミあたりで

も一応発表されておりますが、そういうことからすれば、ちょっと今すぐ

とは言いませんがですね、将来の懸案事項として、対等合併でもあるし、

吉田は吉田の支所を置くべきではないかというふうな私は思いがいたし

ます。だから、吉田の支所を建設して現在の庁舎を新庁舎にしても、充分

活用できるんじゃないかというような思いがせんでもありませんが、そこ

らの問題についてですね、市長はどのようにお考えなのか、ちょっとそこ

らの答弁をお願いをいたしたいと思います。 

次に、可部バイパスの問題についてでございますが、先ほど可部バイパ

スの重要性、そして国土交通省について、積極的に交渉していくという中

でですね、平成１８年度山倉線まで開通するということでございましたが、

この平成１８年度の山倉線の開通についてはですね、人によればここまで

開通すると、ある程度バイパスは、やれ混むとか何とかいわんでも、わり

とスムーズにいくんではないかという関係者もいらっしゃいます。それは、

ついてみんとわかりませんが、ただそういう進捗状況の中でですね、ちょ

っと私が調査した部分を調べますとですね、ちょっと若干違うんですが、

広島土地開発公社に行きますと、今、山、専隆寺というのが三入にありま

すが、こっちから行くと、お寺がですね、専隆寺のとこまで９０％ぐらい

土地の買収が済んでおりまして、専隆寺から可部バイパスの下りるバイパ

スのつなぎまでは、もういわゆる図面もできておるというふうにお聞きを

しております。ただ私が重要なことは、なぜこれを言ったかと言いますと

ですね、平成１０年頃に国土交通省、あるいは関係機関はですね、年間３

０億円ぐらいかけて２０年ぐらい可部バイパスはかかるよと。そのために

は年間３０億ぐらいを是非とも国土交通省なり国会議員の先生にお願い

して、まず３０億を確保すべきというような話がありましたが、なかなか

３０億が突破することができませんでした。しかし、平成１２年頃からで

すね、国会議員の先生方のご尽力があったと思うんですが、平成１２年４

０億、平成１３年４０億、平成１４年４２億、平成１５年４０億と、我々

が思ったほどより以上にですね、この予算がついて参りまして、だから、

言いましたように、山倉線まで用地の買収はできたよと。大林も今、要点
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だけは土地の買収をしとるよということでございます。ただ、私が一番危

惧するのはですね、今年も４０億の予算をつけてやろうといって国土交通

省は言うたようにお聞きしておりますが、広島市がですね、一般財源がな

かったために、こんな４０億はどうにもならんということで、広島市の関

係で今年の予算が１６億８千万に大幅に減額されたんじゃないかという

ように私の調査ではこのように聞いております。なるほど、大林地区は広

島市の辺地でございまして、国会陳情に行きました時もですね、元総理の

宮沢さんが１０年ぐらい前の話ですが、｢浮田さん、可部バイパス、バイ

パスと言っても大林は広島市にとっては辺地ですよ」と、｢だから中心街

ではないんで、なかなか辺地ですから思うようにいきませんよ」というて

言われたことがありますが、まったく考えてみると、大林は広島市の辺地

でごさいまして、やはり広島市もなかなか中心部に比べて、熱の入れよう

が少ないんじゃないかと。だから、市長にお願いをしておきますが、広島

市長が国道５４号線可部バイパス期成同盟の会長で、恐らく市長は今、副

になられたんじゃないかというふうに思いますが、なるほど国土交通省と

の交渉も大切ですが、広島市と交渉してですね、やっぱり財源確保につい

て広島市に協力を得るのも、当然必要になってくるんじゃないかというふ

うに思います。 

今、広島市はご存知のように執行部と議会がぎくしゃくしておりまして、

なかなか私がお願いするようにスムーズにいくかどうか知りませんが、そ

こらの問題を踏まえて交渉していただきたいと。だから、広島土地開発公

社の方も予算が大幅に減ったんで、大林地区の重点施策について、平成１

６年度の予算がまだ決定してないと何ぼになるかわからんというような

非常に危惧した状況になっておりますので、そこらを充分踏まえて、市長

には可部バイパスの早期実現につきまして、さらなる努力をお願いしたい

というふうに思います。 

次に就学前教育の充実につきまして、先ほど教育長の方から答弁をいた

だいたわけでございますが、なるほど先ほど保育所並びに幼稚園の数につ

いて、説明をしていただきましたが、私が言いたいのは、１点はですね、

幼稚園が要するに吉田、八千代以外はありません。平成１８年度から幼稚

園と保育所の統合といいますか、やはり文部省なり厚生省の方では、一応

建物を一応建ててみて、一応そこで合同できるかどうか調査研究をしなき

ゃあならないなというような段階にはあるそうでございますが、なかなか

そこまでいかんのんじゃないか。やっぱり基本的にいうたら、保育所は０

歳から３歳、そして幼稚園は要するに４歳から６歳というのが原則でござ

いますので、私はやはり就学前教育を充実させていくためには、幼稚園も

当然、安芸高田市にとって必要ではあるまいか、いうふうな思いがいたし

ますが、その点について教育長はどのようにお考えなのかというのが１点

と。 

もう１つは、小泉内閣の三位一体の改革ではございませんが、将来的に

はですね、公立にある保育所並びに幼稚園をですね、民間委託というよう
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な方向にせざるを得んのんじゃないかというような思いが私してなりま

せん。広島県内の本年度４月現在の調査をしていますとですね、保育所が

６２５ある中で、公立が４２２、私立が２２３、そして幼稚園は、これは

３月１３日の調査ですが、公立が１１０で、私立が２０３と。公立の倍ぐ

らいに私立がなっとる現状を踏まえた場合に、安芸高田市として現状のま

までいいのかなという思いがいたしております。それで、幼稚園並びに保

育所の公立の指導者数といいますか、正規職員、臨時職員、調理職員の合

計はですね、全部で１２８人になっておるんじゃないかというふうに思い

ます。この費用を将来的に市で賄っていけるんいかどうかということを考

えた場合に、将来的にはやはり民間委託という方法も何年か先に長い目で

見て、計画的に考慮すべきことが必要なんじゃないかというふうに思いま

すが、その点について教育長はどのようなお考えなのかということをお聞

きしたいと思います。 

最後に児玉市長に対してまして、健康寿命の延長施策につきまして、先

ほどはかなり積極的な答弁をいただいたように思いますが、考えてみれば

結論的にはですね、自分の体は自分で守る、要するに健康の先取りをする

というのが基本の原則だろうと思うんですが、ただやはりいろいろ一次予

防の中で健康増進をしていくとか、いろいろおっしゃいましたが、やはり

一つにはですね、計画的な例えば健康寿命を１０年間で２年なら２年延ば

すとかいう具体的な方向性を持ってですね、その目標達成のためには、例

えば具体的に女性のガンの緊急対策とか、介護予防戦略とか、働き盛りの

健康安心プランとか、健康寿命を延ばす科学技術の振興とかですね、ある

具体的な項目をもって目標達成のために努力する方策を、できれば立案計

画して実行していただきたいというふうに思います。 

ただもう１点、これちょっと余談になるかしりませんが、男子対女子の

関係ですが、当然、平均寿命も健康寿命も女子が長くなっておりますので、

当然、女子が長生きをするわけでございますが、私が調べてみますとです

ね、４月３０日現在の安芸高田市の全人口は３万４千２２１人、その中の

男性が１万６千４５４人、女子が１万７千７６７人で、ほぼ４８％、男子

が４８％、女子が５２％、ほぼ半々ですが、これを６５歳以上に比べてみ

ますとですね、男子は４０．４％、女子が５９．６％と、四分六で要する

に女性が多くなっておる。これが第二いわゆる後期高齢者７５歳以上にな

りますと、まだひどくなりまして、男性は３６．４％、女性は６３．６％

というように、女性の方がかなり長生きをしておる現状をふまえたら、や

はり私、男性でこういうことを言うたら失礼でございますが、女子は女子

で努力していただく中で、特に男性向けのですね、やはり健康の先取りと

いうか、そうした方策をするのも一つの手じゃないかなというふうに思い

ます。以上で、再質問についての答弁をお願いしたいと思います。 

◯﨑 岡 議 長   市長、児玉更太郎君。 

◯児 玉 市 長  まず１点目の事務所の問題でございますが、合併協議をする段階でご承

知のように、吉田に支所を設けるか設けないかという問題は随分論議があ
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った問題でございます。しかし、結論的には吉田支所は設けずに、本庁で

吉田の事務はやるとこういう結論になったわけであります。しかし、吉田

支所に関係をする事務といいますか、戸籍とかそういうような日常の事務

以外に総合的な吉田に関する事務につきましては、自治振興課を作って、

吉田担当の課を作っていくと、そこで吉田の窓口にすると、こういうこと

で合併協定の中でご承知のように、決まったわけでございます。 

しかし、この自治振興課は、自治振興部の中に入っておりますんで、現

在の事務所は別館の２階に入っておると、こういうことでございます。こ

の吉田担当の自治振興課というのは、まず吉田の地域振興組織を立ち上げ

るための具体的なお世話をするというのがまず第一の仕事であるわけで

あります。で、その他に、どこの課にも属しないような共通の吉田の問題

については、ここを窓口にするとこういうことになっておるわけでござい

まして、この自治振興部の中にある吉田担当の振興課を窓口にもってくる

かどうかいう問題については、いろいろ論議がある問題だろうと思います

んで、今後検討さしていただきたいとこのように考えておるところでござ

います。 

それから、可部バイパスについての問題でございますが、ご存知のよう

に、広島市が大規模プロジェクトの見直しをするということで、学識経験

者を中心にして見直しの委員会を作りました。その時に、まだ合併前では

ございましたが、その委員会の委員長をしておられます広大の地井いう教

授がこれ委員長をしておられるんですが、これともお会いしまして、特に

可部バイパスについては大変広島市も重要ですが、高田市にとっても合併

する高田市にとっても重要な課題なんで、ひとつ特別の配慮を願いたいと

いう話はいたしました。その時の話に、可部バイパスについては重要なプ

ロジェクトということで位置付けはしてあるとこういうことですが、その

後、学者の委員会というのが、予算を削られてたち切れになりましたんで、

今後はどうなるかわかりませんが、その時の話はそういうことでございま

した。したがって、問題はやはり広島市がどのように裏財源を確保するか

ということが一番大きな問題で、いくら安芸高田市がいうても、高田市が

その裏財源を持つわけにはいきませんので、そういうことで我々としては

充分広島市と連携をしながらやっていくと。特に、市議のレベル、県議の

レベルでもそういう期成同盟会の組織を立ち上げておられますんで、そこ

らと充分連携を取りながらやっていきたいと、このように考えております

が、建設省を担当しております三次の建設省と、つい一週間ばかし前にも

話をしたんですが、建設省そのものはもう是非ともやらんにゃあいけんと。

問題は、やっぱり予算ということがありますので、建設省と特別に今、話

をしながら、共同で戦略を練っていくということの段取りをしております

んで、これはやはり期成同盟会もですが、安芸高田市独自としても、建設

省と共通の戦略を練っていくということが必要であろうというように思

います。ご指摘のように、山倉からこちらに向けてはかなり用地買収はし

ておりますが、トンネルを抜けて急に下りになっておりますところは、あ
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れはその急な下りをとって結んでいくという計画があるようであります

が、そういうことで、そうすると、途中から高いところへ上がるようにな

るという問題があるようでございますので、何か今のバスのターミナルが

あこへ下りたところにありますが、あの辺でいっぺん上がれるようにする

という、まずはそこまでを先にやると、こういうような話もこの間建設省

と話をする中で聞いておりますんで、何としても山からこっちへ早くつく

ようにということを安芸高田市の大きな課題としてやっていきたいとこ

のように考えております。 

それから幼保の問題については、教育長の方から答弁をさしていきたい

と思います。 

健康寿命の問題についても、先ほどご指摘の通り、その具体的な目標を

どのように掲げるかというのは、今後福祉事務所と、福祉保健部、これは

一緒になっておるんですが、これを中心にして、また関係の部とも協議し

ながらやっていきたいと、このように思います。数字的な年齢の問題につ

いて、随分詳しく調査をしてもらっておりますので、私の方から言うこと

はないと思いますが、男女の年齢差を縮めるというのは、私はちょっと無

理なことじゃないかと。もう昔からだいたい女性は５歳ぐらい長生きをす

るということになっておりますんで、安芸高田市だけがこれを縮めるとい

うのは、なかなか難しい問題であろうと思いますが、努力はしていかんに

ゃあいけんというように思います。以上でございます。 

◯﨑 岡 議 長   教育長、佐藤勝君。 

◯佐藤教育長   ２点、質問があったと思います。１つは、幼稚園も必要と思うがどうだ

ということと、公設民営についての将来的な展望について、教育長の考え

方を示せということでございますけれども、ます第１点の幼稚園というこ

とについてご説明をさしてもらいたいと思います。 

うまでもなく、幼児期におきます教育は、その後の人間形成の基盤が培

われる時期であると思います。その育ちの基盤は、愛情に支えられた家庭

が第一番だろうと思います。また、幼稚園、保育所といった時期にですね、

就学前の教育、あるいは保育ということをどのように受けるかということ

によりまして、子ども達の人生も大きく変わってくるだろうと思います。

また、家庭や地域社会の教育機能が低下をしておるという現在、これら幼

稚園や保育所における就学前の教育の果たす役割がきわめて重要な時代

となっておるということについても、理解をしております。お尋ねの幼稚

園につきましてですが、幼稚園も当然必要だろうと思います。その存続に

あたりましては、やはり保護者のニーズも考慮しなければ、その幼稚園そ

のものが存続できないというような状況にもなると、私は考えております。

そこで、これまでにも幼稚園と保育所を一体となった施設ができないだろ

うかということについてはですね、もう長年論議をされたことなんですが、

縦割り行政の弊害といいますか、そういうこともありまして、なかなか進

んできておりません。 
しかし、そのままではいけないということもありまして、公立と私立の
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交流自体がですね、この安芸高田市、元の旧町においても少なかったわけ

でありますが、６月この２１日に市内の保育所連盟所長会が開かれまして、

幼児の保育に関する現状や課題について情報交換をしたり、幼稚園と保育

所、公立と私立の相互理解を図り、連携を図る動きも出ております。福祉

保健部との連携のもとで、１１月には市内の幼稚園、保育所連絡協議会準

備委員会を発足させまして、このことを通しまして、来年４月からは、就

学前教育の充実をさらに進めて参りたいとこのように考えておるところ

であります。 
次に公設民営をということでございますけれども、先ほど議員ご指摘の

ように、幼稚園と保育所の両機能を備えた施設の認可ということは、これ

までも前々から出されておりまして、１８年度を目途に幼稚園と保育所の

双方の機能を備えた総合施設というものを造るような方向での検討が現

在進められております。私は、このことがですね、できれば、地域の人の

ニーズにあった教育あるいは保育が可能になるんではないだろうかとい

うように思っております。現在、公設民営の保育所がですね、県内に５施

設ございます。例えてみますと、府中市に１つ、それから尾道市に２つ、

庄原に１つ、広島市に１つということでございますが、府中市と尾道市は、

法人で経営されておるようでございます。それから、庄原市につきまして

は、株式会社でやられとるという方式で、広島市につきましてはですね、

社会福祉財団の方で民営化ということで、取り組んでおられるということ

でございます。 
本市といたしましては、先ほど申し上げました国やあるいはそれに含ま

れます県の動きもあるわけでございますが、その動向を踏まえまして、繰

り返すようでございますが、福祉保健部と連携して、保護者のニーズを考

慮しながら、公設民営のメリット、デメリットも考慮して、将来展望にた

った保育所、幼稚園の在り方について、研究をして参りたいとこのように

考えておるところでございます。以上でございます。 
◯﨑 岡 議 長   以上で八千代会派の一般質問を終了します。 

この際１４時５分まで休憩をいたします。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午後１時５１分 休憩 

午後２時 ５分 再開 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

◯﨑 岡 議 長   それでは、再開いたします。 

続いて、高宮会派の一般質問に入ります。 

３７番、熊高昌三君。 
◯熊 高 議 員   議長。３７番、熊高です。それでは、いよいよ高宮会派の一般質問の時

間をいただきましたけども、八千代のように２時間２３分という長い時間

はできませんが、一つ市長の出身母体であります高宮会派でありますので、

市長を褒めながら、質問をしたいというふうに思っておりますので、どう

ぞよろしくお願いしたいと思います。 
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高宮会派は、１１人おりますけども、いろいろ協議をしまして、３名が

代表質問というような形でさしていただくことになりました。先頭をきっ

て私の方が総論的な形でまず質問をさしていただき、続きまして、長岡議

員、そして渡辺両議員が各論について、質問するというような形にさして

いただきたいというふうに思います。 

先日の１５日、定例会初日に１６年度の当初予算が提示をされましたけ

ども、いろいろ財政厳しい折というふうな総論的な質疑もありました。そ

ういった中で２５７億７千４００万円という一般会計の予算が提示をさ

れまして、私も国会の予算並みに数字に名前をつけてみようかなといろい

ろ見て考えておりましたが、厳しい話しばっかしでありますのでなかなか

いいアイデアは出ませんで、どう考えてもにらんでいてもなくなる予算と

かいうふうななかなかいい言葉が出てきませんでした。そういったところ

から、これは厳しい後ろ向きな議論ばっかしをしておってもどうかなとい

うふうな気持ちもしまして、児玉市長、高宮町長時代から、夢とか希望と

か創造という言葉がお好きなようで、ほ場整備等の記念碑にたくさん書い

ておられます。そういった観点から、是非とも児玉市長がこういった厳し

い折の中にあっても、どういった夢を市民に提示をされるのか、そういっ

た意味あいで聞いてみたいというふうなことで、質問をさしていただきま

す。夢を語るには、やはり市民が早く気持ちが一体化するということが非

常に大事だろうというふうに思っております。 

我々７３名の議員がこうやって１１月まで在任特例をいただいており

ますけども、ある意味当初は、設置選挙というようなことも含めていろい

ろ議論されましたが、私もどちらがいいかなというふうなことも自分自身

も悩んでおりましたが、ここ数ヶ月経ってみた中で、結果的には７３名の

議員がこうやって一堂に会して、それぞれ議員の連携というのがありまし

たけども、こうやって一堂に会して、いろんな形で交流をするということ

は、非常に将来にわたって意義のあることではないかなというふうな気が

しております。やはりそれぞれの考え方、各町の考え方、議員の考え方、

そういったものをこうやって協議をする中で、いろんなやはり人脈なり、

それぞれの状況というのが理解できるということで、将来的にはそういっ

た人脈が、ある意味新市の大きな原動力になるというふうな思いがしてお

ります。そういった意味で、この在任特例というのは、本当に有意義に使

うべきことだなあというふうに私自身は感じております。 

新市の早期の一体感を図るためというふうなことで、質問をさしてただ

いておりますが、主には２点ほどしております。先ほど言いましたように、

新市の市長、市民に夢を語ることによって、その同じ目的意識をもった中

で、一体感をつくっていくというようなこともあろうと思います。幸い安

芸高田市には、夢を語るにふさわしい大きな財産がたくさんあります。吉

田のサンフレッチェであり、甲田の湧永のハンドボール、あるいは八千代

の土師ダムのカヌー場、あるいは私の町のリージャスクレストというゴル

フ場、これは全国でも有数なランキングに入るようなゴルフ場というふう



 153

なことになっております。そういった資産があるということは、やはり若

い方々に非常な夢を与えることがあるんではないかなというふうな思い

がします。そういったものをしっかり活用しての夢を語ることができるん

ではないかなというふうな思いがしております。そして、夢を語るにはや

はり、安心をして生活できる、そういった環境づくりというのも必要不可

欠であろうというふうに思います。当然のことながら、高齢化社会の中で

いかに安心して暮らす社会づくりをしていくかというのが、大きな市政の

役割であろうというふうに思います。今回の合併にあたっての大きなポイ

ントになっておりますのが、住民自治組織、地域振興会の活動の活性化と

いうふうなことで、児玉市長も大きくそのことに観点をおいての市政をス

タートされております。そういった意味から、やはりその福祉を支えるの

は、地域自治の住民組織ではないかなというふうな気がしております。ボ

ランティア、そういったものも限度があろうというふうに思います。そう

いった中で、そのボランティアという形だけで済ますことなく、いろんな

形で支え合うという形も必要だと思いますけども、一つにはやはりそれぞ

れ高齢者の皆さんが生きがいをもって生きるということが、一番大事では

ないかなというふうな気がしております。地域サロンとかそういった形の

中で、集まって話をしたり、お茶を飲んだり、そういったこともされてお

りますし、そういったことも非常に大事だというふうに思いますが、毎日

寄ってお茶を飲んで話をするということになりません。むしろ、生産の活

動の場を皆さんに提供し、農業であれば農業、あるいはその農業であがっ

てきた生産物を加工していくというようなそういったことも含めて、生産

活動の中で生きがいを見い出してもらう。やはりその地域になくてはなら

ない人なんだというそういった意識をもっていただくことが、その福祉の

大きな役割でもないかなというふうな気がしております。そういったもの

を行政がどんなふうに支援をしていけるか、そういったことも１点お聞き

をしてみたいと思います。 
２点目にあげております構造改革特区制度、これについては１４年度か

ら始まっておりますが、既に全国からその特区制度に募集をされ、その応

募された件数というのは１千６９５件ぐらいになっておるというふうに

聞いております。そして、その中で３５４件ぐらいが計画認定をされたと

いうふうなことも資料を見ますと、書いてありました。私がこの特区制度

をどうして出したかといいますと、やはりこの特区制度のような特徴のあ

るものを出していくということは、市民の皆さんに一つの方向性を明らか

にするには、非常にいいやり方ではないかなというふうな思いがしており

ます。そういった意味で、この特区制度を特に農業を基幹産業としておる

安芸高田市でありますので、その特区制度を使うということが、いいんで

はないのかというふうな思いがしてます。特に広島を控えた地域でありま

すので、U ターン、I ターン、そういった方々もたくさん現在もいます。
そういった方々に農業に関わっていただくということになれば、そういっ

た農地法に関わる農地の取得、そういったものがやはり制約をされとると
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いうこともあります。当然、大型農家、あるいは営農集団等、しっかり育

成するということも大事であることは間違いありませんが、やはり農業に

いろんな形で関わっていただくということも必要じゃないかというふう

に思っておりますので、そういった意味でこの農地が取得できるような特

区、これは全国ににも既にかなりやってあるようですが、さらには農業法

人のみならず、一般法人も農業に参画できるようなそういった規制緩和と

いいますか、そういったものも必要じゃないかというふうな気がしており

ます。そういったことを含めて、この特区制度を使っていけばどうかなと

いうふうな思いがしております。あるいはもう１点、掲げてあります教育

関係の特区制度、これも全国でもかなり提案をされておりますし、実際に

実行されております。近隣では、三次がそういった特区制度を使っての取

り組みもされとります。これは、２０人学級に対する特区というような形

でやっておられるようですけども、そういった形で安芸高田市であれば、

これまでも地域学習とかそういったものを非常に推進をされてきており

ますので、そういったものがしやすいような形での特区制度、特色ある教

育ができるようなそういった特区制度というのも活用していっていただ

ければ、随分面白い特色のある町ができるんではないかというふうな思い

がしております。 
こういったいくつかの提案といった形にもなろうと思いますが、そうい

ったものを上手く活用していただいて、早く市民が一体化するようなそう

いった町をづくりをしていただけんだろうかというふうなことで、市長の

所見をお伺いをしたいと思います。以上で、私の質問を終わります。 
◯児 玉 市 長  議長。 

◯﨑 岡 議 長   市長、児玉更太郎君。 

◯児 玉 市 長  熊高議員さんのご質問でございます。全ての市民が健やかで、心豊かな

暮らしができる地域とするためには、保健、医療、福祉の連携による施策

の充実と共に、市民自らが地域に支えられ、包まれて生活しているという

安心感を持つことが重要なものと考えます。このためには、地域振興会を

中心とした地域福祉活動を支援し、地域みんなで助け合い、支えあう住民

活動を地域に定着させて行くとともに、こうした地域の活動から生まれた

市民の知恵や要望を全市的な施策として、作り上げていくシステムが必要

になってくると思います。 
このことがまちづくり委員会として、表現されると考えていますし、こ

れが市民参画であり、いわゆる協同のまちづくりの原点になろうかという

ように思います。特に、住民と行政の共同の町づくりというのを、ソフト

の面の大きな柱としてやってきておるわけでございます。そういう意味か

ら、夢とは何かと、市民が本当に夢を持つのは何かという非常に大きなテ

ーマであるわけでございまして、それはハードでもあり、ソフトでもある。

教育でもあり、福祉でもあると、そういうすべての面に関わりを持つこと

であろうと思います。 
しかし、基本的には合併して夢を追わんにゃあいけんということがある
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わけでございますが、財政的には非常に厳しい状況であるわけであります。

今、全国で合併が行われておりますが、結局は財政の面から生き残りを賭

けた合併と、こういうのが偽らざる皆さんの本音であろうと、このように

思うわけであります。 
いつも私は、市民の皆さんの会議に出る時に言うわけでございますが、

いずれここ１０年もすれば、ハードの面はほぼ整うだろうと。道路の面、

施設の面、そういう面では、箱物にしても整うだろうと。特に必要な箱物

については、最小限に留めて、財政的な負担が後年度にかからんようにと

いうことを考えていかんにゃあいけんのんですが、やっぱり必要なものは、

やっぱりやらんにゃあいけんとこういうことでありまして、先ほど来、言

っておりますような当面は、もう今、向原でやっております特老を中心に

計画しております第２庁舎、文化ホール、それから広域の火葬場等、そう

いうものは当然やる。しかし、これもできるだけ費用のかからないことの

工夫がいる。先ほど来、ご意見のあるようにですね、後年度に負担のかか

らんような方法でやるということが必要であろうと。道路の面につきまし

ても、合併支援道路とかいろいろあるわけでございますが、やらんにゃあ

いけんものは、やっていけばほぼ１０年の間には大体やるべきことはでき

るんじゃないだろうかと。しかし、何ぼそういうハードができ、箱物が充

実しても、そこで人間が住んでいくには、決して満足ではないということ

です。それを活かしたやはり生きがい活動というのが大事なんで、そこが

ソフトであろうとこのように思うわけであります。簡単に言えば、いくら

金が貯まって家がようなっても、その住んでおる人間がいつもいつも家の

中で喧嘩をするようなことでは、それは何のことやらわからんということ

なんで、やっぱり地域づくりもやっぱり同じことなんで、いくら道路がよ

うなって箱物が出来ても、そこに住んどる皆さんがいつもいつもいさかい

をしたり、いがみ合うたり、喧嘩しよったんではいけんということなんで、

そういうことを最終的にやっぱり町づくり、それがやっぱり夢の追求であ

ろうと、このように思うわけでありまして、それが地域振興会を中心にし

た住民と行政の協同の町づくり、それぞれの地域の課題は、議員さんを通

して入ってくるものもあります。しかし、今度１１月からは２２人の議員

さんになれば、なかなか末端まで目が届かんようになると、そうすると本

当に末端の状況を知っておるのは、地域振興会の皆さんであると、そうい

う人達が地域の課題を直接行政と話し合いができるようなそういうシス

テムを早くつくり上げることが大事なことであると。 
過去、日本は戦後５０年、高度成長の中で、まっしぐらにハードばっか

りやってきたと。そのツケが今、教育の問題とかいろいろな社会問題とし

て出てきたと、このように思うわけでありまして、そこらを我々今からの

合併した町づくりの中で、正していく必要があろうとこのように考えます。

それを追求することが、我々は夢であるというように考えておるわけでご

ざいまして、ひとつそこらをご理解を賜りたいと、このように思うわけで

ございます。 
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それから、構造改革特区というのが国でいわれておりますが、やはり先

ほどのご意見は、そういうことに関連するものでございまして、規制改革

の突破口としての社会実験と検証手段で、知恵と工夫と競争による活性化

であります。ご質問の農地法によります下限面積の緩和でございますが、

本市の農業経営の面からは、農地の集積を行い、経営感覚に優れた農業者

や組織経営体の育成を推進しており、小規模分散は支障となることも考え

られます。しかし、田舎指向による Iターンや退職帰農者などの受入環境
の整備からすれば、特定の地域設定のもと、特区への取り組みも可能と考

えております。 
農業生産法人以外の法人の農地取得の規制緩和についてでございます

が、耕作目的での農地の取得をしようとする法人は、法人の形態要件、事

業要件、構成員要件、役員要件が定められております。これらの要件が整

えば、農地の取得が可能となりますが、農地法に関わらない農業生産活動

が可能なケースがございます。具体的に例を挙げてみますと、養鶏とか、

養豚、草地等を所有しない酪農業などでございます。いわゆる農地に関係

のないそういう養豚、養鶏、酪農等でございます。このように農地を所有

せずに、農業振興に関わることができる分野もあり、今後においては、人

的支援や作業受委託などの分野などについて研究も必要と考えておりま

す。 
この農地の取得という問題については、いわゆる農地法という枠がござ

いますので、いずれこの農地法もだんだん規制が緩和されると、こういう

方向にあるわけであります。基本的には５０アール以上の耕作をする人で

ないと、耕作地は取得できんということでありますが、高田郡内にも４０

アールというのと、３０アールのがあるはずですが、ちょっとそこは後ほ

ど部長の方から説明をしたいと思いますが、郡内でも農業委員会で決めた

規制があるわけでございます。 
ですから、その規制の緩和というのは、できるんではなかろうかと現在

の法の下でも、できるんじゃなかろうかと、このように考えておりまして、

１０アールでも都市から来て農業をしたいという人が、農地を取得する方

法があるかどうかということでございます。それはちょっと後ほど部長か

ら補足説明をしたいとこのように考えておるところでございます。それか

ら教育の問題については、教育長の方からお答えをさしていただきたいと

思います。よろしくお願いします。 
◯﨑 岡 議 長   教育長、佐藤勝君。 

◯佐藤教育長   教育に関わる内容につきまして、お答えをさしていただきたいと思いま

す。安芸高田市の教育委員会が担当しております学校教育の分野は、幼稚

園から小学校、中学校まででございます。教育の対象はあくまでも子ども

でございます。そういう意味から言いますと、家庭や地域の協力なくして

は教育効果を高めることは非常に困難であると、私は思っております。安

芸高田市の教育を進めるにあたりましては、｢子どもは邑の宝｣として、家

庭や地域の協力を得て、育てていくという意味合いで、かがやきプランの
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中で、主要には｢協育｣、協力して育てるということをキーワードにして市

民総参加による教育の推進を図って参りたいと考えておるところでござ

います。地域振興会の行事に地域の子どもの参加しやすい状況をつくって

いただいたり、地域の人に学校に来ていただき、ゲストティーチャーとし

て授業をしていただくなど、子どもが地域の人を信頼し、子どもも地域の

人に知ってもらい、お互いに気持のよい挨拶や会話が交わされる社会の実

現を目指しておるところでございます。学校においては、地域や振興会と

の連携を図るために、地域担当者を決めるなど、学校の行事や地域の行事

に相互に参加し、地域と一体となって教育の推進を図ることに力を入れて

参りたいと考えております。 
教育特区についても話がございましたけれども、教育特区の申請という

ことについても、考えられないわけではございません。特色ある学校づく

りを一層進めるという意味において、教育特区を導入するということもあ

りますが、三次市の場合には２０人以下の学級を構成して授業をするとい

う意味で、市費で雇用した教員が学級担任をもつということは、制度的に

できないということがございますので、教育特区の申請をして、そしてそ

の中で市費で雇用した教員でも学級担任ができて、例えば３８人の１クラ

ス３８人のクラスでございましたら、１９人、１９人で学級担任が２つに

分けて授業をするということができるようにされたわけであります。 
安芸高田市の現実の場合を考えてみますと、ほとんどの場合は２０人ぐ

らいの学級になっとるのが現実でございまして、改めて教育特区の申請を

して、そのような措置を講じるというところまでは、私は必要ないんじゃ

ないか。それよりも、少人数指導ということでの加配措置があるのをいか

に有効に活用するかということについて研究をし、それを公開し、中身を

極めるということがより必要であると、このように考えております。また、

これは特区について申請はしなくてもいいわけでありますが、通学区域の

自由化を通しながら、それぞれの学校の特色を出していくことが、今求め

られとる改革から学校の自立へという方向だろうと私は思っております。

したがいまして、通学区域の自由化ということは、地域の人もある程度の

ご理解を得ないと進められないわけでありますが、教育委員会としては、

そういう方法を通したり、あるいは特色ある学校づくりに対する教育委員

会としての財政的な支援もする中で、より一層安芸高田の教育、昔から高

田教員といわれて有名でありましたけれども、それをもういっぺん復活す

るような教育を推進してみたいという希望も持っておるところでありま

す。以上でございます。 
◯清水産業振興部長  議長。 
◯﨑 岡 議 長   産業振興部長、清水盤君。 

◯清水産業振興部長  構造改革特区に係ります農地法の下限面積についての現況の状況につ
いて、補足の回答を申し上げます。現在、市内におきます農地法に係りま

す下限面積の状況でございますが、先ほど市長が答弁申し上げましたよう

に、基本的には５０アール、５反という数字が一定の基準になっておりま
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す。中でも吉田町におきます旧吉田が３０アール、３反、八千代町におき

ます一部が、４０アールということになっておりまして、あとの町につき

ましては５０アールが下限面積でございます。以上でございます。 
◯熊 高 議 員   議長。 

◯﨑 岡 議 長   ３７番、熊高昌三君。 
◯熊 高 議 員   議長。１点まだ答弁がないものがありますけども、振興会と地域福祉と

いうことですが、ここらもう少し今後一番大きな問題であろうと思います

ので、その辺の答弁をいただきたいということですが、他の答弁に対して

は、特に市長の夢を語るというふうな部分では、最初は答弁書を読まれた

んで、あれあれ、さすがは高宮とは今度は違うんかなと思っておりました

が、口頭で充分適切な答弁をいただきました。特に非常にわかり易いお言

葉だったと思いますけども、適切な箱物を造り、そこの中で仲良くするん

が一番のいい夢をみれるんだというふうなことですから、これ以上の夢は

ないかなというふうな思いで聞かせていただきました。 

農地の特区については、いろいろ状況があろうと思いますが、全国いろ

んな例で今、模索をしておる状況だと思いますんで、本当にいい事例とか、

あるいはこれから市民の皆さんといろいろご協議をしていく中で、いろん

な意見が出ようというふうに思います。そこらを柔軟に受け止めていける

ものが、この特区じゃないかなというふうな気がしておりますので、そこ

らを受け止めていただいて、今後の一つの方向の中で充分議論ができるよ

うな、そういった意味合いで受け止めていただければ充分だというふうに

思います。 

教育関係の特区については、私の質問の仕方も悪かったんでしょう。三

次市のように２０人学級云々ということではありませんで、書いてありま

すように、多様な教育の実現というふうな意味合いでどうかなというふう

なことでお聞きしたんですが、特に他の事例を見ますと、英語教育とかで

すね、これらをいわゆる学習指導要領にない教育過程の編成というような

かたちの中で、多様なその社会のニーズに応えるような教育をしていくと

いうようなことであろうというふうに思いますが、ここらをこれもこれか

ら市民の皆さんといろいろ協議をする中でですね、そういった要望に応え

られるようなものが必要な時に、これは特区を使った方がいいなというよ

うなことがあればですね、充分そこらを活用していただきたいというふう

な思いで申し上げましたんで、ここらも教育長さん、今後にそういった意

味で活かしていただきたいというふうに思っておりますんで、どうぞよろ

しくお願いしたいと思います。 
◯﨑 岡 議 長   市長、児玉更太郎君。 

◯児 玉 市 長  今度できる振興会と福祉の問題のご質問でございますが、一昨日土曜日

に呉市の公民館で、広島県内から１３０人ぐらい、地域づくりの研究会が

ありまして、私も安芸高田市の状況やら地域振興会の在り方について話を

してくれということで、１時間ちょっと話をさしてもらったんですが、や

はり県は、特にそういうものに力を入れまして、ここ３年ぐらい毎年集中
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的にそういう計画的な研修会をやってきておるわけでございますが、総務

省も合併の中で、地域自治組織が大事だとこういうことで、法律でそのよ

うなものを作っていくというような施策を出してきておりまして、やはり

この住民と行政の協同の町づくりというのは、もう時代の流れになってき

ておるということで、先ほど申し上げましたように、高度成長の中でハー

ド主体の動きをしてきた。それがもう金もなくなって行き詰まりをきたし

てきておると。これ以上のそのハードの整備も、もうぼつぼつ天にきてお

るんじゃなかろうかと、こういう時代の流れの中で、このようなその住民

と行政の協同の町づくりという流れが出てきておるわけで、これはやはり、

ヨーロッパの地方自治の流れと一致するものでありまして、今の合併とい

うのは、アメリカ型の経済効率一辺倒の流れがあるわけでございます。日

本の今の合併。しかしそれはそれとして、我々末端から文句を言ってもと

ても流れが変わる次代の流れじゃないわけでありますが、しかし、そうい

う時代の流れにあって、本当に実のある地方を作っていくためには、もう

我々が努力するしかないと、こういうことで地域振興会というものを合併

協議会の中で、中心に据えていったとこういうことであるわけであります。

地域振興会というのは、やはり最初は昔からあるお祭りとか、体育行事と

か、そういうものから入ってくるのがだいたい決まりであります。しかし、

最近の先進的な例を見ますと、もうここはそういうものをやりながら、お

祭りとか、運動会をやりながら、産業振興をやるとか、福祉をこの振興会

でやると、こういう福祉の担い手にまでこの振興会組織がなっておるとこ

ういうことでございます。それが先ほどご指摘の振興会と福祉ということ

ではないかと思いますが、既に吉田町では、サテライトということでそれ

ぞれ末端のところでそういう実践をしておられますし、美土里町では高美

園と組んで生桑で試行的に振興会と高美園が手を結んで、いわゆる出前サ

ービスと、これは吉田でやっておられるサテライトと同じことなんですが、

出前サービスの福祉をやるという、これは高宮町でも高美園と振興会が組

んで、川根地域で試行的に今やっておると。今後はそういうような方向に

振興会の活動もさらに福祉まで足を突っ込んでいくということが、福祉の

あり方ではないだろうか、このように考えておるわけでございます。そう

いうことで、振興会と福祉という問題について、ちょっとお話を回答をさ

していただきました。 

◯﨑 岡 議 長   教育長、佐藤勝君。 

◯佐藤教育長   先ほどの答えでまだ充分でなかったと思いますが、教育特区については

ですね、考えないというのでは決してございません。いいものはどんどん

どんどん取り入れていきたいと思っております。 

安芸高田市の現状を申し上げますと、総合的な学習の時間を通しまして、

小学校の段階で英語科の授業ではございませんけれども、英語に親しむと

いうことの授業は展開をされておりまして、ＡＥＴが各町、これまにもお

りますけれども、そういう方の語学を活用しながら、耳から入って、そし

て、英語に慣れるということの教育がかなり進んでおるだろうと私は思っ



 160

ております。教育特区で申し上げますとですね、実を言いますと、もう国

語の時間も、数学の時間も、英語の時間もすべて英語でやるというような

教育特区もあるわけでございますが、いろいろ工夫のやり方がありますし、

それから教育課程の弾力化と言いましても、まったく自由にさしていただ

くということは、文部科学省の方でもオーケーをしないわけでありまして、

ただ英語の時間を、例えば週３時間だったのを何時間か増やすということ

はできるだろうとは思いますけれども、それも限度があるだろうと。私は、

そのことにこだわっとるわけではございませんけれども、今の総合的な学

習の時間を使ってやっておるということについては、前向きに学校は検討

してもらっておるというように受け止めております。こういうことをやり

たいと、もう少しですね、いろいろ課題が出て参りましたら、教育特区の

申請についても文部科学省の方に果敢に挑戦をしていって、認可をもらう

ような中で、本市の教育の活性化を図るという気持ちは充分にございます

ので、またいろいろとご意見等ございましたら、お聞かせいただきたいと

思います。以上でございます。 

◯﨑 岡 議 長   ３７番、熊高昌三君。 
◯熊 高 議 員   これは答弁はいりませんけども、特区について私も最近勉強したばっか

しですが、これは産業振興部、あるいは教育委員会に限らず、紐を解いて

みますと、産業振興分野、地域活性化分野、農山村漁村活性化分野とか、

教育用法分野、医療福祉労働分野とかエネルギー安全分野、国土物流国際

交流分野、あらゆる分野にわたって特区というのはあるようです。今後、

そういった市民の多様なニーズに応えるためにも、それぞれの担当の方は、

そういったものもしっかり頭に入れてもらった上で、対応できるようなそ

ういった取り組みをしていただきたいということで、私の質問を終わりま

す。 

◯﨑 岡 議 長   この際１５時まで休憩をいたします。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午後２時４６分 休憩 

午後３時００分 再開 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

◯﨑 岡 議 長   再開いたします。 

続いて、２４番、長岡公次郎君。 
◯長 岡 議 員   高宮会派の長岡でございます。通告をしております点について、お伺い

をいたしますが、先輩議員、皆様方から随分私の質問に、中身に答弁がご

ざいましたので、そこらにつきましては私も充分理解をさしていただきま

したので、全部が全部質問はいたしません。 

それでは、市長さんの方にお伺いをいたしますが、新市における地域特

性を活かした産業振興の方策についてということで、お伺いをしておりま

すが、要は市民がやはり合併前から大きな夢を持ち、新しい市になると、

どっかが変わるんだと、どっかがようなるんだという期待をすごくもって

おられるのが、当然であろうというように思います。そういう中で、やは
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り随分出ております基幹産業は、農業であるということの中で、質問もご

答弁もございますが、やはり絶対数といいますか、面積、そこらを勘案し

ますと、農業がやはり一番その割合を占めておりますし、所得でいいます

と、随分工業等については開きがございますけれども、農業を土地という

ことで考えますと、いろんな意味で多面的な機能、また国土保全というよ

うなことも、いろいろ被せられてきておるのが現状でございます。そうい

う中で、いろいろ各町でその特性を活かしたといいますか、農業従事者の

要望に応える施策を展開をしてこられました。そういうものが新しい市に

なって、どのように市として引継ぎ、また農業振興を図っていくかと。ま

たさらに新市の建設計画でみますと、３つのゾーンに色分けがされた地域

特性を活かした農業振興を図り、地域の賑わいであるとか、輝きであると

か、それぞれ光のある施策を展開しながら条件整備を進めて、それぞれの

地域が輝く方向にもっていくということがうたわれております。 
皆さん方が先ほど来も出ておりますように、やはりかすみを食べて生き

ていくわけにはいきませんので、そういう点で考えますと、そこらは行政

の支援は、また情報あるいは技術、そういうものが関係機関との連携を強

めて、そこらをもっていくんだというご答弁も聞かせていただきましたが、

やはりそこらの喜びが当然裏付けとして必要になってくるというように

思います。市長の施政方針の中で、そこらが十二分にうたってもあります

し、新しい施策として高田郡の広域農業振興をベースにした将来的な農業

振興のあり方というもののスタートを元年として、施策を打ち出されてお

りますことは大変喜ばしいことであろうと思います。市長は我々高宮の時

代でいろいろ聞かしていただいておりますが、すごく先の見えるといいま

すか、将来展望に立った、また県や国パイプも大きい識見のある素晴らし

い方でありますので、施政方針に掲げられたことは、必ずやそれが実現す

ると確信をしておりますし、また新市の市民の期待通りの形が整うであろ

うというようにも私は期待をするものであります。当然なるとも思います

が、いろいろ財政の問題等々につきましても、市長からそこらは大変厳し

い状況にあるとご説明も随分聞かされております。しかしながら、やはり

そういうものをベースに農業振興を図っていくんだということがうたわ

れとる以上は、やはり皆さんの期待に応えられるような、ひとつ施策の展

開をいただきたいというように思いますが、そこらについてお聞きをいた

したいと思います。 
また３番目に掲げております農業振興センターの設置の活動を期待す

ると書いておりますが、そういうものが先ほど来、部長からも説明もござ

いましたが、やはり市場に打って出る、また販売、営業を含めた技術指導

から含めて、そこのセンターでそれをやっていくんだと大変素晴らしい計

画であろうと、早期のうちに設置をされ、運営できるようなことを期待を

いたしたいというように思います。そこらにつきまして、中身も部長から

聞かせて、市長からも聞いておりますが、再度もう少し中身についてお聞

きをしたいと思います。 
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２番目に掲げております農産物の加工処理施設（仮称）の建設について

ということで伺っておりますが、この件につきましては、さらにそれの延

長といいますか、地産地消の精神といいますか、やはりそこらがそういう

ような形でセットで動くということにつきましては、大変喜ばしいことで

もありますが、ここらの運営、あるいは構成といいますか、そういうもの

の中身がどうなるんだろうかなというようなところもございます。ひとつ

そこらの中身をまだ具体的になっておるんかどうかということは、わかり

ませんけれども、新市が発足してまだ３ヶ月といわれる中の施政方針の中

の計画でございますので、今後これがどのように具体的に検討され、実現

できるかということを大変期待もしますし、そこらの計画的な考え方をお

伺いをさしていただきたいというように思います。やはりそういう物の生

産というものが、今からは一次産品がそのまま市場に流れるということに

つきましては、大変厳しい状況がございます。輸入の問題、競争の問題、

いろんなことが出て参りますので、いかに付加価値を付け、いかに商品化

をして出すかというところがそれのプロセスには大変厳しいものが出て

くると思います。しかしながら、それをクリアをしていかないとですね、

楽しみもないし、やはり所得も得られないと。そういう意味では、チャレ

ンジといいますか、やはりそれをやらないと農業は今からは厳しくなるば

っかりであろうというように思います。そういうもので、やはり生産者の

期待に応えるべく、指導も厳しく、品質管理あらゆるものが出てくると思

いますけれども、そのセンターの機能というものを充実したものを作って

いただきながら、よろしくお願いをしたいと。行政の最大限のバックアッ

プといいますか、知恵もいただくようにお願いをしておきたいと思います。 
２番目に財政運営計画について、随分この財政の運営のことにつきまし

ては、質問をまたご答弁もございます。聞かしてもいただきました。三位

一体改革の中で大変なあおりがあるんだということの中で、合併ありき、

すべてそこらから出ておるということも聞かせていただきまして、当初こ

の２月の２９日まで単個でそれぞれやっておったのが、３月１日にいきな

り１つのものになって、前後すべてを処理をして、新しいこの新市の予算

を組まれたことに対しまして、大変敬意を表したいというようにも思いま

す。中身を見ますと、大変厳しい。言われる通りの内容でございます。 
しかしながら、そういう中で市長は厳しい時代は、皆んなの知恵を出し

てやればできるんだよというのが常に出ておる言葉でございます。こうい

う時にどれだけ知恵を職員または市民、皆んなで協同で乗り切れるかとい

うことも大変ある意味では面白いことになろうというようにも思います。

そういう財源を独自で求めるということにつきましては、到底税金の新し

いものを作るわけにもいきませんので、無理だろうと行政改革と。職員の

中での行政改革、あるいは懇話会、すべてそういう英知を結集しての作業

の精査、検証等々も出ております。そういう中で生まれてくるのが、財源

であろうと思いますが、そういうものをしっかりとやっていただきながら、

ひとつ頑張っていただきたいということをお願いをしておきます。 
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１点、滞納の問題につきまして、この件につきましては国民一人ひとり

平等で、やっぱり税金を納めるということにつきましては、義務でござい

まして、やはりこの前の質問ございました。先輩議員から。住宅新築資金

の貸付金の問題は出ておりますが、税収、住民税、固定資産税等々のある

いは手数料、分担金、負担金、いろいろの問題がそこにある。１４年度の

決算上では、私持っておりますけれども、それ以降の数字がわかる範囲で

あれば出していただきながら、どうか皆さん一人ひとりが苦しい時代です

から、ひとつこの問題については、市民一人ひとりが責任をもって過去そ

ういうものはやはりこの問題はこういう形でと。今は電算機でございます

ので、督促がすぐ参ります。督促の中に素晴らしいことが書いてあるわけ

です。延滞金、いろいろ書いてございますが、やはりそこらのことを照ら

してみますと、真面目に皆さん一生懸命払い、当然の義務としてやってこ

られた大部分でありますので、そこらをわかっていただきながら、一人ひ

とり説明をされてその行動に移っていただきたいというのが私のお願い

でございます。そこらについての今年度予算の歳入見させていただきます

と、延滞金の５０万、あるいは滞納金の歳入等々が３千８００何万計上し

てございますけれども、それは今からの当然、当初の予算でございますか

ら結果はわからんわけでございますが、ひとつ予算の３千８００万でなし

にですね、大変な数字があると思いますので、そこらも発表いただきなが

ら取り組みについての今後の計画といいますか、そこらをお示しをいただ

きたいというように思います。以上で私の質問を終わります。 
◯﨑 岡 議 長   市長、児玉更太郎君。 

◯児 玉 市 長  ただ今の長岡議員さんのご質問にお答えをしていきたいと思います。ま

ず、新市の農業振興についてでございますが、基本的にこれまで６町で取

り組んできました特色ある農業施策は、それぞれ尊重しながら新市へ引き

継いできたわけでございます。ご承知の通り、平成１５年に「人、農業者

が輝く、もの、農畜産物が輝く、地域が輝く、高田農業」をキャッチフレ

ーズにいたしました広域農業振興計画を策定いたしました。この基本にな

る目標には、「経営感覚に優れた農業経営者を育てる」、それから「生産、

流通情報の発信による高田農畜産物のブランド化」、もう１つは、「地域資

源を活用した豊かで活力に満ちた農村生活の実現」を目指しております。

本計画は、新市の建設計画と整合性を持ちながら、安芸高田市の農業振興

の方向性を示したものでございます。計画実現には市民の皆様はもちろん、

安芸高田市の農業に関わる幅広い関係の皆様のご意見を伺いながら、取り

組んでいきたいとこのように考えておるところでございます。 
それから農産物の加工処理施設でございます。農産物の販路確保は、こ

れからの農業振興に大きな影響を与えるもので、契約栽培のように供給先

の確保をすることに努めることが課題になっております。このため、農業

構造改善事業により、農産物加工処理施設整備事業の調査を、今しておる

ところでございます。 
先ほど来、いろいろの議員の皆さんから農産物を生産するだけでは、こ
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の第一義の目標で、次はこれをどのように高く売っていくかと、こういう

ことが今後大事じゃないんじゃなかろうかと、このようなご意見を賜って

おります。そういう意味で市内の農産物の加工処理をして、さらに付加価

値を付けて農産物を売っていくと、こういうことが今後大事な事業であり

ます。合併の建設計画の中には、広島市に農産物の直売所を設けるという

計画もあるわけでございますが、まだこの問題は具体的に動いておりませ

ん。現在ご指摘のように、国の５割の補助事業の制度が何とか方向付けが

できんだろうかと、こういうことで、今模索をしておるところでございま

して、この問題につきましては、農産物にさらに加工を加えて売っていこ

うと、こういう施設でございまして、これが出来ればかなり新しい方向性

ができるんではなかろうかと。米だけでも３万袋ぐらいが年間必要ではな

かろうかと、こういうような話もしております。まだ具体論が出ておりま

せん。しかもこれは農協と一緒にやらないと本当の効果が出てこんという

ことでありますので、まだまだ産地を育成する新しい産地を作らんにゃあ

いけん問題もあるわけでございまして、ここらは今、農業協同組合と話を

詰めておるところでございまして、ここらが大体方向性がもし見えるよう

でしたら、改めて議員の皆さんにもまたご協議をさしていただきたいと、

このように考えております。是非とも成功をさしていきたいと、このよう

に考えております。 
農業振興センターの設置につきましては、先ほどもご説明を申し上げま

したように、この高田郡の広域農業振興計画の計画の中にも、この農業振

興センターの計画を盛り込んでおったわけでございまして、それぞれ今ま

でバラバラに振興策をやっておりました、そういうものを一つにして、行

政と農協と普及と一緒のところで方向性を出していこうというセンター

でございます。平成１７年度を目標に、現在協議を進めておるところでご

ざいます。 
それから、商業活性化事業及び産業振興機構でございますが、これはな

かったわけですね。 
次に財政の問題でございます。財政の問題につきましては、現在地方財

政は、長引く日本経済の低迷、少子高齢化、住民ニーズの多様化、また国

による三位一体の改革などの影響から、私たちがかつて直面したことのな

い、非常に危機的な財政の状況になっております。地方にとりまして、主

要な一般財源でありました交付税は、三位一体という名の基にどんどん減

ってきておるというのが実態でございます。さらにこれの補填を税でやっ

ていこうという、そういう三位一体の構想であるわけですが、なかなか税

を取るというても財源がないと、こういう問題があるわけでございます。

これからも地方の財源不足や課税力の格差を解消するため、どうしても地

方交付税制度を堅持されたいと、こういう運動を今も続けておるところで

ございます。そういう意味で我々は、この財政運営については気分を引き

締めて、どのような状況が起こるかということを見極めながら、財政運営

をしていく必要があろうとこのように考えております。 
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それから次に収入未済額の取り組みでございますが、新市における債権

の確保につきましては、公平、公正を保ちますためにも、従来にも増して

その役割が重要であると考えております。つきましては、各々の担当部署

での徴収の取り組み強化はもちろんのこと、それに加え市全体での取り組

みといたしますよう、関係部、課、支所が連携し、効率的、効果的な取り

組みを目指して債権確保に向けた対策本部を設置するように指示をして

おるところでございまして、このことにつきましては、早急に実施を図っ

て参りたいと思います。 
全体としての財政健全化対策でございますが、現在の安芸高田市の財政

基盤は、決して磐石ではないということでございます。これは先ほど来、

申し上げました通りでございます。類似規模の市と比較しても、財政基盤

は脆弱であると言わざるをえない状況となっております。このようなこと

から財政健全化の取り組みは、焦眉の急を要しており、限られた財源の中

で、より効率的、効果的な財政運営を推進するため、行政改革の推進と併

せ、早急に財政健全化へ向けての取り組みをしていきたいというように考

えております。よろしくお願いします。 
◯﨑 岡 議 長   ２４番、長岡公次郎君。 
◯長 岡 議 員   はい。ご答弁ありがとうございました。１点、歳入未済額について、数

値がわかればと思うんですが、どうでしょうか。お願いします。 

◯﨑 岡 議 長   税務課長、山本数博君。 
◯山本税務課長   税について、歳入未済額について解答させていただきます。１５年度末

をもちまして、一般税の方で１億７千６６０万円あります。国保税ですが

１億４千１９０万円ばかりあります。以上です。 

◯﨑 岡 議 長   ２４番、長岡公次郎君。 
◯長 岡 議 員   はい。ありがとうございました。住宅の貸付金と合わせると、やはり６

億ぐらいになるわけでございます。ひとつその点をですね、今、プロジェ

クトを組まれて積極的に取り組むという市長さんからのご答弁でござい

ますので、ひとつそのことを市民の皆さんにですね、強く訴えてひとつ頑

張っていただきたいというように思います。以上、終わります。 

◯﨑 岡 議 長   続いて、６１番、渡辺義則君。 
◯渡 辺 議 員   はい、議長。高宮会派の渡辺でございます。平成１６年度の市長施政方

針の取り組みについて、３点ばかりお伺いをしてみたいと思います。 

まず第１点は、これまで同僚議員、質問がございましたので、私の方か

らはごく簡単で、これまでの質問、答弁で要領を得ておりますので、簡単

に申し上げたいと思いますが、主要には農業振興センターの設置について

の取り組みでありますが、これまでの議員の質問で基本的な事項は理解を

いたしましたが、本市の主要施策である農林業も守り、育成、振興するた

めに、センターの設置は重要な要となる組織であると考えますが、目的達

成のために、是非とも早急に設置をされるようお願いを申し上げますが、

ちなみに具体的に設置の時期とか、あるいは設置される場所とか、母体の

内容については、先般例より説明を受けておりますので、割愛をいたしま
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すが、もう少し具体的な方向をお示しをいただきたいと思います。 
第２点目に、定住と交流のネットワークづくりについて、市長のお考え

を質してみたいと思います。施政方針の中で市長は、道路網や公共交通体

系の整備は、地域の一体的な発展を実現するための基盤として必要不可欠

なものであると示されております。合併支援道路等を主要な交通体系が基

本であることはもちろんでございますし、合併建設計画を着実に実行する

ことが行政であり、また我々在任特例で認められた議員の責務でもあると

認識をしております。今回の合併がトラブルもなく、スムースに合併でき

た影には３万５千人住民の皆さんが、近年の我が国の財政状況と旧各町の

財政の厳しさを強く感じ、早く合併して財政改革の推進と、安定した夢の

ある市政への期待があったことと思います。 
さて、そうした新市誕生を迎えるにあたって、住民の皆さんから寄せら

れたご意見の中で多かったのが、合併して末端が寂れないようにという一

抹の不安があったことも忘れてはならない重要な課題であろうと思いま

す。地域住民の福祉の向上、安全な日常生活の確保、若者定住の対策とし

て、新市建設計画に上がっていない末端地域におけるその地域内の動脈と

もいえる市道、いわゆる地域の幹線的道路について、せめて１．５メート

ル車線とか、あるいは待避所の設置、カーブの切り取り等、地域に合った

改良が求められておる地域もあると思います。先日の消防長の説明資料を

参考に申し上げますと、市の中心部まで時間距離を短縮するためには、地

域の道路整備が急がれるとも感じました。その地域にとって、道は命であ

り、心のやすらぎでもあると思いますが、是非ひとつ合併して良かったと、

多くの市民が感じるような施策を望むところでありますが、この点につい

て市長のお考えを伺います。 
第３点目は、パートナーシップによるまちづくりについて、市内の公共

施設について、いろいろ合併したために、あるいはそれ以前からも同様で

ございますが、遊休施設はないのか。時代の変化により高景気時代に建設

した施設で現在利用されていない施設と、あるいは利用効率の低いもの

等々、今全国的に問題になっておりますが、本市においてそのミニマムの

ようなものは、類するものがあるんではなかろうかと思っておりますが、

今後その調査の必要性があると思いますが、その点についてお伺いしてみ

たいと思います。 
また、同様に第３セクターの施設についても今後調査検討し、必要な施

設であるか、あるいはその運営方法について指導、検討する必要はないか、

お伺いをしてみたいと思います。以上３点についてご質問を申し上げて私

の質問を終わります。 
◯﨑 岡 議 長   市長、児玉更太郎君。 

◯児 玉 市 長  渡辺議員さんのご質問でございますが、農業振興についてのお尋ねでご

ざいます。先ほど来、申し上げておりますように、今までは行政、あるい

は農業協同組合と、関係の農業団体がそれぞれ連携を取ってはおりました

が、なかなか一つ屋根の下に入っておらないという問題もございまして、
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今後は、そういう関係機関を一つ屋根の下に入れて、農業振興センターと

いうのをつくっていくと、こういう計画でございまして、この具体論につ

いては、時期等もございますし、担当部長の方から説明をしていきたいと

このように考えております。 
それから、定住と交流のネットワークづくりということでご指摘をいた

だいております。合併に伴い、市の中心部から遠くなった地域が寂れない

ための対策として、末端地域の要改良市道についての改良計画を急ぐこと

が必要であるということでございますが、ご指摘の通り、その地域の方々

にとりましは、道路網の整備は生活基盤の基本となるもので、安全で安心

して暮らしていくための最小限の条件であろうと思います。今回の道路関

係予算におきましても、継続事業や緊急課題の道路など、旧町からの要望

に基づき、建設計画に関わるものにつきましては、極力、予算計上をさせ

ていただいておりますが、これらの事業実施にあたりましても、最小の費

用で最大の効果を上げるよう、特に指示をいたしておるところでございま

す。ご質問をいただきました末端地域の市道改良につきましても、末端地

域が合併により、取り残されることのないよう、地域の実情を踏まえ、現

地調査等を行い、出来るだけ地域住民の方々のご要望に応えていきたいと

いうように考えております。 
また、快適な生活環境の創出につきましては、その基本となります上下

水道の整備は、本市の最優先課題の一つでございます。これまで各町でそ

れぞれ取り組みがなされて参りましたが、事業の実施にあたりましては、

これまでの状況を踏まえ、地理的条件など地域の実情を充分勘案して、事

業メニューの見直しなども視野に入れ、より効率的、効果的な手法を検討

することも必要と考えております。 
いずれにいたしましても、安芸高田市民の皆様が一日も早く快適な生活

環境を享受いただけるように最善の努力をしていく覚悟でございますが、

道路問題につきましては、建設計画にあります総事業費は、上水、下水、

ほ場整備、あるいは道路等も含めますと約６００億をちょっと出るぐらい

なものが出ておるわけで、これを新しくやるものでないわけで、当然合併

から引き継いだ継続事業もあるわけでございます。特に上水、下水の今後

やる事業量というのは、莫大な量が出てくるわけでございますが、そうい

うものと併せて、末端の道路の整備というのも、今、国、県が言っており

ます１．５車線というような考え方も出ておりまして、これは事業量を抑

えていくと、しかも早く効率のいいものにしていこうと、こういう考えも

ございまして、そういうような考え方も入れながら、ご指摘のような対象

的なものも考えていくということが必要だろうと、このように考えており

ます。 
次に、パートナーシップによるまちづくりでございます。ご案内のとお

り、現在施設について、５町の旧役場につきましては、現在それぞれ支所

として機能しておりますが、かなりのそれぞれ各町が持っておられた施設

についても、遊休の部分もあるんではなかろうかと、このように考えます
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し、またその他に統廃合後の学校施設などもございますが、今後こうした

施設をどのように活用していくかということは、自治振興組織を中心にし

てそれぞれの地域住民の皆様のお知恵を借りながら、行政改革と併せて検

討して参りたいと、このように考えております。 
また、第３セクターの健全化計画につきましても、今後行政組織の見直

しの中で、積極的に見直しをしていく必要があろうと、このように考えて

おります。財政厳しい中で、いろいろな面について、効率のいい行政をや

るということが今後の課題でございますので、よろしくお願いしたいと思

います。 
◯清水産業振興部長  議長。 
◯﨑 岡 議 長   産業振興部長、清水盤君。 

◯清水産業振興部長  農業振興センターの設置の時期と場所のご質問でございますが、この農
業振興センターの設置につきましては１７年度、来年度の年度当初を目途

に現在準備を進めておるところでございます。場所につきましては、先ほ

ども市長が答弁を申し上げておりますように、センターの機構としまして

は、農協の職員も含めて、あるいは県の普及技術部門の職員の出向も念頭

におきながらというような機能を持たせた構想でございます。当然、事務

所の場所ということも大きなポイントになろうと思いますので、これにつ

いても慎重に内容とあわせて今後検討を進めて参りたいというふうに考

えております。 
◯﨑 岡 議 長   ６１番、渡辺義則君。 
◯渡 辺 議 員   はい、ありがとうございました。質問の１番については、理解をいたし

ました。第２点目のいわゆる生活基盤の整備ということにつきましては、

市長さんもこれまで町長さんであった当時からご存知の通りでございま

すが、合併をいたしますと、やはり中心からよくしていくのは、これは当

然でございますし、そこが基本的に予算を通していくのは、私どもも認め

ておるところでございますが、ややもすると、いつも寂しい思いをされる

のが地方の方々であろうというふうな思いがいたしますし、強く要望も出

ておるところでございますので、いつの時かということでなしに、早急に

現地の調査等も支所をあたられてされて、年次計画等も立てて改良をして

いただくようにお願いをしておきます。 

なお、ここで申し上げるのは市道でございますが、同じように末端の県

道についても、やはりその地域にあっては生活基幹道路でありながら、県

の方においては、末端道路ということでなかなか手の行き届いてない、既

に買収をしてあっても工事も着工できないと、予算が足りないということ

で着工できていない部分もかなりあるようでございます。そういった部分

については、行政当局で強く県に要望をしていただくように、重ねてお願

いをいたしたいと思います。以上で私の質問を終わります。 

◯﨑 岡 議 長   市長、児玉更太郎君。 

◯児 玉 市 長  市道、県道につきましても、それぞれ建設計画の中に載せておるわけで

ございまして、この建設計画を基本にやっていくということが原則であろ
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うと思いますが、先ほどご指摘のように、いわゆるその他県道というのが

あります。我々は三等県道と呼んでおるんですが、ここになかなか予算が

まわらないという悩みがあるわけでございますが、これも本当に末端の住

民の皆さんにはこれが生命線でありますので、我々も努力をしていきたい

と、このように考えております。 
◯﨑 岡 議 長   以上で高宮会派の一般質問を終了します。 

以上をもって、本日の日程はすべて終了いたしました。 

以上で、本日は散会いたします。 

次回は、２９日午前１０時に再開いたします。 

本日は、大変ご苦労さんでございました。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午後３時４７分 散会 
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上記会議次第は事務局員の記載したものであるが、その内容が正確であることを証する

ためここに署名します。 
 

                            平成１６年      月      日 

 

              安芸高田市議会議長 

 

 

 

          会議録署名議員 
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１．議事日程 

   （平成１６年第２回安芸高田市議会６月定例会第１５日目） 

 

平成１６年６月２９日 

午 前 １ ０ 時 開 会 

於安芸高田市吉田公民館 
 
日 程 第 １   会議録署名議員の指名           

日 程 第 ２   一般質問 
 

 

 

２．出席議員は次のとおりである。（６９名） 

１番         明 木 一 悦          ２番     秋 田 雅 朝 

        ３番     土 居 克 之     ４番     山 本   優 

        ５番     岡 山   薫          ６番     田 中 常 洋 

        ７番     前 川 正 昭          ８番     平 林 克 昌 

       ９番         日野原 穂 澄        １１番     加 藤 英 伸      

１２番         山  﨑 昭  弘        １３番     山 口 康 文 

      １４番         小  野 剛  世        １５番     川 角 一 郎 

１６番         竹  田 誠  莊        １７番     井 上 尚 文 

１８番         高  坂  広  一        １９番     新 出 達 夫 

２０番         塚  本    近        ２１番     赤 川 三 郎 

    ２２番         深  井 達  雄        ２３番     三 上 タエ子 

      ２４番         長  岡  公次郎        ２５番     井 上 正 樹 

２６番         宮  田 浩  之        ２７番     松 野 俊 寿 

２８番         川  先 悟  郎        ３０番     平 岡 正 美 
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３１番         秋  広 美  輝        ３２番     川 﨑 三千春 

    ３３番         西  川 佚  夫        ３５番        岡 原 雪 夫 

     ３６番      松  村  ユキミ     ３７番     熊 高 昌 三 

     ３８番      藤  井 昌  之    ３９番         浅 枝 俊 通 

     ４０番      青 原 敏 治    ４１番         金 行 哲 昭 

４２番     杉 原   洋       ４３番         松 川 秀 巳 

      ４４番     大 前 直 行       ４５番         入 本 和 男 

     ４６番     泉   正智代    ４７番         山 本 三 郎 

     ４８番     今 野 仁千六    ４９番         今 村 義 照 

     ５０番     住 広   章    ５１番         佐々木   博 

５２番     玉 川 祐 光       ５３番         西 山 登司教 

      ５４番     井 上 正 文       ５５番         岡 田 正 信 

     ５６番     浮 田 洋 吾    ５７番         山 崎 宅 将 

     ５８番     桑 岡 達 夫    ５９番         望 月   桂 

     ６０番     天 清 斐 雄    ６１番         渡 辺 義 則 

６２番     猪 掛 信 幸       ６３番         高 下 二 郎 

      ６４番     富 田 義 弘       ６５番         吉 村 正 登 

     ６６番     名 川 律 夫    ６７番         宮 本 房 宏 

     ６８番     松 浦 利 貞    ６９番         増 田 静 樹 

     ７１番         鳴 石   勧    ７２番        亀 岡   等 

７３番     﨑 岡 典 男 
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   ３．欠席議員は次のとおりである。（４名） 

１０番        平 川 幸 雄     ２９番        新 山 勝 義 

   ３４番        中 野 光 雄    ７０番    中 間 末 雄 

 

 

   ４．会議録署名議員 

       ２１番     赤 川 三 郎      ２２番     深 井 達 雄 

   

 ５．地方自治法第１２１条により説明のため出席した者の職氏名（２３名） 

市     長    児 玉  更 太 郎     助     役    増 元 正 信 

収 入 役    藤 川 幸 典             参 事    小 野  豊      

総 務 部 長    新 川 文 雄     教 育 長    佐 藤  勝 

教 育 次 長    沖 野 清 治     自治振興部長    田 丸 孝 二 

市民生活課長    佐 々 木  亮     税 務 課 長    山 本 数 博 

福祉保健部長兼

福祉事務所長    福 田 美 恵 子     人権推進課長    毛 利 宣 生 

産業振興部長    清 水  盤     
建設部長   

兼公営企業部長    金 岡 英 雄 

消 防 長    村 上  紘     八千代支所長    平 下 和 夫 

美土里支所長    立 川 堯 彦     高 宮 支 所 長    猪 掛 智 則 

甲 田 支 所 長    武 添 吉 丸     向 原 支 所 長    益 田 博 志 

総 務 課 長    高 杉 和 義     財 政 課 長    垣 野 内  壮 

教育総務課長    上 川 裕 芳 
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   ６．職務のため議場に出席した事務局の職氏名（６名） 
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～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午前１０時００分 開会 

◯﨑 岡 議 長   みなさん、おはようございます。 

ただ今の出席議員は６９名であります。 

定足数に達しておりますので、直ちに本日の会議を開きます。 

本日の議事日程は、予めお手許に配布したとおりであります。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

日程第１  会議録署名議員の指名 

◯﨑 岡 議 長   日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

会議録署名議員は、会議規則第７９条の規定により、議長において、２

１番赤川三郎君、２２番深井達雄君を指名いたします。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

日程第２  一般質問 

◯﨑 岡 議 長   日程第２、前日に引き続き、一般質問を行います。 

本日は、美土里会派の一般質問から始めます。 

４６番、泉正智代君。 

◯泉 議 員   みなさんおはようございます。美土里会派の泉でございます。一般質問

３日目ということで大変にお疲れであろうと思いますので、手短にやりた

いと思います。どうかよろしくお願いをいたします。 

私事でございますが、４０年あまり前、私がまだ青年で高校生だった頃

に市長はちょうど高校の講師でありました。ちょうどその頃、日本農業基

本法が制定されまして、その時説明の中で市長は、｢曲がり角にきた農業、

農村｣という言葉を言われたことを今でもはっきりと覚えております。以

来、農業関係を取り巻く情勢は大変厳しいものがございまして、曲がり角

から平坦な道、また真っ直ぐな道へ出ることなく、現在は出口の見えない

トンネルの中におるような気がいたしております。そんな状況の中で、農

業関係について２点ほどお伺いをいたします。 

まず最初に、食育基本法と教育についてでございますが、食料自給率４

０％の日本農業の現状のなかで、米国の牛海綿状脳症（BSE）や鳥インフ
ルエンザの多発、鯉ヘルペス、輸入野菜の残留農薬の問題等々、食料の大

部分を国外に頼ることの危険性が大きな社会問題となっております。 
食料は防衛、エネルギーと並ぶ国の安全保障の根幹であり、国民が安心

できるよう、自給率の向上が問われています。今、国会で小泉総理の施政

方針の演説の中に、心身の健康に重要な食生活の重要性を教える食育を推

進し、子どもの健全育成に努めるとあり、これを受けまして食育基本法が

提出され、７月実施の予定でありましたが、年金国会と言われるように、

審議できずに秋の臨時国会で成立の予定のようでありますが、食育を日本

の発展のための教育の基礎とし、都道府県、市町村にも基本計画の策定に

努めるよう求めると、その中にあります。このことについて、国、県から

指示指導があったのかどうか。併せて、このことについて市長はどのよう

な見解をお持ちか所見をお伺いしたいと思います。 
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次に、私も元サラリーマンでございましたが、晴耕雨読を夢見まして自

立農家を目指したわけでございますが、未だに自立できずに悪戦苦闘いた

しております。そこで、担い手の育成ということについてお尋ねをしたい

と思います。 
さて、２１世紀は地球環境と飢餓に配慮したぬくもりのある経済、社会

の構築が課題であると言われておりますが、市場開放に見られるように、

効率優先の政策が続き、競争原理をあおる規制緩和がさらに進んでいます。 

このような政策のなかで深刻な高齢化、後継者不足に悩む農業、農村をど

う再建するのか、大きな問題であります。このことは、先日来よりいろい

ろ議論をされておりますが、市長の施政方針の中に担い手の育成とありま

すが、具体的にどのような方策を考えておられるのか、お伺いをいたしま

す。 
次に、分駐所の設置についてでございますが、この件につきましては初

日に消防署を抱えている地元吉田町の２名の議員より質問がありました。

周辺住民の一人として感謝申し上げたいと思っております。 
市長の答弁に期待をしておったわけですが、人にやさしく心の温かい人

格の持ち主であられる市長の答弁内容に、納得出来かねますので、あえて

質問をさせていただきます。 
何年も前のことですが、革命集団によるハイジャック事件がありました。

当時総理大臣でありました福田赳夫氏が｢人の命は地球よりも重い｣と言

って人命救助のために犯人達の要求を飲まれた経緯がございました。この

言葉は今でも名言として語り継がれております。 
このたびの合併にあたり周辺地域の住民にとりまして、過疎に一層拍車

がかかりはしないかといった大きな不安があります。いろいろなことが今

までより低下するのではなく、合併して何か一つでも良くなったと言える

ものが欲しい。これが、周辺地区住民の本音であり、分駐所設置の要望は

町民に合併に関しての説明会を開かれた時に多くの住民から出た意見で

あります。周辺地を抱える他町においても、同様な意見があったかと思わ

れます。 
さて、現在消防署より遠く、夏期においても３、４０分以上到着に要す

る地域が何ヵ所かあります。このことについては、先日消防長より説明が

ありましたが、特に美土里町北部は冬期には多量の積雪があり、到着にそ

の倍以上の時間を要するわけです。１分１秒を争う緊急事態の時、３０分

以上かかるということは、とても救急の用を果たしているとはとても考え

られない訳です。この件について北地区の振興会から管理者、消防長消防

議長宛に要望書が提出されております。消防議会においても、昨年来より

議論がなされました。どこに住んでいても公平公正なサービスを市民に提

供する義務が行政にはあり、分駐所の設置は必要であるという結論に達し、

管理者よりこの件について町長会に報告がなされたと思います。 
市民の生命、財産、生活を守ることこそ行政の最大の使命であると考え

ます。人輝く安芸高田市実現のために、分駐所の設置について市長はどの
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ようにお考えか、所見をお伺いいたします。以上３点、よろしくお願いい

たします。 
◯児 玉 市 長   議長。 

◯﨑 岡 議 長   市長、児玉更太郎君。 

◯児 玉 市 長   泉議員さんのご質問でございます。食育基本法教育についてと、こうい

うお尋ねでございます。「食」は、議員仰せのとおり生涯にわたって健全

な心と体を養い豊かな生活を送る基礎であると考えております。近年はラ

イフスタイルの変化によりまして、食生活の方も簡単、速さを優先したフ

ァーストフードの進出により大きく様変わりをして参りました。このよう

な状況の中で、小泉総理大臣は本年の施政方針の中で、心身の健康に重要

な食生活の大切さを教える「食育」を推進し、子どもの体力向上に努めま

すと食育の必要性を述べております。本市においても、さらに健康で豊か

な食生活の普及に努めて参りたいと考えております。本年度の事業といた

しましては、食育実践地域活動支援事業という事業があるわけでございま

すが、この事業に取り組む計画をしております。地域住民、学校、農業者

が一体になって、食育推進ボランティアによる「食育教育」｢ふるさと給

食｣｢食育研修会｣などの実施を計画をしておるところでございます。 
ひとり一人が健康で幸せな生活を送るための基になります食生活の普

及推進に、あらゆる機会を得て取り組んで参りたいと思います。 
もしか、ご要望がありましたら、また担当の方から詳しいご説明をして

いきたいというように考えております。 
それから次に、担い手の育成ということでございます。近年の日本にお

ける農業を取り巻く状況は、米の生産調整の進行、米をはじめとする農畜

産物は、輸入品の増大や産地間競争の激化により、価格の低迷など農業経

営にとりまして誠に厳しい状況が続いております。高田郡における平成２

年から１２年までの１０年間の農村農業の変化を農家数等の数字でみま

すと、農家数で約１千戸の減少をきたしております。経営面積にいたしま

すと５８０ヘクタールが減少しておると、こういうことで、就業人口の高

齢化率は男性で７ポイント、女性で２１ポイント上昇しております中で、

水稲の３ヘクタール以上を経営する農家は１３戸から３６戸と増加して

おります。これは１２年まででございますので、現在ではこの３ヘクター

ル以上の農家が７１戸ということになっております。また、地域営農集団

や農業生産法人組織などの設立が進められておるところでございます。高

田郡の農業というのは典型的な中山間地域の状況でございます。担い手の

減少、従業者の高齢化、耕作放棄地の増加が進んでおるのが実態でござい

ます。このような中で、農業が継続して発展していくためには、他産業並

みの所得や労働時間を実現できる経営体の育成が必要になってくるわけ

でございます。認定農業者や経営発展を目指す農業経営者の育成確保、新

規営農集団の育成、さらには集団的経営体の育成を図って参りたいと考え

ます。具体的には、各経営体の組織づくり、経営発展のための支援、関係

機関との連携による技術支援などに取り組んでいく考えでおります。 
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続きまして、消防分駐所の設置でございます。先日も申し上げましたよ

うに、新生安芸高田市において、救急医療、救急搬送に関し、地域格差が

あってはならないとする考えは議員と同じ思いでございます。この事は人

命に直接係わる事でございますし、市民の生活に直結した課題であると深

く認識しております。先日も吉田会派の宮本議員さんをはじめ、関係の皆

さんからご質問をいただいたとおりでございます。人の命は地球より重い

ということは我々も十分存じておるつもりでございますし、この分駐所の

問題というのは、過去２０年来、消防署が発足して以来の課題でございま

す。だれも分駐所が必要なということは、おわかりをいただいておりまし

て、先般の消防議会でも一定の方向を出していただいておるということは、

前消防管理者から町長会へも報告があったところでございます。しかし実

際に分駐所を設置するということになりますと、常時１０人近い消防職員

を新たに常駐をさせるという問題がございます。施設投資というのは一遍

で済むわけでございますが、かなりの費用を伴うという問題がネックにな

って、なかなか現在までこの問題が実現できないというのが実態でござい

ます。また後ほども同様のご質問が出ると思います。十分ご意見を賜りま

して、皆さんのご意見もお聞かせをいただきたいと、このように考えてお

るところでございます。以上でございます。 
◯泉 議 員   議長。 
◯﨑 岡 議 長   ４６番、泉正智代君。 

◯泉 議 員   はい、４６番、泉です。最初の食育に関する件に関しては大変深いご理

解をいただいておるというように思いますし、昨日、教育長の答弁にあり

ました、学校給食の関係云々の中であったわけですが、今子どもたちがで

すね、体力や視力、そして肥満、高血圧、糖尿病、いわゆる成人病が子ど

もたちの中にも起きておると、これはひとつ食の関係であるということが

大変言われております。特にですね、根気がない、キレる、これはですね、

ある学者の説ですが、食品添加物の中でですね、子どもたちの脳の発達を

阻害するものがあるんだということを解いておられる学者もおられます。

先ほど市長からございましたように、やっぱり食の安全ということを今一

度見直すべきではないかという時期に来ておるような気がいたします。こ

のことをですね、さらに引き続き進めていただいて、将来ある子どもたち

の健全育成のために、この事業をぜひ取り組んでいただきたいと思います。 

２番目の担い手の件でございますが、具体的にと申しましたのは、こう

いうことを思っておるんだというのが聞きたかったわけですが、どこので

すね、農業地帯においても担い手の育成というのが大きなテーマでござい

ます。これといったことがなかなか見つからないので、どこの自治体でも

ですね、苦慮されておるのが現状でございます。そんな中でですね、農業

をやってみたいという都会の若い方が増えておるという現実がございま

す。これは２００２年度の資料でございますが、新規就農支援センター農

業会議等へですね、問い合わせがあった件数が１万４千２００件。その５

年前より２倍に増えとるそうです。そうした中で実現に至ったのは約２％、



 179

３００名程度だそうですが、その実現しなかった理由というのをよくみて

みますと、まず農地の確保が難しい。それから農機具やハウス等建設とい

った資金が足りない、技術がない、家がない。それから農村の慣習に馴染

めないと。逆をいいますとですね、これらをクリアすれば農業をしたいと

いう若者はたくさんいるというわけです。ですからこの度安芸高田市にお

いて農業振興センターですか、設立をされますので、これらを核にしてで

すね、担い手が育つような方策はあると思うんですよね。そこらをひとつ

意欲的に取り組んでいただけたらと思います。 

それから最後の分駐所の件ですが、どうしても重要性はわかるんだけれ

ども経費の問題、私なりに思うのはですね、施設は支所の施設があります。

それから人でございますが、先程来より議論されておりますように職員の

数が多い、この多い職員の中にですね、私は若い有能な職員がおられると

思うんです。その方を消防職員として教育されたら十分新規採用しなくて

もですね、間に合う話だと思うんです。また、消防署の現場だけでなく事

務的なこともあるわけですから、当然今おられる市の職員の中で優秀な方

ばっかりでありますので、そこらをひとつ市長のお考えがありますればね、

できる話だろうと思います。そのことを強く願うわけでございます。以上、

２回目の質問を終わります。 

◯児 玉 市 長   議長。 

◯﨑 岡 議 長   市長、児玉更太郎君。 

◯児 玉 市 長   新規就農者の問題でございますが、このことにつきましては、新しく安

芸高田市としても真剣に取り組んでいく必要があろうと思います。特に農

業会議等が、今、具体的に町村と連携を取りながら、施策をする方法があ

るわけでございまして、そこらと十分連携を取りながら新規就農者という

ことも考えて参りたいと思いますが、ご存知のように農地法の問題で、農

地をどのように取得するかという問題もありますし、資金、技術、そこら

も都会の若者が夢を抱いて来たが、やはり夢と現実が違うという、そうい

う挫折を味わった例もたくさんあるわけでありまして、そこらは慎重にや

っていかんにゃいけんというように思いますし、取りあえずはやはり今お

られる農業者が本当に意欲のある人を支援するという、そういう各町でそ

れぞれ具体的な施策を今までも持っておられましたが、そこらをもう少し

充実をして、大規模農家を育成するという具体的な施策をやっていくと。

ちょっと私、今思い浮かべませんが、具体策というのは後ほどまた１、２

あると思いますんで、担当部長の方から話をしていきたいと思いますが、

そのようなことで、やっぱり私は現在おられる農業者をまず育成していく

というのが、これ一番手っ取り早いんじゃないだろうかと。もちろん市外

から新規就農者を入れるという方法もありますが、なかなかこれは手間が

かかるということがあるわけでございますが、そういうことも併せてもう

一つの方法としては考えられるように思います。 

それから消防の関係でございますが、具体的にそいじゃあ金のかからん

方法、資金のできるだけ要らない方法は、どういう方法があるかという、
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先ほどご提案がありましたような、いろいろな方法があると思います。あ

るいは現在の人員の中でやっていく方法がないかという方法もあると思

います。施設の面については最低の施設が、救急車等の施設は必要と思い

ますが、建物等は聞いてみますと利用できる建物があるということは聞か

せていただいておりますので、今後この問題をどのようにしていくかとい

うのが、今回の議会でも後ほどもいろいろご意見があるようでございます。

たくさんの議員の皆さんから問題を提起をいただいておりますので、検討

させていただきたいと、このように考えております。 

◯清水産業振興部長   議長。 
◯﨑 岡 議 長   産業振興部長、清水盤君。 
◯清水産業振興部長   それでは担い手の育成の施策の具体的な例をということでございます。

基本的には市長が答弁を申し上げましたように、これまで６町でそれぞれ

特色ある農業振興施策を展開をしてきております。これを尊重しながら新

市に引き継ぐということでございます。それぞれ６町で取り組んでこられ

ました特色ある施策の中で、引き続き新市の方で継承していこうというこ

とで、担い手の方の育成の一つの単市制度としまして施設整備、規模拡大

に伴います施設整備のための経費の支援でありますとか、あるいは地域営

農集団によります規模拡大によります施設整備に対する支援であります

とか、そういったところの制度を今予算の方にも計上させていただいてお

ります。また、これまでも当然ご支援をさせてきていただいておりますが、

基本計画の中にも挙げておりますように、経営感覚に優れた農業経営者の

育成ということを挙げております。こういった面におきましても経営管理

の面の研修会の開催等の企画も計画も進めて参りたいというように思い

ます。また、新聞等で既にご承知いただいておると思いますが、米の生産

販路拡大につきましては、それぞれ各町で契約栽培というような方向で取

り組んできていただいておるところがございますが、将来的には売れ先が

確実にあるという農産物の生産が必要になってこようと思います。そうい

った意味で生協等との契約によります米の生産にも取り組んで、今年から

参りたいということで、計画を進めております。それと、省力低コスト化

ということで現在、今年度から水稲の粗植栽培の研究にも取りかかってお

ります。これはそれぞれ旧町毎に展示圃設置をさせていただきまして、県

の農業改良普及センター、地域事務所、ＪＡたかたの協力を得まして、現

在、今年度粗植栽培の研究に取りかかっておるところでございます。以上

でございます。 
◯泉 議 員   議長。 
◯﨑 岡 議 長   ４６番、泉正智代君。 

◯泉 議 員   はい、４６番です。最後の消防署の件が引っかかっていけんのですが。

実は火葬場の建設が予定されておりますね、これは死んだ後のことですよ。

何よりもまず命を助ける、これを優先すべきじゃないかというのが、私の

考えでございます。甲田会派において後ほど質問があるようでございます

ので、その中で前向きな答弁があることを期待して終わります。 
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◯﨑 岡 議 長   続いて１９番、新出達夫君。 

◯新 出 議 員   通告に基づきまして、美土里町の新出です。一般質問したいと思います。 

安芸高田市が発足しまして３ヶ月あまりが過ぎたわけなんですが、市内

小中学校の児童生徒２千６００人あまりの「邑の宝」が元気に勉強をして

おります。子どもたちにとっては、学校が統合しようが、安芸高田市が合

併しようが、教育は止まることのないものでありまして、今おかれとる子

どもたちが元気で教育を受けられる状況を、私たちがつくらなければなら

ないと思います。子どもたちが元気で健やかに成長するために、次のこと

について、市長並びに教育長に質問いたします。 
１番目に、耐震診断の対策についてですが、阪神、淡路大震災や芸予地

震によりまして、国から耐震診断の指示がなされ、各学校とも実施された

と思います。その経過なり、及び結果、またその後の対応につきまして、

今後どう進むのか。子どもたちの安全を考えますときに、一日でも早く取

りかかる必要があると思いますが、どう考えでしょうか。 
２番目に、特色のある学校づくりについて、どう支援するのかというこ

とでありますが、合併前の各町では、それぞれ特色のある学校を目指して

学校が努力をされていました。市長は今後とも引き続き支援をするという

方向性を出されておりますが、具体的にはどのようなかたちになるんでし

ょうか。地域の人が学校に興味を持つ、関心を持つ、そして学校にきてい

ただけるような学校つくりをどのように考えられているのか、お考えを伺

います。 
それから第３番目に、市民会議との連携なんですが、青少年の健全育成

というものは、安芸高田市民全市民の願いであります。青少年の取り巻く

環境というのは年々悪化をしております。保護者はもとより、全市民を巻

き込んでの解決の方向に努力しなければ、解決は難しいものと考えます。

旧６町で結成されておりました青少年育成町民会議も、この議会が終わっ

た時点ぐらいで安芸高田市民会議としての再結成を目指しておられます。

青少年育成に取り組む状況は、この市民会議とどう連携取って、青少年の

健全育成に取り組まれるのか伺うものです。以上の事について質問します。 
◯児 玉 市 長   議長。 

◯﨑 岡 議 長   市長、児玉更太郎君。 

◯児 玉 市 長   新出議員さんのご質問でございます。学校の耐震診断のご質問でござい

まして、これはまだ安芸高田市内では、やった学校もやらない学校もある

わけでございまして、この状況につきましては教育長の方から後ほど答弁

をさせていただきます。 
それから、特色ある学校づくりについてということでございますが、最

近、地域との連携を深めた学校等、いろいろのものが模索をされておりま

す。このことについても、詳しくは教育長の方から答弁をしていきたいと

いうように考えております。 
青少年の健全育成の市民会議とどのように連携をとっていくかと、こう

いう問題でございます。少年犯罪の凶悪化、低年齢化、いじめや不登校の
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児童、生徒、引きこもりの子どもたちの増加は、大変今問題になって、特

に最近長崎における小学校の痛ましい事件は大変心を痛めておる問題で

ございます。これらの問題の解決のために、地域の子どもは地域で守り育

てるという理念の元に、青少年の総合的な施策を盛り込んだ安芸高田市青

少年健全育成計画の策定を教育委員会ととも連携の上、計画を今、市民部

の方で作成をしておる計画をしておるところでございます。この計画の策

定にあたっては、安芸高田市誕生と同時に発足した青少年育成安芸高田市

市民会議等の連携を図り、先ほどおっしゃった会議でございますが、プラ

ン策定を進めて参りたいと、このように考えております。親子や異年齢層

の交流活動の推進、青少年を取り巻く有害環境への対応など、本市におけ

る本年度の青少年育成事業の取り組みについても、これからの活動が円滑

に推進できるように市民会議との連携を深めて参りたいと思います。具体

的な問題につきましては、それぞれ市民部の担当課長、また福祉保健部長

からこの問題については説明をしていきたいと、このように考えておると

ころでございます。よろしくお願いいたします。 
◯佐藤教育長   議長。 
◯﨑 岡 議 長   教育長、佐藤勝君。 
◯佐藤教育長   学校の耐震診断と今後の対策について、先ほどのご質問にお答えをいた

します。 

まず、学校の耐震診断とその対策についてでございますが、現在市内に

あります校舎のうち、昭和１０年に建てられた木造校舎の郷野小学校が一

番古く、その他の学校は鉄筋コンクリート造りでございます。耐震診断の

対象校は、鉄筋コンクリート造り及び鉄骨造りで、昭和５６年施行の新耐

震基準に則って、建築されたものでございます。小学校で診断が残ってお

ります校舎は３校、体育館は５館でございます。中学校で診断が残ってお

りますのは校舎が３校、体育館が３館でございます。 

これら診断が残っております施設につきましては、今年度を含め２ヵ年

間で、１次診断を終了したいと考えております。 

次に、特色ある学校づくりへどのような支援をするかという質問でござ

いますが、議員ご指摘の通り、合併前にはそれぞれの町において、保護者、

地域のご協力を得て、地域に根ざした特色のある学校づくりが進められて

きました。これは、地域の人が学校に関心をもっていただき、支援をして

いただいたお陰であると感謝しておるところでございます。 
このたび、小学校が１３校、中学校６校の合わせて１９校が同じ安芸高

田市内の学校として再出発をしたわけでございますが、それぞれの地域に

おける、これまでの伝統や校風を大切にしていくことは重要なことである

と考えております。新市となって各小中学校はそれぞれの校風や伝統を保

ちながら、切磋琢磨することが重要であると考えております。勉学やスポ

ーツや文化面などにおいて、それぞれが創意と工夫を凝らしながら教育改

革を進めていくことが大切であります。 
安芸高田かがやきプランに示しておりますように、信頼される学校づく
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りを目指して｢行ってみたい｣｢聞いてみたい｣｢この学校に行かせて良かっ

た｣と思えるような、創造的な取り組みに対しまして内容面、あるいは財

政面について、教育委員会としても支援をして参りたいと考えておるとこ

でございます。 
◯福田福祉保健部長   議長。 
◯﨑 岡 議 長   福祉保健部長、福田美恵子さん。 
◯福田福祉保健部長   はい、失礼いたします。さきほどの市民会議との連携はという質問の関

係で、具体的に青少年健全育成等も踏まえての取り組みでございますが、

福祉保険部といたしまして、今年、毎年これはあるんですけども、社会を

明るくする運動推進大会、これは全国的に運動を展開されるわけですが、

この運動は毎年７月、犯罪の防止と罪を犯した人たちの更生について理解

を深め、それぞれの立場において、力を合わせ、犯罪や非行のない明るい

社会を築こうとする全国的な運動でございます。これを、次の世代を担う

少年の健全な育成を図り、立ち直りを支えるためには私たち一人ひとりが

非行や犯罪の防止について考えてみましょうということで、これは安芸高

田市と、それから保護士会等で大会をするわけですが、先般各種議会の方、

それから警察、商工会とか各種団体等に呼びかけまして、そういうかたち

での犯罪をなくそうという運動を、大会をするようにしております。これ

は７月２５日に中央公民館で実施するようにしておりますが、やはり犯罪

をなくす、みんなで、地域の子どもを支えて犯罪をなくしていこうという

気運をですね、この大会の日のみならず、安芸高田市では本当に犯罪をな

くそうという気持ちでみんなで取り組みをする必要があると思います。そ

ういうことで今回計画をしておりますので、そこらも皆さんの参加もいた

だきながら、みんなで取り組みをしていくことが必要だと考えております。 

◯毛利人権推進課長   議長。 
◯﨑 岡 議 長   人権推進課長、毛利宣生君。 
◯毛利人権推進課長   本市と青少年育成と市民会議との連携の件でございますけれども、安芸

高田市の市民会議の事務局は市民部の人権推進課に置かれております。こ

の部分も含めてですね、お答えしたいと思います。本市が青少年育成に関

わっての事業につきましては、青少年育成の啓発の講演会並びにシンポジ

ウム等計画しております。そこらの開催につきましても市民議会との連携

を図りですね、協力、支援をいただくようなかたちでの実施に務めていき

たいと思います。また、今後におきましては自治振興部の方で進めておら

れます地域振興会の育成、あるいはまた、まちづくり、地域づくりの件に

つきましても、青少年が健全でですね、活動できるような環境の醸成や、

また地域において世代を超えたですね、交流活動が進まれるような子ども

たちの社会性がですね、育まれるような事業展開等についてですね、本市

と市民会議が連携の下にですね、中心的な青少年育成の発信ができるよう

なですね、そういうような役割を担っていただければというような、そう

いう思いを持っております。 
◯新 出 議 員   議長。 
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◯﨑 岡 議 長   １９番、新出達夫君。 

◯新 出 議 員   はい。再質問させていただきます。実は今の１番目の耐震診断の件なん

ですが、これはまだ診断が済んでない部分と診断が済んでいる部分という

ようなかたちで残ってますよね。診断が済んでいる学校については今後ど

のようなかたちで、例えば修繕とかいう方向性はどうでしょうか。それか

ら診断が済んでないのも今後２年間で一次診断ということでありますが、

私もちょうど芸予地震の時に海田町の方でちょうど他な用事をしており

まして、芸予地震の真っ直中におりました。ビルの１階におりまして本当

怖い思いをしたわけなんです。道路へ出てみますと道路の防犯灯ですか、

蛍光灯みたいなやつがありますよね、あれが左右に振れとるような状況で、

私がそこから自宅まで帰るのに夜中になったいうような経験もあります

ので、そのことを考えますと子どもたちが平素学校の中で生活を、勉強を

しておりますから、そういう本当に今までは広島県ではそんなに地震とは

縁がないんだというような思いがありましたけど、今回のような芸予地震

があれば、絶対間違いなしにあるんだというふうな思いを改めて認識させ

られたようなことです。ですからできるだけその診断をした時点で、改善

なり、改良、修繕、補強というようなことを是非早急に進めていただきた

いというのがあります。その辺のところの予定といいますか、考えをちょ

っと聞かせていただきたいと思います。 

次に、それぞれ特色ある学校、それぞれ合併前から学校では目指してお

られたと思うんです。私は時々いろんな学校に行かせていただきまして、

いろんな話を聞くわけなんですが、ある学校ではブラスバンドがとにかく

１２月頃に大会があるから、それに対して参加するためにはみんなが一生

懸命全校でやっとる。それがその学校の伝統になっとると。だけど考えて

みたら、指導者の方が変わられたり、えてしてこういうものは指導の先生

が熱心でおられればおられるほど、その先生が転勤されたとたんに、どう

いうんですかね、しぼんでくる状況があるんです。でも考えてみましたら

市内にも例えば美土里町には消防音楽隊というようなのがありまして、そ

こらにいろいろやっておられる指導者的になられる方もいらっしゃるん

じゃないかと私は思うわけなんです。その方が例えば先生以外にそういう

方を講師として招かれるような状況ができれば、もっとそれが続いていく。

そしてその方が地域にずっとおられるからずっと続けて指導をしていた

だけるというようなことも考えられるんではないかと思います。そういう

面でかなり経費的な面でいろいろ学校の方も苦労されとるように気がし

ます。私の地元の美土里町では、神楽が盛んなとこですから、今年、去年

から県民会議の方の支援をいただきまして、３年間のトライアル２１とい

うことで美土里中学校では神楽を中心に今までずっと何十年という伝統

があるんですが、今年は特にそういうような支援をいただきまして年間２

００万という莫大な支援をいただいとるんですが、半分は市の方がやって

いただくんですが、そういうようなかたちで、そういうようなことも併せ

て取り組んで、そういうようないろんな事業も取り組んでやってはいるん
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ですが、それでもなかなか神楽にしても田楽にしましても、道具そのもの

が大変高価なもの、貴重なもの、古くからあるものですから、なかなか子

どもたちが使いにくい状況もあると思うんです。そういうようなとこも含

めて特色ある学校づくりに対してもっとその辺のところのそういう面で

の支援はできないものかというようなところをお願いしたいと思います。 

それから３番目の青少年育成の健全市民会議が今度、今まで６町で結成

されとったのが、まだ再結成は今から総会があってするんですが、現在は

仮に安芸高田市民会議として結成をしとるわけなんですが、このことにつ

いて私も今現在美土里町の方の支部でお世話をさせていただいておりま

す。それでその中で一番感じますのが、やっぱり青少年を育成するために

は、市民会議だけが役割を担ってるということではなくて、全市民が会員

である、市民会議の会員である、そういう考えを持っていただきたいこと

と、安芸高田市なり、山県郡の市民会議の特徴は、広島県でもちょっと例

がないんですが、会長とかそういうような世話をされる方がね、一般から

の方が多いんです。他の郡とか県とか私たちも何度も研修に行っておりま

すが、たいていのところはそういう市民会議、町民会議というのは市長な

り、助役なりが本部長であり、先頭に立ってやっておられる部分が多いわ

けですよね。 

高田郡の場合といいますか、安芸高田市なり、山県郡では各いろんな団

体の代表で会長、会を結成されとるような状況があります。ということは

かなり資金的な面でも、どういうんですかね、難しい面があります。 

その一つとして今度は、資金的な面があるわけなんですが、もう１点は

安芸高田市内にも限りませんが、有害図書の撤去に対しても市民会議の方

は全力を尽くしておるわけでございます。それでも地元のＰＴＡとか市民、

町民の方に署名をいただいて、いろいろ撤去の要望をしとるわけなんです

が、なかなか市民会議だけではなかなか難しい面がありますんで、そのへ

んのところも一緒に、有害図書の販売機やらが撤去できるような状況はで

きないものか、その辺のところをお願いします。 

◯﨑 岡 議 長   この際、１１時１０分まで休憩をいたします。 
～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午前１０時５５分 休憩 

午前１１時１０分 再開 
～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

◯﨑 岡 議 長   再開いたします。 

◯佐藤教育長   議長。 
◯﨑 岡 議 長   教育長、佐藤勝君。 
◯佐藤教育長   質問にございました、耐震診断が終了した後の今後の市内の学校の施設

整備についてのお答えをさせてもらいたいと思います。まず基本的にいず

れの学校においても子どもたちが安全に学校に来て勉強ができる。そして

恵まれた環境の中で学習ができるということについては、教育委員会とし

ても取り組んでいかなければならない大事な内容だろうと思いますし、そ
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れから急に雨漏りがしだしたということになりますと、その都度整備をし

ていかなければならないということは、当然あると思っております。そこ

で全ての学校について、まず実態がどのようになっとるかということで、

芸予地震のこともございますので、まずは耐震診断結果をみて、そしてそ

の中で重要度の高いものから全体計画を立てながら、施設の整備を進めて

いきたいと、このように考えておるところでございます。 

次に、学校の先生の中で、得意でない先生がおった場合にその部とか、

あるいは内容は十分達成できないのではないか。地域の人にそういう人が

おられたならばその人を活用して教育を進めることはできるんじゃない

かというご意見がございました。ＮＨＫで｢ようこそ先輩｣というのがござ

います。そこの出身の卒業生が社会に出ておって、それが素晴らしい力量

を持っておるので学校へ帰ってきて授業を進めるという魅力的な事業展

開を見ることがございますけれども、今ですね、安芸高田市の市内の中で

も、そういうようなことで地域の人で学校の先生が持っていない技能を持

っておられると。そしてそれが教育内容と一致する場合には、ゲストティ

ーチャーとしてお招きをして授業をしてもらうという方法を講じており

まして、例えば自分の学校で音楽がどうもブラスバンドの指導ができない

んだというようなことがあれば、地域の人においでていただいて授業をそ

の先生にお願いをしてやってもらうという方法も十分できるだろうと思

いますし、総合的な学習の時間で神楽の伝承をやりたい、あるいは花田植

の伝承をやりたいということになりますと、教員の免許がなくてもその地

域の人をお招きして、その神楽の伝承を学校教育の中に位置付けてやると

いうこともできるようにしております。そういうことについて学校が知恵

をめぐらして、考えて、是非ともこういうことをやって、こういう結果を

生みたいから教育委員会としての支援をしてもらいたいということがあ

ったときに、教育委員会が支援をするというのが、これが特色ある学校づ

くりを支援をするという意味でございます。そういう意味で安芸高田の学

校がですね、新聞でもテレビでも注目されて、いい方向での注目されてる

ような学校づくりを我々としてもできるだけ進めていきたいと、このよう

に思っております。以上でございます。 

◯毛利人権推進課長   議長。 
◯﨑 岡 議 長   人権推進課長、毛利宣生君。 
◯毛利人権推進課長   はい。有害図書の撤去、あるいは自動販売機の撤廃でございますけれど

も、これにつきましては広島県の健全育成条例においてかなりの規制が行

われております。しかし実態といたしましては、いったん自動販売機等を

設置いたしますと、なかなか有害図書である判断というのが非常に難しい

ということでございます。いつも中身をですね入れ替えるという部分がご

ざいます。しかし土地の所有者が市内の住民の方であればですね、やはり

市民活動を通じてですね、撤去したというような実例もこの市内において

もございます。今後においてもですね、県民会議からそうしたですね、自

動販売機を設置させない、あるいはまたそうした方策等のですね、パンフ
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レット等をですね、青少年関係団体、あるいは学校、公民館等、施設等に

ですね、配布しておりますけれども、市民活動に繋がりますようにですね、

今後本市もですね、安芸高田市の市民会議と連携をしながらですね、市民

の方へ啓発を行ってですね、そうした悪書いいますか、有害図書がですね、

置かれないような、置いても撤去できるような体制にですね、事業を進め

ていきたいと思っております。 

◯新 出 議 員   議長。 

◯﨑 岡 議 長   １９番、新出達夫君。 

◯新 出 議 員   最後に２点ほどちょっと確認の意味で質問したいと思います。先ほど耐

震診断のことでありましたが、各小学校の耐震診断の結果があれば、今度

資料として提出をしていただきたいと思います。例えば、診断の結果こう

であったというのが各学校の結果があれば、ちょっと資料として提出をし

て下さい。 

それから先ほどの有害図書のとか、自動販売機の件なんですが、市内に

もかなりあると思います。それで私の美土里町でも１ヵ所あれが設置され

まして、すぐに対策を取ったわけなんですが、これが所有者が地元の人で

ない、それからその所有者が何年か契約で今の設置をする人に契約で貸し

とるわけです。ですから署名を持って行ってもなかなか引き受けてくれな

いような状況もありまして、なかなかその撤去がスムースにいかないとい

う現実があるわけなんです。私が美土里町から吉田町に来る間にでも１ヵ

所ありますし、５４号線沿いにはかなりあると思います。それから向原の

方でも１ヵ所あったのが撤去されたと思ったら、また別の場所にあるとい

うことで、なかなかいたちごっごというようなことでありますし、条例が

強化されてはありますけど、なかなか出来ない状況があります。その辺の

ところも市民会議だけでなく、協力をしていただいてやっていただくよう

にお願いしたいと思います。 
◯﨑 岡 議 長   答弁はいいですか。 

◯新 出 議 員   いいです。 
◯﨑 岡 議 長   続いて７２番、亀岡等君。 

◯亀 岡 議 員   議長、７２番。美土里会派の亀岡等でございます。通告の５件につきま

して、市長に質問いたします。 

要点のみで、極めて簡潔に行いたいと思います。まず最初は福祉の政策

に関係してお伺いをいたします。厚生労働省老健局は、去る５月１４日開

催の介護保険部会におきまして、介護保険による要支援、要介護１の軽介

護者を在宅サービスから除外し、通所介護などの従来から行われてきたサ

ービスを利用できなくする、そうした見直し案を出してきておるわけでご

ざいます。これが実際に実施されるとなりますと、当事者にとりましては

深刻な事態になることが予想されるわけでございます。また、三位一体の

改革で、福祉施設の整備に関係する補助金の削減によりまして、施設整備

の新規事業が今年度から大幅に圧縮をされ、今後の新規需要については、

困難となるばかりか、関係する補助金廃止になる傾向にあり、公的福祉の
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前途も極めて不安が大きいわけでございます。そのような状況下にありま

して、現在高宮町の川根と美土里町生田において実施をされている小規模

多機能の施設事業がありますが、この事業につきましては今のところ国に

おいてもこれを進めていく方向にあります。できればですね、少しでも多

くこの事業を広めていく必要があると考えますが、市長の見解をお伺いし

たいと思います。 
次は、特例債の充当の見通しについてでございますが、学校の統廃合に

よる廃校跡の利用計画の事業につきましては、特例債の充当が合併を推進

してくる中で示されており、その上限額も併せて約束をされておるわけで

ございます。そのようなわけで、現在関係する地域におきましては、それ

を踏まえての計画の策定が検討をされているところでございますが、地方

財政に対する国の対策はその時点よりも厳しい方向に変化してきており

まして、特例債そのものの先行きにも不安を感じる最近の情勢であります。

そうした状況のもとで、特例債を含む財政問題については、この二日間の

質問のなかで、建設計画等の予定の予算の絞り込み、あるいは計画してい

る予算を全部使う考えはないなどの市長の答弁もございました。そのよう

に、国をはじめ、先行き不透明、不確実な財政状況のなかにありまして、

この廃校跡地に対する財源措置について、当初の方針どおり実行していく

ことに変わりはないのか、わかりきった質問ではありますが、お伺いをい

たすところでございます。 
次は、行政改革についてでございます。これにつきましては、機構、人

件費、職員定数の件をはじめ、主要な改革の構想についてと通告をいたし

ておりますが、この２日間の質問の中で大体のところ答弁が出ているよう

ではございます。申し上げるまでもなく、行政改革につきましては、合併

を推進してくる中で、合併すれば無駄を省いて改革が出来ると。合併の基

軸として主張されてきた経緯もありまして、今日市民の皆さんの中では、

それに対する期待が寄せられている問題であります。また、当然今日の行

財政の現状からも避けて通れない重要な課題であります。いろいろ答弁も

ございましたが、用意をしていただいておると思いますので、この際、改

めて市長の行政改革への構想についてをお伺いします。 
次は、中山間地等直接支払い制度ついて行います。今日農業を取り巻く

厳しい状況の中で、５年目を迎えているこの制度は、関係する地域の農業

にとりましては、農用地の荒廃防止をはじめ、獣害の防除や機械装備、共

同施設の設置等の農家の切実な対策事業。さらにはそれに伴う共同作業を

通じての連帯意識の高揚と、幅広く役立っており、中山間地農業に大きな

支援となっておるわけでございます。しかし、ご承知のように政府は平成

１７年度よりこの制度を廃止する方針を打ち出しておりまして、今全国各

地から政府に対して、この制度を続けるように強く要望が出されていると

ころでございます。市長におかれましては、この制度の継続と充実強化に

ついて、最善の努力をされたいと考えます。市長のこれに対する所見を伺

います。 
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最後の質問でありますが、少し今の時点で、所信の表明をされた段階で

ここまで踏み込むのはいかがかと考えたわけでございますが、住民の地域

自治組織活動に対する行政の姿勢についてということで、お伺いをするも

のであります。市長の施政方針では、住民と行政の協働による地域自治組

織によるまちづくりを強調される中、組織の育成、充実をしていくと述べ

ておられますが、それは現在、総務省が進めている制度にのせて実施して

いくことなのか、それとも市が独自の制度を設けて対応していかれるのか。

またその方針では地域自治組織がうまく機能することが地域課題の解決

を速やかに行政に反映できる、協働のシステムになるとされておりますが、

そうなりますとこれからの地域振興はその地域の活動に、遺憾にいかんに

かかっているということになると受け止めざるをえないと思うのであり

ます。 
住民の組織活動には、盛んなところもあれば低調なところも出てくると

思うのであります。その地域の意欲や力量によって、地域振興対策が左右

されることになれば、当然他の地域との格差が生じて参ります。とりわけ

そこに行政が協働というかたちで関与する場合は、特に問題ではないかと

思うのであります。これからのシステムづくり、全てがこれからというと

ころでございますけれども、そのうえで十分考慮が必要と考えますが、い

かがでありましょうか。新市が発足した今日、市民から求められているこ

とは、行政の対応が市内全域に平準化して対策されることではないでしょ

うか。それが不可欠の条件であると考えます。これから本市におけるまち

づくり、地域づくりについては、合併に関係して寄せられているどこの地

域も住みよい地域にして欲しいとの全市民共通の願い、期待に対して、ど

のように行政の責任を果たしていくのか、そのことを大切にし、そこを起

点にして取り組んでいかなければならないことと考えるわけでございま

す。こうしたことについて市の行政がこれからどのように対応していくの

か、今市民のみなさんがもっとも注目されていることと考えます。市長の

地域自治組織のあり方、その活動に対する考えについて所見を伺います。

以上、５件について質問いたします。 
◯児 玉 市 長   議長。 

◯﨑 岡 議 長   市長、児玉更太郎君。 

◯児 玉 市 長   亀岡議員さんのまず第１点の福祉の問題でございます。ご指摘をいただ

いておりますように、現在平成１８年度の介護保険制度の見直しに向けて、

厚生労働省の社会保障審議会介護保険部会において論議がなされており

ます。ご指摘の見直し案につきましても、部会の委員の意見として議論の

土俵に上っておると聞いております。一方、サービスの環境整備が進まな

い状況において、要介護度の低い人を介護保険制度から外すということは

時期尚早であるとの意見も出ており、今後の議論を待たなければならない

状況になっておると思います。 
いずれにいたしましても、介護保険制度の改正を的確に掴み、介護予防、

地域支え合い事業から介護サービスへ連続して提供できるよう、取り組み
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たいと考えております。 
次に、小規模、多機能な施設事業についてでございますが、高齢者の自

立した生活を支援するには、従来の大規模介護保険施設では在宅での暮ら

しと落差が大きく、大集団での生活を余儀なくされるなど、見直すべき時

期に来ているといわれております。「小規模」「多機能」「地域密着」この

三つのキーワードが今後の高齢者福祉の基本になってくるものと思いま

す。小規模な介護の拠点を地域に設け、基幹施設から出張する、いわゆる

出前サービスでございます。これはサテライトサービスとも言われておる

わけでございますが、こういう地域分散型の介護は、住み慣れた地域で顔

なじみの人間関係の中で高齢者を支えることができ、これからの高齢者福

祉施設の一つの方向であろうと、このように考えております。 
ご指摘のように、本市におきましても、特別養護老人ホームを拠点にし

て、それぞれ地域に出向いていく、いわゆる出前サービスが、もう既に実

際行われております。それぞれ美土里町、高宮町でもそのような、ご指摘

の通りが、もう既に軌道へ乗っております。吉田町においてもサテライト

というかたちで行われておるようでございますし、まだ具体的には掴んで

おりませんが、今朝聞きますと八千代、甲田でもそのようなものがもう試

みられていると、こういうことでございますので、議員ご指摘のように今

後はこのようなものを充実をさせていく必要があろうと、このように考え

ておりまして、我々も積極的にこれを支援していきたいと、このように考

えております。 
それから、特例債の充当と、こういうことでございます。 
廃校跡の利用計画につきましては、新市建設計画の中で地域自治組織の

支援という観点からも事業として合併特例債を使って充実をしていくと

いう計画があるわけでございます。皆様方には既にご承知いただいており

ますように、合併特例法の期限が迫り、今後は全国的に市町村の合併も一

気に促進される状況となっておりますから、現行の合併に伴います優遇措

置や合併特例債の取り扱いにつきましても、国が約束をしたものがそのま

ま最後まで約束できるかどうかということも、我々は大変危惧をしておる

ということでございまして、どうせ特例債を使ってやるものは、できるだ

け早くやっていきたいと、このように考えております。今回の一般質問で

もご指摘をいただいておりますように、市役所の支所として使用しており

ます旧役場の庁舎などの公共施設に遊休面積がございますことから、不用

な施設建設は極力こういうものを利用できんだろうかと、こういうことも

検討して参りたいと、このように考えております。今回の一般質問のなか

でもご指摘をたびたびいただいておりますように、計画をしております特

例債をそのまま使うということでなしに、できるだけこの特例債を有効に

使っていくと。しかも計画した施設についてはもう一度再検討しながら、

本当に役に立つような、効率のいい施設ができるように、そういう検討を

加えていく必要があろうと思います。それぞれの合併前の町から出された

計画にはずいぶん、かなり、どういいますか、大きなもの、十分な施設も
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盛り込んだものがあるようでございますので、そこらは趣旨はとしてこれ

はやっていきたいと思いますが、実際やる段階ではできるだけ経費が安上

がりに、しかも効率のいいものができるようにと、こういうことを今検討

しておるところでございます。 
次に、財政の問題でございます。この財政の問題につきましては、今ま

でいろいろ検討を、答弁をして参りましたが、住民参画型の行政改革懇話

会を早急に立ち上げて、財政の問題について検討して参りたいと、このよ

うに考えておるところでございます。 
それから中山間地域の直接支払い制度の問題でございます。これは、ご

指摘のとおり、大変地域にとっては有効な制度でありますが、５年間の事

業期間で今年度が最終年度となっております。本市における制度への取り

組み状況は、１５７集落協定と６つの個別協定が現在結ばれて、この中山

間地域直接支払制度の恩典を受けておるわけでございますが、それぞれ特

色ある取り組みが展開されております。協定を機に、農地の荒廃の防止、

集落のコミュニティー活動の推進、農道や水路の共同管理などの復活に大

きな成果を上げているところでございます。ご指摘の、今、国においては、

本制度の廃止か大幅縮小の方針が議論されておりますが、唐突な廃止は明

らかに農地の荒廃の増加に繋がり、農村集落の維持に関わる大きな課題で

ございます。制度の継続に向けて、県など関係機関と連携を取りながら現

在運動をしておるところであります。 
ただ、先般も２、３日前の新聞にも出ておりましたように、吉田町にお

いても於手保地域においてこの補助金を使って、大変有効なイノシシの柵

を共同でつくられたとか、そういう記事が載っておりますが、そのような

本当に有効な使い方を各地でしておられまして、この制度は大変地域のた

めに役立っておるというように考えております。おそらくいろいろなかた

ちがあると思いますが、それぞれ個人の傾斜度の面積に対して、この補助

金が下りてくるということでございますので、実際に集落でまとめた金を

個人へ半分ぐらいは分けておられるという実態があるようでありますし、

地域によっては、これはまるで全部集落に使っておるというところもある

わけでありますが、やはり本当に有効に使うならば個人に分けずに集落で

まとめて使うというのが、一番有効であろうというように思いますんで、

そこらは今後この制度存続という観点からいうても、有効に使う方策を考

えていかにゃいけんのじゃないかと、このように考えておるところでござ

います。 
それから、住民の自治組織の問題でございますが、この問題につきまし

ては、先日来お話を申し上げましたように、現在のところ市内に３２の地

域振興会組織が立ち上がっておるところでございます。これは長年の３０

年近い歴史のあるものもありますし、あるいは５、６年の歴史のあるもの

もあるわけでございますが、時代の流れとしてはこの地域振興会を核にし

た、お互いに住民と行政が汗を流す協働のまちづくりと、こういうことが

言われると思います。これはやはり時代の流れであろうというように思う
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わけでございます。これは総務省の政策かどうかというご指摘でございま

すが、議員ご指摘のように、この総務省が最近この政策を出してきたわけ

でございます。というのは、昨年の１月に高田郡の合併協議会を小泉総理

直轄の地方制度調査会というのが視察に参りました。その時に郡内から９

人だったと思いますが、の皆さんが陳述をそれぞれされたわけでございま

すが、その中で地域が寂れる問題をどのように解決するかということで、

地域振興会の話が出まして、なるほどそういうことがあるかということで、

国から来た委員さんも再認識をしたというようなことです。それ以後、総

務省がこの問題を政策として、合併に伴う政策として出してきたというこ

とでございます。出してきた政策の中で、この間の国会でこれは通ったわ

けでございますが、法律に基づく自治区というのをつくるという案と、こ

れはある程度予算権を持った自治区。もう一つは法律に基づかない任意の

自治組織をつくるという、２つのものを総務省は出してきております。私

は、個人的には法律に基づく自治区というのは、議会の下に、市長の下に

また町長がおってですね、町長の下へまた議会がおるというような、そう

いうような構造になる。市長が自治区の区長を任命すると。その自治区と

同等に審議会の委員さんがおる。これ町議会と同じようなもの。こういう

ようなことなんで、この制度はいかがなもんだろうかと、私は直接総務省

に抗議を申し込んだわけですが、担当はこれは前の副知事の久保さんが担

当審議官でありますんで、一番のトップでありますんで、そんなことをし

たら合併の効果は出てこんと。市長の下にもう一人村長がおって、また村

議会がある。市議会の下へ村議会があるようなもんで、それはいかがなも

んだろうかというような話をしたら、｢広い全国の合併の中でこういう制

度ができりゃあ、合併しようというところもあるんで、まあこらえてくれ｣

と、こういうような話でございました。これは直接聞いた話でございます

が、しかし１０年の、これは時限立法にするということでありましたんで、

１０年の時限立法も長すぎると。せめて合併のアメなら５年ぐらいでおさ

めてくれた方がいいという話をしたら、最終的には５年になったようでご

ざいます。そういうことで一番最初に手を挙げたのが、浜田と合併する旭

町であります。あれは旭町とその周辺４町ぐらいが浜田市と合併をするん

で、浜田へ飲み込まれるという心配があるんで、区をつくってある程度独

立をするという、そういう構想であったようでございますが、私はそうい

うことでなしに、高田市がやっておるように本当に任意の自治組織、住民

がお互いに汗を流すような自治組織でないといけんと、このように考えて

おりまして、そういう方向で安芸高田市はやっていこうと、こういうこと

でございまして、議員ご指摘のようにできたところと、できんところが行

政に格差があってはならないということでありますが、そういうことは私

はあってはならないと、こういうことであります。かえってこのことは本

当に全地域、特に末端の地域の声を吸い上げて、そこにも平等に行政の日

を当てるという、そういう施策をするにはこういう組織を有効に活用して

いった方がいいんじゃなかろうかと、このように思いますし、この振興会
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と一緒に行政をやるというのは情報公開にもなると、こういうように考え

ておりますので、議員ご指摘のように、あったから特別にこれがいいこと

をするとか、そういうことには私はなってはいけないと思いますし、そう

いう問題はないというように思うわけでございます。以上でございます。 
◯亀 岡 議 員   議長。 
◯﨑 岡 議 長   ７２番、亀岡等君。 

◯亀 岡 議 員   はい。少しお伺いをしておきたいと思います。まずは特例債に関係して

の件でありますが、ここでこの時点で申せられましたようなですね、考え

方、すなわち再検討とか事業費の絞り込み、こういったような方針であり

ますならば、やはりそのことをですね、関係地域に早く伝えていく必要が

あるんじゃないかと、このように思うわけでございます。特にですね、先

般新聞記事にもなりましたように、地域によってはその跡地の計画といい

ますか、そういったことを検討していくうえで、将来のですね、維持管理

の経費の問題とか、いろいろありまして、なかなかそこの計画を作り上げ

ていくことの決定がですね、できかねているような状況もございます。そ

ういったことでございますから、この際、市側の考え方をはっきりされて

ですね、該当する地域に早くその旨伝えていただきたい。特に特例債の前

途について不安があるということでありますならば、そういったことが特

に重要になってくるのではないかと、このように思うわけでございます。

その点についてお尋ねをいたします。 

それから、直接支払のことにつきましては、それに対する要請活動につ

きましては、２、３日前の中国新聞に山口県議会が全会一致要請決議をし

たということも出ておりました。広島県としてもそこらぐらいまでですね、

ひとつ実現するように強力に動いていただきたいと、このように思うわけ

でございます。 

それから、住民自治組織活動、この件につきましては冒頭申し上げまし

たように、少し中身を十分市長の所信を、お考えを聞かないで踏み込みす

ぎた点があると申し上げたわけでございますが、今市長の提案になってい

る自治組織活動の提唱には総務省の方針に沿うものではないと。むしろ総

務省の方針に対しては抗議をしたんだということを聞きまして、非常に共

感を覚えているわけでございます。特に私がこの問題を取り上げましたの

は、決してこの自治組織の活動に対して疑問を持つものでもございません

し、大歓迎をする立場でございます。しかし国がこういった地域の活動、

住民の活動にですね、踏み込んできている、そうした施策をしてくる場合

には、小泉改革のですね、考え方がそこに必ず動いてきておるということ

があるわけでございまして、その点が非常に市独自でこのことを進めてい

かれるのか、国の方針、総務省の方針に沿うのか、そこのところを明確に

しておきたかったわけでございます。その点市独自の考え方というのを伺

いまして、非常に安心と共感を覚えているところでございます。この際で

ございますので、国がこのことによってですね、期待をしていると。ある

いは方針としてはですね、次のようなことが言われておるわけでございま
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す。考えられているわけでございます。これはこういった問題についてで

すね、全国町村議会シンポジウム都市と農産漁村の共生についての基調講

演をされたですね、これは千葉大学法学部の大森教授が議会人という雑誌

にですね、記事を出しておられるわけでございますが、｢可能な活動は何

であれ、地域の自由な判断と知恵や工夫によってつくり出し、実行できる

仕組みを生み出せば、一方でまちづくりのさまざまな事業を興し、他方で

行政のスリム化を図っていくことができるかもしれない。その新たな有力

な仕組みの一つが地域自治組織であると言える。｣こういうふうなですね、

見方が、考え方をここに持っているわけでございます。先ほど申し上げま

したような福祉の問題につきましても、また、さまざま苦心をされ努力を

されてもなかなか成果が上がらないという農業問題にいたしましても、基

本的にはこの国の方針というのはそこに厳然としてですね、発展を阻む方

向に行っている政策として現存している面があるわけでございまして、そ

このところが少し心配でございましたので、踏み込みすぎた質問になった

かと思いますが、市長の抱負の中身、十分理解ができましたのでその点は

いささか心が和らいでいるところでございます。以上の点につきまして質

問をさせていただきます。 

◯児 玉 市 長   議長。 

◯﨑 岡 議 長   市長、児玉更太郎君。 

◯児 玉 市 長   合併特例債を使ったいろいろなハードの施設につきましては、当然先程

来申し上げておりますように、本当に有効な施設を安く上げていくと。｢安

上がり｣では大変語弊があるわけでございますが、有効に資金を使ってい

くと、こういうことに努めて参りたいと思います。それでそういう計画の

あるところについては早く具体的にそのことを伝えた方が良かろうと、こ

ういうご指摘でございますが、できるだけ早くそのようにしていきたいと

思いますし、それぞれの部署でおそらく勝手にそのような計画は立てられ

ないと思いますので、協議の中で十分有効な施設になるように努めて参り

たいと思います。現在もう既に設計の段階に入っております特別養護老人

ホームについても、現在もうちょっとスリムにできんかと、そういうこと

も今検討しておるとこでございます。結局これは今度のできる特老は、ホ

テルコストを取るということで、個室にはなりますが個室にかかった費用

だけは今度は入ったもんが負担せにゃいけんということがありますんで、

結局あまり高いものをつくりますと本当に地域の人が入れんようになる

と。広島から金持ちが入ってくるという、そういう恐れもありますので、

そこらを十分、今、検討しておるところでございます。 

それから、直接支払の問題につきましては、もうご存知のように中国５

県の知事会の代表として藤田知事も直接支払の陳情をたびたび国の方へ

もしておると、こういうことでございますんで、市長会の方としても先般

の市長大会でこのことを決議をしておるということでございます。それぞ

れの団体を通してですね、やっぱり運動を今しておるところでございます。

我々もこのことを知事を先頭にして頑張って参りたいと、このように考え
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ておるところでございます。 

地域振興会の問題については、先ほど申し上げました通りに、私は国の

言うとおりにはなる必要はないと。やっぱり安芸高田市は高田市独自のも

のを本当に地に着いたものをやるべきであろうと、このように考えており

ますし、おそらく総務省もどういいますか、やっぱり合併推進する為には

特に東日本でそういう問題がいろいろあるんで、こういうことがあれば東

日本では合併にいこうということが地域自治区というのをつくってくれ

れば合併するというようなところがあるようでございます。そこらの一つ

の政策でもあろうかと思いますんで、それはやっぱり本来の自治ではない

というように私は考えておりますので、現在安芸高田市で考えておる本当

の自治組織というものを今後育成していくという方向で皆さんとともに

やっていきたいと思います。総務省が計画しておる考えておりますのは、

おそらくどこでも議会でおそらく否決になる可能性がある。議会の承認が

ないとこれはできないと。浜田の場合は合併協議会でもう既にこれを決め

てしもうとると、こういうことがございますので、議会の下へもう一つ村

長と議会をつくるようなことはですね、私はやるべきではないというよう

に考えております。以上です。 

◯亀 岡 議 員   議長。 
◯﨑 岡 議 長   ７２番、亀岡等君。 

◯亀 岡 議 員   はい。ちょっと簡潔にと思いまして言葉足らずの点がありましたので付

け加えていきたいと思います。私が申し上げました中の行政のスリム化、

これにつきましてはですね、現在の国が行っているいわゆる地方財政対策、

あるいは行政改革の中での主な狙いは行政経費の節減でありまして、至る

ところで国はそうした方向で政策も考えてきている向きがある。現在の財

政に対する基本姿勢ですね、端的に申し上げてみますと国は県を締め付け、

県は市町村を締め付ける。市町村はじゃあどこを締め付けるんかというと、

住民にですね、そのしわ寄せをもっていかなければならないような物事の

考え方が国の方には露骨に現れてきているのが今日の情勢であるという

ように私は受け止めているのであります。その点でのいわゆる行政経費の

節減の、政府が狙っているというのか、そういったことを申し上げてみま

した。その点をご理解をいただいておきたいと思います。以上で私の質問

を終わります。 

◯﨑 岡 議 長   以上で美土里会派の一般質問を終了します。 

この際、１３時まで休憩いたします。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午後０時 ３分 休憩 

午後１時００分 再開 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

◯﨑 岡 議 長   再開いたします。 

続いて、甲田会派の一般質問に入ります。 

１番、明木一悦君。 
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◯明 木 議 員   議長。１番、明木一悦。通告に基づき、質問いたします。我が会派では

２５分の持ち時間しか与えられていませんので、それに対して簡潔明瞭な

る市長の方の答弁をいただきたいと思いますんで、よろしくお願いいたし

ます。 

それでは施政方針からの質問をいたします。まちづくり委員会、これに

対して住民委員会を今年度立ち上げられるようにしてますけど、その中に

おける組織のあり方、また人選についてどのようなかたちで行われるのか、

お伺いいたします。 
続いて、男女共同参画推進計画策定準備を、１７年度を目標に行われよ

うとされてますけど、これはどのような形式で行われるのか、これについ

てお伺いします。 
続きまして、市内情報インフラ整備についてですけど、これは特に行財

政改革、行政改革、農産業振興及び住民福祉、教育、若者定住などについ

て、非常にこれは不可欠なものであります。これは新市建設計画の中にあ

って真っ先に取り組むべきのことではないかと感じますけど、今後のイン

フラ政策についてどのようなお考えをお持ちか、お伺いいたします。 
行財政方針についてお伺いします。現在我々の取り組む社会や経済は、

人類歴史上に稀にない改革の時期に直面していると思われます。その中、

キーワードとして取り上げられるのがネットワーク。物と物との結びに関

して人の意識の変化を適切に表現する新しい言葉であります。その中で、

社会経済における多種多様な要素の関係が、ダイナミックでしかも猛スピ

ードな変化でそれが新しい多用な局面に次々と現れています。この度の一

般質問、先輩議員の質問に対して今回の本会議での答弁にはキーワードと

して一つ挙げられるのが、財政難ということがひとつ挙げられるだろうと

思います。この中でやはりこれからの行政を運営していくにあたり、企業

経営的なマインドを持ち、投資的なもので自己財源の税収を生み出すなど

の事業をこれから必要だと考えますけども、この度の予算の中にそういう

取り組みがされてるのかお伺いいたします。 
新市建設計画についてお伺いいたします。新市建設計画の中での取り組

みの中であります本庁には吉田支所機能を重複させるという機能があり

ますけど、現在聞くところによりますと、昼間は支所の職務、夜は本庁の

職務等を重複してやられてる職員の負担は過大なものがあると思われま

す。中には病に倒れたというような話も噂では聞いておりますが、本当の

ところはよくわかりませんけど、そういうようなことを聞いております。

これはやはり職務分担や分業の徹底ができてないことではないかと思わ

れます。先輩議員の質問にもございました、それに対する答弁についても

ありましたけど、この年の１６年に対してこれの結果を見た上で取り組む

機能機構改革について取り組むということを答弁されてますが、やはり職

員に対する負担は過大なものであり、機能改革等については早急に取り組

むことが必要じゃないかと考えますけど、それについてどういうお考えを

お持ちかお伺いいたします。 
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それから甲田町甲立振興会で行われたアンケート調査について伺いた

いんですけど、これは、ここに手にありますけど、甲立振興会で行われた

アンケート調査、これにはやはり住民の生の声が入っているというふうに

感じます。協働のまちづくりにおいてやはり大切なことは、こういうもの

を活かした施策を打っていくことが大切ではないかと思います。この中に

挙げられてるのが、これから現在の暮らしについて不安があるかという中

で、約８０％の方が不安を持っておられるという答えを持っておられます。

その中で一番多いのが、老後の生活。これが３３．２％、続いて健康、こ

れが２５．８％で２番です。しかしながらその中には行政の不便さという

意見もありますが、それは下位の方を占めています。今求められているこ

とはやはり福祉政策の充実であると思いますけども、これについて市長は

どのようにお考えか、お伺いいたします。以上、答弁による再質問につい

ては、自席で行います。 

◯児 玉 市 長   議長。 

◯﨑 岡 議 長   市長、児玉更太郎君。 

◯児 玉 市 長   非常に時間が限られた中での多様なご質問でございますので、具体的に

答弁をさせていただきたいと思いますので、第１点のパートナーシップに

よるまちづくりの問題につきましては、自治振興部長の方から答弁をさせ

ていただきます。 
それから２番目の人と環境にやさしいまちづくり、男女共同参画の問題

等も、具体的には市民部のほうで、今、具体的な計画を練っておりますの

で、そちらの方から答弁をさせていただきます。 
また、心豊かで創造性に富んだまちづくりの問題につきましては、企画

振興部の方で答弁をさせていただきます。 
それから財政の問題について、かなり具体的なご質問が出ておりますの

で、これも総務部の方から答弁をさせていきたいと思います。 
新市の建設計画の中での、先ほどご指摘のありましたように、本庁で吉

田支所の事業もしておるわけでございます。これは合併の協議会の中で、

いろいろ論議をしてきたわけでございますが、先ほども先般もご質問に申

し上げましたように、本庁の中に吉田の支所を直接管轄するのは自治振興

部の中へ地域振興課というのを置きまして、それぞれ窓口は本庁の中のそ

れぞれの窓口が吉田の町民さんの対応をしていくと。で、それ以外の窓口

については総合的に自治振興部の中へあります地域振興課が吉田の窓口

になると、こういうことでやってきておるわけでございます。そこらは今

まだ３ヶ月ちょっと事業をやっておりますので、今度７月の段階で、これ

は議会が過ぎてからということになると思いますが、７月の段階でもう一

遍ここらの組織、人、人事を精査して、無理のあるところは直していきた

いと、このように考えておるところでございます。 
先ほど甲田町のアンケートの結果をお示しをいただきました。非常にい

いアンケート結果がかなり詳しいアンケートが出ておるようでございま

して、大変貴重な我々としても資料であると、このように考えております。
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特に保健医療、福祉が充実した、安心して住める安芸高田市というのが今

後の大きな目標であり、課題であり、市民の皆さんの期待であると、この

ように考えておるわけでございます。今、総合文化保健福祉施設整備事業

の計画に、今年度着手し、健康づくり、健康診査、介護予防、生きがいづ

くり等のソフト事業につきましては、旧６町から引き継いだ事業をさらに

この事業によって充実をさせていくと、こういう計画になっておるわけで

ございます。なお、合併にあたりまして、保健福祉における各種計画の見

直し作業を今年度から取り組みます。地域福祉計画、高齢者保健福祉計画、

健康日本２１地域計画、障害者福祉計画等、多くの計画策定を行って参り

たいと思います。これらの計画策定中で、具体的な事業、時期については

まだ決定を時期については、決定して参りたいと、このように考えており

ます。 
以下、それぞれ先ほど申し上げましたように、具体論につきましては、

限られた時間内でございますので、担当課部長から報告をさせます。 
◯﨑 岡 議 長   自治振興部長、田丸孝二君。 

◯田丸自治振興部長   それでは私の方からパートナーシップによるまちづくり。さらに３番目

にありました、心豊かで創造性に富んだまちづくりについてご説明を申し

上げたいというふうに思います。まずパートナーシップによるまちづくり

ということで、まちづくり委員会の準備委員会についてご質問でございま

した。合併協議におきましてはまちづくりについて市民の皆さん方のご意

向を反映させ、市民と行政との協働のまちづくりをするということを、新

市の建設の基調にしていることは、すでにご存知の通りでございます。し

たがいまして、このまちづくり委員会は、協働のまちづくり、つまり市民

参画の大きな柱になる制度だというふうに私たちは認識しております。し

たがいまして、このまちづくり委員会につきましては、その重要性に鑑み

まして、協働のまちづくり、市民参画の理念の中で、まちづくり委員会の

役割や構成等がどうあるべきか、検討段階から市民の皆様方に参加をいた

だいて、ご協議をしていただきたいいうふうに考えまして、まずこの準備

委員会を設立するというふうにしているものでございます。この準備委員

会は、市内に設置をされています地域振興会の代表者の方を中心に設けて

いきたいというふうに考えております。 
次に３番目にございました、心豊かで創造性に富んだまちづくりの中の、

高度情報化社会への対応としての市内インフラの整備の問題でございま

すが、すでにこの間の一般質問の中で市長が答弁しておりますように、今

年度は光ファイバーを含めまして、高度情報化のインフラ整備につきまし

て、その整備手法、運営手法等々について一定の方向性を決定していきた

いというふうに考えておるところでございます。このインフラを利用した

情報公開のあり方でございますが、安芸高田市は、住民自治組織を基盤に

した協働のまちづくりを進めることとしていますけども、このことは、市

民の皆様方がまちづくりに積極的に参画することを抜きにしては考えら

れません。そのためには、行政が持っております多様な情報を積極的に市
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民に提供し、市民は、提供された情報を使って、行政の施策や事業の形成

に参画したり、施策や事業を評価する環境を作っていくことが問われてい

るというふうに考えています。こうした状況を考えると、これからは、行

政の情報については、市民が知る権利を持っていると考えていく必要があ

り、求められてから提供するということではなく、求められなくても積極

的に開示をしていくことが必要だというふうに考えています。インターネ

ットを活用した情報の提供は、即時性があり、今後こうしたインフラ整備

が進めば、双方向性を持ち、さらに有効な手段となって参ります。したが

いまして、今後は計画的にシステム化をしていき、今後のインフラ整備に

備えていきたいというふうに考えております。以上でございます。 
◯毛利人権推進課長   議長。 
◯﨑 岡 議 長   人権推進課長、毛利宣生君。 
◯毛利人権推進課長   ２番目の、人と環境にやさしいまちづくり、男女共同参画社会推進計画

の作成の手法についてご説明申し上げます。国におきましては、男女共同

参画社会の実現を２１世紀の最重要課題と位置付け、平成１１年６月に男

女共同参画社会基本法が国において制定施行され、広島県においても平成

１０年に広島県男女共同参画プラン。平成１３年には男女共同参画推進条

例が制定されたとこでございます。本市におきましても男女共同参画の社

会の実現を目指しまして、今後市民に対し男女共同参画の意識調査や各種

女性団体等の意見聴取を行いまして、男女共同参画に関わる市民の意識や

実態、あるいはニーズを把握して、現状と課題というかたちでまとめまし

て、さらにまた、市役所職員による推進組織も設置いたしまして、安芸高

田市男女共同参画プランの策定委員会を発足させて、平成１７年度を目途

に計画書の策定を図って参りたいと考えております。本年度につきまして

は、啓発事業といたしまして講演会やシンポジウムの開催を予定しており

ますし、またプラン策定のための組織作り、あるいはまた市民の意識調査

等を行って参りたいと考えております。以上でございます。 
◯新川総務部長   議長。 
◯﨑 岡 議 長   総務部長、新川文雄君。 
◯新川総務部長   それでは財政部門につきまして、説明をさせていただきたいと思ってお

ります。このことにつきましては、予算資料の説明資料に基づきまして、

初日の会でもご説明させていただきましたように、本日はポイントのみで

ご説明させていただきたいと思います。 

普通建設事業の投資経費のことでございますが、このことにつきまして

は性質別な経費といたしましては、普通建設事業、また災害復旧という状

況でございます。一般会計に占める普通建設事業費につきましては、総額

で３１億３千万円を計上させていただいております。 
それと、義務的経費の削減ということでございますが、一般会計におけ

る義務的経費といいますのは人件費、扶助費、公債費という費目から義務

的経費を支出しております。経費的には、１１０億円で、歳出予算に占め

る割合につきましては、４２．７％と数字をみております。 
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削減方法等につきましては、ある程度無駄な経費につきましては省かせ

ていただき、職員の適正な配置、また定員管理の中で計画をさせていただ

きたいと思っております。 
続きまして、税財源の減少ということでございますが、当然経費削減を

させていただかなくてはなりません。6町が合併いたしまして、同じ施設
がですね、例えば箱もの、そういう同種の複数の施設が混在している現状

でございます。当然建設しました施設につきましては、維持管理、また起

債の償還、そういうランニングコストが非常に高くかかるように思ってお

ります。そういうことにつきましては、一般財源で全部これを補填してい

る状況でございますので、今後におきましては施設の全市内にあります施

設のチェックといいましょうか、老朽化、現状に見合わないものにつきま

してはですね、ある程度整理をさせていただき、有効利用を図りたいとい

うように考えております。また、旧町の方で出資いたしておりましたいわ

ゆる第３セクターのことでございますが、これは当然健全化計画の策定計

画を今年度予算計上させていただいておりますので、そういう状況の中で

ある程度明らかにしていきたい。 
それと歳入財源の確保につきましては、やはり受益者原則をもとに、全

ての使用料とかですね、、負担金、分担金、事業等に係りますものにつき

ましては、その受益者の納得のいく現状に合った料金体系を確立する必要

があるんではなかろうかと思っております。以上でございます。 
◯明 木 議 員   議長。 

◯﨑 岡 議 長   １番、明木一悦君。 

◯明 木 議 員   再質問いたします。時間がないので１点だけ。協働という言葉をですね、

テーマに今回市長頑張られてますけど、これはやはりですね、協働の名の

もとにですね、やられる以上、先ほど言われましたようにまちづくり委員

会、これがこれからの市のキーになってくると思います。地域振興会を基

盤としたまちづくり委員会、これがやはり市をつくっていくためのキーポ

イントでありますけど、その組織作りの中でですね、今言われましたよう

に地域振興会の代表者だけ、他にも選ばれると言われましたけども、その

３２の振興会の中でどれだけの女性が振興会会場にいらっしゃるでしょ

うか。これからの社会においてですね、やはり女性の振興会、こういう委

員会ですね、各種委員会、審議会等が市でも設けられてますけど、その中

の女性の割合はどのくらいあるでしょうか。実際に今３万４千あまりの人

口の中で、１万６千人の男性と１万７千人の女性です。女性の方が多い割

合です。その中でやはりこういう審議会の中でもですね、フィフティフィ

フティの割合で女性の起用を行っていくことが大切だと思われます。その

件について最後に質問して、私の質問を終わらせていただきます。 

◯児 玉 市 長   議長。 

◯﨑 岡 議 長   市長、児玉更太郎君。 

◯児 玉 市 長   午前中の答弁でも申し上げましたように、それぞれ各地にある自治組織、

地域振興会と呼んでおりますが、これと行政がお互いに汗を流してまちづ
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くりをやっていこうというのが、今からのまちづくりの根幹になるという

ように思うわけでございます。なかなか広域な女性会の活動というのが、

今は難しい状況ではございますが、しかしそれぞれの振興会の中では女性

部の活動が大変活発に行われておるのを、実際に見させてもらっておるわ

けでございます。そういう意味で、組織的にやはり女性のパワーが発揮で

きるような、やはり組織、環境、そういうものが必要であろうと、このよ

うに思うわけでございまして、ご指摘のように今後まちづくり委員会が議

会の皆さんとの連携をしながら、さらに地域の実態を行政に繋ぐ大きな柱

になってくるというように思うわけでございまして、これに対する女性の

みなさんの参画というのも重要なものであろうと、このように考えており

まして、地域それぞれの地域の振興会の中でもそのような人選をお願いし

たいと、このように考えておるところでございます。 

◯﨑 岡 議 長   ５５番、岡田正信君。 

◯岡 田 議 員   議長、５５番。甲田会派の日本共産党の５５番、岡田正信です。通告に

基づいて市長並びに教育長に質問いたします。これまでいろいろと私の通

告に基づいての回答も出ておりますので、簡潔に私も行いたいと思います。 
この今日の内閣のもとでのこの施策が本市の１６年度一般会計につい

ての影響についてでございますが、なんと言っても財源が苦しいというこ

とは、これまでも出ておりましたし、この間の３日間でもそういうことで

すが、これは言うなれば今後の見通しにも大きな影響が出てきます。この

点での見通しを含めて、この地方交付税の削減が小泉内閣のキーポイント

ではありますが、これに対しての見通しを含めての答弁をお願いするもの

であります。 
２つ目の地域振興会の協働のシステムづくり、これが新しい安芸高田市

のこのキーポイント、先ほどもそのような答弁がありましたけども、私も

そのように思うわけですが、この協働のシステムの協働というのは大変意

味が重く、地域振興の人づくり、併せてまちのこれからの大きなウェイト

を占めるというように考えるわけです。行政と市民が一体となって汗を流

すということが今までも言われていますが、ここに大きなウェイトがある

んですね。｢市民の声と行政と｣とよく言われるんですが、行政が先に出る

のと市民が先に出るんとじゃあ、またここが大きなポイントがあるわけで

す。その理念を伺うと私は通告しておりますけども、これは私の知っとる

ところでは、小さな２千５００人ぐらいの長野県の栄村というところで、

現在も村長だと思いますが、高橋さんという方が村長になられまして、高

齢化社会、そして介護の問題、人口の流出等々考える時に、財源不足のと

ころで、なんとしてもこういうことをやらにゃあいけんというところから

始まったというように私は思うとるわけです。ところが本市の場合には３

万４千という大きな、栄村に比べりゃあ広いという場合にですね、これを

定着さすのに行政マンの職員のやはり頑張りいうもの大変なものがある

と思います。これから見直しの問題もあると思いますけども、そういう位

置づけを理念と含めてどのようにされるのか、お尋ねするところでありま
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す。 
それから教育の問題では、国の予算が文部科学省の関係では２千６２０

億円という今年削減されとるわけです。小中学校にこういう予算の削減が

出とるやに聞いております。例えばクラブ活動の今まであった費用がです

ね、随分少なくなったいうことも聞いておりますので、そこら辺のところ

も含めてどういう関係で出てきとるかということをお伺いします。 
もう一つ通告しとります、Ｂ、Ｃという方向で行っておりますけども、

併せて教育基本法と心の教育というものがセットになると思いますが、現

在の動き、特に最近の動きですが、これまでも動いておりましたけども、

教育基本法の改正が国の方では行われる様子がマスコミでも出ておりま

す。この戦後できました教育基本法が今日において見直されようとしてい

るこの影響がですね、今後の本市の教育方針とどのように関わるか、予想

できるか、教育長にお尋ねするところであります。 
次の財政確かなものにするために、人件費等々の削減、先ほど答弁いた

だきましたけども、６町時代のこういう特別職を職員に採用した影響、こ

れはただ単に旧町村、村はありませんけども旧町の人事権の問題だと言い

ましても、職員の将来の問題、それから経費の問題等々考える場合にです

ね、必要な人員の配置だというように市長は言われましたけども、確かに

それはそれとして金額的にはですね、大きな負担の一部を担うというよう

に思うんですが、その点をどのようにこれまでの経過と、そして今後の方

針、それからそれをどう職員の指導に活かすのか、含めてお尋ねするとこ

ろであります。 
次の農業の関係するものでございますが、振興についてはいろいろと出

ました。私は稲作農家は特に県や国の方針、これに基づいて本市でも計画、

担い手育成、集落営農の育成、それから法人化等々言われましたけども、

３町以下とか上とか言わなくても、この農業をやる人すべてこれは本町に

とっては大事な農業を守る担い手だと私は認識しとるんです。本町として

独自にですね、そういうやる気のある、また小さい農家であろうが、資金

の融資とかあるいは制度のあらゆる他の制度を本市で考える気があるの

かどうか、お尋ねするところでございます。 
それから最後の７番目には、同和対策事業は合併協定書によりますとで

すね、一般対策に移行しながらすべて協定項目ではなくしていくと。一般

対策に入れていくということがうたわれているということですが、援護資

金等がですね、扶助費の中で残っております。これを計画的に何年を目途

に一般対策に移行されておるのか、市長の所見をお伺いいたします。後は

自席にて再質問させていただきます。 
◯児 玉 市 長   議長。 

◯﨑 岡 議 長   市長、児玉更太郎君。 

◯児 玉 市 長   まず、第１点の国の交付税等が目に見えて減額になるということでござ

います。合併特例措置として地方交付税の減額は、合併しない町村に比べ

ると非常に率は少なくなっておりますが、しかし国全体の交付税の大枠が
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減ってきておると、こういう中で減額はやむを得ない措置であろうと、こ

のように考えておりまして、それに対する我々も防衛措置をしていく必要

があろうと、このように考えておりまして、いずれにしても今後財源が非

常に厳しくなると。補助金が減り、交付税が減ると、こういう方向はやは

り否めない事実であろうと。それに我々は腹を据えて対応していくという

ことが大事であろうと、このように考えておるところでございます。協働

の原理、いわゆる住民と行政とのお互いに汗を流して地域をつくっていこ

うという原理でございます。これは先ほどお話の中に出てきましたように、

長野県の栄村というのは人口３千足らずの小さな町でございますが、非常

に我々が考えておる協働のまちづくりがうまくいっておる、ご指摘のとお

りなまちむらと聞いておるわけでございます。しかし安芸高田の場合はそ

の１０倍の人口がおると、こういうことでございまして協働のまちづくり

をどのように組み立てていくかというのが、今からのご指摘の通りの課題

であろうと思います。したがって、それぞれ旧町単位にさらに小学校区単

位、あるいは大字単位とかそういうもので、昔からある一つのコミュニテ

ィの単位があるわけでございます。そういうものを大事にしながら一つの

地域振興会ということに組織だって、それと行政が直接話ができるような

システムを作ると、そのことがやはり栄村のような小さい自治体がうまく

やってきたというのと同じように、安芸高田市が１０倍の３万５千の人口

になっても、それぞれのコミュニティと手を結んでやっていくというシス

テムを作るということが、ご指摘の通り大事だろうと思います。それには

職員が関わりを持つということでございます。したがってある程度の単市

の予算も組んでおりますし、職員が関わりを持ついうことが大事だろうと

思います。職員の意識改革も大事になってくるというように考えておると

ころでございます。 
教育の問題については後ほど教育長が答弁をさせていただきたいと、こ

のように思うわけでございます。 
特別職の職員採用の問題については、先日も申し上げましたように長い

間のキャリアの経験を活かして、これを貢献していただきたいということ

で採用させてもらっておるということでございますので、全員を採用した

ということではないわけでございますので、ご理解を賜りたいというよう

に思います。 
それから米対策の問題でございます。もちろん今は国の流れは大規模農

家の育成、自立農家の育成、また地域営農集団の育成と、こういうことが

柱になっておるわけでございますが、やはり地域を支え、農業を支えるの

はそれ以外の人たちもおられるわけでございまして、そこら辺も特に中山

間地の農業地帯としては、意を用いる必要があろうと。ご指摘の通りであ

りますので、我々もその努力をしていきたいと、このように考えておると

ころでございます。 
同和対策事業については、これは合併の法定協の中で基本線が示されて

おります。諸制度が一般移行になるということでございます。奨学金等に
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ついては一般移行といたしましたが、一部扶助費等について当分の間と、

こういうことでございますので、その年を限っていつにするのかというの

はちょっとまだ私の協議をする必要があろうと思いますが、暫時一般移行

にしていくという基本線は、それぞれ合併協定の中で合意を得ているとこ

ろでございますので、一般移行の方向でいきたいと。一般施策移行の方向

でいきたいと、このように考えておるところでございます。以上でござい

ます。 
◯﨑 岡 議 長   教育長、佐藤勝君。 
◯佐藤教育長   それでは先ほどの岡田議員の教育予算等についてから、お答えをさせて

もらいたいと思います。 

まず、文部科学省の予算の削減に伴います本市の教育予算への影響とい

うことの質問でございますが、一部には景気の良い業界もあるということ

でございますけれども、全国的には長引く不景気を反映いたしまして国の

歳入も年々深刻化しておりますことは、ご承知のとおりでございます。ま

た、文部科学省の一般会計予算は６兆９９億円で昨年度比では２千６２１

億円の減額となっておりますことは、議員ご指摘のとおりでございます。

その減額のですね、大部分は義務教育国庫負担法に関わるものでございま

して、市には直接関係がございませんが、県のですね、教職員の費用等に

ついては、大きな関わりがございます。本市の教育予算に関わります国庫

補助金は小学校と中学校の要保護及び準要保護児童生徒援助費補助金、寄

宿舎住居費補助金、保健体育費補助金で、教育費の歳入に占める国庫補助

金の割合は、４．３２％になろうかと存じます。この内、保健体育補助金

であります温水プール建設費に関します補助金、これは建設年度だけの一

時的な補助金でありますので、これを考慮いたしますとその割合は０．１

９％となります。計算上はこのような結果になっております。ただ地方交

付税の額がまだ確定していないという時期でもございまして、文部科学省

の予算の削減が本市の教育予算、中でも小中学校の教育にどれだけの影響

を及ぼしているかということにつきましては、定かではございません。た

だ、クラブ活動の費用の援助費が少なくなっておるんじゃないかというこ

とがございますけれども、この分については、クラブ活動は教育課程外の

活動でもあるということもございまして、単市でこれまでにも活動が支援

できるようにしております。それぞれの学校の特色づくりの中でですね、

そのクラブ活動が十分できるようには、十分支援していくことができると、

このように考えております。 

次に心の教育についてでございますが、教育基本法と含めて一緒に答え

ていただきたいというように、先ほど話がありましたので教育基本法の改

正ということと併せてご説明をさせていただきたいと思いますが、ご案内

のように教育基本法は戦後教育の基本原理を示したものでございます。特

に、憲法が前文において｢民主的で文化的な国家の建設｣と｢世界の平和と

人類の福祉に貢献｣という理想の実現は｢根本において教育の力にまつべ

きものがある｣として、憲法の理想を実現するために教育を基本に据えて
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いるものでございます。したがって、そこに盛られている内容は、文字通

り教育に関する根本的な事項に関し、規定したものであり、最も重要な教

育法規であると受け止めております。この教育基本法の改正につきまして

は、昨年３月の中央教育審議会答申において｢これからの教育は、２１世

紀を切り拓く心豊かでたくましい日本人の育成を目指す｣など改正の視点

や方向が示されたと承知をしております。その背景としては、制定から半

世紀以上を経て社会状況が大きく変化をし、教育全般について様々な問題

が生じている中、教育の基本にまで遡った改革が求められているものと理

解をしております。この答申を受けて、現在国民的な議論が展開されてい

るところでございます。 
私といたしましては、改正の視点や方向は、安芸高田市の基本的な方向

と同じであり、大同において一致しておるものと考えております。 
◯岡 田 議 員   議長。 

◯﨑 岡 議 長   ５５番、岡田正信君。 

◯岡 田 議 員   最初に質問を一つ落としておりましたけども、この全て満場一致だと、

合併が。いうこと、特筆すべきだということを市長は再々この記者会見、

あるいは広報でも述べられております。それは結果的には満場一致ですが、

これまでに満場一致に至るまでの経過はですね、至難な難産だったと、私

は見受けたし、そういう報告を受けております。何がともあれその満場一

致に至るまで、そして協定を結んだ後のこのいろいろなまちづくりについ

ての、私どもが今は甲田会派と言いますけども、甲田議会でいろいろ意見

交換しようという場をするなという、こういう、止めてくれというような

こともその中にはあったわけですね。これは法定外の問題ですけども。そ

ういうことも含めて特筆すべきだったという満場一致を反省する用意が

あるのかどうなんか。それをひとつお尋ねをしておきます。 

それから協働の理念が新しいまちづくりのこの基本だと。確かに栄村の

ことも市長ご存知のとおりです。ところがまちが太いのは間違いない。行

政のこのキーポイントは行政は公の立場ですよね。公の立場だからやっぱ

り一般市民と長年培った問題は、目線が同じようになる言うてもいっぺん

にならんですよ。特別に時間的な配慮と、それからそうですね、理念を掴

むというのは、文章読んだだけじゃあすぐ掴めんもんです。私はですね、

質問ですから提案するのはちょっとおかしいと思われるか知りませんが、

職員の、担当の職員に対しては勤務形態まで携わって、フリーの状態で住

民と常に接点を持つというぐらいに思い切った改革なくては、早く軌道に

は乗れんのじゃないですか。先ほども言われましたように交付税の見通し

は暗いと。今まであった３５億円の基金も取り崩して、今年も８億取り崩

してもうないと、こういう中でですね、新市建設は着実にすると言っても

ですね、もう合併した当初から見通し暗いのに、ここのところを定着する

のが私はキーポイントだと思うんですが。それと、農業の問題では、小さ

な農家も大事だと言われますけども、今の施策ではですね、小さい農家は

切り捨てるんですよ。その流れに乗ってきとるんですよ。私ここでの問題
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もそうですけど、農業の問題もそうですが、前を見る時は、前ばっかし見

よう思うたら、後ろを見んにゃあ前が見えんですよ。田植え植えるのに私

いつも思うんですよ。前ばっかり見ようると曲がるんですよ。後ろ見て初

めて気が付くようなこともあります。同じじゃないんですか。その点をお

尋ねいたします。 

◯児 玉 市 長   議長。 

◯﨑 岡 議 長   市長、児玉更太郎君。 

◯児 玉 市 長   法定協議会、ご存知のように５２人の委員さんで５３項目、１年かけて

決定をしていただきました。その中で、一遍で決まらなかったこともたく

さんあるわけでございまして、決してスムースに満場一致になったという

ことではないわけでございます。一番長くかかったのは３ヶ月その論議を

したと。２ヶ月の論議をしたのも２つ３つあるわけでございます。しかし、

皆さんの意見を一つにまとめるということについて、やはりそれぞれ皆さ

んが耐えて合意をしたということ。近くでは江田島町が市の名前を多数決

で決めたために、随分後、問題を起こしたと、こういう例もあるわけでご

ざいまして、そういう点では私は評価をしていただいても、皆さんのご努

力を評価していただいてもいいんじゃないかと。しかしその過程には随分

皆さんが耐えて、努力をしていただいたと、こういうことがあるというこ

とは、認めていただきたいと思いますし、そのことがあったことも事実で

あるわけでございます。 

それから協働の理念の問題でございます。今までの行政というのは、昔

から知らしむべからず、よらしむべしという、そういう流れがあるわけで

あります。しかし今の時代は行政はそれではいけないと。互いに情報公開

をしながら住民の皆さんと膝つき合わせた、そういう合意の中で行政をす

るというのが、今の時代であるわけでございます。それを地域振興会をと

おしてやる行政、これが協働のまちづくりというように我々も考えており

ます。それには職員が一肌も二肌も脱がにゃあいけんという。職員自身の

意識改革も大事だと、こういうことでございまして、それぞれの支所には

地域振興課というのを設けております。この地域振興課の職員が中心にな

って、皆さんの住民との市民との皆さんとの対話の窓口をするということ

で、これはたびたび申し上げたとおりでございますので、今後ともその努

力を続けていくということが必要であろうと思います。 

それから今の農業の中で小農切り捨てという問題でございます。正しく

国の政策はそういう方向、社会全体が弱肉強食の時代になりつつあると、

こういうことでありまして、やはり大きく言えばこの市町村合併の流れも、

その一つの流れであるというように思うわけでございますが、しかしそう

いう中で我々は、そういう社会の中にあっても本当に自分たちを大事にし

ていくというのは私はできると思います。それがこの市の段階では協働の

まちづくりであろうと、このように思うわけでありまして、今後小さい農

家の皆さんも大事にしながら、ただ問題は今の競争社会の中でコストに勝

てるかどうかという問題があるわけであります。どうしても、ええじゃあ
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悪いじゃあ言うても、やっぱりコストの安いものが勝っていく時代であり

ますので、どうしてもその競争社会にに耐える力をつけにゃあいけんとい

うことは、やっぱり否めない事実だと。そういう中で小さい農家の皆さん

も大事にするという施策も考えていく必要があろうというように考えて、

これは非常に難しい問題でございますが、我々がそのことを忘れてはなら

ないというように思います。 

◯佐藤教育長   議長。 

◯﨑 岡 議 長   教育長、佐藤勝君。 
◯佐藤教育長   失礼します。先ほどクラブ活動の費用については全て単市というような

説明をしたと思いますけれども、県費の補助が３分の１あるということを

事務当局から聞きましたので、訂正をさせてもらいます。以上でございま

す。 
◯﨑 岡 議 長   ここで１４時１０分まで休憩をいたします。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午後１時５５分 休憩 

午後２時１０分 再開 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

◯﨑 岡 議 長   再開いたします。 

続いて６５番、吉村正登君。 

◯吉 村 議 員   ６５番、吉村でございます。質問用紙は届けた通りの順番で市長に質問

をいたします。 

まず、第１番目には今先ほどからもご答弁もありましたように、今この

三位一体行政改革によります地方自治体に対する影響といいますか、どん

な影響があるのか。その政府の三位一体による安芸高田市に対する地方財

政への影響について、伺うものであります。この三位一体というのは、省

略していいますが、この国庫補助金の負担金、これが約４兆円程度を廃止

するという、また縮減するというものでありますが、今年度は１兆円あま

りをするというように聞いております。また地方交付税についても縮小し

ていくと。これも６年までに年々段階をおって縮小していくと。そしてこ

の度も段階補正、これも見直して地方債の交付税算入の措置も見直すとい

うことになっております。こういう内容でありますが、さらに３つ目には

税源移譲は税源配分の見直しをしながら、補助負担金の廃止、縮減、８割

程度を税源移譲するということになりまして、具体的には地方自治体の関

係するのが公立の保育所の運営費、あるいは農林関係費、河川道路なんか

もございますし、いろいろあるわけですが、こういうものがこの安芸高田

市においてどのように具体化すれば、どのようにですね、なるのか。特に

私が懸念しますのは地域の住民サービスの低下に繋がりはしないか、また

その影響についてお伺いするものであります。また、それに対する再生策

をどのようにされるのか。２番目には、実はこの間乳幼児医療費の無料化

につきまして、一部負担を付けながら１０月１日から改正することになり

ました。しかし私は合併前にいろいろお伺いしたところによりますと、乳
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幼児の医療費については３歳児まで、あるいは２歳児までといろいろあり

ますが、乳幼児の医療費は無料化というふうに聞いていたわけですが、今

回は医療費の無料化いうより、負担金が要ることになりました。これは特

にゼロ歳から３歳児までのことを指すわけでございますが、この点につい

て独自策で、市独自で無料化を継続できないものなのか、市長のご答弁を

お願いします。 

３つ目には、米改革に対する展望についてであります。先ほども再々ご

答弁もありました。私はこの点はやはり後ろをよく今までどうだったかと

いうことを反省しながら、市長の答弁をお願いするものであります。今、

政府が進めておられますこの米改革は、実は１０年前には食管制度を廃止

いたしました。そして輸入米を増やして価格補償を切り捨て、また減反を

年々増やして、しかも流通といいますと、一部の大きい商社が支配する。

またそういうことで主食を守る国の責任を政府が放棄したことによって

こういう矛盾が起きております。さらにこの米改革に対する具体化として

は、３００万農家を、これから４０万にしていくと。しかも特区というこ

とで４ヘクタール以下の家族経営の農家を切り捨てて、いわゆる９割の農

家を切り捨てる方向の第１歩だと思いますが、市長のご見解はいかがでし

ょうか。 
４番目には中山間直接支払についてであります。 
これは私ら自身もこの恩恵を受けているわけですが、実は私この間東京

に行く機会がありましたんで、農水省と交渉した結果、地方自治体からこ

の制度の支払は要望があれば当然続けますという回答をしておられまし

た。そういう点ではやっぱり地方自治体の強い要望が必要ではないかと思

いますが、この制度の継続についてどう考えておられるか、お尋ねをいた

します。 
最後に、施設建設についてでありますが、これはいろいろさっきからも

ご論議がございましたように、私は特に施設というのは、後維持管理費が

大変に要るわけであります。そのためには慎重にやっていくというのは市

長さんの今までの言葉では聞いているわけですが、実際に旧甲田町のとこ

ろでも文化施設、図書館も含めてですが、維持管理費が３千万以上かかっ

ているわけです。だからその点では非常にいいか、悪いかいうのは、相当

の吟味をされて、またこういうものを建てる場合は、周りの周辺の条件整

備がたくさん要ると思います。こういう点で十分なご検討をされ、見直し

を考えられないか、再度お尋ねをいたします。後は自席にて時間があれば

再質問します。 
◯児 玉 市 長   議長。 

◯﨑 岡 議 長   市長、児玉更太郎君。 

◯児 玉 市 長   三位一体の国の改革方針がどのように市に具体的に影響するかという

問題でございます。 
ご存知のように三位一体というのは税金と地方交付税と補助金と、こう

いうことになるわけでございますが、補助金と地方交付税を減すが、その
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代わり税金だけは地方で余計取れと、こういうことでございますが、本年

度の実績のように補助金だけは１兆円削ったが、戻った税金は４千億円し

かないという、そういうのが実態でございます。具体的には総務部長の方

からお答えをしていきたいと思います。 
それから乳児医療費の無料化については、先般、今回の本会議でもう議

決をしていただいた問題でございまして、これは県の準則通りにやらせて

いただくと、こういうことでございます。いろいろ異論はあると思います

が、やはり県が示した準則通りというのが大体県内のおおかたの動きでご

ざいますので我々もそういう方向で結論を出させていただいて、議会へ提

案を申し上げた、こういうことでございます。 
それから米改革の問題でございますが、ご存知のように長い農業の歴史

の中で、だんだん競争原理の中に巻き込まれてきておると、こういう実態

はあるわけでございますが、やはりそれに耐えていくという、その方策を

我々は知恵を出して行かにゃいけんということで、本年も高田郡農協とし

ては、カントリーエレベーターの中に食味の判断ができる、そういう施設

を今計画をしておられるようでございまして、そのようなものを併せなが

ら、本当にいい、売れる米を集中的に生産していくと、こういうことが大

事だろうというように思います。知恵を出していきたいというように考え

ております。 
中山間地の直接支払の問題でございます。これはやはり国の財政からく

る締め付けでございまして、農水省そのものはこれは続けていくという方

針なんです。ところが、反対しておるのは財務省が反対しておると。金を

握った大蔵省が結局これをやらせまいとしておるということでございま

すので、我々はもう大蔵省と喧嘩するしかないというように考えて、そこ

らをひとつ運動をしていきたいと、このように考えておるわけでございま

す。 
それからこの施設建設については、度々申し上げておりますように、合

併協定で計画しております、とりあえずの施設については特老、それから

第２庁舎、文化ホール、それから広域火葬場等の問題については、これは

ご約束をしておりますのでやっていくと。しかも有利な起債のある合併特

例債を使ってやるということで、この基本線はやはり守っていく。やるん

なら早くやるということで、段取りを組んでいきたいと。しかしご指摘の

ように後のランニングコストの安くつくようなものをつくっていく必要

があろうと、こういうように考えておりまして、そこらは例えば合併の複

合施設にしますと、会議室等も両方兼用できると、こういうようなことで、

やはりそこらの知恵を出していく必要があろうと、このように考えて、ご

指摘の通りに今後皆さんとご協議をしていきたいと、このように考えてお

ります。数字的な問題につきましては総務部長がお答えをいたします。 
◯新川総務部長   議長。 
◯﨑 岡 議 長   総務部長、新川文雄君。 
◯新川総務部長   三位一体に伴います国庫補助金の見直しという件でございます。数値関
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係につきましては、平成１６年度国庫補助負担金の見直し、その中でも廃

止されたもの、また縮小、交付税措置によって一般財源された部分という

ベースでございます。国ベースにおきまして１兆３００億円程度のものが

見直し等にかかった数字であろうと思います。広島県内の市町村の影響額

等におきましても１５年度予算ベースに比べまして４２億円の減が見込

みになっております。本市の場合の影響額、１５年度予算ベースからも考

えてみますと、件数的には４件ほどございます。ご承知いただいておりま

すように、児童養護費等の負担金、公立の保育所措置費の負担金が一般財

源化されております。この数字的には１億２千５７０万等でございます。

また介護保険事務費の交付金というものがあったわけでございますが、こ

のことが１千７９４万５千円、児童手当等の市町村事務取扱交付金が１０

６万７千円。在宅福祉事業費補助金、生きがい活動支援通所事業補助金な

んですが、これが１千２１３万２千円、計１億５千６００万円の影響額の

数字をみさせていただいております。また税源移譲の関係でございますが、

本市におきましては、６千２１２万９千円の税としての数字を今年度予算

としてはみさせていただいております。内容的には所得譲与税が５千７６

４万４千円、配当割り交付金が３９４万７千円、株式譲与等の交付金５３

万８千円ということで合計６千２５２万９千円の税源移譲等の数字をみ

させていただいております。いろいろこの影響度合いにつきましては、一

般財源化といいまして交付税措置をされたという状況でございますが、い

ろいろ単位費用、交付税の単位費用の中でですね、市に対する交付されて

おりますけれども、ご承知いただいておりますように交付税の数値という

ものは非常に国においてもですね、積算を十分されておりますけども、

我々市の段階では単位費用をですね、分析するという状況に非常に苦慮す

るという状況がございますので、果たしてその影響額が全額それでは交付

税措置されとるかということは、なかなか難しい角度があるんじゃなかろ

うかと思っております。ちなみに交付税の見直しということでございます

が、全国ベースで平成１５年度の予算ベースで６．５％の減額をみさせて

いただいております。今回は３月１日に合併をさせていただきました関係

で、合併によります包括措置、町から市へ移行したことによります福祉事

務所の経費等もですね、この積算加算措置があるということで、ある程度

交付税の方も見込みをさせていただいております。ただ、旧町のですね、

１５年度の交付税の予算と比べるということは、ちょっと適当ではないん

ではないかと思っております。その点、ご理解よろしくお願いいたします。

以上でございます。 

◯吉 村 議 員   議長。 

◯﨑 岡 議 長   ６５番、吉村正登君。 

◯吉 村 議 員   それではですね、政府は売れる米作りをと言っている。先も市長さんも

売れる米を作りたいんだと、これは自治体でそういう問題でしょうが、実

際には売れる米作りといってもその中身は一つ思うんですが、この米を余

計たくさん作った場合には、余れば来年の減反にまわすというようなこと
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もあるわけなんですね。それと獲れすぎた分ですね、余るよといった分は

お金を貸していただきまして１俵を３千円で売りなさいと。安く買い叩く

んですね。こういう制度も入っていると思うんですが、そこで私が最近の

地域水田農業ビジョンの作成いうのが、おそらく政府の方から、農水省の

方からきているんではないかと思うんですが、こういうものが本当に作成

されているのかどうかお尋ねして、あればこれはできれば農家の皆さんに

も公表していただきたい。先ほど言いましたように、確かに売れる米を作

らないといけないわけなんですけれど、その中にはさっき言いましたよう

なことがあります。その点はどうでしょうか。 

◯児 玉 市 長   議長。 

◯﨑 岡 議 長   市長、児玉更太郎君。 

◯児 玉 市 長   ビジョンの中身につきましては、担当部長からご報告いたします。 
◯清水産業振興部長   議長。 
◯﨑 岡 議 長   産業振興部長、清水盤君。 
◯清水産業振興部長   水田農業ビジョンの作成のことにつきまして、お答えを申し上げます。

国が示しておりますように、このビジョン作成がないと国が示しておりま

す制度の適用にならないということでございますので、昨年から６町の段

階でビジョン作成に取りかかっておりまして、１年かけて本市における水

田農業ビジョンの作成をいたしております。この内容につきましても今年

度の生産調整等の説明会の中でそれぞれ概要につきましては説明を申し

上げてきたところでございます。以上でございます。 

◯﨑 岡 議 長   続いて４１番、金行哲昭君。 

◯金 行 議 員   はい。４１番、金行。甲田会派の金行でございます。よろしくお願いし

ます。私は通告のとおり２点、地域企業の支援と小原地区経営体育成基盤

整備について質問させていただきます。 

少し早口でさせていただきます。まず初めに、地域企業支援事業でござ

いますが、市長の施政方針の中で、今回の合併は地方自治の生き残りを賭

けた戦略であり非常に厳しい社会経済の環境の中でやり抜くと言ってお

られます。今は国や県は少しずつですが明るくなったような感じはすると

新聞紙上では言ってますが、とんでもございません。我が安芸高田市の景

気は低迷をしております。企業の統廃合や撤退などで、いろいろな固定資

産等々の大幅な減額になって、市長の施政演説の中に税収は落ち込んでい

ます。そこで私は地域事業の支援が非常に必要ではないかと考えておりま

す。市長さんも同様の考えだと思いますが、私は事業者の人とある会合の

場で話をしたところ、小規模の事業者の人は資金繰りに、資金のやりくり

に非常に困っておられます。そこで私も議員なりに勉強させていただきま

して、ここの市の支援はございません。県の融資支援、国の融資支援はか

なりございます。そこで、事業者たちの話だとその支援方法もどういう支

援があるかというのもご存知ない場合がございます。そこで、市に対して

も直接の支援はございませんが、そういう、こういう支援がある、こうい

う方法があるというのを積極的に説明する必要があるんではないかと私
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は思います。これはゆくゆくの自主財源を増やし、税金を増やすもとだと

思いますが、そこらは市長、どう思われとりますか、お聞きします。 
２点目に、地域環境を含めた小原地域経営体基盤整備でございます。こ

れは以前は担い手事業ということで昨年までは打ち出してきましたが、今

では名称が変わり、地域経営体育成事業になっておりますが、これは小原

地区にとっても地域の発展に非常に関わりがございます。そこらで今後の

いろいろな問題がございますが、今後のスケジュール、全体工期、年次計

画等々もどうなっているか、これも若者定住、雇用対策にもなりますので

そこらの明確な答弁をお願いしたいと思っております。以上でございます。 
関連は自席においてやらせていただきます。 

◯児 玉 市 長   議長。 

◯﨑 岡 議 長   市長、児玉更太郎君。 

◯児 玉 市 長   ただ今の、金行議員さんのご質問でございます。 
地域の企業への支援についてということでございますが、ご質問の地域

内企業への融資制度等の支援につきましては、基本的には政府系の金融機

関等の融資制度を含め、商工会並びに金融機関において対応されておるわ

けでございます。具体的には担当部長がお答えをしていきたいと思います。 
それから、小原地区の小原地区経営体育成基盤整備事業でございます。

これは今年度から県営事業の経営体育成基盤整備事業ということで着手

をするようになっております。去る４月２１日に地域で土地改良区の設立

認可を受け、来る７月１８日に土地改良区の設立総会を計画をしておると

ころでございます。 
事業費の関係上、２地区に分けて事業採択を受ける計画で、今年の秋か

ら工事に着工する予定にしておるところでございます。全体の面積は６１．

１ヘクタールということでございまして、事業期間は現在の計画では今年

度から平成２３年度までを予定をしておるところでございます。なお、事

業予算の獲得に努め、早期の事業完了を目指して参りたいと考えておると

ころでございます。 
◯清水産業振興部長   議長。 
◯﨑 岡 議 長   産業振興部長、清水盤君。 
◯清水産業振興部長   融資関係の事業につきまして、補足のご説明を申し上げます。先ほど市

長の方がご答弁を申し上げましたように、市の独自の融資制度の方は、制

定をしておりませんが、国、県等の支援として融資制度のご紹介を２、３

させていただきます。新規促進支援資金融資の事業でございますが、これ

も中小企業者向けの融資制度として制定をされております。それからベン

チャー企業支援融資ということで、これも運転資金、設備資金向けの融資

制度として制定をされております。それから無担保スピード保証融資とい

う制度がございますが、これも運転資金の使途としての融資の制度が制定

をされておるところでございます。先ほどご指摘のように商工会、市とも

ども今後こういった広報には十分務めて参りたいというふうに考えてお

ります。以上でございます。 
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◯金 行 議 員   議長。 

◯﨑 岡 議 長   ４１番、金行哲昭君。 

◯金 行 議 員   はい。今産業振興部長からのあれだったんですが、これはいろいろ国の

施策、県の施策があります。それはわかっておりますが、これをですね、

もっと積極的に困っておられる方がいらっしゃいますよ。確かに。そこら

をね、ただ行ってきなさい、そういうもんじゃ全然この市が発展しないん

ですよ。そこの積極的にと言われましたが、どのような方法で、広報ぐら

いのもんでやられるんか、まだ方法はないのか。もっと知恵を出してね、

やるべきだと思うんですが、そこらをどう思われますか、それをお聞きし

ます。 

あと、市長に対してこのベンチャー企業支援いうんが支援がございます。

それで支援があってもいろんな市としての、このベンチャー企業、新しく

事業を興すというとこを積極的に支援をするのが、ここの市の居残りに対

して非常に大事だと思うんですが、そこらの意気込みをお聞きしたいと思

います。以上でございます。 

◯児 玉 市 長   議長。 

◯﨑 岡 議 長   市長、児玉更太郎君。 

◯児 玉 市 長   ベンチャー支援ということでございますが、今なかなか新しい企業進出

と言うても、ご存知のとおり非常に難しい状況でございまして、したがい

まして、我々も積極的にこの支援をやっていきたいと、このように考えて

おります。融資の広報等については、また担当部長から報告いたします。 

◯清水産業振興部長   議長。 
◯﨑 岡 議 長   産業振興部長、清水盤君。 
◯清水産業振興部長   ご指摘のように、これまでは各旧６町でそれぞれ産業振興関係の部署で

担当しておりましたと思いますが、市になりまして産業振興部の中に商工

観光課が改めて設置をされております。こういった商工会、企業の関係は

当課によって担当させていただきます。所管が組織の中ではっきりとして

おりますので、商工観光課を中心として積極的な広報活動に努めて参りた

いと思います。よろしくお願いいたします。 

◯﨑 岡 議 長   続いて３０番、平岡正美君。 

◯平 岡 議 員   議長。３０番、平岡。甲田町会派３０番、平岡でございます。先の通告

に基づきまして、大枠１点新市建設計画の中で、次のことについてお伺い

をいたします。 
まず１点目に、生活交通確保に係る現状と問題点と、さらに課題の中で、

バス利用が不便な地域での生活交通サービス格差への取り組み姿勢。住民

意向、基本方針及び理念、推進の姿勢、企画認識等について伺って参りた

いと思います。 
まず最初に新市建設計画に当たっての、新市の概況に基づいた新市の課

題と発展、ポテンシャル、潜在的な可能性及び住民意向は何であるかにつ

いてお伺いをするところであります。 
２点目に、新市建設の基本方針と理念の内容についてお伺いをいたしま
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す。 
３点目に、生活交通確保に係る現状と、特に問題点は何があると思われ

てるのか、お伺いするところであります。 
次に、バス利用が不便な地域での生活交通サービス確保解消対策に対す

る、自治振興部の職務と企画認識についてどう考えておられるか、またバ

ス利用が不便な地域が全市に何ヵ所あると思われているのか、併せて市長

にお伺いするところであります。 
次に、まちづくりの推進方向と姿勢にどう取り組むのか、市長にお伺い

いたします。 
続いて大枠２点目の観光問題についてお伺いします。 
まず１点目に第３セクター株式会社神楽門前湯治村の履き物の管理に

ついて、どのようにされるおつもりなのか、対処をお伺いするものであり

ます。 
次に地域整備方針の中、地域別方針の中、ＪＲ芸備線を軸に田園居住ゾ

ーンとしての生活農村基盤の整備、高原などの豊かな自然環境、芸備線幹

線道路等の交通の立地条件などを活かし、甲立高原を活かした開発整備を

進め、新たな交流拠点として甲立高原整備計画についてお伺いいたします。 
以上、いずれも市長の明快な答弁を求めます。なお、答弁により再質問

は自席にて行います。 
◯児 玉 市 長   議長。 

◯﨑 岡 議 長   市長、児玉更太郎君。 

◯児 玉 市 長   利用が不便な地域の生活交通サービス対策について、平岡議員さんのご

質問でございます。 

新市建設計画は、旧６町の総合計画の理念を尊重するとともに、各町で

積み残された課題を解決し、その実現を図ることにより、旧６町の速やか

な一体化並びにそれぞれの地域の個性を生かした新市の均衡ある発展と、

住民福祉の向上を図ることを基本に策定されておることは、ご承知いただ

いておるとおりでございます。 
今後、この建設計画の具体化につきましては、財政計画の整合性も考慮

し、限られた財源を最大限有効活用し、住民の付託に応えなければならな

いと認識しております。 
生活交通対策に関しましては、公共交通手段のない辺地にお住まいの高

齢者の通院、買物など日常生活を送る上で必要な交通手段の確保につきま

しては、新市全体を見据えた視点で、総合的な交通対策を講じて参りたい

と考えております。平成１３年度に広域連合におきまして、高田郡におけ

る生活交通の確保対策にかかる調査を実施し、報告書にまとめております

ので、本年度におきましては、これを具体化する実施計画を樹立して参り

たいと考えております。なお、旧町におきましては、辺地地域の交通手段

の確保のために、ジャンボタクシーの運行やタクシー助成等試行的な取り

組みもありましたように聞いておりますが、その成果も十分検証し、実施

計画には反映させて参りたいと考えております。なお、この合併計画の中
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でこの過疎バス等の問題も検討して参っておりますので、後ほど担当の自

治振興部長の方から、またちょっと補足説明をしていきたいと、このよう

に考えております。 
それから、観光問題でございます。神楽門前湯治村の運営管理につきま

してのお尋ねでございます。旧美土里町におきまして、地域資源の掘り起

こし、地域雇用の創出、住民福祉の向上、観光の施設づくりなどの公的な

目的をもって、美土里町が整備し、町が出資し設立した第３セクターによ

って運営する、いわゆる公設民営の手法で整備された施設でございまして、

平成１０年７月に開業し、現在に至っております。 
運営管理につきましては、本年３月より指定管理者制度に移行し、株式

会社神楽門前湯治村を管理者に指定し、その管理運営を委ねておるところ

でございます。ご指摘のことにつきましては、現場の接客も含め、今後改

善がなされるように指導して参りたいと考えておりますので、ご理解を賜

りたいと思います。 
次の、甲立高原整備計画でございます。この事業は、新山村振興等農林

漁業特別対策事業により、地域資源を活用した総合的な交流促進施設を整

備するもので、合併前に甲田町において取り組みをしておりました。今年

度においては、施設の内容、管理運営の形態、整備予定地など計画づくり

を地元関係団体等と連携し、慎重に進めて参りたいと考えております。 
以上でございます。 

◯田丸自治振興部長   議長。 
◯﨑 岡 議 長   自治振興部長、田丸孝二君。 

◯田丸自治振興部長   それでは私の方から生活交通バスにつきまして、補足の説明をさせてい

ただきたいというふうに思います。 

市長答弁の中にありましたように、実は平成１４年の３月安芸たかた広

域連合におきまして、実は高田郡の生活交通の確保をどのようにするかと

いう基本的な考え方が示されております。それ以降、平成１４、１５と２

年間期間があったわけでございますけども、ちょうど合併ということが重

なって参りましたので、６町においては具体的なやはり取り組みがいわゆ

る中断をしておったという経緯がございます。ただ甲田町と向原町におき

ましては、先ほどご答弁ありましたように、ジャンボタクシーを使った試

行がございましたり、またはタクシーの助成券を使ったいわゆる辺地等の

住民の皆さんに対する交通の足を確保すると、こういった試行もなされた

というふうに聞いております。ただ、これはあくまでも試行でございまし

て、安芸高田市全域について、いわゆるどういうようにするかいうことで、

実はこの連合で策定されました基本的な考え方に基づきまして、今年度い

わゆるその手法を整備をしていきたいというふうに考えております。具体

的に申し上げますと、広域連合で示されました考え方は、いわゆる支所の

中心等からこの本所がございます吉田町に至るまで、これを幹線というふ

うに位置付けまして、これはいわゆる現在で申し上げますと備北交通等、

そういった交通事業者もしくは四条運行による全面的な業者委託等々の
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手法を使いまして、定時的な運行を確保するということでございます。次

にそのそれぞれの支所に至るまでの支線につきましては、いわゆる試行で

推されとりましたジャンボタクシーでありますとか、もしくはタクシー助

成券、それから患者輸送バス、またはスクールバス等々の多様な手法を使

いまして、具体的にいわゆるどの地域においてはどの手法を使っていわゆ

る生活の足を確保するかということを、一つひとつ確定をさせていけばと

いうふうに考えとるわけであります。と同時に、当然それに対する住民の

皆さん方の負担をどのようにするかということも、市内の一律基準の中で

設定をしていく必要があるだろうというふうに考えておるとこでありま

す。いずれにしましてもこのような基本的な考え方に基づきまして、今年

度それぞれの地域につきまして、支所の担当の職員の皆さんと協力して解

決を図ってその方向性を見つけていけばというふうに考えておるとこで

ございます。またこのようなところで実際お困りになっておられる地域は

何カ所あるかということでございますが、現在私の手元にその辺地等を示

したものを持っておりませんので、必要であれば後ほどまたご提供申し上

げたいというふうに思います。 

次に自治振興部の職務と企画認識ということでございますが、自治振興

部はいわゆる住民の自治組織を基盤にしたいわゆる協働のまちづくりを

つくっていくという基本的な理念のもとで、住民の自治組織等の振興に関

わる業務を司ること。それからいわゆる新市の全体の計画、企画に渡る部

分、それからプロジェクト事業等々の企画をすると。それから広報、広聴、

そして情報化等々の部門を持っておりまして、私どもの企画部門がまずこ

うした新市全体の計画であるとか、もしくはプロジェクト事業のいわゆる

基本的な考え方等々については整理をさせていただくポジションである

というふうに認識をしております。以上でございます。 

◯平 岡 議 員   議長。 

◯﨑 岡 議 長   ３０番、平岡正美君。 

◯平 岡 議 員   私が思いとは全然違うところで答弁をいただきまして、まことに失礼で

ございますが、苦言を申し上げます。 

生活交通サービスの確保対策についてでありますが、今も部長の方から

話がありましたけども、生活交通問題だけに絞って高田郡における生活交

通確保対策検討調査の業務報告書を安芸たかた市広域連合で発刊されて

いることは間違いないことであります。ここにもこうした冊子が 1冊ござ

います。これに基づいてですね、さらに建設計画を立てられておるもので

ございます。それがですね、先だって私は不便な利用者のためにどうした

がええか、そのためには乗り合いタクシーなどをひとつ考えてはどうかと

いうことでお願いに行きました。ところが担当部長の第一声はですね、｢本

年度はまったく考えてないんだ｣と、そうして｢こういう大事なことを思い

つきで言われちゃ困るんだ｣と、こう言われました。この２冊の建設計画

もですね、リーフレットも作ってですね、出したものをですね、｢思いつ

き｣と言われることは甚だ心外でございます。常識にあるいは認識に大き
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な違いがあると思います。ましてや自治振興部が担当する部署でございま

すから、そのことを率先して全市でこれが何ヵ所あってどうするんか、し

かもバスも何にもない局地におられる、そうした辺地対策をどうするんか

いうものは、福祉の観点から、あるいは地域の活性化のためには血液とも

言われるべくこの交通手段をですね、考えることが自分らの使命ではあり

ませんか。このことについてですね、何らその返答もなく、切り捨てる発

言をされたことに対して私はどう市長が指導されとるのか、お伺いすると

ころであります。 

さらにですね、もう 1点、神楽門前湯治村のことについてお伺いいたし

ますが、私は５月５日にですね、ここに入浴に行きました。そうして靴が

なく、間違えられたのか故意に履き替えられたのか、それはわかりません

けども、なくなりました。そしてカウンターで申し出ましたら｢今日でこ

れは４件あるんですよ｣と言われました。しかし｢これはおかしいじゃない

ですか｣と。｢何かこういうことは前からあるんじゃありませんか｣と言っ

たら｢あります｣とこう言うんであります。その対応をどうしたんかいうた

ら、何らいい方法がないんであります。こんな馬鹿げたことがあると思い

ますか。実際はですね、こういうことについて、さらに３０日に行きまし

てその後申し出があったか、取りに来たか、いろいろ聞きましたら誰も来

やしません。しかし履き物の管理は万全を期してやっております。取り来

んものを一生懸命管理しても何もならんのであります。そういうことでご

ざいますから、その対応は高宮湯の森にありますようにですね、コインロ

ッカーによって絶対間違いのない管理をですね、すべきだと私は思うんで

あります。これはなぜそう言うかいいますと、法人でありながら安芸高田

市がですね、その筆頭株主でもありまして、投資をして関与をしておるわ

けでありますから、市としてこういうことは地域の観光に大きく左右され

るんだということを自覚されて、指示されるべきだろうと私は思うんであ

りますが、その見解についてお伺いするところであります。 

まだ言いたいことはあるんですけども、時間がございませんので割愛を

して率直にお伺いいたします。明快な答弁を求めます。 

◯児 玉 市 長   議長。 

◯﨑 岡 議 長   市長、児玉更太郎君。 

◯児 玉 市 長   このバスの交通の問題につきましては、今までいろいろ検討して先ほど

お示しをしておりますような報告書も出ておるということでございます。

そういうことで市としても真剣に取り組んでいく必要があろうと思いま

すんで、ご指摘のことについては反省をしながら前向きに取り組んでいく

というように考えております。 

それから神楽門前湯治村の履き物の件につきましては、現地を私は全く

よく存じませんので関係者に十分聞きながら、また平岡議員さんのご意見

も参考にしてですね、本当に来た人に迷惑のかからない方法を考える方法

があるだろうかということを研究をさせていただきたいと、このように考

えております。 
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◯平 岡 議 員   議長。 

◯﨑 岡 議 長   ３０番、平岡正美君。 

◯平 岡 議 員   市長の方からある程度納得いいますか、理解をする答弁をいただきまし

たこと、心からお礼申し上げます。しかしながらこのことは先ほども申し

上げましたように、交通手段の確保は福祉の観点のみならず、僻地対策に

おけるまさに血液とも言うべき存在と言えるものであると思うものであ

ります。お年寄りが最も喜ばれる、しかも合併の推進方向といたしまして

は、中心地だけが良くなってはいけない。周辺地もともに暮らせる社会を

つくっていくんだということでございますから、合併はしてさすが安芸高

田市になったが速やかにやってもろうたということの、喜ばれる事業は早

く末端の人のそうした困った状況を理解することにあると思うんであり

ますが、その点について再度質問をさせていただいて質問を終わります。 

◯児 玉 市 長   議長。 

◯﨑 岡 議 長   市長、児玉更太郎君。 

◯児 玉 市 長   まったくお説のとおりでございますので、今後十分対応していきたいと

思います。 

◯﨑 岡 議 長   この際、１５時１５分まで休憩いたします。 
～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午後３時 ２分 休憩 

午後３時１５分 再開 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

◯﨑 岡 議 長   再開いたします。 

続いて４９番、今村義照君。 
◯今 村 議 員   議長。４９番、甲田会派の今村でございます。あと２人でございますの

でよろしくおつき合いのほどお願いいたします。若干当初は時間の関係を

心配しておりましたが、随分余裕がありますので、少し楽にやらせていた

だきたいと思います。 

通告に基づきまして大枠３点の質問をいたします。 
まず１点目は、行政評価システムの導入についてでございます。行政評

価とは、行政に数値による目標管理の考え方を導入し、民間企業の開拓ノ

ウハウを行政にも導入しようという手法でございます。新市の建設計画の

第６章効率的な行財政運営と広域行政の推進という項目におきまして、行

財政運営の効率化を図るため、計画的かつ総合的な行政運営の強化へ向け

て、住民と行政との適正な役割分担と信頼関係を構築していく中で、行政

評価制度などの導入を検討するとございます。もとよりこのシステムは財

政運営の効率化に繋がり、行政職員の事務事業に取り組む姿勢の原点であ

る、住民ニーズをいかに行政に反映させるか、そういう視点に立った住民

と協働のまちづくりを推進するという新安芸高田市の基本理念にもとる

ものというふうに考えるものでございます。係る観点に立って最初に政策

評価のための指標について、示される姿勢をお伺いしたいのが１点目でご

ざいます。もとより行政評価では行政長である市長が公約として自分の守
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備領域の行政サービスのあるべき姿を具体項目と数値目標で目標設定を

する。そしてその達成状況をオープンに市民に情報公開した上で、行政機

関の業績評価を行い、次の政策と予算づくりに活かしていく仕組みでござ

います。ここでの要は顧客である市民の視点に立った評価項目の選択でご

ざいますし、オープンな評価の採用プロセスでもあります。そのことが、

ひいては再三出ておりますが情報公開をさせる手法でもあります。現段階

で市民理解を得るために建設計画や施設方針も含めて目標値の公開をさ

れるお考えはないかということが１点目でございます。 
次の２点目の事務事業評価の展開についてお伺いをいたします。もとよ

り行政評価は人の置かれた立場によって、その考え方はいろいろ違うわけ

でございます。その考え方は別といたしましても、ここでいう行政評価は

職員がどのように対処すべきかという観点から提言をし、この見解を求め

るものでございます。これも同じく建設計画第６章の中で、財政運営の効

率化にふれ、その件の中で職員の定数管理や外部委託による人件費の削減、

事務事業の見直し、ＴＩＦの導入検討など、経常経費の削減、合理化に努

め、歳出構造の改善を図るとともに、職員の経営感覚やコスト意識を高め、

効率的な事業運営に努めます。というふうにございます。まさにこのこと

を具体的に推し進めるのが事務事業評価だと私は思うんでございます。こ

の方式は市長もよくご存知のごとく、三重県庁を皮切りに全国に普及した

ものでございます。事務事業評価は職員が自らの事務や事業について、目

的、意義、成果の自己目標を設定させ、自己点検、自己評価をし、併せて

執行部の指標目標とリンクしたかたちでの評価する仕組みを構築される

お考えはないかというのが２点目でございます。 
次に大枠２点目の財政運営についてでございます。再三再四、この問題

については語られておりますが、少し視点を変えたかたちで言及をしたい

と思います。 
１点目が財政運営指針の作成についてが最初でございます。厳しい財政

の中で、今年度の新市本格的予算に対してもいくら合併による特殊事情が

あるにせよ、財政運営に大きな変化があるとはとてもみられないわけであ

ります。旧来の各町毎の積み上げ方式を査定をして、それで編成されてい

るのが実態ではなかろうかというふうに思うわけでございます。安芸高田

市の船出にあたり、財政の健全化を目的とした数値目標を織り込んだ財政

運営指標を作成することが必要であるというふうに考えるわけでござい

ます。当然のごとく徹底した行政改革の取り組み、優先順位を付けた事業

の選択、市債残高が累積しない財政構造の確立、これは基本方針でござい

ます。これを基本方針として私が言いたいのは４年後の２００８年ごろを

目途といたしまして、達成すべき数値目標を、例えば経常収支比率８０％

以内、公債費率については１５％未満、市債型残高比率については２．０

未満、これは理想の数字でございます。しかしあえて４年後の設定目標数

値といたしましたのは、今の現状からすれば１４年度末においての、例え

ば経常収支比率につきましては９０．４％、公債比率は１６．７％、地方



 220

債残高比率は２３５．８％、こういう数字になっております。このことは

１５年度末にとっても明らかにいずれの比率も上昇しているのは、はっき

りとしておるわけでございます。例えば１６年度市債残高についても３９

０億円に達し、私の試算ではおそらく２６３ポイントくらいの数字になり、

特別会計７会計だけの今年の純増分の５億１千２００万を含めれば、さら

に借金体質は膨らんでくることになるわけでございます。この状況からす

れば、早い段階で数値目標をクリアすることは、大変難しい課題でござい

ます。しかしながら４年後を睨み年次的にこうした数値目標があれば、こ

れからの財政運営も惰性に流されることなくいろんなかたちでの財政運

営や事業にも英断がふるえるんではないかというふうに考えるわけでご

ざいます。本市においてもこうした財政運営指針を早急に作成すべきだと

考えますが、市長のご所見をお伺いをいたします。 
次に財政運営方針について３点ほどお伺いします。 
平成１４年度あるいは１５年度の地方財政の見通しや地方団体におけ

る財政運営上の留意点を盛り込んだ、財政課長も内簡が通達され、そこの

中身については市長もよくご存知のことと思います。その内簡の中で将来、

あるいは火急の課題として３点について所信をお伺いいたしたいのでご

ざいます。１点目は職員の定数管理の問題でございます。内簡では事務事

業の見直し、組織機構の簡素合理化、民間委託、ＯＡ化などを継続的に進

め、定員の縮減に努めるとありますが、今年度、あるいは来年度、当市に

置いては新規採用はしないと言われておりますが、それでは数年後にわた

り、この件についてはどのように取り組まれる方針なのかが１点目でござ

います。 
２点目は、事務管理経費等の問題でございます。事務管理経費の節減合

理化、民間委託、広域処理の推進を図り、新たな施策の実施に必要な財源

は、既定経費の節減合理化により捻出するよう務め、後年度に財政負担の

増加をもたらす措置については、慎重に対処すること。というふうになっ

ております。しかしながら行政サービスを求める市民に対し、この中での

既定経費の削減は容易ではとてもございません。しかしながら実施しよう

とする施策、あるいは削減しうると考えられる施策については、どういう

ふうに考えておられるのかが、２点目の問題でございます。 
３点目は、一般行政経費の削減の問題でございます。１４年度、１５年

度とも６町時代における合併協議で大変忙しくて、各町とも行政経費の削

減は合併によるものという考え方で、この点はあまり視点が行ってなかっ

たんではないかと思われるわけでございます。内簡では地方財政計画につ

いて重点分野以外の一般行政経費を約１０％削減し、重点的配分をいたし

ております。この重点７分野についても個性ある地方の活性化、循環型社

会の形成、少子高齢化への対応などでございますが、これらの案件はいず

れも今後特に行政需要が伸びていくことが予想されるわけでございます。

その財源を確保するために、一般行政経費の１０％削減が可能かどうか、

その辺の調整をどのようにお考えになるか、所信をお伺いをいたします。 
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次に大枠３点目の学校運営についてでございます。 
１点目は、学校評議員制度の導入についてでございます。ご承知のごと

く、平成１２年４月から施行されております、学校評議員制度でございま

すが、これは小中学校含め幼稚園にその制度を、評議員を置くことができ

るというもので、学校が地域住民の信頼に応え、合併や地域が連携協力し

て教育活動を展開するために設けられた、いわゆる開かれた学校づくりの

ための地域住民による学校運営の参画の方途でございます。不登校問題で

あるとか、いじめの問題、学級崩壊あるいは教職員の指導力不足などの学

校が抱えている悩みは深刻で重大なものでございます。学校評議員制度を

導入しても、即この学校運営が円滑に運営されるとは考えられませんが、

開かれた学校づくりや自主的、自立的な学校運営に寄与する必要な制度で

あろうというふうに考えるわけでございます。本市における評議員が、こ

の制度がどういう実態にあるのか、そしてこの評議員制度を市長並びに教

育長はどのように評価されているのかお伺いをしとうございます。 
次に２点目は、この評議員を置くことができるということで、あくまで

学校の設置者たる者が主体でございます。これは義務規定ではないわけで

ございますが、制度施行以来４年が経過をいたしまして、この学校評議員

制度は校長の推薦により学校の設置者が委嘱するというふうになってお

りますが、校長の推薦した者は無条件で委嘱しているのか、あるいは場合

によっては協議するものであるのかお伺いし、その後の学校運営にどのよ

うな変化が見られたのかについて、お尋ねをいたします。 
次に３番目に、学校運営協議会の設置についてどのように考えられてい

るのか。来年度新学期より学校運営協議会の設置ができる旨が、この度国

会で承認されたようであります。まさに学校が地域と積極的に関わって、

校長、教職員、地域住民で構成される学校運営協議会では、その地域の教

育力が問われ、学校運営に関しての権限とその責任が今後求められてくる

と考えられるわけでございます。学校設置者と学校を管理する側の教育委

員会の学校運営に関しての大きな決断が必要だと考えますが、学校運営協

議会設置についてどのように考えられているのか、ご所見をお伺いしたい

のでございます。以上大枠３点について質問し、質問があれば自席にてま

た質問させていただきます。 
◯児 玉 市 長   議長。 

◯﨑 岡 議 長   市長、児玉更太郎君。 

◯児 玉 市 長   まず最初に、今村議員さんのご質問の政策評価のための指標ということ

でございます。後ほど補足の説明は担当部長がしていきたいと思いますが、

行政評価につきましては、行政が何を目指し、何をしようとしているのか

を市民の皆さんにお知らせし、行政を正しく理解していただくために、市

が実施する事務事業の目的や内容、またコストなどを明らかにし、結果を

客観的数値で自己評価し、そのデータを公表するものでございます。また、

行政が市民への説明責任を果たす意味でも、これは有効な手段であると思

います。また、職員への評価システムの構築につきましては、市民の皆さ
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んからご意見や協力をいただきながら、職員自らがコスト意識や目標達成

意識を高揚し、また管理職員が客観的なデータをもとに評価を行うことに

よって、効率的な、効果的な行政運営を目指そうとしておるものでござい

ます。しかし、この問題は、その導入及び実施にあたりましては、先進の

例からみましても、３年ないし５年の期間を要するようでございますので、

本年度におきましては導入実施へ向けた組織や体制の構築、全庁的な研究

及び検討を行いたいと考えておるところでございます。 
行政評価システムの導入は、行財政改革の柱の一つでございますので、

もう少し時間をかけ真剣に検討して参りたいと考えておりますので、ご理

解を賜りたいと思います。 
次に財政運営についてのご質問でございますが、地方財政は、長期にわ

たる景気の低迷により税収が落ち込む中で、少子高齢化などの行政需要は

増大し、累増した公債費の償還とあいまって、大幅な財源不足となってお

り、当市も例外ではございません。また、地方分権の進展により地方自治

体の役割はますます重要になっており、行政需要は一段と増大することが

見込まれております。合併前の各町においても、行政改革を積極的に進め

たものの、経常経費は引続き増加傾向にあり、また地方債残高も大幅に増

加するなど、財政状況が年々悪化してきておるところでございます。この

ような中で、将来にわたって健全財政を維持しながら多様化、高度化し、

増大する市民の行政需要に応えていくためには、市財政も時代の変化に適

切に対応できる財政体質の構築が求められるところでございます。このよ

うな財政環境に適切に対応し、新市の建設計画の着実な推進を財政面から

支援するとともに、効率的、計画的な財政運営を進めるための基本的な考

え方や、具体的な方策を進める財政運営の指針は非常に重要となり、早急

に取組むべき課題であると考えております。また地方財政に大きな影響を

もたらす、国の三位一体の改革、景気の低迷、社会情勢の急激な変化によ

り、財政運営は、従前ベースの行財政改革の対応では限界にくるものと思

われます。今後、速やかに行財政基盤の強化、効率化を図り、分権型行政

システムの構築、選択と集中による歳出の抑制と歳入の確保に努める所存

でございます。 
定員適正化の問題につきましては、先ほど、明木議員さんへもお答えを

いたしましたとおり、安芸高田市の人口規模に見合った職員数になります

よう、直ちに人員を削減するわけにはまいりませんが、行財政改革の柱と

して、今後速やかに職員の定員管理計画を策定し、退職予定者と新規採用

のバランスを図りながら、できるだけ早急に人口規模に合った職員数とな

るよう努めて参ります。また、職員数の削減によって、行政サービス水準

の低下を招かないよう、職員配置の適正化を図って参りたいと思います。 
また、重点経費充当のため、行政経費の削減は可能かというご質問でご

ざいますが、このことにつきましては、今後早急に策定をいたします行政

改革大綱及び実施計画の内容に沿って、経常経費の削減や投資的経費の優

先順位及び重点化を積極的に推進し、実現して参りたいと考えております。
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このことは、行政総体としてとても大きなエネルギーが必要なことから、

議員の皆様方にもご支援をいただきますようにお願いを申し上げる次第

でございます。 
次に、学校問題でございますが、学校の運営につきましては、学校評議

員制度という制度。また、学校長が学校の運営のあり方について、保護者

や地域の皆様方など、学校外のご意見を幅広くお聞きいたし、その後の学

校運営に生かすための制度でございます。安芸高田市の各小中学校におき

ましても、今年度から、安芸高田市学校評議員設置要項に基づき、学校評

議員を委嘱いたしましたが、詳細につきましては教育長から答弁をしてい

きたいと思います。以上でございます。 
◯佐藤教育長   議長。 
◯﨑 岡 議 長   教育長、佐藤勝君。 
◯佐藤教育長   それでは学校運営についてのお答えをさせてもらいたいと思います。 

安芸高田市各小中学校におきましては、今年度安芸高田市学校評議員設

置要項に則りまして、市内の学校に４ないし２名ずつ合計５３名の推薦を

市の教育委員会が受けました。それぞれ推薦されたメンバーにつきまして、

精査いたしましたところ、日頃から学校教育に関心をもって、協力して学

校運営にかかわっておられたり、あるいは率直に意見を申し述べる方が大

変多うございました。適任と考えまして学校評議員を委嘱させていただき

ました。校長は、学校評議員に学校行事や授業参観等を通して学校の様子

を見ていただいたり、特色ある学校づくりへの取り組みについての意見や

感想等を聞かせていただいております。この制度につきましての校長から

のアンケート調査もしておりますが、それによりますと学校として地域や

保護者に説明責任が果たせるようになった、あるいは保護者や地域からの

要望が把握できるようになったという評価が高く、意義があったと思って

おります。 
市の教育委員会といたしましては、学校がこの制度を大いに活用し、地

域に信頼され、開かれた学校づくりの原点として生かし、校長としての自

信を持って学校経営に携われるよう、学校評議員制度の機能化に向け指導

に努めたいと考えておるところでございます。 
また、学校運営協議会につきましては、経済、社会の大きな構造改革の

中で、可能な限り地方分権を推進し、権限と責任を市民に近いところに移

行しようとする流れが急速に進んでおりますが、また従来から公的な部門

が単独で担って参りました分野につきましても、住民参加を進めて、その

力を生かすことによりましてより良い成果を実現するという動きが高ま

ってきております。公立学校の運営に、保護者や地域住民の参画をいただ

いて、学校経営改革あるいは学校改革の一層の推進を図っていく考え方も、

社会全体の流れであるものと認識をしております。具体的に申し上げます

と６月４日に地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部が改正さ

れまして、教育委員会は、指定する学校の運営に関して協議する機関とし

て、学校運営協議会を置くことができるとされております。この制度は、



 224

先ほどの学校評議員が校長の求めに応じて学校運営に個別に意見を述べ

るものを、さらに一歩進めて合議体として校長の示す学校の基本方針を承

認をしたり、職員の採用や任用に関して校長や教育委員会に対しても意見

を述べたりすることができる権限が付与されておる制度でございます。 
広島県では、尾道市立の土堂小学校が文部科学省の指定を受け試行をし

ております。試して行っておるということでございます。地教行法の一部

が改正されましたことによりまして、これまで試行として実施していたも

のが制度化されたことにより、主体性を生かした学校経営をより一層推進

できるようになったと受け止めておるとこでございます。私といたしまし

てはこの制度の導入理念は、生かしたいが、今安芸高田市内で導入するた

めには十分な準備と研究、そして検討が必要であると考えておるところで

ございます。 
◯今 村 議 員   議長。 
◯﨑 岡 議 長   ４９番、今村義照君。 
◯今 村 議 員   基本的な認識はほとんど変わらないというふうに思うわけでございま

す。つきましては、端的にお伺いをいたしますが、なるほど市長のおっし

ゃったようにこの仕組みは一朝一夕でできるものではございません。今後

３年、４年という後の問題ということになると、若干私としては遅すぎる

んじゃないかというふうに思うわけでございますが、やはりそういう認識

でおありになるならですね、今後職員の対応もこのことに大きく考えなき

ゃいけない問題もあるわけですが、本来なら住民ニーズがどこらへんにそ

の事業に、あるいは事務にあるのかというようなことを、徹底したかたち

での企業でいうマーケティングリサーチが必要になってくるわけでござ

います。それをする能力が職員に求められるというふうに思うわけでござ

います。これらの認識を高め、あるいは職員の意識を改革するためには、

やはりかなりの準備期間が必要でしょうが、同じくそこへ到達するひとつ

の目標設定がやはり今年度、あるいは次年度においても早期に立てるべき

であろうというふうに思うわけでございます。そこら辺についてのお考え

を改めてお聞きをいたします。 

２点目に学校運営協議会の設置の問題でございますが、今後十分な準備

をしてこれにあたりたいというご答弁でございました。現在、尾道の土堂

小学校で陰山校長のもとに、この試行がされてるわけでございますが、こ

れのせっかく教育長もこれまで県教委におられましたので、ここらへんの

事業については詳しくその成果なりをお聞きおよびだと思いますので、そ

れらをどういったかたちで具体的にこの当市の学校運営に生かすお考え

があるのかどうか、今の段階でご所見があれば改めてお伺いをしたいと思

います。 
◯児 玉 市 長   議長。 

◯﨑 岡 議 長   市長、児玉更太郎君。 

◯児 玉 市 長   ただ今も申し上げましたように、この評価システムというのは新しい試

みでございまして、我々としても行政で初めてこういう対応するというこ
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とでございますので、必要性は十分存じておりまして、できるだけ早くこ

れが実現するように、当然このシステムは我々としてもやった方がいいと、

こういうように考えておりますので、検討に入らせていただきたいと、こ

のように考えております。 

◯佐藤教育長   議長。 
◯﨑 岡 議 長   教育長、佐藤勝君。 
◯佐藤教育長   学校運営協議会の設置について私見をということでございます。今、広

島県の教育は平成１０年の文部省の是正指導、それから後は是正から改革

へということで、どんどん進んでおります。そして今度は改革から自立へ

という段階に入りまして、学校におきましては学校評価とか、人事評価い

うものを取り入れながら、目標の共通化を図って、そして目標の集中、選

択と集中、そして目標の共通化を図る中で総体としての、どういうんです

か、組織体として機能する学校づくりに取り組んでおるわけでございます。 

中でも私が今年度就任いたしましてプランを作らさせていただきまし

た、かがやきプランの中で重視しておりますのは教育の中では不易と流行

ということがある。時代の流れによって流行を追うということも非常に大

切なことであるが、教育としてどうしてもやっておかなければならない不

易という部分が、どちらかというと流行に流されて十分にそれが根付いて

いないということが、私としては一番心配なわけであります。したがいま

して、知、徳、体の基礎基本の徹底ということを、まず柱にあげながら、

学校において授業がきちんとできる先生をつくっていくということを重

要視しておるところでございます。そういう中にあって時代は進んでおり

ます。しかし、一生懸命頑張っておるということを言いながらも、外部か

らの声も十分に理解をしながら進めていくという、これが学校経営をする

ものとして大変必要なことであります。 

それをするのがまず第１なのが学校評議員という制度であります。平成

１２年の１月に法改正がなされまして、平成１２年の４月から学校評議員

制度というのが本格実施になっております。まだ、学校評議員が本当に定

着するというところまでは、いっておるかどうかということについても、

いっておるとは思います。制度的にはできました。今年も委嘱もいたしま

した。しかし本当にその学校評議員が学校の中でいろんな面で意見を述べ

るということについては、私はまだまだ課題もある点も多いんじゃなかろ

うかなと思います。しかし先ほど今村議員が言われました。前に向いてい

く行政を進めるためには、学校運営協議会というものを通して、学校が本

当の意味で予算権についても人事権についても責任をもってやるという

時代は、私は今から先、公立学校においても当然来るような時代が来ると

思います。その意味で、まだ教育委員会の中でも論議を十分にしておりま

せん。したがいまして、十分な準備と研究と検討を重ねる中でこのことに

ついて検討を進めていきたいと、このように思っておるところでございま

す。以上でございます。 

◯今 村 議 員   議長。 
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◯﨑 岡 議 長   ４９番、今村義照君。 
◯今 村 議 員   最後にいろんなかたちでの行政運営につきましては、今後できるであろ

う行政改革懇話会、あるいは推進本部というものがこれから構築されるわ

けでございます。この中に今後行政評価システムをですね、具体的なかた

ちで検討課題として盛り込まれるお考えがあるかをお伺いして、最後の質

問といたします。 

◯児 玉 市 長   議長。 

◯﨑 岡 議 長   市長、児玉更太郎君。 

◯児 玉 市 長   最初のお答えの中でも申し上げましたように、行政評価システムの導入

というのは、行財政改革の柱の一つでございますので、真剣に検討して参

りたいというように考えております。 

◯﨑 岡 議 長   続いて５７番、山崎宅将君。 

◯山 崎 議 員   ５７番の甲田会派の山崎でございます。私が取り上げておりますのは消

防署の分駐について、高宮、美土里を守備範囲とする消防署の分駐所もし

くは分署を設置するお考えはありませんかということと、それから部の移

転についてお尋ねをしておりますが、分駐のことにつきましては、私が４

人目でございます。ほとんど、なぜこれが必要なのかということは、もう

出尽くしているというふうに思いますが、いくら口説いても市長さんはな

かなか首を縦に振らないと、非常に残念なことと思います。市長さんがお

っしゃるには、市の建設については建設計画に沿って進めていくんだとい

うことでございまして、この分駐のことは建設計画に入っていないという

のが大きなネックになっておるんだろうというふうにも思えるわけでご

ざいますが、なぜこの重大なことが建設計画に入っていなかったのか、と

いうのもなかなか不思議なことでございます。 

消防組合の当時にはですね、各町が独立してそれぞれ町の利益を主張し

ていたわけですから、なかなか美土里、高宮の間に分駐所をつくるといっ

ても、他の町はなかなかうんと言わないと。それはもう当然わかることで

ございまして、現に去年、一昨年でしたか、甲田町選出の消防組合議員の

入本さんがこの問題について質問した時に、私自身の考えとすればですね、

甲田町８千万も負担金があるのにから、これが通ったらまた増えると、金

が。ですからこういうのは甲田町選出の議員としては言わん方がええんじ

ゃないかなとは思いました。そういうことをですね、各町の首長さんとす

ればですね、当然考えておられたと思うんですね。ただ時は流れても一緒

になりました。みんな一緒になりました。そうすると私自身の考え方もだ

んだん変わってきたといいますか、やっぱり安芸高田はひとつとして考え

なきゃならんということで、今となったら私がその時に思った甲田町ちょ

っと金出すのは大変だなというようなことはですね、これは出して当たり

前だと。困っておる人がおるんですから出して当たり前だというふうに変

わってきたわけでございます。消防組合の議会でもこのことが話題になり

まして、議員全員が積極的にこのことは賛成をしております。また今日は

６９人の議員がここにおられるわけですが、このことについて｢わしゃ、



 227

反対じゃ｣いう方はおそらく一人もおられないだろうというふうに思いま

す。そこで市長さんにですね、どうしても色よい返事をいただきたいと、

このように質問をいたします。 

それと部の移転についてでございますが、これは合併前にですね、甲田

町議員でつくっておりました｢｢考える会｣の話の蒸し返しじゃないか｣と、

｢お前らしつこいの｣と、考えられるかもわかりませんが、まったく趣旨が

違います。本庁、ここに来るたびに入口からずっと奥へ入るんですが、あ

まりにも人が多い。無駄な職員さんがおるという意味ではありません。あ

まりにも人が多い。これでうまいこといくんじゃろうかというくらい多い

と思うんですね。事務能率が上がらんのじゃないかというぐらいおられま

す。考える会でよそを借らんでも、金出して借らんでも支所が空いとるん

じゃけ、そこを使ったらどうですかということを提案をしましたが、それ

はすげなく断られたということでございますが、その時の断る理由として

ですね、行政効率が悪い。分駐すれば行政効率が悪い。そして都市計画に

も書いてない。そしてもう一つの理由が６町の足並みが乱れると、こうい

うお話でありました。今はですね、今は６町の足並みが乱れることもない。

これは、都市計画に記載がないのはそのとおりでありますが、同じく行政

効率がだんだん悪化してくるんじゃないかということが懸念されます。支

所の空いてるスペースを有効活用するというふうな、先ほどご答弁があり

ましたが、この点でもですね、是非、どこかに１つか２つ、部を移転させ

て、そこで事務をするようにと。それにはいろんな考え方がありましょう。

吉田町民の方にとっては非常に不便になるというふうなこともありまし

て、先程来、事務機構、行政機構の見直しなど言われておりましたが、そ

の辺から考えなくちゃいけないので、こういうことはすぐできるとは思わ

ないんですね。ですが、今度は新庁舎、第２庁舎を建てるにあたって、こ

れは大きな事業でございまして、これを市長さんは急いでやるというふう

におっしゃるんですが、あんまり急いでやってへんなものを作るべきでは

ないと。ゆっくり考えてちゃんとしたものをつくると。これが大原則だろ

うと思いますので、それにはある程度年数がかかる。今の本庁の状況を少

しなんとか改善しなきゃならんというふうに思いますので、各支所空いて

るところを有効に活用してやるというふうに私は考えておるわけでござ

いますが、この点について市長さんのお考えをお聞きしたいと思います。

ご答弁によりましては、また自席で再質問をしてみたいと思いますが、で

きるだけ積極的な答弁をお願いいたします。 

◯児 玉 市 長   議長。 

◯﨑 岡 議 長   市長、児玉更太郎君。 

◯児 玉 市 長   山崎議員さんのご質問でございます。消防の分駐所の問題につきまして

は、他の議員さんもいろいろご意見を賜っておるわけでございます。先程

来お話のございましたように、消防組合におきましてもこれがずいぶん長

い間論議になってきておるわけでございまして、消防発足以来の懸案であ

るわけでございますが、最近におきましても消防議会の方で、入本議員さ
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んが、１３年と１４年、２回にわたって一般質問をされまして、問題の提

起をされております。その後昨年の１０月の１６日と、同じく１０月の３

１日、２回にわたって消防組合議会の全員協議会でも、この問題が論議を

されまして、方向としてはつくる方向で図って貰いたいという大体ご意向

がまとまったやに聞いております。先ほど山崎議員さんもおっしゃいまし

たが、山崎議員さんも個人的にはちょっと経費がかかるんで、難しいんじ

ゃないかというご意見もあったように聞いておりますが、今の段階ではや

はりあった方が、作った方がいいというご意見を、現在のご質問で賜った

ように、承っておりますが、そのような経過を消防組合でもたどっておる

と、こういうことでございますので、今回の定例会で図らずも４人の皆さ

んからそのようなご意見があったということは重く受け止めて、我々とし

ても考えて検討していく必要があろうと。執行部としてもですね、そうい

う今気持ちでおるわけでございますが、何にしてもこの、片や行政改革と

いう問題がございまして、非常に厳しい財政の中でどのように対応をして

いくかという問題がですね、非常に難しい問題でありまして、今後そこら

を議員の皆さんとも検討させていただきたいと、このように考えておると

ころでございまして、私もやりませんというわけじゃあございません。や

りたいのはどなたも同じ気持ちであろうというように思うわけでござい

ますが、やるとすれば、さてどうするかという問題がいつもネックになっ

てなかなか取り組めんという問題があるわけでございますが、一緒になっ

た安芸高田の大きな事業の中でですね、なんとか考えていく必要も、今来

ておるんじゃなかろうかと、こういう気もするわけでございますので、ま

た協議をさせていただきたいと、このように考えておるわけでございます。 
それから、次に部の移転についてということでございますが、先ほども

申し上げましたが、行政サービスにつきましては、市民の皆さんに迅速か

つ正確なサービスを提供いたしますことが求められていると考えておる

わけでございます。このような観点から申し上げますと、現在、本庁舎が

狭隘なため、分庁舎及び別棟において一部の執務を実施せざるを得ない状

況にあり、市民の皆さんにご不便をおかけいたしておりますことから、早

急に第２庁舎を建設し、役所の機能を集中することによって、市民の皆さ

んへの行政サービスの向上を図ることができるものと考えておるわけで

ございます。 
空きスペースがあるとはいえ、支所へ部を移転するということについて

は、なかなか難しい問題があるんではなかろうかと、このように考えてお

りまして、これは合併前に甲田町の議員さんからもこのことのご提案を受

けて、私も数回議員さんとですね、話をさせてもらったと、こういういき

さつもあるわけでございまして、基本的にはやはりこの吉田に市の庁舎を

置くという、基本線が敷かれておりますので、その基本線を崩すわけには

私はいかんのじゃなかろうかと、このように思いますし、どうせやるんな

ら、やはり早く第２庁舎、文化ホールは手を着けた方がいいと。それはな

ぜかというと、今の国の財政状況からいうと、やはり特例債そのものも今
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は誰も言いませんが、流れとしてはどうも先が細くなってくるおそれがあ

ると、こういうことを我々はどうも心配をしておる。どうせやらにゃあい

けんもんなら早くやった方がええと。しかも先ほど申し上げますように、

これが効率的にできるだけ経費を節減をして、有効なものを早くつくると、

そのことが新しい市を軌道へ乗せることであろうと、このように考えてお

りますので、いろいろご意見はあると思いますが、そこらをご理解を賜り

たいというように思いますので、よろしくお願いをいたします。 
◯山 崎 議 員   議長。 
◯﨑 岡 議 長   ５７番、山崎宅将君。 

◯山 崎 議 員   はい、５７番です。消防の分駐の件でございますが、２０年来の課題で

あるということでございますが、２０年かかっても解決できないような非

常に難しい問題だということはよく解るんですけど、人件費の増大がネッ

クになってできんのだということでございますが、私は命が大切か、金が

大切かというような野暮なことは言いませんが、それに類するようなこと

は思いますので、このことについてよくよく市長に考えていただきたい。

せめて９月の補正で調査費ぐらいは付けましょうと、そこまで踏み込んだ

ご答弁を期待しておりましたが、非常に残念ですが、そういうお考えはな

いですか。 

◯児 玉 市 長   議長。 

◯﨑 岡 議 長   市長、児玉更太郎君。 

◯児 玉 市 長   市長とは言いながら、これほど重大な問題をですね、私一存で申し上げ

るわけには、私はいかないほど重大な問題であろうと考えております。し

たがって、先ほど申し上げましたように、議員の皆さんのご意見も聞きな

がら、また関係町内の職員の皆さんのご意見も十分聞きながら、ひとつ方

向付けをしていく必要があろうと、このように考えておりますので、今日

明快な答弁ができないのは、ひとつお許しを賜りたいと思います。 

◯山 崎 議 員   議長。 
◯﨑 岡 議 長   ５７番、山崎宅将君。 

◯山 崎 議 員   はい。最後の質問ですが、これは質問ではございません。お願いでござ

います。各周辺部の方々にも夢のある市政を行っていただきたいというこ

とでございます。 

◯﨑 岡 議 長   以上で、甲田会派の一般質問を終了し、すべての一般質問を終了いたし

ます。 

◯﨑 岡 議 長   お諮りします。 

議事の都合により、６月３０日から７月１５日まで１６日間を休会とい

たしたいと思います。 

これにご異議ありませんか。 

 〔異議なし〕 

ご異議なしと認めます。 

よって、６月３０日から７月１５日まで１６日間を休会とすることに決

しました。 
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以上で、本日の日程はすべて終了いたしました。 

本日はこれにて散会いたします。 

ご苦労さんでございました。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午後４時１５分 散会 
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上記会議次第は事務局員の記載したものであるが、その内容が正確であることを証する

ためここに署名します。 
 

                            平成１６年      月      日 

 

              安芸高田市議会議長 

 

 

 

          会議録署名議員 

 

 

 

          会議録署名議員 
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１．議事日程 

   （平成１６年第２回安芸高田市議会６月定例会第３２日目） 

 

平成１６年７月１６日 

午 前 １ ０ 時 開 会 

於安芸高田市吉田公民館 

日程第１  会議録署名議員の指名           

日程第２  行政報告 

日程第３  議案第３７号   平成１６年度安芸高田市一般会計予算 

日程第４  議案第３８号   平成１６年度安芸高田市国民健康保険特別会計予算 

日程第５  議案第３９号   平成１６年度安芸高田市老人保健特別会計予算 

日程第６  議案第４０号   平成１６年度安芸高田市介護保険特別会計予算 

日程第７  議案第４１号   平成１６年度安芸高田市公共下水道事業特別会計予算 

日程第８  議案第４２号   平成１６年度安芸高田市特定環境保全公共下水道事業 

特別会計予算 

日程第９  議案第４３号   平成１６年度安芸高田市農業集落排水事業特別会計予算 

日程第１０ 議案第４４号   平成１６年度安芸高田市浄化槽整備事業特別会計予算 

日程第１１ 議案第４５号   平成１６年度安芸高田市コミュニティ・プラント 

整備事業特別会計予算 

日程第１２ 議案第４６号   平成１６年度安芸高田市簡易水道事業特別会計予算 

日程第１３ 議案第４７号   平成１６年度安芸高田市飲料水供給事業特別会計予算 

日程第１４ 議案第４８号   平成１６年度安芸高田市水道事業会計予算 

日程第１５ 発議第 ８ 号    地方分権を確立するための真の三位一体改革の実現を 

求める意見書について 

日程第１６ 発議第 ９ 号    中山間地域等直接支払制度の継続及び充実・強化を 

求める意見書について 

日程第１７ 発議第１０号   ＷＴＯ農業交渉で新しい貿易ルールを求める意見書 

について 

日程第１８ 発議第１１号   地方の道路整備の促進に関する意見書について 
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２．出席議員は次のとおりである。（７０名） 

        １番         明 木 一 悦          ２番     秋 田 雅 朝 

        ３番     土 居 克 之     ４番     山 本   優 

        ５番     岡 山   薫          ６番     田 中 常 洋 

        ７番     前 川 正 昭          ８番     平 林 克 昌 

       ９番         日野原 穂 澄        １１番     加 藤 英 伸      

１２番         山  﨑 昭  弘        １３番     山 口 康 文 

      １４番         小  野 剛  世        １５番     川 角 一 郎 

１６番         竹  田 誠  莊        １７番     井 上 尚 文 

１８番         高  坂  広  一        １９番     新 出 達 夫 

２０番         塚  本    近        ２１番     赤 川 三 郎 

    ２２番         深  井 達  雄        ２３番     三 上 タエ子 

      ２４番         長  岡  公次郎        ２５番     井 上 正 樹 

２６番         宮  田 浩  之        ２７番     松 野 俊 寿 

２８番         川  先 悟  郎        ３０番     平 岡 正 美 

３１番         秋  広 美  輝        ３２番     川 﨑 三千春 

    ３３番         西  川 佚  夫        ３５番        岡 原 雪 夫 

     ３６番      松  村  ユキミ     ３７番     熊 高 昌 三 

     ３８番      藤  井 昌  之    ３９番         浅 枝 俊 通 

     ４０番      青 原 敏 治    ４１番         金 行 哲 昭 

４２番     杉 原   洋       ４３番         松 川 秀 巳 
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      ４４番     大 前 直 行       ４５番         入 本 和 男 

     ４６番     泉   正智代    ４７番         山 本 三 郎 

     ４８番     今 野 仁千六    ４９番         今 村 義 照 

     ５０番     住 広   章    ５１番         佐々木   博 

５２番     玉 川 祐 光       ５３番         西 山 登司教 

      ５４番     井 上 正 文       ５５番         岡 田 正 信 

     ５６番     浮 田 洋 吾    ５７番         山 崎 宅 将 

     ５８番     桑 岡 達 夫    ５９番         望 月   桂 

     ６０番     天 清 斐 雄    ６１番         渡 辺 義 則 

６２番     猪 掛 信 幸       ６３番         高 下 二 郎 

      ６４番     富 田 義 弘       ６５番         吉 村 正 登 

     ６６番     名 川 律 夫    ６７番         宮 本 房 宏 

     ６８番     松 浦 利 貞    ６９番         増 田 静 樹 

     ７０番     中 間 末 雄    ７１番         鳴 石   勧 

７２番        亀 岡   等        ７３番     﨑 岡 典 男 

 
 
３．欠席議員は次のとおりである。（３名） 

１０番        平 川 幸 雄     ２９番        新 山 勝 義 

   ３４番        中 野 光 雄 

 

 

４．会議録署名議員 

      ２３番     三 上 タエ子       １６番        長 岡 公次郎 
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５．地方自治法第１２１条により説明のため出席した者の職氏名（２３名） 

   市     長    児 玉  更 太 郎     助     役    増 元 正 信 
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福祉保健部長 

兼福祉事務所長    福 田 美 恵 子     人権推進課長    毛 利 宣 生 

産業振興部長    清 水  盤     
建設部長   

兼公営企業部長    金 岡 英 雄 

消 防 長    村 上  紘     八千代支所長    平 下 和 夫 
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  ６．職務のため議場に出席した事務局の職氏名（６名） 
事 務 局 長  増 本 義 宣   事 務 局 次 長     光 下 正 則 
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書 記  国 岡 浩 祐   書 記     倉 田 英 治 
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～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午前１０時００分 開会 

◯﨑 岡 議 長   みなさん、おはようございます。 

ただ今の出席議員は７０名であります。 

定足数に達しておりますので、直ちに本日の会議を開きます。 

本日の議事日程は、予めお手元に配布しておりますとおりであります。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

日程第１  会議録署名議員の指名 

◯﨑 岡 議 長   日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

会議録署名議員は、会議規則第７９条の規定により、議長において、２

３番三上タエ子君、２４番長岡公次郎君を指名いたします。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

日程第２  行政報告 

◯﨑 岡 議 長   日程第２、行政報告を行います。市長から行政報告の申し出がありまし

たのでこれを許します。 

○児 玉 市 長   議長。 

○﨑 岡 議 長   市長、児玉更太郎君。 

○児 玉 市 長   定例会にご出席いただきまして、まことにありがとうございます。大変

ご苦労さんでございます。私の方からは行政報告ということで、２点につ

いてご報告をいたします。 

まず、第１点は安芸高田市税等滞納整理の対策についてでございます。

議会でもたびたびご指摘をいただいてますように、この滞納整理について

は市役所内部で対策本部を作って徴収に努力していきたいと、こういうこ

とを申しておるわけですが、７月の１３日安芸高田市税等滞納整理対策本

部を設置をいたしました。助役をキャップにいたしましてそれぞれ関係部

課長でこの対策本部を設置したわけでございます。市税、介護保険料、水

道使用料、下水道の使用料、し尿手数料、受益者負担金及び分担金、土地

改良賦課金、住宅の使用料、保育料、住宅貸付金、償還金の滞納について

債権確保を図るとともに滞納金の徴収に努力をして参りたいと思います。

対策本部を設置したことにつきまして、ご報告を申し上げました。 

次に、２点目は安芸高田市の合併記念式典の開催についてでございます。

これは、どこも合併した市町村は、合併後記念式典をやっておるわけでご

ざいますが、安芸高田市では、ご存知のように３月の１日に郡内６町が合

併いたしまして安芸高田市が誕生したわけでございます。これを祝い、今

後の新市の将来展望を見出し、地域の振興と一体情勢の契機を探るという

ことで合併を記念いたしまして、８月の２１日の土曜日でございますが、

午後１時から合併記念式を挙行いたしたいと思います。場所は、ＪＡの高

田会館のホールを、今、予定をしておるところでございます。改めて皆さ

んにはご案内をさしあげたいと思いますが、８月の２１日の土曜日午後１

時から予定をしておいていただければと、このように思うわけでございま

す。以上２点について、行政報告をさせていただきました。ありがとうご
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ざいました。 

○﨑 岡 議 長   以上で行政報告を終わります。 
～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

日程第３ 議案第３７号 平成１６年度安芸高田市一般会計予算 
日程第４ 議案第３８号 平成１６年度安芸高田市国民健康保険特別会計予算 
日程第５ 議案第３９号 平成１６年度安芸高田市老人保健特別会計予算 
日程第６ 議案第４０号 平成１６年度安芸高田市介護保険特別会計予算 
日程第７ 議案第４１号 平成１６年度安芸高田市公共下水道事業 

特別会計予算 
日程第８ 議案第４２号 平成１６年度安芸高田市特定環境保全 

公共下水道事業特別会計予算 
日程第９ 議案第４３号 平成１６年度安芸高田市農業集落排水事業 

特別会計予算 
日程第１０ 議案第４４号 平成１６年度安芸高田市浄化槽整備事業 

特別会計予算 
日程第１１ 議案第４５号 平成１６年度安芸高田市コミュニティ・プラント 

整備事業特別会計予算 
日程第１２ 議案第４６号 平成１６年度安芸高田市簡易水道事業特別会計予算 
日程第１３ 議案第４７号 平成１６年度安芸高田市飲料水供給事業 

特別会計予算 
日程第１４ 議案第４８号 平成１６年度安芸高田市水道事業会計予算 

○﨑 岡 議 長   日程第３、議案第３７号から日程第１４、議案４８号までを一括議題と

いたします。本案は､一括して予算審査特別委員会に付託されておりまし

たので、委員長の報告を求めます。 
○松浦委員長   議長。 

○﨑 岡 議 長   予算審査特別委員長、松浦利貞君。 
○松浦委員長   予算審査特別委員会の審査計画並びに結果につきましてご報告申し上

げます。平成１６年６月１５日付けで、本委員会に付託されました議案の

審査の結果を、会議規則第１０１条の規定により次のとおり報告いたしま

す。 
付託されました下記案件につき、６月３０日及び７月１３日の２日間の

特別委員会、７月１日から８日まで６日間の所管常任委員会による小委員

会を開催し、延べ１４日間にわたり、市長、助役、収入役、参事及び教育

長並びに関係部局の部課長等の出席を求め、慎重に審査を重ねました。審

査の結果につきましては、別紙概要報告書をご参照いただきたいと思いま

す。 
予算全体の概要は、まず非常に厳しい財政状況下での予算編成であり苦

労は見受けられるが、合併前の旧町の事業の継続、踏襲が多いということ

であります。特徴的な意見のいくつかを挙げますと、財政が今後一層厳し

くなることが予測される中、行財政改革の展望を明確にすること。組織、

機構においては、本庁と支所機能の権限や役割の整理が必要ではないか、
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団体補助の在り方について算出基礎を明確にするなど整理が必要ではな

いか、地域振興の在り方については、均衡のとれた振興会の育成指導等、

もっと研究が必要ではないか、新市建設計画の内、主要事業の具体的計画

について明確にする必要があるのではないかなどです。 
審査の結果につきましては、議案第３７号平成１６年度安芸高田市一般

会計予算の件は、鳴石勧委員から第３款民生費第１項社会福祉費の第７目

人権推進費に対する修正案が提出されましたが、賛成少数で修正案は否決

されました。引き続いて、付託された１２件の議案について採決いたしま

した結果、すべて原案のとおり可決すべきものと決しました。 
なお、執行部におかれましては、今後の事務執行について、本予算審査

特別委員会並びに小委員会で指摘されました点につきましては、真摯に受

け止めていただきまして、十分反映されますようお願いをいたしまして報

告といたします。 
○﨑 岡 議 長   お諮りいたします。 

この際、委員長報告に対する質疑を省略したいと思います。 

これにご異議ありませんか。 

〔異議なし〕 

ご異議なしと認め、質疑は省略いたします。 

○﨑 岡 議 長   これより討論に入ります。 

まず、本案１２件に対する反対討論の発言を許します。 

反対討論はありませんか。 

○鳴 石 議 員   議長。 

○﨑 岡 議 長   ７１番、鳴石勧君。 

○鳴 石 議 員   最前、松浦特別委員長から報告がありました。この報告の中で、修正動

議が少数であったという報告をされましたが、こういう表現の仕方は適切

ではない。可否同数で、過半数に至らなかったので動議が成立しませんで

した。こう言うべきであります。新人ならいざ知らず、長年の経験を持っ

ておられるんですから、こういう点をお願いします。 

反対討論をいたします。議案３７号平成１６年度安芸高田市一般会計予

算２５７億７千４００万円。款３民生費、人権推進費の中で、団体助成金

部落解放同盟に対する１千５００万の助成は、前年度の実績であるという

予算説明でありましたが、実際には美土里町では２年間にわたって団体助

成金がされていせん。３年に遡ってこれを２７０万にされております。ま

た、向原町では、２つの解放団体がありますが、これが４０万であります。 

しかし、解放同盟の要求のままに予算編成をされて、一向に部落解放の

視点に立っていくという児玉市長には姿勢が見られません。今、委員長か

らも申されましたように、厳しい厳しいそういう中の予算ということを言

われましたが、先月も向原に福祉部長が来られ、「老人敬老の祝いの金額

を１人あたり２５０円引き下げてくれ」、こういう話があったそうであり

ますが、一方では言われるままに予算を組んで、多くの、とりわけ長年苦

労をされてきたお年寄りの今日の社会を築いていただいたのは、皆さんの
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おかげです。こういう敬老金までも１人当り２５０円削っていこうという

児玉更太郎市長は、どういう気持ちでおられるのか。こういう観点から見

ましても弱者に対する予算を削っていく。部落解放同盟に対しては手厚い

援助資金をそのまま持っていくというような本予算に対しては、私は賛成

する事ができませんので、反対をいたします。以上です。 

○﨑 岡 議 長   次に本案１２件に対する賛成討論の発言を許します。 

〔賛成討論なし〕 

賛成討論なしと認めます。 

これをもって討論を終結いたします。 
○﨑 岡 議 長   これより議案第３７号、平成１６年度安芸高田市一般会計予算について

の件を、挙手により採決いたします。 
本案に対する委員長の報告は原案可決であります。 
本案は、委員長の報告のとおり決することに賛成の諸君の挙手を求めま

す。 
〔挙手多数〕 
挙手多数であります。 
よって、本案は原案のとおり可決されました。 

○﨑 岡 議 長   次に議案第３８号、平成１６年度安芸高田市国民健康保険特別会計予算

についての件を挙手により採決いたします。 
本案に対する委員長の報告は原案可決であります。 
本案は、委員長の報告のとおり決することに賛成の諸君の挙手を求めま

す。 
〔挙手多数〕 
挙手多数であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

○﨑 岡 議 長   次に議案第３９号、平成１６年度安芸高田市老人保健特別会計予算につ

いての件を挙手により採決いたします。 
本案に対する委員長の報告は原案可決であります。 
本案は、委員長の報告のとおり決することに賛成の諸君の挙手を求めま

す。 
〔挙手多数〕 
挙手多数であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

○﨑 岡 議 長   次に議案第４０号、平成１６年度安芸高田市介護保険特別会計予算につ

いての件を挙手により採決いたします。 
本案に対する委員長の報告は原案可決であります。 
本案は、委員長の報告のとおり決することに賛成の諸君の挙手を求めま

す。 
           〔挙手多数〕 

挙手多数であります。 
よって、本案は原案のとおり可決されました。 

○﨑 岡 議 長   次に議案第４１号、平成１６年度安芸高田市公共下水道事業特別会計予

算についての件を挙手により採決いたします。 
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本案に対する委員長の報告は原案可決であります。 
本案は、委員長の報告のとおり決することに賛成の諸君の挙手を求めま

す。 
           〔挙手多数〕 

挙手多数であります。 
よって、本案は原案のとおり可決されました。 

○﨑 岡 議 長   次に議案第４２号、平成１６年度安芸高田市特定環境保全公共下水道事

業特別会計予算についての件を挙手により採決いたします。 
本案に対する委員長の報告は原案可決であります。 
本案は、委員長の報告のとおり決することに賛成の諸君の挙手を求めま

す。 
           〔挙手多数〕 

挙手多数であります。 
よって、本案は原案のとおり可決されました。 

○﨑 岡 議 長   次に議案第４３号、平成１６年度安芸高田市農業集落排水事業特別会計

予算についての件を挙手により採決いたします。 
本案に対する委員長の報告は原案可決であります。 
本案は、委員長の報告のとおり決することに賛成の諸君の挙手を求めま

す。 
           〔挙手多数〕 

挙手多数であります。 
よって、本案は原案のとおり可決されました。 

○﨑 岡 議 長   次に議案第４４号、平成１６年度安芸高田市浄化槽整備事業特別会計予

算についての件を挙手により採決いたします。 
本案に対する委員長の報告は原案可決であります。 
本案は、委員長の報告のとおり決することに賛成の諸君の挙手を求めま

す。 
           〔挙手多数〕 

挙手多数であります。 
よって、本案は原案のとおり可決されました。 

○﨑 岡 議 長   次に議案第４５号、平成１６年度安芸高田市コミュニティ・プラント整

備事業特別会計予算についての件を挙手により採決いたします。 
本案に対する委員長の報告は原案可決であります。 
本案は、委員長の報告のとおり決することに賛成の諸君の挙手を求めま

す。 
           〔挙手多数〕 

挙手多数であります。 
よって、本案は原案のとおり可決されました。 

○﨑 岡 議 長   次に議案第４６号、平成１６年度安芸高田市簡易水道事業特別会計予算

についての件を挙手により採決いたします。 
本案に対する委員長の報告は原案可決であります。 
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本案は、委員長の報告のとおり決することに賛成の諸君の挙手を求めま

す。 
           〔挙手多数〕 

挙手多数であります。 
よって、本案は原案のとおり可決されました。 

○﨑 岡 議 長   次に議案第４７号、平成１６年度安芸高田市飲料水供給事業特別会計予

算についての件を挙手により採決いたします。 
本案に対する委員長の報告は原案可決であります。 
本案は、委員長の報告のとおり決することに賛成の諸君の挙手を求めま

す。 
           〔挙手多数〕 

挙手多数であります。 
よって、本案は原案のとおり可決されました。 

○﨑 岡 議 長   次に議案第４８号、平成１６年度安芸高田市水道事業会計予算について

の件を挙手により採決いたします。 
本案に対する委員長の報告は原案可決であります。 
本案は、委員長の報告のとおり決することに賛成の諸君の挙手を求めま

す。 
           〔挙手多数〕 

挙手多数であります。 
よって、本案は原案のとおり可決されました。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

日程第１５ 発議第８号 地方分権を確立するための真の三位一体改革の 

                         実現を求める意見書について 
○﨑 岡 議 長   続いて日程第１５、発議第８号、地方分権を確立するための真の三位一

体改革の実現を求める意見書についての件を議題とします。 

この際、議案の朗読を省略いたします。 

提出者から提案理由の説明を求めます。 

○山 崎 議 員   議長。 

○﨑 岡 議 長   ５７番、山崎宅将君。 

○山 崎 議 員   地方分権を確立するための真の三位一体改革の実現を求める意見書に
ついて提案理由の説明を行います。 
政府においては、日本経済は回復基調にあるとされているところであり

ますが、本市の地域経済は未だ回復の兆しは見られず、経済の活性化によ

る地域づくりが喫緊の課題となっています。 

しかしながら、平成１６年度における国の予算編成は、三位一体改革の

名のもとに、本来あるべき国、地方を通ずる構造改革とは異なり、市町村

の財政運営の基幹たる財源である地方交付税等の地方一般財源の大幅な

削減が行われ、これは国の財政健全化方策に特化されたものと受け取らざ

るを得ません。地方公共団体の行財政運営の実情を踏まえたものとなって

いないことは誠に遺憾であります。 
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特に、平成１６年度の税源移譲については、国庫補助負担金の廃止に伴

う本格的な税源移譲が先送りされ、命綱である地方交付税等の地方一般財

源の削減のみが突出した対策は、本市の行財政運営に致命的な打撃を与え、

市民生活及び地域経済に多大な影響をもたらす事態を招いています。 

このような中、政府においては、先般の「麻生プラン」に沿った考え方

のもとに、去る６月４日には「経済財政運営と構造改革に関する基本方針

２００４」が閣議決定されたところでありますが、住民が安全で安心して

暮らせる行財政運営が実施できる改革の実現が極めて重要であります。 

よって、政府及び国会においては、２年目を迎える三位一体改革が地方

分権の理念に基づいた真の地方分権改革となるよう、皆さんのお手元に配

布した意見書のとおり各項目の実現を強く求めるものであります。 

なにとぞ、議員の皆様のご理解をいただきますようお願いし、提案理由

の説明といたします。 

○﨑 岡 議 長   これをもって提案理由の説明を終わります。 

なお、本件に関しては質疑を省略いたしたいと思います。 

ご異議ありませんか。 

         〔異議なし〕 

異議なしと認め、本件の質疑は省略いたします。 

これより討論に入ります。 

討論はありませんか。 

         〔討論なし〕 

討論なしと認め、これをもって討論を終結いたします。 

○﨑 岡 議 長   これより発議第８号、地方分権を確立するための真の三位一体改革の実

現を求める意見書についての件を挙手により採決いたします。 

本案は、原案のとおり決することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

         〔挙手多数〕 

挙手多数であります。 

        よって発議第８号は原案のとおり可決されました。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

日程第１６ 発議第９号 中山間地域等直接支払制度の継続及び 

           充実・強化を求める意見書について 

○﨑 岡 議 長   続いて日程第１６、発議第９号、中山間地域等直接支払制度の継続及び

充実・強化を求める意見書についての件を議題とします。 

この際、議案の朗読を省略いたします。 

提出者から提案理由の説明を求めます。 

○名 川 議 員   議長。 

○﨑 岡 議 長   ６６番、名川律夫君。 

○名 川 議 員   中山間地域等直接支払制度の継続及び充実・強化を求める意見書につい

て提案理由の説明を申します。 

国におかれては、中山間地域等の振興施策の柱として、平成１２年度に

我が国農政史上初の制度として導入され、平成１６年度で終了する「中山
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間地域等直接支払制度」の検証を進められているところであります。 

経営規模が零細で、生産条件が厳しい中山間地域が、地域の７割を占め

る本市においては、制度に基づく集落協定を通した話し合い活動を契機と

して、農地や水路等の農業用施設の共同管理等の持続的な農地保全活動に

よる耕作放棄地の防止はもとより、機械、施設の共同利用や担い手の育成

など、組織的な農業生産活動の促進、さらには都市農村交流などの活動の

結果、集落の求心力や高齢者の生産活動意欲の復活につながり、中山間地

域の農業、農村が有する多面的機能の確保に、大きな成果を上げておりま

す。 

よって、国におかれましては、中山間地域等の実情を深く認識され、皆

様のお手元に配布した意見書のとおり、各項目について特段のご配慮がな

されるよう強く要望するものであります。 

なにとぞ、議員の皆様方のご理解を頂きますようお願いし、提案理由と

いたします。 

○﨑 岡 議 長   これをもって提案理由の説明を終わります。 

なお、本件に関しては質疑を省略いたしたいと思います。 

ご異議ありませんか。 

         〔異議なし〕 

異議なしと認め、本件の質疑は省略いたします。 

これより討論に入ります。 

討論はありませんか。 

         〔討論なし〕 

討論なしと認め、これをもって討論を終結いたします。 

○﨑 岡 議 長   これより発議第９号、中山間地域等直接支払制度の継続及び充実・強化

を求める意見書についての件を挙手により採決いたします。 

本案は、原案のとおり決することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

         〔挙手多数〕 

挙手多数であります。 

よって発議第９号は原案のとおり可決されました。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

日程第第１７ 発議第１０号 ＷＴＯ農業交渉で新しい貿易ルールを 

求める意見書について 
○﨑 岡 議 長   続いて日程第１７、発議第１０号、ＷＴＯ農業交渉で新しい貿易ルール

を求める意見書についての件を議題とします。 

この際、議案の朗読を省略いたします。 

提出者から提案理由の説明を求めます。 

○松 川 議 員   議長。 

○﨑 岡 議 長   ４３番、松川秀巳君。 

○松 川 議 員   ＷＴＯ農業交渉で新しい貿易ルールを求める意見書につきまして提案

理由の説明を行います。 
ＷＴＯ農業交渉は、２００５年１月合意を目指し鋭意に交渉が行われて
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おり、農産物輸出国は大胆な市場開放、貿易自由化を求めています。しか

しながら、食料、農業、農村基本法の理念である食料安全保障の確保、自

給率の向上及び多面的機能への配慮のためには、市場開放、貿易自由化あ

りきではなく、日本政府が交渉の場で提案している「日本提案」の実現、

新しい貿易ルールの確立が求められるところです。 
本市議会としても、食料の安定供給を確保し、多様な形態の農林業が共

存できるルールとするため、ＷＴＯ農業交渉において、皆さんのお手元に

配布した意見書のとおり各項目の実現を要請するものであります。 
なにとぞ、議員の皆様のご理解をいただきますようお願いします。提案

理由の説明といたします。 

○﨑 岡 議 長   これをもって提案理由の説明を終わります。 

なお、本件に関しては質疑を省略いたしたいと思います。 

ご異議ありませんか。 

         〔異議なし〕 

異議なしと認め、本件の質疑は省略いたします。 

これより討論に入ります。 

討論はありませんか。 

         〔討論なし〕 

討論なしと認め、これをもって討論を終結いたします。 

○﨑 岡 議 長   これより発議第１０号、ＷＴＯ農業交渉で新しい貿易ルールを求める意

見書についての件を挙手により採決いたします。 

本案は、原案のとおり決することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

         〔挙手多数〕 

挙手多数であります。 

        よって発議第１０号は原案のとおり可決されました。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

日程第第１８ 発議第１１号 地方の道路整備の促進に関する意見書について 
○﨑 岡 議 長   続いて日程第１８、発議第１１号、地方の道路整備の促進に関する意見

書についての件を議題といたします。 

この際、議案の朗読を省略いたします。 

提出者から提案理由の説明を求めます。 

○天 清 議 員   議長。 

○﨑 岡 議 長   ６０番、天清斐雄君。 

○天 清 議 員   地方の道路整備の促進に関する意見書について提案理由の説明を行い

ます。 
道路は、国民生活や経済、社会活動を支える最も基礎的なインフラであ

り、その整備は全国民が等しく熱望するところであります。 
地域が一定のまとまりを持った自立圏域として新たな活力を創造して

いくためには、地域内外の交流と連携を支える地域高規格道路東広島高田

道路や国道５４号可部バイパスなどの広域的な道路網から、教育、医療、

福祉といった住民生活を支える道路の整備まで、道路整備は本市の極めて
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重要な課題となっております。 
政府の構造改革におかれては、こういった未だ整備の遅れた地域の実情

を十分認識し、地方の声を十分に反映させるとともに、皆様のお手元に配

布した意見書のとおり各項目について配慮されるよう強く要望するもの

であります。 
なにとぞ、議員の皆様のご理解をいただきますようお願いし、提案理由

の説明といたします。 
○﨑 岡 議 長   これをもって提案理由の説明を終わります。 

なお、本件に関しては質疑を省略いたしたいと思います。 

ご異議ありませんか。 

         〔異議なし〕 

○﨑 岡 議 長   異議なしと認め、本件の質疑は省略いたします。 

これより討論に入ります。 

討論はありませんか。 

         〔討論なし〕 

討論なしと認め、これをもって討論を終結いたします。 

○﨑 岡 議 長   これより発議第１１号、地方の道路整備の促進に関する意見書について

の件を挙手により採決いたします。 

本案は、原案のとおり決することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

         〔挙手多数〕 

○﨑 岡 議 長   挙手多数であります。 

よって発議第１１号は原案のとおり可決されました。 

○﨑 岡 議 長   ただ今意見書案が決議されましたが、字句等の整理を要するものについ

てはその整理を議長に委任されたいと思いますが、これにご異議ありませ

んか。 

〔異議なし〕 

ご異議なしと認め、議長に委任いただきます。 

○﨑 岡 議 長   以上をもって、本定例会に付議されました案件の審議は全部終了いたし

ました。 

これをもって、平成１６年第２回安芸高田市議会定例会を閉会いたしま

す。 

大変ご苦労様でございました。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午前１０時３９分 閉会 
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上記会議次第は事務局員の記載したものであるが、その内容が正確であることを証する

ためここに署名します。 
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